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宗
祖
幼
少
の
こ
ろ
仏
法
、
世
間
の
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
い
だ
き
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
智
者
と
な
ら
で

は
か
な
い
が
た
い
と
、
清
澄
山
の
本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
に
願
を
か
け
「
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
た
ま
え
」
と
懸
命
の

祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
時
に
「
虚
空
蔵
菩
薩
、
眼
前
に
高
僧
と
な
ら
せ
給
ひ
、
明
星
の
如
く
な
る
智
慧
の
宝
珠
を

授
け
給
ふ
」
（
善
無
畏
三
蔵
抄
）
と
も
「
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
よ
り
大
智
慧
を
給
は
り
」
（
清
澄
寺
大
衆
中
）
と

菩
薩
を
感
見
、
信
観
し
た
こ
と
を
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
祖
十
二
才
の
時
で
、
こ
の
感
得
を
得
て
よ
り
慧
眼

頓
に
ひ
ら
け
、
八
宗
な
ら
び
に
一
切
経
の
勝
劣
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
正
月
一
日
、
日
蝕
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
「
生
身
の
愛
染
明
王
を
拝
見
し
」
、
ま
た

こ
の
正
月
十
五
日
よ
り
十
七
日
に
至
る
間
に
「
生
身
の
不
動
明
王
を
お
が
み
」
こ
の
両
明
王
を
そ
れ
ぞ
れ
図
顕
さ
れ

て
い
る
。
（
不
動
愛
染
感
見
記
）

宗
祖
が
こ
の
よ
う
に
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
・
愛
染
明
王
・
不
動
明
王
を
感
見
、
信
得
さ
れ
た
こ
と
は
宗
祖
の
懇
祈
・

祈
請
が
並
々
で
な
か
っ
た
こ
と
を
想
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
生
身
の
諸
尊
を
信
観
さ
れ
た
こ
と
は

宗
祖
の
宗
教
的
体
験
と
し
て
看
過
で
き
ぬ
重
要
事
で
あ
る
。
特
に
大
曼
茶
羅
図
顕
に
あ
た
っ
て
右
に
不
動
、
左
に
愛

巻
頭

言



顕
祈
顕
応
・
顕
祈
冥
応
・
冥
祈
顕
応
・
冥
祈
冥
応
の
四
句
は
祈
請
の
常
道
で
あ
る
が
、
本
年
の
審
査
を
受
け
る
に

際
し
本
学
で
は
止
暇
断
眠
の
精
進
を
か
さ
ね
て
諸
般
の
準
備
を
整
え
文
部
省
の
審
査
委
員
の
諸
公
を
迎
え
た
い
も
の

と
念
願
し
て
い
る
。
大
学
並
び
に
同
窓
生
諸
聖
の
冥
顕
の
御
援
助
を
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
。

わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

染
の
梵
字
を
図
案
化
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
生
身
の
両
尊
の
感
見
が
い
か
に
強
い
宗
教
意
識
下
に
あ
っ

た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
が
三
年
の
短
期
大
学
を
改
組
転
換
し
て
四
年
制
大
学
に
移
行
す
る
申
請
は
本
学
同
窓
生
の
宿
願
で
あ
る
が
、

一
昨
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
第
一
次
の
申
請
は
本
年
正
月
七
日
通
過
し
、
本
年
は
最
終
審
査
、
書
類
、
実
地
調
査
が
行

平
成
六
年
三
月

学
長
宮

崎

英
修



〈
史
料
紹
介
〉

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
望
月
真
澄
励
）

ｌ
『
東
都
歳
時
記
』
に
み
ら
れ
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に
Ｉ

ノ
ー
ト

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡

ｌ
「
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
変
遷
に
つ
い
て
Ｉ

巻
頭
言
…
・
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
学
長
宮

一
仏
乗
の
も
と
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
高

１
１
法
華
経
に
よ
る
諸
神
の
包
容
１
１

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上

１
１
法
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
１
１

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
桑

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
奥

ｌ
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て
ｌ

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
・
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
町

棲
神
第
六
十
六
号
目
次

辺
寛
勝
励
）

名
貫
正
（
ざ

野
本
洋
（
脚
）

田
是
正
（
鯛
）

崎
英
修

橋
尭
昭
（
７
）

田
本
昌
（
錦
）



資
料

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中

ｌ
明
治
法
制
史
料
断
片
（
一
）
Ｉ

編
集
後
記

学
園
錐
報
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鋤
）

罰
⑥
日
脚
戸
口
門
口
い
い
ご
建
切
の
三
時
四
ｍ
四
日
信
○
○
ｍ
］
ゆ
ず
壷
脚
智
凹
昌
詞
、
言
巴
○
天
巴
回
国
詩
幽
門
貝
目
）

…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
・
望
月
海
慧
（
１
）

山
光
勝
励
）



ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
宝
庫
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
博
物
館
で
は
不
思
議
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
オ
ー
レ
ル
ス
タ
イ
ン

或
い
は
フ
ー
シ
ェ
等
の
発
堀
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
出
土
収
集
品
、
即
ち
英
国
支
配
時
代
の
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
て
、
パ
キ
ス

タ
ン
自
体
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
は
ま
こ
と
に
少
な
い
。
（
最
近
の
発
見
の
も
の
は
例
え
ば
ペ
シ
ャ
ワ
ル
大
学
等
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
）

一
方
最
近
出
土
の
大
部
分
の
も
の
は
海
外
に
流
出
し
て
い
る
。
前
者
は
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
の
文
化
の
影
響
の
も
の
が
多
い
が
、
後
者
は
土

俗
的
な
文
化
、
又
は
ペ
ル
シ
ャ
文
化
の
影
響
の
強
い
も
の
が
多
い
。
即
ち
黒
色
片
岩
の
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
的
な
も
の
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
中

心
部
、
白
っ
ぽ
い
岩
、
青
味
が
か
っ
た
も
の
は
周
辺
の
山
地
、
或
は
ス
ワ
ッ
ト
か
ら
。
こ
れ
ら
は
土
俗
的
な
も
の
、
ペ
ル
シ
ャ
的
な
影
響

の
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
博
物
館
に
あ
る
も
の
は
、
前
者
に
属
し
、
後
者
の
も
の
は
ま
こ
と
に
少
な
い
。

こ
の
点
、
筆
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
方
が
よ
り
新
し
い
傾
向
の
も
の
が
多
い
と
い
え
る
。
然
し
何
分
盗
堀
さ
れ
た
も
の
、
或
は
正
規
の

発
堀
の
も
の
で
も
横
流
し
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
出
土
地
が
特
定
さ
れ
な
い
。

筆
者
は
敢
て
追
求
し
よ
う
と
し
て
、
し
ば
し
ば
生
命
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
す
べ
て
を
握
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
石
の
色
・
性
質
か
ら
か
或
は
又
莫
然
と
「
こ
こ
ら
あ
た
り
」
と
に
お
わ
す
出
土
地
を
信
ず
る
外
な
い
。

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

一
仏
乗
の
も
と

ｌ
法
華
経
に
よ
る
諸
神
の
包
容
Ｉ

に

高
橋
堯
昭

(7）



、
■
８

コ
一
一

函

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

識

順懸
A ト リ トーン

こ
う
し
た
土
俗
的
ペ
ル
シ
ャ
的
な
匂
い
の
こ
い
実
に
１
’
－
－
ク
な

彫
刻
を
、
筆
者
は
最
近
又
二
つ
手
に
入
れ
た
。
一
つ
は
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
神
ト
リ
ト
ー
ン
の
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
変
っ
て
い
る
。

普
通
の
は
羽
根
や
足
を
も
っ
た
蛇
の
下
半
身
の
上
に
人
間
の
上
半
身

が
乗
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
像
は
暹
し
い
鰐
の
よ
う
な
足
を
も
ち
、

羽
根
を
も
っ
た
竜
の
上
に
、
人
間
の
上
半
身
が
乗
っ
て
い
る
。
即
ち

こ
う
し
た
異
っ
た
傾
向
の
も
の
を
並
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
社
会
、
即
ち
異
っ
た
民
族
・
種
族
、
そ
し
て
多
種
の
文
化

の
共
在
が
推
定
さ
れ
る
。
恰
も
カ
ニ
シ
カ
・
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
等
の
ク
シ

（
１
）

ヤ
ン
の
コ
イ
ン
が
異
種
多
様
な
神
々
を
ミ
ン
ト
し
て
い
る
よ
う
に
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
普
遍
的
将
更
を
作
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
成
立
し
た
仏
教
、
特
に

大
乗
仏
教
、
そ
の
大
乗
仏
教
の
華
た
る
法
華
経
は
二
仏
乗
の
中
に

す
べ
て
の
神
々
を
包
容
す
詮
〕
ど
い
う
性
格
を
も
っ
の
も
自
然
な
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

◇

(8）



一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

謬
篭
・
懇
葵
倒
険
〃
磐
曾
予
懸
溌
瀞
鼠

一

B竜に腰掛けるパンチカとハーリティー

(9）



を
は
き
、
他
は
ド
ー
テ
ィ
ー
だ
が
、
帽
子
や
上
半
身
の
服
装
か
ら
み
て
遊
牧
民
の
姿
。
二
段
目
は
た
く
ま
し
い
足
を
も
っ
た
竜
を
椅
子
代

り
に
、
口
髭
顎
髭
を
も
っ
た
偉
丈
夫
が
腰
掛
け
て
い
る
。
下
段
の
も
の
は
、
ふ
く
よ
か
な
胸
か
ら
見
て
婦
人
、
や
は
り
竜
に
腰
掛
け
て
い

る
。
特
に
婦
人
像
は
竜
の
首
を
左
手
で
だ
き
、
右
手
に
は
槍
を
か
か
え
て
い
る
。
そ
の
槍
の
穂
先
は
ふ
く
ら
ん
で
い
て
「
蕾
」
の
よ
う
、

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

￥ト

●■、ワ ･-

2一世一生-種

遍
畢

醜

垂

Cパンチカとハーリティー ブリティシュミュージアム蔵

上
半
身
が
竜
と
人
間
の
二
つ
あ
る
と

い
う
、
今
迄
見
た
こ
と
の
な
い
特
殊

な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ク
シ
ヤ
ン

の
柱
の
特
徴
た
る
ア
ー
カ
ン
サ
ス
の

柱
頭
を
も
っ
た
角
柱
の
横
に
あ
る
か

ら
ク
シ
ャ
ン
時
代
の
も
の
と
わ
か
る
。

然
も
石
は
み
ど
り
が
か
っ
た
ス
ワ
ッ

ト
特
有
の
石
だ
か
ら
こ
の
時
代
に
こ

う
し
た
信
仰
・
思
想
が
こ
の
ス
ワ
ッ

ト
地
方
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
の
作
品
は
写
真
Ｂ
三
段

の
彫
刻
。
石
は
み
ど
り
が
か
っ
た
ス

ワ
ッ
ト
の
石
。
一
番
上
は
二
人
の
人

物
が
踊
っ
て
い
る
。
一
人
は
ズ
ボ
ン

(ZO)



武
器
と
し
て
の
槍
で
は
な
い
。
然
も
こ
の
女
性
の
右
側
横
か
ら
立
ち
上
っ
た
木
で
体
全
体
が
お
お
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ド
ー
の
木
で
あ
る
。

こ
れ
は
写
真
Ｃ
の
ア
ル
ド
ク
シ
ョ
ー
や
ハ
ー
リ
テ
ィ
（
鬼
子
母
神
）
の
持
つ
コ
ル
ヌ
コ
ピ
角
）
（
木
の
芽
の
萌
え
出
ず
る
動
物
の
角
）
と

同
じ
豊
穣
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
ふ
く
よ
か
な
女
性
と
の
ペ
ャ
ー
か
ら
上
の
男
性
は
パ
ン
チ
カ
、
下
は
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
と

比
定
さ
れ
る
。
毘
沙
門
天
の
大
将
軍
で
あ
る
パ
ン
チ
カ
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
と
が
竜
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
勿
も
毘
沙
門
天
王
は
夜
叉
の
軍

と
竜
の
軍
の
二
隊
を
率
い
て
い
る
か
ら
不
思
議
で
は
な
い
が
。
こ
の
竜
も
夜
叉
共
々
仏
教
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
来
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
彫
刻
は
或
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
仏
伝
図
や
仏
像
彫
刻
の
仕
切
り
の
柱
代
り
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
ろ
い
ろ
の
神
々
が
仏
教
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
特
に
夜
叉
は
樹
神
信
仰
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
大
地
の
生
命
力
で

早
く
よ
り
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
は
仏
伝
で
、
釈
尊
の
出
家
出
城
の
時
、
蹄
の
音
で
城
中
の
人
の
目
が
覚
め
な
い
よ
う
、

馬
の
足
を
夜
叉
が
捧
げ
持
っ
た
と
か
、
菩
提
樹
下
の
悟
り
の
時
、
大
地
を
震
動
さ
せ
て
マ
ー
ラ
を
退
散
さ
せ
た
り
、
否
々
マ
ャ
夫
人
が
樹

の
枝
を
つ
か
ん
で
釈
尊
を
産
ん
だ
り
、
以
来
釈
尊
は
樹
の
下
で
悟
り
、
樹
の
下
で
暮
し
、
サ
ラ
双
樹
の
下
で
入
滅
し
て
行
っ
た
等
電
古

来
か
ら
の
樹
神
信
仰
の
伝
統
の
中
で
一
生
を
過
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
５
）

ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
土
俗
神
、
こ
れ
が
西
方
の
ア
ル
ド
ク
シ
ョ
ー
と
結
び
つ
き
生
産
の
神
と
な
り
、
仏
教
に
と
り
入
れ
ら

れ
て
鬼
子
母
神
神
話
を
生
ん
で
行
っ
篭
そ
の
パ
ン
チ
カ
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
が
こ
の
よ
う
に
更
に
又
竜
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
さ
に
ク

シ
ャ
ン
の
普
遍
的
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
さ
ま
を
如
実
に
示
し
た
の
が
律
蔵
の
文
で
あ
る
。
即
ち
善
見
律
毘
婆
娑
第
二
に
、

即
遣
二
大
徳
末
間
提
一
・
汝
至
二
闘
賓
捷
陀
羅
國
中
一
。
…
…
竜
王
…
…
復
作
二
暴
風
疾
雨
雷
電
群
露
一
山
厳
崩
倒
樹
木
推
折
。
猶
如
二
虚
空

崩
敗
一
。
竜
王
者
属
童
子
。
復
集
二
一
切
諸
龍
童
子
一
。
身
出
し
烟
寛
。
起
二
大
猛
火
一
雨
二
大
礫
石
一
。
欲
し
令
二
大
徳
末
間
提
恐
怖
一
。
…
…

｜
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）
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我
浬
藥
後
満
百
歳
後
、
有
一
弦
翻
名
末
田
地
那
。
令
我
教
法
流
行
此
国
。
…
…
毒
龍
其
名
忽
弄
。
…
…
龍
即
降
琶
放
尊
者
上
。
変
成
天

華
績
紛
乱
墜
。
龍
如
念
怒
更
…
…
（
大
別
’
四
一
○
下
）

と
予
言
の
形
で
竜
が
抵
抗
す
る
が
、
こ
と
ご
と
に
マ
デ
ィ
ァ
ン
テ
イ
カ
の
神
通
力
で
破
ら
れ
、
遂
に
教
化
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
阿
育
王
経
に
も
あ
り
、
末
田
地
に
よ
る
闘
賓
の
竜
の
帯
伏
と
法
蔵
の
広
布
が
書
か
れ
て
い
る
（
大
卵
’
一
五
六
の

上
中
）
。
更
に
又
「
島
王
統
史
」
が
マ
ッ
ジ
ャ
ン
テ
ィ
力
等
が
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
怒
竜
を
」
（
八
’
一
’
三
）
と
か
「
大
王
統
史
」
で
も

「
カ
シ
ミ
ー
ル
及
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
抵
抗
す
る
ア
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ラ
竜
王
を
受
戒
さ
せ
、
八
万
四
千
の
諸
竜
、
多
数
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
乾
閣

婆
・
夜
叉
・
鳩
藥
茶
鬼
・
パ
ン
ダ
ヵ
と
名
付
く
夜
叉
、
ハ
ー
リ
タ
ー
夜
叉
尼
は
そ
の
児
五
百
と
共
に
初
果
（
預
流
果
）
に
達
し
た
と
あ

（
７
）

る
等
々
」
、
諸
律
と
同
じ
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
て
、
仏
教
が
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
う
ち
、
そ
の
土
地
、
そ
こ
に
住
む
住
民
の
信
じ
て
い
た
神
々

が
と
り
入
れ
ら
れ
、
所
謂
「
所
を
得
さ
し
め
」
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

竜
が
経
典
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
主
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
も
の
に
、
法
華
経
の
提
婆
品
が
あ
る
。
こ
れ
は
竜
女
の
成
仏
を
介
し

て
人
間
の
女
性
の
成
仏
を
説
い
て
い
る
。
然
し
、
当
時
女
性
が
こ
う
し
た
竜
を
介
さ
ず
ス
ト
レ
ー
ト
に
成
仏
す
る
経
典
が
十
指
に
余
り
、

｜
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

大
徳
末
間
提
。
以
二
神
通
力
一
蔽
二
龍
王
神
カ
ー
。
…
…
以
二
甘
露
法
味
教
化
示
し
之
。
令
二
其
歓
喜
一
帯
二
伏
龍
王
一
受
二
甘
露
法
一
・

（
大
別
’
六
八
四
下
’
六
八
五
上
）

と
カ
シ
ミ
ー
ル
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
マ
デ
ィ
ァ
ン
テ
ィ
力
に
対
し
て
竜
王
が
看
族
を
総
動
員
し
て
抵
抗
し
た
が
、
遂
に
マ
デ
ィ

ァ
ン
テ
イ
カ
に
降
伏
し
、
甘
露
の
法
味
で
教
化
さ
れ
た
と
あ
る
。

こ
れ
は
又
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
四
十
に
も

迦
漂
彌
羅
国
…
…
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３
須
摩
提
経
菩
提
支
流
訳

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

ち
な
み
に
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
人
間
の
女
性
の
成
仏
す
る
と
い
う
経
典
を
列
記
す
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。
否
、
も
っ
と
あ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
現
在
の
所
筆
者
の
探
し
得
た
も
の
だ
け
列
記
し
て
み
た
。

１
仏
説
須
摩
提
菩
薩
経
月
氏
竺
法
護
訳

郁
迦
有
女
名
須
摩
提
、
厭
年
八
才
…
法
無
男
無
女
…
便
成
男
子
頭
髪
即
堕
迦
裟
著
身
…
…
。
（
大
蚫
’
七
六
’
七
八
）

２
仏
説
須
摩
提
菩
薩
経
羅
什
訳

長
者
優
迦
有
女
名
須
摩
提
、
臓
年
八
才
奉
敬
過
去
無
数
百
千
諸
仏
…
即
成
男
子
頭
髪
即
堕
袈
裟
在
身
便
作
沙
彌
、
文
殊
師
利
言
、

審
我
来
当
作
仏
…
形
体
顔
色
如
年
三
十
（
大
旭
’
七
八
’
八
○
）

も
言
え
よ
う
。

正
法
華
経
や
海
竜
王
経
を
訳
し
た
竺
法
護
も
そ
の
う
ち
四
つ
も
訳
し
て
い
る
程
で
あ
る
。
八
才
と
か
十
二
才
の
幼
女
が
成
仏
を
受
記
さ
れ

て
い
る
。
勿
も
当
時
の
女
性
の
社
会
的
地
位
や
性
の
問
題
、
即
ち
古
代
か
ら
女
性
の
月
々
の
出
血
や
出
産
等
、
血
を
「
汚
れ
」
と
み
る

習
慣
か
ら
、
日
本
で
も
忌
み
家
が
あ
り
、
現
代
で
も
チ
ト
ラ
ル
附
近
の
【
胃
、
呂
胃
目
耳
黒
く
邑
亀
の
山
合
い
の
谷
で
は
こ
の
習
慣

が
残
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
旦
は
「
変
成
男
子
」
と
な
り
、
生
れ
変
り
死
に
変
り
し
て
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
と
い
う
経

典
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
典
は
仏
説
須
摩
提
菩
薩
経
の
文
の
如
く
、
「
法
に
は
男
も
女
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
女
性
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
成
仏
す
る
と
い
う
経
典
が
竺
法
謹
に
四
つ
も
訳
さ
れ
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
僧
、
塵
曇
僧
伽
提
婆
や
カ
シ

ミ
ー
ル
に
遊
学
し
た
羅
什
も
訳
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
等
の
い
た
西
北
イ
ン
ド
に
、
こ
の
女
人
成
仏
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
で
は
男
と
女
は
平
等
で
、
一
歩
下
っ
て
も
、
そ
う
し
た
理
想
を
描
け
る
よ
う
な
精
神
的
社
会
的
に
自
由
な
環
境
が
あ
っ
た
と
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９
増
一
阿
含
経
巻
三
十
八
東
晋
閲
賓
三
蔵
塵
曇
僧
伽
提
婆
訳

是
汝
善
知
識
彼
仏
当
授
汝
決
（
大
２
１
七
五
八
上
）
（
女
人
の
五
障
に
も
拘
ら
ず
）

８
仏
説
超
日
明
三
昧
経
西
晋
姦
承
遠
訳

於
是
有
長
者
女
名
慧
施
、
…
施
是
慧
施
、
則
転
女
像
（
身
）
化
成
男
子
踊
在
宮
中
…
諸
女
欣
然
即
成
男
子
…
却
後
十
劫
皆
当
為
仏

７
慧
上
菩
薩
門
大
善
権
経
巻
上
竺
法
護
訳

貴
姓
有
女
名
執
祥
…
執
祥
女
終
転
女
身
、
得
生
切
利
紫
紺
天
宮
（
大
蚫
’
一
五
八
中
）
…
縁
斯
貧
欲
寿
終
天
女
即
為
男
子
…

王
舎
城
有
長
者
女
、
名
為
妙
慧
、
年
始
八
才
…
変
成
男
子
如
三
十
才
知
法
比
丘
（
大
腿
’
八
三
中
）

４
仏
説
阿
闇
貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
竺
法
謹
訳

当
棄
女
身
男
子
己
、
当
生
切
利
天
上
（
大
吃
’
八
九
上
）

５
仏
説
離
垢
施
女
経
月
氏
竺
法
護
訳

有
女
名
維
摩
羅
達
、
蕨
年
十
二
端
正
：
・
語
離
垢
施
女
…
三
千
世
界
六
反
震
動
変
成
男
子
…
仏
土
清
浄
一
仏
土
（
大
胆
’
九
六
下
）

６
得
無
垢
女
経
元
魏
波
羅
門
閨
曇
般
若
支
流
訳

波
斯
匿
王
有
女
名
得
無
垢
、
已
会
親
近
無
量
諸
仏
、
久
種
善
根
供
養
多
仏
…
年
始
十
二
（
大
吃
’
九
八
下
）
…
我
婦
女
身
即
成
大

夫
、
始
年
十
六
端
正
童
子
…
転
女
人
身
得
成
男
子
…
於
八
十
千
阿
僧
祇
劫
。
行
菩
提
行
…
求
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
。
…

夫
、
始
年
十
六
端
正
圭

（
大
吃
’
一
○
六
中
）

（
大
吃
’
一
五
八
下
）

（
大
喝
’
五
四
上
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）
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蛆
五
分
律
二
九
仏
陀
什
共
竺
道
生
等
訳

（
女
人
の
五
障
に
も
拘
ら
ず
）
今
当
云
何
受
具
足
戒
（
大
理
’
一
八
六
上
）

こ
う
し
た
経
典
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
妙
法
蓮
華
経
の
提
婆
品
の
後
半
の
如
く
、
「
竜
女
の
成
仏
を
介
し
て
人
間
の
女
性
の
成
仏
」
を

と
く
経
典
も
併
せ
出
て
来
た
。
然
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
竜
に
偉
大
な
力
を
認
め
、
竜
の
住
む
海
底
深
き
宮
殿
に
人
々
を
貧
苦
か
ら
救

う
宝
珠
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
と
っ
て
来
て
人
々
を
幸
福
に
し
よ
う
と
す
る
利
他
の
精
神
が
見
え
る
。
然
も
途
中
「
大
乗
を
と
ら
ん
と
欲

す
」
（
四
分
律
大
躯
’
九
一
二
上
）
と
の
言
葉
を
四
回
も
く
り
返
す
等
、
大
乗
的
な
思
考
が
見
え
て
く
る
。
更
に
海
竜
王
が
宝
珠
を
与
え

た
後
で
、
部
下
の
「
二
竜
を
派
遣
し
て
」
（
大
〃
’
九
一
二
中
）
娑
婆
世
界
に
衛
護
し
て
送
り
返
し
た
と
あ
っ
て
、
竜
は
「
守
護
的
」
な

性
格
ま
で
つ
け
て
来
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
の
菩
薩
像
の
胸
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
状
に
つ
る
し
た
経
筒
或
い
は
宝
珠
の
両
側
を
竜
が
く
わ
え
て

い
る
も
の
に
連
ら
な
る
立
場
で
あ
ろ
う
。
仏
教
が
竜
を
教
化
し
、
竜
を
守
謹
神
と
し
て
所
を
得
さ
め
て
い
っ
た
こ
と
は
前
述
の
諸
律
の
表

現
を
裏
書
き
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
に
か
く
竜
女
を
介
し
て
人
間
の
女
性
が
成
仏
し
た
り
、
竜
宮
を
理
想
境
と
す
る
経
典
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

１
長
阿
含
経
十
九
第
三
十
世
紀
経
龍
鳥
品
後
秦
弘
始
年
仏
陀
耶
舎
共
竺
念
仏
訳

大
海
水
底
有
裟
喝
龍
王
宮
…
至
七
生
身
命
壷
我
清
浄
衆
（
大
１
１
一
二
七
中
）

２
菩
薩
本
行
経
巻
下
失
訳
人
名

大
海
竜
王
即
髻
中
摩
尼
法
珠
以
上
菩
薩
…
終
寿
皆
生
天
…
得
脱
竜
身
生
於
天
上
（
大
３
１
一
二
四
上
）

３
正
法
念
処
経
魏
般
若
流
支
訳

海
水
下
五
百
由
旬
、
有
竜
王
宮
種
々
衆
応
以
為
荘
厳
…
（
大
Ⅳ
’
四
○
二
中
下
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
窩
擢
理
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7 6 5 4

転
女
人
身
得
為
男
子
…
則
取
珠
理
路
…
用
散
仏
上
（
大
略
’
一
五
三
上
）

薩
曇
分
陀
利
経
失
訳
人
名

（
大
体
法
華
経
の
提
婆
品
と
ほ
ぼ
同
じ
）

正
法
華
経
西
晋
月
氏
国
三
蔵
竺
法
護
訳

正
法
華
経

西
晋

七
宝
塔
品

竜
王
女

海
竜
王
経

受
決
品

四
分
律
四
十
六
破
僧
鍵
度
第
十
五
仏
陀
耶
舎
訳

欲
往
海
竜
王
宮
乞
如
竜
宝
珠
令
閻
浮
提
衆
生
無
貧
苦
「
欲
取
大
乗
」
（
四
回
く
り
返
す
）
（
大
〃
’
九
一
二
上
）

海
竜
王
経
竺
法
謹
訳
（
正
法
華
経
を
訳
す
前
年
）

法
供
養
品
第
十
八

舎
利
品
第
十
七

諸
法
無
二
…
…
阿
褥
達
龍
王
：
…
・
以
白
珠
理
債
当
世
而
覆
仏
上
（
大
晦
’
一
四
九
中
）

女
宝
錦
受
決
品
第
十
四
品

各
以
右
手
執
理
路
…
…
不
可
以
女
身
得
成
仏
道
、
男
子
之
身
亦
不
可
得
、
道
心
無
男
無
女
…
仏
告
諸
比
丘
、
此
宝
錦
女
三
百
不

可
却
復
当
得
作
仏
号
白
普
世
如
来
至
真
等
正
覚
（
大
晦
’
一
五
○
下
）

仏
滅
度
時
在
此
大
海
留
全
舎
利
…
一
切
衆
生
何
縁
得
度
、
永
為
窮
厄
無
救
護
（
大
晦
’
一
五
二
上
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

第
十年

八
才
…
…
於
斯
変
成
男
子
菩
薩
尋
即
成
仏
（
大
９
１
一
○
六
上
）

》
宋
参
‐
一
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然
ら
ば
ど
の
範
囲
に
こ
の
竜
神
信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
、
律
蔵
の
前
掲
の
文
章
以
外
、
四
世
紀
の
法
顯
伝
。
六
世

紀
の
宋
雲
行
記
（
洛
陽
伽
藍
記
巻
五
に
付
載
）
・
七
世
紀
の
玄
葵

の
大
唐
西
域
記
・
慈
恩
寺
法
師
伝
等
で
推
測
す
る
し
か
な
い
。
前

掲
の
律
蔵
の
成
立
が
西
歴
紀
一
琴
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ

よ
り
ず
つ
と
後
の
求
経
僧
の
記
録
で
は
律
蔵
の
文
字
を
裏
付
け
る

に
は
余
り
に
も
時
間
が
立
ち
過
ぎ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
文
献
と
し

て
書
か
れ
た
資
料
の
な
い
状
況
で
は
こ
れ
に
た
よ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
ず
消
極
的
な
資
料
と
し
て
敢
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

然
し
幸
い
な
こ
と
に
、
時
代
的
に
ぴ
っ
た
り
な
有
力
な
資
料
が

出
て
来
た
。
そ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
タ
キ
シ
ラ
発
堀
記
録
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
る
と
、
タ
キ
シ
ラ
の
ク
シ
ャ
ン
時
代
の
ジ
ャ
イ

８
妙
法
蓮
華
経
後
秦
亀
蒐
国
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
訳

提
婆
品
第
十
二
（
大
９
１
三
五
下
）

（
内
容
正
法
華
経
及
薩
曇
分
陀
利
経
と
ほ
ぼ
同
じ
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

◇
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１
１ 〃

鯵･1-面

P

巌義欝 譲
河今

、宇蜜
』

銀

。 ‐ 聯‘塗今篭産

B

'

ー …＄塞痔

録 一覇

一

ｺ＝

。

F

F・ ロ

難掌

麺
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一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

ナ
教
の
寺
と
思
わ
れ
る
所
か
ら
沢
山
の
粘
土
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
ー
の
水
槽
が
出
土
し
た
と
あ
壷
こ
れ
ら
の
一
部
は
現
在
タ
キ
シ
ラ
の
博

物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
金
持
ち
長
者
は
竜
神
の
住
む
タ
ン
ク
池
を
奉
納
し
た
。
こ
れ
は
タ
キ
シ
ラ
以
西
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
が
少

な
く
な
る
乾
燥
地
で
は
灌
慨
の
為
池
を
作
る
と
い
う
社
会
的
貢
献
が
竜
の
住
む
池
を
奉
納
す
る
と
い
う
、
世
俗
と
宗
教
の
関
係
を
考
え
る

上
で
も
非
常
に
重
要
な
資
料
で
も
あ
壷

然
し
金
持
ち
は
池
を
供
養
出
来
て
も
一
般
大
衆
は
そ
う
は
出
来
な
鼬
そ
こ
で
模
型
の
小
さ
な
タ
ン
ク
を
奉
納
し
た
。
こ
れ
が
大
き
な

タ
ン
ク
の
ま
わ
り
か
ら
沢
山
出
土
し
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
が
あ
る
。
当
時
の
竜
神
信
仰
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
池
は
恰
も
聖
樹
信
仰
の

《
砲
）

聖
な
る
樹
や
仏
塔
信
仰
の
仏
塔
の
如
く
神
の
住
む
所
と
考
え
ら
れ
た
。
だ
か
ら
樹
神
や
仏
塔
の
ま
わ
り
に
柵
、
即
ち
欄
楯
を
も
う
け
た
よ

う
に
、
池
の
ま
わ
り
に
柵
を
設
け
、
チ
ャ
イ
ト
ャ
と
し
て
祀
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
池
の
ま
わ
り
に
沢
山
の
ミ
’
一
チ
ュ
ァ
ー
の
タ
ン
ク
・
水

槽
を
作
っ
て
奉
納
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
タ
キ
シ
ラ
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ャ
ル
マ
博
士
に
よ
れ
ば
「
ハ
ス
テ
ィ
ナ
ガ
ー
ル
か
ら
コ
ー
シ
ャ

（
胸
）

ン
ビ
ー
ま
で
、
こ
う
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ー
の
タ
ン
ク
を
奉
納
し
た
跡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
の
層
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
仏
教
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
等
に
拡
大
し
て
行
っ
た
当
時
こ
れ
ら
の
地
方
に
は
竜
神
信
仰
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
律
蔵
等
の
文
字
は
荒
唐
無
稽
の
作
り
話
・
絵
空
事
で
は
な
く
、
歴
史
的
資
料
座
し
て
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
次
は
少
し
時
代
は
下
る
が
、
法
顕
伝
・
大
唐
西
域
記
・
慈
恩
寺
法
師
伝
・
宋
雲
行
記
・
魏
書
西
域
伝
及
び
道
栄
伝
な
ど
か
ら
竜
神

信
仰
の
記
録
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。
順
序
と
し
て
は
北
か
ら
南
へ
、
法
顕
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
歩
い
た
道
に
沿
っ
て
「
竜
神
信
仰
」

の
跡
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
通
っ
て
パ
ミ
ー
ル
高
原
へ
の
入
口
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
を
通
っ
て
、
ワ
ハ
ン
渓
谷
に
入
り
、

◇
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波
謎
羅
川
中
有
二
大
竜
池
一
・
東
西
三
百
余
里
南
北
五
十
余
里
。
撞
二
大
葱
嶺
内
一
当
二
贈
部
洲
中
一
其
地
最
高
也
。
…
…
…
（
大
別
’
九
四
一
中
）

と
、
こ
れ
ら
三
ヶ
所
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
中
で
、
こ
こ
に
竜
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
商
弥
国
（
玄
葵
の

大
唐
西
域
記
巻
第
十
二

と
竜
神
信
仰
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。

２
葱
嶺
・
蛇
歴
国
（
イ
ン
ダ
ス
河
の
チ
ラ
ス
と
コ
ッ
ト
ゥ
ガ
ラ
間
の
右
岸
、
特
に
ガ
イ
ャ
間
を
ダ
レ
ル
地
方
と
い
う
）
（
前
掲
書
二
九
頁
）

カ
ラ
ン
バ
ル
峠
か
バ
ロ
ギ
ル
峠
で
カ
ラ
コ
ラ
ム
山
中
に
入
り
、
更
に
ダ
ル
コ
ッ
ト
峠
を
越
え
て
ギ
ル
ギ
ッ
ト
川
を
伝
っ
て
下
り
、
ス
ワ
ッ

ト
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
入
る
道
に
沿
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

１
波
知
国
パ
ロ
ギ
ル
峠
を
越
え
た
イ
シ
ュ
カ
ル
ワ
ル
ズ
附
近
（
長
沢
氏
法
顕
伝
・
宋
雲
行
記
東
洋
文
庫
一
九
五
頁
）

波
知
国

宋
雲
行
記

法
顕
伝

魏
書
巻
一
○
二
、
西
域
伝

毒
竜
が
こ
の
地
に
住
み
つ
き
、
し
ば
し
ば
天
災
地
異
を
起
し
て
い
る
。
（
毒
竜
は
）
夏
は
豪
雨
を
降
ら
せ
、
冬
は
雪
を
積
ら
せ
る
の
で
、
旅
人
は
こ

の
為
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
（
前
掲
書
一
四
八
頁
）

葱
嶺
山
冬
夏
有
雪
。
又
有
毒
龍
。
若
失
其
意
則
吐
毒
風
。
雨
雪
飛
沙
礫
石
。
遇
此
難
者
萬
無
一
全
。
（
大
国
’
八
五
七
下
）

問
弥
国
（
玄
葵
の
帰
り
の
道
。
ｇ
胃
巴
と
ご
画
駕
呈
の
間
ｌ
白
鳥
氏
西
域
史
研
究
一
三
四
頁
）

あ
り
、

五
頁
）

波
知
国
は
鉢
和
の
西
南
に
あ
り
、
土
は
狭
く
人
は
貧
し
く
山
谷
に
依
託
す
。
…
…
三
池
あ
り
。
伝
え
て
云
う
。
大
池
に
竜
王
あ
り
次
の
者
に
は
竜
婦

あ
り
、
小
な
る
池
に
は
竜
子
あ
り
。
行
人
之
を
経
る
に
は
、
祭
を
設
け
て
乃
ち
過
ぐ
る
を
得
る
。
祭
ら
ざ
れ
ば
風
雪
の
困
に
遇
う
」
（
前
掲
書
一
九

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）
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然
も
こ
こ
か
ら
三
十
余
里
、
如
来
が
法
衣
を
干
し
た
岩
が
あ
る
。
岩
の
上
に
細
い
線
、
（
筆
者
も
見
学
し
た
が
人
工
で
は
な
く
自
然
の

岩
の
縞
が
あ
っ
て
、
釈
尊
の
法
衣
の
縞
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
来
た
。
）
こ
の
法
衣
を
干
し
た
原
因
が
竜
に
関
係
し
て
い
る
。
即
ち
宋
雲

と
あ
っ
て
仏
足
石
も
竜
と
関
係
が
あ
っ
た
。

６
法
衣
を
干
し
た
岩

５
仏
足
石

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

次
は
烏
長
図
（
現
在
の
ス
ワ
ッ
ト
の
葛
ｇ
地
方
）
で
あ
る
。

ス
ワ
ッ
ト
の
中
心
は
普
掲
篭
城
、
今
の
、
箸
胃
の
主
都
留
武
屋
北
方
四
キ
ロ
の
ミ
ン
ゴ
ラ
で
あ
っ
た
。
こ
の
普
掲
篭
城
の
東
北
二
百

五
十
里
大
山
中
に
阿
波
暹
羅
竜
泉
が
あ
っ
た
。
竜
が
こ
の
泉
か
ら
の
流
れ
で
洪
水
を
起
し
た
の
で
如
来
が
調
伏
し
た
が
、
竜
の
食
糧
の
確

は
い
す
い

保
の
た
め
十
二
年
に
一
度
白
水
の
災
（
洪
水
）
が
起
る
と
記
し
て
い
る
。

４
阿
波
暹
羅
竜
泉

大
唐
西
域
記
巻
第
三

大
唐
西
域
記
巻
第
三

普
掲
麓
城
東
北
行
二
二
百
五
六
十
里
一
入
二
大
山
一
・
至
二
阿
波
暹
羅
竜
泉
一
。
…
…
泉
流
二
白
水
一
損
二
傷
地
利
↓
・
釈
迦
如
来
大
悲
御
し
世
。
感
三
此
国
人
独

遭
二
斯
難
一
降
し
神
至
レ
此
欲
し
化
二
暴
竜
一
・
執
金
剛
神
杵
撃
二
山
崖
一
・
竜
王
震
憾
乃
出
帯
依
。
間
二
仏
説
法
一
心
浄
信
悟
。
…
…
願
十
二
歳
一
収
二
糧
儲
一

如
来
含
二
覆
懲
一
而
許
焉
。
故
今
十
二
年
一
遭
二
白
水
之
災
一
。
（
大
副
’
八
八
二
中
下
）

こ
の
竜
泉
の
西
南
三
十
余
里
の
テ
ィ
ラ
ー
ト
（
園
国
己
村
に
は
仏
足
石
が
あ
っ
た
。
（
現
在
仏
足
石
は
ス
ワ
ッ
ト
博
物
館
に
）

阿
波
遜
羅
竜
泉
の
西
南
三
十
余
里
。
水
北
岸
大
盤
石
上
有
二
如
来
足
所
し
履
迩
《
・
随
二
入
福
カ
ー
通
有
二
短
長
一
。
是
如
来
伏
二
此
竜
一
已
。
留
レ
迩
而
去
。

（
大
別
’
八
八
二
下
）

(”）



更
に
こ
の
間
に
産
れ
た
子
供
が
「
舎
利
八
分
」
の
分
配
に
あ
ず
か
っ
た
上
軍
王
で
、
シ
ャ
ン
カ
ル
ダ
ル
大
塔
と
い
う
現
存
の
ス
ワ
ッ
ト

第
一
の
塔
を
王
は
建
て
て
い
る
。
こ
の
王
が
阿
波
暹
羅
竜
王
を
降
伏
さ
せ
た
と
い
う
話
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
（
大
別
’
八
八
四
上
）
か

く
て
ス
ワ
ッ
ト
地
方
に
竜
神
信
仰
が
広
く
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
上
に
、
仏
教
が
こ
れ
を
教
化
し
て
行
っ
た
さ
ま
が
随
所
の
伝
説
で
う
か
が

わ
れ
る
。

娘
と
が
結
婚
し
、

ｌ
中
八
八
四
上
）

７
ウ
ジ
ャ
ー
ナ
の
王
統
伝
説

行
記
に
次
の
文
章
が
あ
る
。

宋
雲
行
記

は
じ
め
如
来
が
烏
場
国
で
布
教
し
た
時
、
竜
王
は
大
い
に
怒
り
、
大
風
雨
を
起
し
た
。
そ
の
為
如
来
の
法
衣
は
裏
ま
で
（
雨
水
が
）
し
み
通
っ
て
し

ま
っ
た
。
雨
が
終
る
と
…
…
袈
裟
を
日
に
晒
さ
れ
た
。
年
月
は
久
し
く
た
っ
て
い
る
が
、
（
そ
の
袈
裟
の
跡
は
）
は
っ
き
り
し
て
い
て
真
新
し
い
も

の
の
ょ
う
に
見
え
る
。
（
長
沢
氏
前
掲
書
一
八
八
頁
）
又
、
川
の
西
に
池
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
竜
王
が
住
ん
で
い
る
。
…
…
竜
王
が
神
変
を
な
す
ご

と
に
、
国
王
は
（
竜
王
に
）
祈
請
し
、
金
や
玉
や
珍
宝
を
池
の
中
に
投
じ
た
（
長
沢
氏
前
掲
書
一
八
九
頁
）

こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
法
顕
伝
に
も
出
て
い
る
。

更
に
ス
ワ
ッ
ト
地
方
か
ら
マ
ラ
ヵ
ン
ド
の
山
脈
を
越
え
て
南
に
下
る
と
、
こ
こ
は
か
っ
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
の
栄
え
た
所
で
あ
る
。
こ

法
顕
伝

こ
の
よ
う
に
ス
ワ
ッ
ト
地
方
に
竜
神
信
仰
が
随
所
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
最
た
る
も
の
は
、
ス
ワ
ッ
ト
の
王
統
が
釈
氏
の
男
と
竜
王
の

と
が
結
婚
し
、
こ
の
国
の
王
を
滅
し
て
王
位
に
つ
い
た
話
が
長
々
と
大
唐
西
域
記
で
も
語
ら
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。
（
大
別
’
八
八
三

及
曜
衣
石
度
悪
竜
処
悉
変
現
在
。
石
高
大
四
尺
、
閼
二
丈
許
（
大
副
’
八
五
八
上
）
と
あ
る
。

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

(麺）



ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
イ
ン
ダ
ス
川
を
渡
っ
て
タ
キ
シ
ラ
に
向
う
所
に
○
三
且
の
渡
し
が
あ
っ
た
。
現
在
の
ア
ト
ッ
ク
の
鉄
橋
か
ら
東
北

４
エ
ハ
マ
イ
ル
の
所
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
の
流
れ
を
渡
る
に
は
水
の
精
即
ち
竜
に
安
全
を
さ
ぞ
祈
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
最
大
の
仏
塔
は
力
’
一
シ
カ
大
塔
・
雀
離
浮
図
で
あ
る
が
、
大
唐
西
域
記
や
慈
恩
寺
法
師
伝
に
は
、
こ
の
大
塔
を
カ
ニ
シ
ヵ
王
が
作
る

因
縁
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
竜
と
の
関
係
は
述
べ
て
い
な
い
。
然
し
宋
雲
行
記
に
は
竜
が
仏
塔
を
守
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ

９
イ
ン
ダ
ス
の
渡
し

８
乾
陀
羅
・
雀
離
浮
図

て
い
る
。
即
ち

’
八
八
四
中
）

慈
恩
寺
法
師
伝

大
唐
西
域
記

宋
雲
行
記

自
二
烏
鐸
迦
漠
茶
城
一
南
渡
二
信
徒
河
一
。
河
広
三
四
里
流
極
清
急
。
毒
竜
悪
獣
多
窟
二
其
中
一
有
下
持
二
印
度
奇
宝
名
花
及
舎
利
一
渡
者
上
船
刺
覆
没
。
（
大

ま
こ
と
に
（
こ
の
雀
離
浮
図
は
）
西
域
に
お
け
る
塔
の
中
、
第
一
等
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
塔
が
初
め
て
で
き
た
時
、
真
珠
で
も
っ
て
網
を
作
り
、

そ
の
上
を
覆
っ
た
。
そ
の
後
数
年
た
っ
て
、
王
は
こ
の
真
珠
の
網
は
値
万
金
な
の
で
、
自
分
が
死
ん
だ
後
、
恐
ら
く
は
他
人
が
略
奪
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
ま
た
大
塔
が
破
壊
し
て
も
修
補
す
る
人
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
真
珠
を
は
ず
し
銅
壷
に
こ
れ
を
入
れ
、

塔
の
西
北
一
百
歩
の
地
を
堀
っ
て
埋
め
た
。
そ
し
て
樹
を
植
え
た
。
…
…
樹
下
に
は
四
面
に
座
像
が
あ
り
高
さ
五
丈
で
あ
っ
た
。
つ
ね
に
四
頭
の
竜

が
こ
の
珠
を
守
っ
て
お
り
、
も
し
ひ
と
が
こ
れ
を
取
ろ
う
と
欲
心
を
起
す
と
た
だ
ち
に
禍
変
が
あ
る
。
（
長
沢
前
掲
書
二
○
八
’
二
○
九
）

渡
二
信
度
河
一
河
広
三
四
里
南
流
。
澄
消
皎
鏡
泊
惣
漂
流
。
毒
龍
悪
獣
窟
二
穴
其
中
一
・
若
持
二
貴
宝
奇
花
果
種
及
仏
舎
利
一
渡
者
。
船
多
瓢
没
（
大
別

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）
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と
迦
葉
仏
の
時
雷
羅
鉢
羅
樹
を
切
っ
た
為
竜
に
さ
せ
ら
れ
た
比
丘
が
そ
の
賭
罪
の
為
、
沙
門
の
言
う
こ
と
を
必
ず
き
く
よ
う
に
し
て
い
た
。

そ
こ
で
人
々
は
願
い
ご
と
が
あ
る
と
出
家
と
共
に
来
て
祈
れ
ば
必
ず
願
い
を
き
い
て
く
れ
る
と
あ
る
。
こ
の
竜
王
の
話
は
ス
ワ
ッ
ト
の
奥

地
の
阿
波
遜
羅
竜
王
の
話
と
同
じ
よ
う
な
話
だ
が
、
こ
う
し
た
話
は
各
地
に
あ
っ
て
求
経
僧
達
が
行
く
先
々
で
耳
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
南
に
進
ん
で
タ
キ
シ
ラ
ま
で
竜
の
話
を
探
し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
も
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

す

顕
と
か
宋
雲
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
を
越
え
て
南
進
し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
入
っ
た
が
、
玄
美
の
時
代
に
は
こ
の
通
路
は
廃
た
れ
て
い

た
論
鳶
に
北
に
遠
ま
わ
り
し
て
、
現
在
の
ソ
連
領
サ
マ
ル
カ
ン
ド
・
タ
シ
ケ
ン
ト
を
通
っ
て
パ
ル
プ
に
入
り
、
ク
シ
ャ
ン
の
夏
の
都
カ
ピ

シ
に
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
つ
の
竜
に
関
す
る
記
事
を
残
し
て
い
る
。

ｕ
迦
畢
試
国
（
大
唐
西
域
記
巻
第
一
）

・
王
城
西
北
二
百
余
里
至
二
大
雪
山
一
・
山
頂
有
し
池
。
請
レ
雨
祈
レ
晴
随
レ
求
果
レ
願
。
…
…
竜
乗
二
賦
毒
一
作
し
暴
…
…
迦
賦
色
迦
王
即
於
二
両
肩
一
起
二
大
煙

焔
一
。
…
…
龍
王
催
し
威
帯
レ
命
（
大
副
’
八
七
四
下
）

・
象
堅
翠
堵
波
北
山
巌
下
有
二
一
竜
泉
一
（
副
’
八
七
五
中
）

と
竜
が
珍
宝
、
佛
舎
利
を
持
ち
出
す
こ
と
を
防
い
で
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
イ
ン
ダ
ス
河
を
渡
る
と
西
北
イ
ン
ド
の
文
化
の
中
心
地
タ
キ
シ
ラ
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
竜
の
話
が
あ
る
。
即
ち

皿
咀
叉
始
羅
国

醤
羅
鉢
咀
羅
竜
王
池

大
城
西
北
七
十
余
里
有
二
醤
羅
鉢
咀
羅
竜
王
池
一
・
…
…
今
彼
土
請
レ
雨
祈
レ
晴
。
必
興
二
沙
門
一
共
至
二
池
所
》
弾
指
慰
問
随
し
願
必
果
（
大
別
’
八
八
四

下ゞ 釦
’
二
三
○
下
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

(”）



大
唐
西
域
記
に
は

・
崖
石
壁
有
二
大
洞
穴
一
・
盟
波
羅
龍
之
所
居
也
。
昔
有
二
仏
影
一
煥
若
二
真
容
一
。
相
好
具
足
嬢
然
如
レ
在
。
近
代
巳
来
人
不
二
遍
観
一
・
縦
有
し
所
し
見
髪
瀦

而
巳
。
至
レ
誠
祈
請
有
二
冥
感
一
者
。
乃
暫
明
視
尚
不
レ
能
し
久
。
…
…
居
一
此
窟
一
為
二
大
龍
王
一
便
欲
三
出
し
穴
成
二
本
悪
願
。
…
…
如
来
感
二
此
国
人
｝
為
し

龍
所
し
害
運
二
神
通
力
一
自
二
中
印
度
一
至
。
龍
見
二
如
来
一
毒
心
遂
正
。
受
二
不
殺
戒
一
願
し
護
二
正
法
一
・
因
請
二
如
来
一
常
居
二
此
窟
一
…
…
如
来
告
日
。
吾
将
二

寂
滅
一
為
し
汝
留
レ
影
。
…
…
（
大
副
’
八
七
九
上
’
八
七
九
上
）

即
ち
大
竜
王
を
教
化
す
る
為
、
釈
尊
は
中
印
度
か
ら
神
通
力
で
こ
の
地
に
来
ら
れ
た
。
竜
は
釈
尊
の
尊
容
に
接
す
る
と
毒
心
が
収
っ
て

正
法
に
帰
依
し
た
。
然
し
い
つ
悪
心
が
起
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
常
に
こ
の
窟
に
居
住
し
て
下
さ
い
と
懇
願
し
た
が
、
釈
尊
は
す
ぐ
入

滅
す
る
か
ら
と
、
仏
影
を
残
し
た
と
あ
る
。
即
ち
竜
の
窟
が
仏
教
の
精
舎
に
な
っ
た
こ
と
を
こ
の
話
は
如
実
に
示
し
て
い
る
。

同
じ
話
は
大
慈
恩
寺
法
師
伝
に
も
あ
る
。

と
あ
っ
て
竜
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が

然
し
て
「
竜
と

岨
那
掲
羅
局
国

道
栄
伝

大
慈
恩
寺
法
師
伝
第
二

然
し
法
顕
伝
に
は

上
一

那
娼
城
南
半
由
延
有
石
室
博
山
。
西
南
向
佛
影
。
此
中
去
十
余
歩
観
之
如
佛
真
形
。
金
色
相
光
明
炳
著
転
近
転
徴
髪
瀦
如
有
…
…
（
大
副
’
八
五
九

又
聞
燈
光
城
西
南
二
十
余
里
有
二
盟
波
羅
龍
王
行
住
窟
一
・
如
来
昔
日
降
二
伏
此
龍
一
・
因
留
レ
影
在
し
中
…
…
（
大
別
’
二
二
九
下
）

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

「
竜
と
仏
教
」
の
関
係
を

一
層
深
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
現
在
の
ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
あ
る
。

(”）



跡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
盟
波
羅
竜
窟
に
至
れ
ば
仏
影
を
み
る
。
山
窟
に
入
り
去
る
こ
と
十
五
歩
、
西
南
し
て
戸
に
向
か
い
、
遥
か
に
望
め
ば
仏
の
あ
ら
ゆ
る
相
好
が
は
っ
き

り
見
え
る
。
然
し
近
く
で
み
る
と
、
暗
々
と
し
て
何
も
見
え
な
い
。
（
長
沢
氏
前
掲
書
・
東
洋
文
庫
二
一
○
’
二
二
頁
）

と
あ
っ
て
竜
窟
変
じ
て
仏
影
窟
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
竜
神
信
仰
が
仏
教
に
包
攝
包
容
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
先
人
の
旅
行

記
の
中
か
ら
十
分
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
カ
シ
ミ
ー
ル
の
ス
リ
ナ
ガ
ル
で
あ
る
。

蝿
迦
潟
彌
羅
国

阿
難
弟
子
末
田
底
迦
羅
漢
者
。
得
二
六
神
通
一
…
…
…
便
来
二
至
此
》
於
二
大
山
嶺
一
宴
二
坐
林
中
一
現
二
大
神
変
一
龍
見
深
信
請
レ
資
所
欲
・
阿
羅
漢
日
。

願
於
二
池
内
一
恵
以
レ
容
レ
膝
。
鮒
王
於
レ
是
縮
レ
水
奉
施
。
羅
漢
神
通
廣
レ
身
。
龍
王
縦
レ
カ
縮
し
水
。
池
空
水
謹
。
龍
翻
講
し
地
。
阿
羅
漢
於
二
此
西
北
一

為
留
二
一
池
一
。
…
…
運
二
大
神
通
力
一
立
二
五
百
伽
藍
一
。
…
…
（
大
別
’
八
八
六
上
中
）

と
あ
る
。
龍
王
が
マ
デ
ィ
ア
ン
テ
イ
カ
に
帰
依
し
て
、
「
何
ん
で
も
ほ
し
い
も
の
を
言
っ
て
下
さ
い
」
と
言
う
の
で
、
マ
デ
ィ
ア
ン
テ
イ

カ
は
「
膝
の
入
る
池
の
土
地
を
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
。
龍
王
は
水
を
ひ
か
せ
た
上
、
阿
羅
漢
が
神
通
力
で
巨
大
な
姿
に
な
っ
た
の
で
、
池

は
水
が
な
く
な
っ
て
、
竜
が
逆
に
住
む
池
を
懇
願
す
る
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
干
上
っ
た
土
地
に
五
百
の
伽
藍
を
建
て
た
。
こ

れ
は
仏
教
が
竜
を
教
化
し
て
行
っ
た
と
い
う
前
掲
の
諸
律
の
文
を
裏
付
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
竜
の
出
て
来
る
所
を
地
図
に
の
せ
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。
地
図
中
の
ナ
ン
バ
ー
は
本
文
の
話
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。

こ
う
し
て
地
図
に
し
て
み
る
と
、
竜
神
信
仰
は
イ
ン
ダ
ス
水
系
・
カ
ブ
ー
ル
水
系
、
そ
し
て
ス
ワ
ッ
ト
川
に
注
ぐ
諸
流
の
川
沿
い
に
遺

（
鳩
）

特
に
多
い
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
カ
ラ
コ
ラ
ム
か
ら
流
れ
出
る
川
沿
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
十
二
年
に
一
度
の
白
水
の
難
」
の
話
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
と
か
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ラ
コ
ラ
ム
の
山
々
で
は
時
と
し
て
モ
ン
ス
ー
ン
の
も
た
ら
す
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
豪
雨
が
降
り
、

大
唐
西
域
記一

仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

(笏）
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一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
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③
⑤
⑥

O毎.-JC
ノ

熱乏

普
段
は
何
ん
で
も

な
い
小
川
を
大
河

と
変
え
、
山
肌
に

へ
ば
り
つ
い
た
部

落
を
一
瞬
に
し
て

洗
い
流
し
て
し
ま

う
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
る
。
又
四
・

五
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
雪
線
の
上
下

は
、
時
と
し
て
下

流
の
農
耕
に
支
障

を
も
た
ら
す
こ
と

も
し
ば
し
ば
起
っ

て
い
る
。
為
に
水

の
精
、
川
の
主
と

し
て
の
竜
へ
の
信

(26）



仰
を
生
ん
で
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
川
沿
い
に
こ
う
し
た
竜
の
話
を
分
布
せ
し
め
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
話
を
通
じ
て
感
ず
る
こ
と
は
、
ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
仏
影
窟
が
も
と
も
と
は
竜
の
住
い
で
あ
っ
た
り
、
ス
リ
ナ
ガ
ル
の
五
百

伽
藍
の
土
地
は
竜
池
が
奉
納
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
し
、
法
衣
を
示
し
た
大
岩
の
所
の
話
等
々
は
「
竜
を
教
化
し
て
仏
教
を
ひ
ろ
め
た
」
と

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

霧
" I!

I

I

E菩薩像 ペシャワル博物館蔵

す
る
諸
律
の
文
を
実
証
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

然
も
、
竜
を
教
化
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
竜
を
佛

教
の
守
謹
神
、
法
の
謹
法

神
と
に
ま
で
し
て
い
る
所

が
興
味
を
も
つ
。
ペ
シ
ャ

ワ
ル
の
雀
離
浮
図
の
、

「
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
お
っ
た

真
珠
の
網
を
埋
め
て
四
頭

の
竜
に
守
護
せ
し
め
た
」

話
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
掲

四
分
律
四
十
六
破
僧
鍵
度

品
で
、
竜
王
が
宝
珠
を
与

(27）



半
数
以
上
が
二
頭
の
竜
が
両
側
か
ら
く
わ
え
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
経
巻
や
宝
珠
を
守
護
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

イ
ン
ド
の
統
統
か
ら
い
っ
て
頭
が
象
や
鰐
、
尻
つ
ぼ
が
魚
か
蛇
の
マ
カ
ラ
（
写
真
Ｆ
）
や
何
頭
も
の
コ
ブ
ラ
の
頭
を
束
ね
て
後
背
し
た

も
の
を
総
称
し
て
ナ
ー
ガ
（
漢
訳
し
て
竜
）
と
し
た
も
の
が
仏
教
彫
刻
の
随
所
に
あ
る
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
菩
薩
像
の
胸
の
竜
は
こ
う
し

鰯
廟
圃
画
■
悪
劃
月
３
３
■

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

蕊
！

F マカラバールブット

こ
の
二
頭
の
竜
が
守
護
し
た
話
と
偶
然
か
必
然
か
わ
か
ら

な
い
が
、
二
頭
の
竜
が
経
筒
や
宝
珠
の
珠
を
く
わ
え
て
い
る

彫
刻
が
数
多
く
見
う
け
ら
る
。
筆
者
が
長
年
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
全
博
物
館
、
そ
し
て
全
世
界
に
散
ら
ば
っ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ

の
石
彫
の
菩
薩
像
を
調
べ
て
行
く
う
ち
気
付
い
た
。
菩
薩
像

（
猫
）

の
胸
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
状
に
垂
ら
し
た
経
筒
や
宝
珠
の
両
側
に

は
竜
や
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
い
る
が
、
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

え
た
後
、
「
二
頭
の
竜
を
し
て
守
護
せ
し
め
終
り
帰
し
た
」

（
大
躯
’
九
一
二
中
）
と
あ
る
よ
う
に
、
守
護
神
と
し
て
の

性
格
ま
で
も
持
ち
は
じ
め
て
い
る
。

竜
が
守
謹
神
と
し
て
仏
教
の
中
に
所
を
得
て
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
こ
こ
が
注
目
す
べ
き
所
と
思
う
。

。

(28）



像
諦
で
あ
る
。
否
、
菩
薩

像
だ
け
で
な
く
写
真
Ｇ
の

如
く
パ
ン
チ
カ
（
毘
沙
門

天
の
大
将
軍
、
後
に
毘
沙

門
天
と
区
別
が
つ
か
な
く

な
る
。
）
の
胸
に
ま
で
竜

を
も
っ
て
来
る
。
勿
も
毘

沙
門
天
王
は
夜
叉
と
竜
の

二
隊
を
看
族
と
し
て
い
る

長
だ
か
ら
不
思
議
で
は
な

い
が
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
石
彫
、

特
に
菩
薩
像
は
二
世
紀
頃

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
イ
ン

た
範
鴫
を
越
え
て
い
る
。
長
い
髭
を
頭
の
横
や
後
ろ
に
な
び
か
せ
、
大
き
な
目
を
む
き
、
ロ
を
開
い
た
さ
ま
は
、
ま
さ
に
、
現
代
我
々
の

常
識
で
考
え
る
竜
そ
の
も
の
の
姿
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
マ
カ
ラ
や
ナ
ー
ガ
で
は
な
い
。
中
に
は
た
く
ま
し
い
足
を
た
て
た
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
の
商
標
の
よ
う
な
も
の
ま
で
あ
る
。
こ
の
竜
を
胸
だ
け
で
な
く
、
頭
の
ヘ
ャ
ー
バ
ン
ド
や
頭
の
横
の
髪
飾
と
し
て
つ
け
て
い
る
菩
薩

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

Gダカール出土 パンチカ（ラホール博物館）
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か
く
の
如
く
、
今
迄
考
察
し
て
来
た
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
発
堀
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ァ
ー
の
タ
ン
ク
（
水
槽
）
、
そ
し
て
求
経
僧
達
の

書
い
て
い
る
竜
神
信
仰
の
記
事
、
そ
の
分
布
図
。
且
つ
又
菩
薩
像
の
胸
の
竜
、
更
に
パ
ン
チ
ヵ
に
ま
で
竜
が
彫
ら
れ
て
い
る
等
々
を
見
て

来
る
と
、
今
回
新
た
に
入
手
し
た
「
竜
に
腰
掛
け
た
パ
ン
チ
カ
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
」
が
、
共
々
に
仏
教
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
こ

の
仏
教
の
包
容
性
を
し
み
じ
み
感
ず
る
。
前
掲
善
見
律
毘
婆
娑
等
の
「
竜
王
を
帰
依
さ
せ
、
多
数
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
乾
閣
婆
・
夜
叉
・
鳩
桑

茶
鬼
、
パ
ン
チ
カ
・
ハ
ー
リ
テ
ィ
を
預
流
果
に
達
せ
し
め
た
」
と
い
う
文
が
十
分
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

仏
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
種
族
神
、
土
俗
神
を
自
已
の
中
に
と
り
入
れ
な
が
ら
仏
教
を
ひ
ろ
め
て
行
っ
た
。
そ
の
仏
教
の
抱
容

性
、
寛
容
性
が
目
に
つ
く
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
法
華
経
で
あ
っ
た
と
思
う
。
難
陀
竜
王
等
の
八
大
竜
王
も
、
緊
那
羅
も
乾
閾
婆
も
阿

脩
羅
・
迦
櫻
羅
・
夜
叉
鬼
子
母
羅
刹
ま
で
も
、
み
ん
な
抱
容
し
て
夫
々
に
所
を
得
さ
し
め
、
正
法
の
守
護
神
と
し
て
抱
攝
し
て
行
っ
た
。

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

ド
で
は
汚
れ
た
人
間
の
姿
で
仏
を
表
現
し
な
い
と
い
う
伝
統
あ
っ
た
姥
こ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
外
来
人
（
ク
シ
ャ
ン
）
が
ギ
リ
シ
ャ
彫

刻
に
な
れ
た
外
来
人
の
彫
刻
家
を
し
て
最
初
に
仏
像
を
作
ら
せ
た
。
然
し
、
さ
す
が
に
仏
像
は
蹄
曙
し
て
菩
薩
像
か
ら
作
り
は
じ
め
髭

そ
の
最
初
期
の
造
像
た
る
菩
薩
像
に
、
「
竜
」
が
経
巻
や
宝
珠
を
く
わ
え
て
い
る
か
ら
、
前
掲
の
諸
律
や
海
竜
王
経
・
正
法
華
経
の
女
人

成
仏
の
話
等
々
と
、
ほ
ぼ
時
代
的
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
石
彫
は
二
世
紀
に
は
じ
ま
り
、
三

世
紀
か
ら
四
世
紀
の
前
半
が
最
盛
期
と
な
り
、
五
世
紀
頃
に
は
ス
ト
ッ
コ
（
石
膏
製
）
に
そ
の
座
を
譲
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
然
も
一

番
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
影
響
の
強
い
と
思
わ
れ
る
菩
薩
像
に
竜
が
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
が
、
特
に
大
乗
仏
教
が
竜
神

信
仰
の
徒
を
教
化
し
、
そ
こ
に
進
出
し
て
行
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
菩
薩
像
だ
け
で
な
く
、
パ
ン
チ
カ
の
胸
に
も
竜
が
彫
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
竜
神
信
仰
が
他
の
神
々
と
結
び
つ
い
て
仏
教
の
中
に
所
を
得
て
行
く
さ
ま
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

◇

(”）



こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「
一
乗
仏
の
中
に
」
に
つ
つ
み
込
ん
で
一
如
と
す
る
、
一
大
マ
ン
ダ
ラ
の
精
神
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

４
仏
所
行
讃
（
大
乗
仏
典
）
中
村
元
訳
釈
尊
最
後
の
旅
参
照

５
テ
ヘ
ラ
ン
博
物
館
展
示
目
録
に
多
く
示
さ
れ
又
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
出
土
品
で
は
カ
ラ
チ
博
物
館
蔵
の
ア
ル
ド
ク
シ
ョ
ー

６
箪
者
は
中
外
日
報
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
型
日
・
溺
日
・
羽
日
に
書
い
て
い
る
。

７
言
、
ｇ
ぐ
２
房
、
胆
１
３
と
羽
ｌ
説
（
勺
巴
』
弓
の
鴬
の
○
日
の
ご
富
、
富
く
２
房
、
）

猶
こ
の
点
に
関
し
て
は
塚
本
啓
祥
氏
は
法
華
経
の
成
立
と
背
景
（
佼
成
出
版
社
）
七
二
頁
・
七
三
頁
で
詳
述
し
て
い
る
。

８
干
潟
竜
祥
氏
本
生
経
類
の
思
想
史
研
究
三
五
頁
「
現
在
の
四
阿
含
及
び
諸
広
律
（
説
一
切
有
部
律
を
除
く
）
の
翻
訳
は
何
れ
も
四
世
紀
後
年
…
…
」

９
マ
ー
シ
ャ
ル
タ
キ
シ
ラ
Ⅱ
四
六
三
頁
’
四
六
七
頁
に
解
説
。
Ⅲ
已
巴
の
届
＠
で
図
示

、
宍
匡
協
コ
ロ
シ
門
。
ご
冨
○
冨
吋
の
昌
芸
響
の
。
旨
』
勾
呉
の
『
の
。
８
８
宍
画
匡
留
日
巨
国
、
め
ず
閏
目
画
（
百
忽
コ
画
の
冨
目
の
の
）
エ
ョ
ｓ
の
ｇ
雷
の
ざ
愚
掌

○
巳
冨
司
の
画
且
諺
吋
ｏ
富
の
ｇ
ｏ
函
望
ご
己
ぐ
の
『
風
ご
具
筐
旨
冨
壷
農
言
Ｓ
ｍ
参
照

ｕ
碑
銘
に
国
王
、
長
者
、
商
人
の
名
多
し
、
例
え
ば
静
谷
目
録
一
七
六
二
・
一
七
八
六
参
照

吃
筆
者
の
所
蔵
品
中
に
七
頭
の
コ
プ
ラ
を
後
背
に
し
た
人
物
が
池
の
中
か
ら
合
掌
し
て
い
る
彫
刻
が
あ
る
。
池
の
ま
わ
り
に
は
欄
楯
・
柵
が
作
ら
れ
て

い
る
。
又
樹
神
や
仏
塔
の
ま
わ
り
に
欄
楯
の
あ
る
の
は
、
ブ
タ
ガ
ャ
の
彫
刻
が
あ
る
。
（
山
本
智
教
イ
ン
ド
美
術
史
大
観
写
真
篇
９
１
記
。
９
１
１
）

過
詞
切
・
馨
胃
日
、
、
勺
の
、
ｇ
の
§
く
の
旨
の
。
凰
巴
、
且
罵
０
コ
○
日
ざ
三
里
ｏ
ｑ
ｏ
ご
且
旨

ｕ
経
典
中
の
文
字
が
歴
史
的
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
棲
神
六
十
号
「
数
々
捜
出
」
で
考
究
し
た
。

妬
大
刷
’
八
八
二
中
下

註１
罰
○
用
、
里
旨
匡
．
ロ
］
。
ｍ
翼
甘
』

国
嗣
口
口
尉
毒
斉
画

旨
園
匡
昌
、
毒
斉
、

２
法
華
経
序
品
及
び
薬
王
品
以
下

３
カ
ラ
チ
博
物
館
蔵
ア
ル
ド
ク

３
カ
ラ
チ
博
物
館
蔵
ア
ル
ド
ク

罪
シ
ョ
ー
並
び
に
写
真
Ｃ
参
照

４
仏
所
行
讃
（
大
乗
仏
典
）
中
村
元
訳
釈
尊
最
後
の
旅
参
照

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

１
ｍ
ｇ
閑
匡
、
。
画
。

●

Ｆ
の
咽
の
ご
ｑ
ｍ
ｍ
回
・
胃
己
で
の
国
匡
肖
。

、
。
。
吾
の
汽
匡
、
ゴ
画
ご
勺
画
ご
芸
の
。
．

参
照

(釦）



16そ
の
他
参
考
図
録

栗
田
功
編
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ｉ
Ⅱ

栗
田
功
編
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ｉ

Ⅳ
ペ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
展
示
中
の
菩
薩
像
頭
部
（
筆
者
写
真
多
数
あ
り
）

岨
山
本
智
教
氏
前
掲
書
パ
ー
ル
フ
ッ
ト
９
１
蛇
。
９
１
卵
・
岨
ｌ
妬

灼
マ
ト
ウ
ー
ラ
の
彫
刻
に
明
ら
か
に
仏
像
だ
が
「
菩
薩
の
像
を
奉
納
」
と
こ
と
わ
り
書
き
を
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
前
揚
静
谷
目
録
六
四
三
・
六

五
三

一
二
｛
ハ
一
一
・
：

菩
薩
像
は
在
家
の
居
士
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
飾
り
物
を
つ
け
て
い
る
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
菩
薩
像
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
シ
リ
ヤ
の

パ
ル
ミ
ュ
ラ
の
影
響
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
刊
の
２
蒄
冨
『
の
９
勺
巴
目
巨
圖
』
写
真
三
六
三
・
二
五
一
・
三
五
九
・

山
本
智
教
イ
ン
ド
美
術
史
大
観

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
、
ゴ
ー
タ
マ

巨
胃
○
国
諺
固
Ｂ
冨
胃
弓
○
園
冒
ご
固
閣

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
、
ゴ
ー
タ
マ
ブ
ッ
ダ
の
生
涯

冨
弓
園
諺
固
Ｆ
冨
弓
○
閏
ご
固
閣
Ｐ
ｚ
ｏ
日
ｚ
弓
、
且
○
旧
諺
の
四
○
諺
Ｂ
言
○
”
ぼ
ロ
及
び
負
冨
諺
罰
の
函
シ
ほ
ぼ
弓
鈩
〆
眉
鈩

ｚ
国
宍
。
、
。
且
含
回
司
画
ア
尋
９
℃
画
蚕
、
冨
口

弓
彦
の
諺
ご
ａ
の
昌
○
己
の
昌
巴
目
巨
叩
旨
昌
日
の
目
ｏ
凰
閉
ｚ
Ｏ
一
・
ｍ
◎
こ
ぎ
冨
吋
豚
９
勺
巴
日
翼
司
、

一
仏
乗
の
も
と
に
（
高
橋
）

日

(鋸）



一
例
を
あ
“

と
り
あ
げ
、

既
に
日
蓮
聖
人
の
身
延
入
山
か
ら
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
ま
で
の
御
染
筆
に
よ
る
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
於
て
拝
見
し
、

ｊ

そ
の
授
与
者
を
通
し
て
西
谷
に
お
け
る
聖
人
の
動
向
を
推
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
以
降
の
御
調く

染
筆
を
通
し
て
、
聖
人
晩
年
の
身
延
生
活
を
尋
ね
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ふ
↑

祖
寿
五
十
九
歳
に
達
し
、
人
生
の
五
十
代
を
ま
さ
に
終
ろ
う
と
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
、
入
山
後
七
年
を
経
過
し
て
、
身
延
山
を
愈
々

「
霊
山
浄
土
」
と
し
て
受
容
さ
れ
る
に
至
り
、
宗
教
的
な
境
界
も
益
々
透
徹
し
た
段
階
へ
入
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

聖
人
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
入
滅
ま
で
の
三
年
間
は
、
ま
さ
に
生
涯
締
め
く
く
り
の
最
も
重
要
な
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
弘
安
三
年
七
月
二
日
付
の
大
田
殿
女
房
御
返
事
の
中
で
、
日
蓮
教
学
の
最
も
重
要
な
法
門
で
あ
る
即
身
成
仏
を

ス

「
即
身
成
仏
と
申
法
門
は
、
諸
大
乗
経
竝
に
大
日
経
等
の
経
文
に
分
明
に
候
ぞ
。
（
乃
至
）
し
か
れ
ど
も
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
。

ル

地
涌
・
龍
樹
菩
薩
・
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
大
師
は
、
即
身
成
仏
は
法
華
経
に
限
と
を
ぽ
し
め
さ
れ
て
候
ぞ
。
我
弟
子
等
は
此
事
を
も
ひ

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）

Ｉ
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
Ｉ

一

、

上
田
本
昌



こ
れ
は
一
つ
に
は
当
時
の
西
谷
は
紙
墨
が
現
代
の
よ
う
に
豊
富
に
は
入
手
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
為
も
あ
る
が
、
特
定
の
個
人
を
通

し
て
、
そ
の
周
辺
の
人
々
に
は
広
く
周
知
さ
せ
て
、
信
仰
を
徹
底
さ
せ
教
義
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
数
多
い
弟
子
や
信
徒
に
個
別
の
御
書
を
発
す
る
こ
と
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
直

近
の
便
宜
に
托
し
て
、
伝
言
や
要
件
を
付
記
し
、
更
に
法
門
の
大
事
に
つ
い
て
も
簡
明
な
る
結
論
を
教
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

既
に
佐
渡
で
開
・
本
の
両
抄
で
の
究
明
が
な
さ
れ
、
身
延
入
山
後
も
撰
・
報
の
二
抄
に
よ
る
解
説
が
尽
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
の
御

書
に
は
、
こ
の
御
書
の
如
く
結
論
が
明
解
に
示
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

多
い
の
で
あ
る
。

と
明
解
な
答
え
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
御
書
の
直
接
の
対
告
衆
は
、
大
田
乗
明
の
女
房
で
あ
る
が
、
古
来
、
『
即
身
成
仏
抄
』
又
は

へ

『
即
身
成
仏
事
』
と
い
わ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
堅
廻
）
更
に
右
の
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
我
弟
子
等
は
此
事
を
を
も
ひ
出
に
せ
さ
せ
給
○
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
乗
明
と
そ
の
女
房
を
介
し
て
、
広
く
「
我
弟
子
」
の
全
般
に
対
し
て
示
さ
れ
た
一
書
で
あ
る
と
み
な
し
え
よ
う
。

つ
ま
り
法
華
経
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
即
身
成
仏
に
つ
い
て
、
そ
の
結
論
を
明
確
に
さ
れ
た
大
事
な
御
書
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
身
延
か
ら
各
地
の
弟
子
や
檀
越
へ
宛
た
御
書
の
中
に
は
、
宛
名
は
特
定
の
個
人
で
あ
っ
て
も
、
内
容
は

広
く
門
下
の
一
般
、
弟
子
、
信
徒
に
与
え
た
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
詮
叫
）
特
に
弟
子
に
つ
い
て
も
直
弟
子
・
孫
弟
子
の
他
に
も
、

此
の
御
書
に
み
ら
れ
る
如
く
、
在
俗
の
弟
子
（
房
・
上
人
・
聖
人
・
尼
等
）
を
も
含
め
て
、
門
下
の
全
般
を
対
象
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が

出
に
せ
さ
せ
簿
《
〕
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

一

一

、

(”）



さ
て
そ
こ
で
、
弘
安
三
年
の
曼
茶
羅
で
あ
る
が
、
例
に
よ
り
『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
刊
）
所
収
の
順
序
に
よ
る
と
、
二
月

一
日
付
で
「
俗
日
頼
授
与
之
」
と
あ
る
第
七
一
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
第
七
二
が
「
日
眼
女
授
与
之
」
と
あ
る
如
く
、
こ

の
二
幅
は
鎌
倉
在
住
の
四
條
金
吾
頼
基
・
同
妻
日
眼
女
に
宛
て
授
与
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
先
ず
第
七
一
の
日
頼
宛
の
曼
茶
羅
に
つ
い

て
は
、
堺
市
妙
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
四
條
氏
は
夫
妻
で
西
谷
の
聖
人
を
外
護
し
、
供
養
の
品
々
を
送
り
届
け
て
い
る
。

例
え
ば
こ
の
年
の
十
月
八
日
に
記
さ
れ
た
『
御
返
事
』
に
よ
る
と
、
「
自
二
殿
岡
一
米
送
給
懐
〕
）
と
あ
り
、
十
二
月
十
六
日
に
は
、
「
白
小

袖
一
・
縦
十
両
兎
を
届
け
て
い
る
。
四
條
夫
妻
の
聖
人
に
対
す
る
帰
依
は
殊
に
篤
く
曼
茶
羅
の
授
与
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
が
、
夫
婦

そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
授
与
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。
普
通
は
親
子
・
夫
婦
と
い
っ
た
家
族
の
場
合
、
そ
の

家
の
代
表
者
に
授
与
し
て
、
家
族
で
信
仰
す
べ
き
御
本
尊
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
が
、
こ
の
場
合
は
夫
婦
個
別
に
与
え
ら
れ
て
い
る
点
か

ら
み
て
、
曼
茶
羅
の
場
合
は
為
書
が
示
し
て
い
る
如
く
、
個
人
の
本
尊
と
し
て
の
意
味
も
充
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
曼
茶
羅
本

尊
は
、
家
族
を
始
め
復
数
、
又
は
集
団
と
し
て
の
本
尊
の
意
味
を
持
つ
と
同
時
に
、
為
書
の
あ
る
も
の
は
そ
の
人
個
人
の
本
尊
と
し
て
尊

崇
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
日
眼
女
宛
の
御
本
尊
は
、
東
京
文
京
区
の
長
元
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
幅
尺
に

つ
い
て
は
日
頼
に
授
与
さ
れ
た
も
の
が
八
七
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
眼
女
宛
の
は
四
六
・
一
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、

日
眼
女
に
与
え
ら
れ
た
曼
茶
羅
に
は
、
日
頼
授
与
と
比
較
す
る
と
、
四
天
王
を
始
め
、
梵
天
・
帝
釈
等
が
省
略
さ
れ
て
を
り
、
そ
の
分
不

動
・
愛
染
の
梵
字
が
全
紙
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
大
害
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

次
に
同
二
月
「
彼
岸
第
六
番
」
に
図
顕
さ
れ
た
第
七
三
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
清
正
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都
の
妙
覚

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
清
正
が
如
何
な
る
人
物
か
不
詳
で
あ
る
が
、
聖
人
か
ら
曼
茶
羅
が
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
篤
信
の
徒
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
岸
会
に
当
っ
て
の
授
与
で
あ
る
の
で
、
追
善
供
養
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

(妬）



日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

次
に
同
年
正
月
に
日
仏
尼
（
一
二
三
一
’
九
九
）
に
与
え
ら
れ
た
第
七
四
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
山
梨
県
妙
了
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

首
題
と
本
化
の
四
大
菩
薩
に
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
に
讃
文
・
署
名
・
花
押
と
い
っ
た
略
勧
請
で
あ
る
。
左
下
部
の
文
字
が
摩
耗
し
て
い

ノ

る
の
で
何
ん
ら
か
の
讃
文
以
外
に
添
書
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
判
読
し
難
い
。
日
仏
尼
に
つ
い
て
は
「
相
股
村
薩
華
優
婆
」
の
こ
と

（
寺
Ｉ
）

で
妙
了
日
仏
と
称
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
ノ
瀬
の
妙
了
寺
開
山
日
道
院
日
了
の
母
で
あ
り
、
聖
人
が
身
延
入
山
の
折
り
、
粟

飯
を
供
養
し
て
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
難
瀞
の
鏡
と
も
い
わ
れ
、
下
之
坊
に
住
し
聖
人
に
使
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
は
日
仏

尼
以
外
に
も
、
近
隣
の
人
々
が
聖
人
の
入
山
を
聞
き
知
っ
て
、
そ
の
徳
を
慕
い
教
化
に
浴
そ
う
と
し
て
訪
れ
て
来
り
、
門
下
と
な
っ
た
者

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
又
当
初
は
敵
対
し
て
法
論
を
い
ど
み
、
敗
退
し
て
教
化
さ
れ
改
宗
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
日
仏
の

他
に
も
西
谷
を
訪
れ
た
人
々
は
、
近
在
に
も
相
等
数
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
く
る
。
た
ま
た
ま
日
仏
の
場
合
は
曼
茶
羅
を
賜

り
、
そ
れ
が
現
存
し
て
い
る
の
で
聖
人
と
の
関
連
が
証
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
数
多
く

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
身
延
近
在
の
霊
蹟
諸
寺
院
等
の
縁
起
に
よ
っ
て
推
察
し
う
る
も
の
が
あ
る
竜

第
七
五
は
同
年
二
月
の
図
顕
で
、
授
与
者
名
が
右
下
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
不
鮮
明
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
的
に
紙
質
の
い
た
み
が
多
く
保
存
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
為
か
文
字
の
剥
が
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
御
本
尊
も
四
天
王
は
略
さ

れ
て
、
そ
の
分
、
梵
字
の
不
動
・
愛
染
が
紙
の
長
さ
一
杯
に
大
書
さ
れ
て
い
る
。
御
真
蹟
は
市
川
の
弘
法
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
は
こ
う
し
た
梵
字
に
よ
る
不
動
・
愛
染
大
書
の
型
式
が
特
に
多
く
見
ら
れ
る
。
次
の
第
七
六
も
第
七
五
と
同
様
の
型
式
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
又
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
は
「
優
婆
塞
日
安
」
に
授
与
し
た
も
の
で
、
右
下
隅
に
「
富
士
下

方
熱
原
六
郎
吉
守
者
依
為
日
興
弟
子
所
申
立
如
件
」
と
日
興
の
添
書
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
熱
原
六
郎
吉
守
は
富
士
日
興
の
弟
子
で
あ

り
、
日
興
の
判
断
に
よ
っ
て
吉
守
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
日
安
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
富
士
方
面
の
人
で
あ
っ
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ノ

テ

フ

た
ろ
う
と
推
察
し
う
る
。
日
興
の
『
本
尊
分
與
帳
』
に
よ
れ
ば
、
「
富
士
下
方
熱
原
六
郎
吉
守
者
、
下
野
房
弟
子
也
。
価
日
興
申
二
与

ヲ
（
９
）

之
一
・
」
と
あ
る
の
で
吉
守
は
下
野
房
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
下
野
房
は
日
興
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
す
る
と
日
興
に
と
っ

て
吉
守
は
孫
弟
子
に
当
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
何
れ
に
も
せ
よ
日
安
は
日
興
の
関
係
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
み
な
し
え
よ
う
。

五
か
月
前
の
弘
安
二
年
九
月
に
加
え
ら
れ
た
弾
圧
と
関
連
し
て
、
特
に
日
興
が
後
に
六
郎
吉
守
に
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
こ
の
頃
の
曼
茶
羅
に
四
天
王
を
略
し
て
、
特
に
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
を
大
害
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

な
ぜ
こ
の
時
期
の
図
顕
に
は
、
こ
う
し
た
型
式
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
か
ら
み
て
四
天
王
の
代
り
に
二
文
字
の
梵
字
を

左
右
に
大
害
し
て
あ
る
の
は
、
四
十
二
幅
程
で
佐
渡
で
の
図
顕
に
多
く
、
弘
安
二
年
十
一
月
の
第
七
○
か
ら
再
び
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
第
七
二
・
第
七
四
～
第
七
六
、
更
に
第
七
八
～
第
八
○
と
弘
安
三
年
三
月
ま
で
に
、
八
幅
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
明
王
に
つ
い
て
は
周
知
の
如
く
、
「
動
か
ざ
る
尊
者
」
の
意
で
、
イ
ン
ド
の
山
岳
系
俗
神
の
一
種
か
と
考
え
ら
れ
て
い
亙
叩
）
念
怒

の
形
相
を
現
し
シ
ヴ
ァ
神
の
影
響
を
受
け
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
密
教
特
有
の
尊
格
で
、
教
化
し
難
い
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
、
怒

り
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
時
恰
も
熱
原
法
難
の
直
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
て
不
動
の
梵
字
を
大
書
す
る
に
至
っ
た

も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
佐
渡
へ
渡
っ
た
直
後
に
、
龍
口
法
難
を
か
え
り
み
て
不
動
・
愛
染
の
大
書
が
多
く
見
ら
れ
、
熱
原
法
難
の
直

後
、
再
び
同
様
の
型
式
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
聖
人
に
と
っ
て
法
難
と
の
関
連
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
法
敵
と
い
う
最
も
教
化
し
難
い
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
念
怒
の
相
を
示
し
て
い
る
と
い
う
不
動
を
特
に
大
書
勧
謂
し
た
こ
と
も
、
法

難
の
直
後
だ
け
に
首
肯
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
「
一
切
の
魔
軍
冤
敵
を
擢
滅
し
、
行
者
に
仕
え
て
擁
護
し
菩
提
を
成
満
せ
し
め
る
明
玉
Ｊ
）

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
難
か
ら
行
者
を
守
護
す
る
願
い
を
こ
め
て
の
図
顕
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
聖
人
は
初
期
の
遺
文

（
吃
）

に
不
動
・
愛
染
を
感
見
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
の
聖
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
曼
茶

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）
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三
月
に
入
る
と
第
七
八
の
玉
沢
妙
法
華
寺
所
蔵
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
第
七
四
・
七
五
・
七
六
等
と
同
様
に
、
四
天
王
が
省

略
さ
れ
、
不
動
・
愛
染
大
書
の
型
式
を
と
っ
て
い
る
。
右
下
に
「
日
口
授
与
之
」
と
あ
り
、
日
号
の
下
の
字
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
何
ん

の
為
に
授
与
者
名
を
除
い
た
の
か
不
詳
で
あ
る
が
、
後
人
の
都
合
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
『
玉
沢
手
鑑
草
稿
』
に
よ
る
と
、
此
の
御

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

羅
へ
の
図
顕
も
そ
の
種
子
を
表
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。
修
学
時
代
に
高
野
山
へ
も
足
を
踏
み
入
れ
、
密
教
を
学
ば
れ
た
こ
と
も
あ

る
の
で
、
そ
の
結
果
が
こ
う
し
た
曼
茶
羅
に
も
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
但
し
密
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
不
動
・
愛
染
そ
の
ま
ま
を

勧
請
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
敢
て
梵
字
、
即
ち
種
子
を
も
っ
て
表
し
た
と
こ
ろ
に
、
真
言
宗
で
い
う
と
こ
ろ
の
不
動
・
愛
染
を
セ
レ
ク
ト

し
て
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
鬼
子
母
神
や
十
羅
刹
女
と
同
様
に
、
不
動
・
愛
染
を
本
来
の
意
味
で
の
守

護
神
、
法
敵
を
催
滅
す
る
明
王
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
梵
字
に
よ
る
種
子
で
表
し
た
の
も
、
実
は
本
来

の
意
味
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
染
に
つ
い
て
も
自
他
彼
此
の
区
別
な
く
衆
生
を
救
済
す
る
思
想
に
根
ざ
し
て
い
る
の

で
、
敵
味
方
共
に
広
く
菩
提
を
得
せ
し
め
る
こ
と
が
使
命
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
不
動
が
法
敵
を
懲
ら
し
め
、
愛
染
が
こ
れ
を
救
済
す

る
と
い
う
一
連
の
役
目
を
果
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
曼
茶
羅
に
は
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
勧
請
を
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
尚
、
根
津
美
術
館
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
「
愛
染
曼
茶
羅
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
愛
染
明
王
が
中
尊
と
な
っ
て
い
る
諺

と
こ
ろ
で
二
月
に
は
も
う
一
幅
、
第
七
七
の
曼
茶
羅
が
図
顕
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
俗
吉
清
」
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
浜
松
の
妙
恩

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
第
七
六
と
後
述
の
第
七
八
が
、
四
天
王
を
省
略
し
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
中
に
は

さ
ま
っ
て
、
こ
れ
は
四
天
王
を
備
え
た
標
準
的
な
図
顕
と
な
っ
て
い
る
。
信
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
吉
清
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

一

一

一

、

(詔）



と
『
別
頭
統
紀
』
に
あ
る
如
く
で
あ
る
が
、
文
永
十
一
年
四
月
の
項
に
配
し
て
い
る
の
は
手
違
い
と
い
え
よ
う
。
聖
人
が
弘
安
五
年
十
月

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

第
八
一
か
ら
四
天
王
を
備
え
た
型
式
に
戻
り
、
首
題
も
大
き
く
二
梵
字
は
や
や
小
さ
く
配
置
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
此
の
第
八
一
は

「
臨
滅
度
時
御
本
尊
」
又
は
「
蛇
形
御
本
尊
」
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
鎌
倉
妙
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

ノ

「
大
曼
茶
羅
蓮
字
長
書
写
二
龍
蛇
勢
一
人
呼
為
二
蛇
形
曼
茶
羅
一
後
高
祖
入
浬
藥
之
時
向
し
是
而
坐
故
又
云
二
臨
滅
度
時
大
曼
茶
羅
一
今
存
二
比

本
尊
は
日
伝
上
人
が
上
京
の
際
に
、
「
勝
劣
一
切
二
依
テ
妙
顕
寺
ヨ
リ
附
与
也
。
此
時
日
号
ヲ
切
テ
渡
ス
歎
。
（
〕
）
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く

は
勝
劣
問
題
か
ら
授
与
者
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
削
除
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
後
人
が
そ
の
時
の
都
合
で
、
添
加
や
削
除
す
る
な
ど
と
い
う
事
は
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
派
閥

の
対
立
に
よ
っ
て
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
月
に
は
五
幅
の
図
顕
が
あ
る
が
、
次
は
第
七
九
の
「
沙
弥
妙
識
」
に
授
与
さ
れ
た
曼
茶
羅
が
、
鷲
津
の
本
興
寺
に
あ
る
。
妙
識
に
つ

い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
沙
弥
と
し
て
聖
人
の
教
化
を
直
接
受
け
て
い
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
図
顕
の
型

式
か
ら
い
っ
て
熱
原
法
難
に
関
連
し
た
人
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
首
題

の
「
経
」
の
文
字
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
詮
醸
）
こ
と
さ
ら
「
沙
弥
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
か
ら
推
察
す
る
に
若
手
の
徒
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

第
八
○
の
「
日
安
女
」
に
与
え
ら
れ
た
曼
茶
羅
も
第
七
九
と
全
く
同
様
の
型
式
と
な
っ
て
い
る
。
千
葉
市
の
随
喜
文
庫
所
蔵
で
あ
り
、

紙
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。
日
安
女
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
左
右
の
二
梵
字
大
書
の
型
式
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
一

旦
終
る
こ
と
に
な
る
。

企
蔵
中
一
・
霞

(細）



さ
て
、
次
に
第
八
二
の
御
本
尊
は
、
同
じ
く
左
下
に
「
弘
安
三
年
欝
三
月
日
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
も
授
与
者
名
は
不
明
で
、
右

下
に
は
本
来
授
与
者
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
人
が
削
除
し
た
形
跡
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
上
に
、
『
御
本
尊
写
真
鑑
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
沙
弥
日
載
授
与
の
御
本
尊
は
こ
の
模
写
を
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
感
叩
）
勧
請
形
式
は
前
記
第
八
一

聖
人
第
七
百
遠
忌
を
迎
え
た
折
り
、
こ
の
臨
滅
度
時
の
御
本
尊
が
広
く
宗
門
に
お
い
て
流
布
す
る
に
至
っ
て
い
る
た
め
、
代
表
的
な
曼

茶
羅
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
大
き
さ
も
丈
が
一
六
一
・
五
糎
、
幅
一
○
二
・
七
糎
と
十
枚
継
ぎ
で
大
型
の
部
に
属
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
も
、
個
人
向
け
と
い
う
よ
り
は
法
華
堂
又
は
講
中
の
団
体
用
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
述
の
如
く
特
に
此
の
御

本
尊
が
著
名
と
な
っ
た
の
は
、
聖
人
入
滅
の
際
に
親
し
く
そ
の
床
頭
に
か
か
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
蛇
形
の
蓮
の
字

も
加
わ
っ
て
、
数
多
い
御
本
尊
の
中
で
も
、
特
徴
を
持
っ
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
入
滅
の
際
に
掲
げ
た
と
す
る
点
か
ら
推
す

と
、
特
定
の
個
人
宛
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
御
本
尊
と
し
て
、
信
仰
対
象
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
或

い
は
、
池
上
の
館
に
あ
っ
た
も
の
と
す
る
と
池
上
氏
一
族
へ
授
与
さ
れ
て
い
た
御
本
尊
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
も
せ
よ
授

与
者
名
の
な
い
こ
の
御
本
尊
は
、
特
定
の
個
人
宛
の
も
の
で
は
な
く
、
集
団
に
対
す
る
御
本
尊
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

十
三
日
御
入
滅
に
際
し
、
そ
の
枕
頭
に
曼
茶
羅
を
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
元
祖
化
導
記
〕
）
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
第
八
一
の
曼
茶

羅
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
る
。
「
蓮
」
の
字
の
「
、
、
と
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
明
白
で
あ
る
が
、

特
に
授
与
者
名
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
通
例
と
し
て
、
年
月
日
の
付
近
に
（
又
は
右
側
下
部
）
授
与
者
の
名
が
書
写
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
従
っ
て
こ
の
第
八
一
は
特
定
の
授
与
者
は
な
く
、
講
中
か
集
団
的
な
人
々
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
う

プ
。
◎

(40）



弘
安
三
年
の
四
月
に
入
る
と
、
三
月
よ
り
も
多
く
次
の
如
く
年
月
明
記
の
も
の
八
幅
と
、
不
明
な
が
ら
四
月
の
御
染
筆
と
考
え
ら
れ
る

一
幅
を
加
え
る
と
九
幅
に
及
ん
で
い
る
。
即
ち
そ
の
一
つ
は
第
八
三
の
御
本
尊
で
、
「
卯
月
十
日
」
の
日
付
が
左
下
隅
に
あ
り
、
「
尼
日

実
授
与
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
枚
継
で
鎌
倉
の
妙
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
実
尼
は
聖
人
の
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
は
相
違
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
弟
子
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
身
延
山
も
陽
春
を
迎
え
て
訪
れ
る
人
々
も
多
く
、
従
っ
て
曼
茶

羅
の
授
与
も
数
を
自
然
に
増
や
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。
日
実
尼
も
恐
ら
く
は
、
そ
う
し
た
登
詣
者
の
一
人
と
し
て
西
谷
を

尋
ね
た
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
又
一
方
で
同
日
『
富
城
入
道
殿
御
返
事
』
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文

中
に
「
さ
て
は
尼
御
前
乃
御
事
を
ぽ
っ
か
な
く
候
由
、
申
侭
さ
せ
給
攪
へ
・
電
と
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
尼
、
即
ち
富
城
殿
女
房
尼

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
病
弱
だ
っ
た
尼
へ
の
思
い
や
り
が
窺
え
る
。

四
月
の
二
幅
目
は
、
第
八
四
の
御
本
尊
で
あ
り
、
こ
れ
も
右
下
隅
に
あ
っ
た
授
与
者
名
が
削
損
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
妙
覚
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
尚
こ
の
頃
か
ら
四
天
王
と
二
梵
字
が
目
立
っ
て
大
き
く
な
り
、
首
題
よ
り
も
太
字
で
図
顕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

て
、
弘
安
後
期
の
典
型
的
な
筆
法
を
備
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
ふ
れ
た
如
く
、
四
天
王
を
始
め
不
動
・
愛
染
等
の
守
護
神
に
対
し
て
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
現
れ

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

の
御
本
尊
と
同
様
で
あ
り
、
授
与
者
名
を
何
に
故
に
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の
第
七
八
の
場
合
を

考
え
た
時
、
同
じ
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
為
か
と
も
推
察
し
う
る
。
現
在
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
も
不
明
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
調

査
し
が
た
い
。

四
、

(叙）



と
記
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
恐
怖
の
中
で
国
難
か
ら
救
う
た
め
の
祈
願
、
並
に
前
述
の
熱
原
法
難
に
よ
る
迫
害
か
ら
教

団
を
守
る
上
か
ら
も
、
守
護
神
に
対
す
る
信
仰
は
強
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
み
な
し
え
よ
う
。
そ
れ
が
曼
茶
羅
図
顕
の
上
に

も
大
書
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
、
自
然
的
に
現
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
個
人
宛
の
曼
茶
羅
で
あ
っ
て
も
、
国
を
救
い

教
団
を
守
る
た
め
の
祈
願
を
こ
め
て
図
顕
さ
れ
た
意
図
に
は
変
り
は
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
四
月
の
三
幅
目
は
、
第
八
五
の
曼
茶
羅
で
大
村
の
本
経
寺
蔵
で
あ
る
。
こ
れ
は
右
下
に
授
与
者
名
が
あ
る
が
、
「
俗
」
の
一
字
の

み
が
、
か
ろ
う
じ
て
判
読
し
う
る
の
み
で
、
あ
と
は
表
装
の
際
に
識
落
し
た
も
の
と
さ
れ
、
故
意
に
削
損
す
る
た
め
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
切
角
、
授
与
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
、
表
具
の
た
め
と
は
い
え
敢
て
表
具
師
が
切
除
す
る
と
は
考
え
難

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
関
心
は
何
か
ら
き
た
も
の
か
と
考
え
る
に
、
弘
安
三
年
四
月
と
い
え
ば
、
例
の
「
弘
安
の
役
」
の
一
年
前
で
あ

る
。
五
年
前
に
「
文
永
の
役
」
が
あ
り
、
間
も
な
く
迫
り
つ
つ
あ
る
大
難
に
備
え
て
、
守
護
の
善
神
、
特
に
四
天
王
や
不
動
・
愛
染
に
対

し
て
は
、
こ
と
の
ほ
か
強
い
信
仰
を
も
っ
て
、
国
土
の
安
穏
を
祈
念
さ
れ
る
に
至
っ
た
現
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
永
の
役
の
恐
怖
は
国
民
の
誰
れ
し
も
が
抱
い
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
再
び
攻
め
て
来
る
不
安
を
っ
の
ら
せ
て
い
た
状
態
だ
け
に
、
弘

安
三
年
頃
は
蒙
古
の
再
度
に
及
ぶ
来
襲
を
、
大
多
数
の
者
達
が
憂
慮
し
て
い
た
。
聖
人
も
亡
国
の
難
を
救
う
た
め
の
祈
願
を
こ
め
ら
れ
た

と
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
・
満
）
同
年
七
月
一
百
に

ク

つ
く
し

「
当
時
日
本
国
の
た
の
し
き
人
々
は
、
蒙
古
国
の
事
を
き
き
て
は
ひ
つ
じ
の
虎
の
声
を
聞
が
ご
と
し
。
ま
た
筑
紫
へ
お
も
む
き
て
い
と

を
し
き
め
（
妻
）
を
は
な
れ
、
子
を
み
ぬ
は
、
皮
を
は
ぎ
、
肉
を
や
ぶ
る
が
ご
と
く
に
こ
そ
候
ら
め
。
い
わ
う
や
か
の
国
よ
り
お
し
よ

せ
な
ば
、
蛇
の
口
の
か
え
る
、
は
や
う
ち
や
う
し
（
庖
丁
師
）
が
ま
な
い
た
（
狙
）
に
を
け
る
こ
ゐ
ふ
な
の
ご
と
く
こ
そ
お
も
は
れ
候

を
し
き
め

せ
な
ば
、
」

ら
め
。
」
郡
〉

(錫）



く
、
こ
れ
も
意
識
し
て
依
頼
人
が
表
装
に
当
り
除
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
紙
の
大
き
さ
（
長
さ
六
○
・
九
、
幅
三
八
・
二
）

も
ほ
ぼ
第
八
四
と
同
一
で
あ
り
、
筆
法
も
勧
請
も
全
く
同
様
で
あ
る
。

ま
た
第
四
幅
目
は
日
妙
に
授
与
さ
れ
た
第
八
六
の
曼
茶
羅
で
、
近
江
八
幡
の
妙
感
寺
蔵
で
あ
る
。
こ
れ
も
一
紙
に
図
顕
さ
れ
て
い
る
。

日
妙
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
乙
御
前
の
母
の
日
妙
だ
と
す
る
と
、
こ
の
曼
茶
羅
の
意
義
も
一
段
と
深
い
も
の
と
な
ろ
う
。
即

ち
日
妙
尼
は
龍
口
法
難
の
時
も
、
大
多
数
の
者
が
退
転
し
て
い
っ
た
の
に
、
女
性
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
法
華
信
仰
を
堅
固
に

持
続
し
、
佐
渡
へ
流
罪
と
な
っ
た
聖
人
を
、
乙
御
前
を
連
れ
て
尋
ね
て
い
る
諺
身
延
へ
は
建
治
元
年
に
登
っ
て
い
る
が
、
も
し
こ
の
日
妙

尼
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
頃
に
も
西
谷
を
尋
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
例
は
勿
論
他
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
と

い
え
る
が
、
特
に
日
妙
尼
の
場
合
は
佐
渡
ま
で
聖
人
を
尋
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
事
だ

け
に
、
身
延
山
へ
の
登
詣
も
当
然
再
参
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五
幅
目
は
第
八
七
の
曼
茶
羅
で
、
身
延
山
所
蔵
で
あ
る
。
こ
れ
も
右
下
に
授
与
者
名
が
あ
っ
た
も
の
を
削
損
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
本
来
は
本
阿
弥
家
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
四
天
王
・
梵
字
・
花
押
が
目
立
っ
て
雄
大
に
書
写
さ
れ
て
を
り
、

首
題
を
始
め
諸
尊
が
そ
の
中
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
感
じ
を
受
け
る
。

第
八
八
の
曼
茶
羅
は
「
優
婆
塞
藤
原
広
宗
」
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て
右
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
本
法
寺
所
蔵
で
一
紙
な
が

ら
雄
大
で
あ
る
。
藤
原
広
宗
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
藤
原
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
点
か
ら
推
す
と
、
身
分
・
地
位
等
を
あ

る
程
度
備
え
て
い
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
優
婆
塞
と
あ
る
の
で
信
仰
の
度
も
相
当
に
深
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
尚
こ
の
曼
茶
羅
に
は
、
第
八
一
以
来
七
幅
目
で
、
天
台
・
伝
教
の
両
大
師
と
並
ん
で
、
龍
樹
菩
薩
と
妙
楽
大
師
が
勧
請
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
前
の
第
八
七
と
比
較
す
る
と
、
文
殊
・
薬
王
・
普
賢
・
弥
勒
等
の
菩
薩
や
、
転
輪
聖
王
・
阿
闇
世
・
大
龍
王
等
の
勧
請
も
あ
り
、

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

(〃）



次
に
御
染
筆
の
年
時
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
第
九
○
の
「
今
此
三
界
御
本
尊
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
本
圀
寺
所
蔵
で
あ
る
が
、
首

題
の
左
右
に
「
今
此
三
界
皆
是
我
有
（
乃
至
）
能
為
救
護
」
の
讃
文
が
あ
り
、
花
押
は
右
下
部
に
大
書
さ
れ
て
い
る
。
授
与
者
も
不
明

で
あ
る
が
、
善
嚥
品
を
書
写
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
祈
願
の
為
の
御
本
尊
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
う
る
。
従
来
の
例
か
ら
す
る
と
病
気

平
癒
・
災
難
退
散
の
た
め
の
御
本
尊
と
し
て
顕
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
雷

四
月
最
後
の
御
本
尊
は
十
三
日
付
第
九
一
の
「
盲
目
乗
蓮
授
与
之
」
と
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
京
都
本
圀
寺
蔵
で
あ
る
。
『
御
本
尊
集

目
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
盲
目
乗
蓮
に
つ
い
て
、
稲
田
海
素
師
が
日
興
上
人
の
「
雑
録
」
を
も
と
に
然
阿
良
忠
の
弟
子
行
敏
に
擬
し
て
い

ぱ
、
道
理
の
木
が
ゆ
る
ぐ
如
く
で
↑

な
っ
て
い
る
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。

卯
月
の
七
幅
目
は
第
八
九
の
曼
茶
羅
で
、
「
尼
日
厳
授
与
之
」
と
授
与
者
名
が
あ
る
。
京
都
妙
顕
寺
の
所
蔵
で
三
枚
継
ぎ
で
あ
る
。
こ

の
尼
日
厳
で
あ
る
が
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
日
厳
尼
御
前
へ
宛
た
御
返
事
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
十
一
月
八
日
に
立
願
の

願
書
と
御
布
施
の
銭
一
貫
文
並
に
太
布
帷
子
を
送
っ
て
き
て
い
る
。
如
何
な
る
立
願
か
は
不
明
な
が
ら
、
「
叶
ひ
叶
は
ぬ
は
御
信
心
に
よ

り
候
く
し
。
全
日
蓮
が
と
が
に
あ
ら
ず
。
竜
と
聖
人
は
信
心
の
大
切
さ
を
教
示
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
御
本
尊
も
こ
の
日
厳
尼
宛
の
も

ク

の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
仏
祖
統
紀
』
に
よ
る
と
、
「
日
厳
優
婆
夷
者
駿
州
富
士
郡
高
橋
入
道
妻
也
〕
）
と
な
っ
て
い
る

が
、
『
御
本
尊
集
目
録
』
に
よ
る
と
建
治
二
年
二
月
の
第
三
二
の
御
本
尊
に
あ
る
日
興
添
書
に
よ
る
と
、
「
河
合
入
道
女
子
高
橋
六
郎
兵

衛
入
道
後
家
持
妙
尼
仁
電
と
あ
る
の
で
、
こ
の
説
は
「
首
肯
し
難
い
」
と
し
て
い
亙
唖
）
い
ず
れ
に
し
て
も
尼
日
厳
が
、
こ
の
頃
、
西
谷
の

ノ

聖
人
に
対
し
供
養
や
祈
願
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
御
本
尊
授
与
を
通
し
て
信
行
生
活
の
指
示
を
さ
れ
、
読
経
の
風
が
吹
け

ば
、
道
理
の
木
が
ゆ
る
ぐ
如
く
で
あ
る
と
教
訓
さ
れ
て
い
る
。
尚
こ
の
曼
茶
羅
に
は
「
経
」
字
の
下
に
珍
ら
し
く
蓮
華
が
描
か
れ
蓮
台
と

広
略
の
差
が
見
ら
れ
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

(“）



る
旨
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
『
当
家
宗
旨
名
目
』
を
引
用
し
て
、
乗
蓮
房
の
こ
と
を
念
阿
弥
と
も
行
敏
と
も
い
う
こ
と
を
記
し
て
い

る
篭
）
し
か
し
、
果
し
て
こ
れ
ら
の
説
の
如
く
で
あ
る
か
否
か
、
更
に
検
討
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
聖
人
か
ら
御
本
尊
の
授

与
が
な
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
相
当
な
信
仰
家
で
あ
り
熱
心
に
聖
人
に
帰
依
し
て
い
た
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
果
し
て
行
敏
に
し
て
も
念
阿
弥
に
し
て
も
、
当
時
は
浄
土
教
の
僧
と
し
て
又
真
言
律
の
方
面
に
も
相
当
に
詳
し
い
人
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
の
逗
函
）
こ
う
し
た
人
に
御
本
尊
の
授
与
が
な
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
し
、
更
に
行
敏
が
盲
目
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
乗
蓮
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
不
明
の
点
が
多
い
人
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
御
本
尊
に
は

四
天
王
も
普
賢
・
文
殊
等
も
省
略
さ
れ
、
二
梵
字
大
書
の
型
を
と
っ
て
い
る
。

曼
茶
羅
は
本
来
、
本
門
八
品
の
説
相
図
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
執
）
諸
仏
諸
尊
の
集
合
体
で
あ
り
、
相
貌
の
多
様
性
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
、
自
と
広
略
要
の
型
式
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
図
顕
の
意
図
に
従
っ
て
、
本
尊
部
以
外
の
諸
尊
に
つ
い
て
は
、

広
略
の
種
類
を
わ
か
つ
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
又
「
お
守
り
本
尊
」
と
し
て
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
二
聖
二
天
・
四
天
王
・
不
動
・
愛
染
等
の
守
謹
神
の
勧
請
も
、
時
・
機
・

に
応
じ
て
示
顕
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
〕（

１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

『
棲
神
』
第
五
六
号
、
二
五
頁
以
降
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
田
殿
女
房
御
返
事
定
週
一
七
五
五
頁

中
山
日
祐
の
『
本
尊
聖
教
録
』
に
は
「
即
身
成
仏
事
一
巻
、
大
田
女
房
」
と
あ
る
。

「
身
延
山
よ
り
弟
子
に
与
え
ら
れ
た
宗
祖
の
遺
文
に
つ
い
て
」
の
拙
論
を
参
照
。
『
大
崎
学
報
』
第
一
五
○
号

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

(錨）
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上
野
殿
御
返
事

乙
御
前
御
消
息

日
厳
尼
御
前
御
返
事

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

『
御
本
尊
集
目
録
』

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

四
條
金
吾
殿
御
返
事
定
過
一
七
九
九
頁

四
條
金
吾
許
御
文
同
一
八
二
一
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
八
’
一

甲
州
小
室
山
を
始
め
、
山
伏
問
答
等
に
よ
り
改
宗
し
た
例
が
、
身
延
近
辺
の
霊
場
寺
院
に
多
く
見
ら
れ
、
寺
誌
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

『
興
尊
全
集
』
（
宗
全
二
七
頁
）

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
七
○
六
頁

宮
崎
英
修
教
授
（
『
御
遺
文
辞
典
』
九
八
○
頁
）

不
動
・
愛
染
感
見
記
定
過
一
六
頁

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
三
頁

『
宗
学
全
香
』
史
伝
旧
記
二
’
二
九
○

『
御
本
尊
集
目
録
』
に
よ
る
と
、
第
四
期
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
二
七
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
六
’
二
七

『
元
祖
化
導
記
』
下
’
四
二

『
御
本
尊
集
目
録
』
一
二
一
頁

富
城
入
道
殿
御
返
事
定
遺
一
七
四
六
頁

フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン
（
在
位
一
二
六
○
’
九
四
）
は
高
麗
政
策
を
媒
介
と
し
て
、
日
本
へ
二
度
の
攻
略
を
行
っ
て
き
た
。
「
日
蓮
の
宗
教
は
蒙
古

国
書
の
到
来
ｌ
蒙
古
襲
来
（
元
冠
）
を
契
機
と
し
て
社
会
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
川
添
昭
二
教
授
（
『
御
遺
文
辞
典
』

二
二
四
頁
）

二同同定
五 週

’ 一一一
一八○七

四 一九六
九 九八七
頁 頁頁頁

(妬）
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同
一
二
九
頁

当
時
は
悪
病
が
流
行
し
や
改
元
さ
れ
る
程
ま
で
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
門
下
の
中
に
も
病
魔
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
人
々
も
相
当

数
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
『
棲
神
』
第
六
五
号
の
拙
論
、
二
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
御
本
尊
集
目
録
』
一
三
一
頁

高
木
豊
教
授
（
『
御
遺
文
辞
典
』
二
五
二
頁
）

観
心
本
尊
抄
定
遺
七
一
三
頁

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
二
）
（
上
田
）

(47）



（
１
）

近
年
、
一
念
三
千
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
目
に
つ
い
た
だ
け
で
も
、
十
数
本
の
論
文
を
読
む
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
念
三
千
の
法
門
は
、
日
蓮
聖
人
教
学
に
と
っ
て
重
要
な
法
門
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
立
教
開
宗
の
出
発
点
か
ら
教
学
の
基
底
に
置
か
れ

て
お
り
、
佐
渡
以
降
、
は
じ
め
て
聖
人
教
学
の
独
自
性
で
あ
る
本
化
別
頭
の
教
学
を
表
明
な
さ
蕊
が
、
こ
の
本
化
の
教
学
も
、
ま
た
一
念

三
千
の
法
門
を
根
底
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
種
の
研
究
の
中
心
も
、
天
台
教
学
と
異
な
る
日
蓮
聖
人
教
学
の
独
自
性
の

鮮
明
さ
を
溌
揮
す
る
た
め
、
勢
い
一
念
三
千
等
の
名
目
を
挙
げ
、
迩
門
の
一
念
三
千
・
本
門
の
一
念
三
千
。
理
の
一
念
三
千
・
事
の
一
念

三
千
。
一
念
三
千
と
妙
法
五
字
・
一
念
三
千
の
仏
種
等
に
心
を
砕
か
れ
て
い
る
の
も
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
観
を
研
究
す
る
場
合
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
中
、
一
念
三
千
に
関
す
る
論
述
箇
所
を
先
ず
も
っ
て
把
握
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
念
三
千
は
日
蓮
聖
人
教
学
の
根
本
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
「
四
百
余
篇
の
御
遺
文
中
一
念
三
千
論
に
言
及
せ
ぬ
も

の
は
殆
ん
ど
な
い
程
で
あ
る
」
と
見
る
人
も
い
る
岨
、
或
は
遺
文
を
通
覧
し
、
意
外
な
こ
と
に
「
一
念
三
千
と
い
う
語
す
ら
極
め
て
限
定

さ
れ
た
遺
文
に
つ
い
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
主
要
な
遺
文
に
見
ら
れ
る
四
七
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
人
も
い
麺
。
又
、
『
観
心

本
尊
抄
』
以
前
に
は
「
一
念
三
千
の
記
述
は
三
十
箇
所
を
超
え
る
」
程
度
と
見
て
い
る
人
も
い
麺
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ

一
は
じ
め
に

桑
名
貫
正

(49）



『
開
目
抄
』
に
お
け
る
一
念
三
千
観
を
認
識
す
る
場
合
、
『
開
目
抄
』
の
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
論
述
が
見
ら
れ
る
か
を
、
先
ず
検
討
す

べ
き
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
抄
の
一
念
三
千
論
の
展
開
を
見
る
上
で
都
合
が
よ
い
し
、
ま
た
研
究
上
、
不
可
決
な
作
業
で
も
あ
る
。

『
開
目
抄
』
中
、
具
体
的
に
一
念
三
千
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、
次
の
①
～
⑳
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
数
は
、
遺
文
中
、
一
番
多
く
記
述

さ
れ
て
い
る
数
字
で
あ
る
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

こ
れ
ら
の
研
究
に
催
さ
れ
て
、
改
め
て
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
を
通
読
し
て
見
る
と
、
真
偽
問
題
の
決
着
が
つ
か
な
い

日
進
の
古
写
本
、
或
は
日
向
の
古
写
本
、
日
持
作
の
允
可
書
、
古
来
よ
り
真
偽
問
題
が
あ
る
と
す
る
遺
文
を
全
部
、
取
り
除
い
て
見
た
だ

け
で
も
、
一
念
三
千
と
い
う
名
前
が
出
て
く
る
の
は
一
五
六
箇
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
麺
。
し
か
も
確
実
な
る
遺
文
に
圧
倒
的
に
多
く
、

一
二
五
箇
所
論
述
が
見
ら
れ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
以
前
で
は
八
五
箇
所
記
述
さ
れ
て
い
る
。
過
文
中
、
内
容
が
重
要
で
然
も
論
述
が
多

い
の
は
『
開
目
抄
』
の
二
十
箇
所
と
『
観
心
本
尊
抄
』
の
十
八
箇
所
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
の
一
念
三
千
の
研
究
は
茂
田
井
先
生
や

庵
谷
先
生
等
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
の
成
果
は
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
開
目
抄
』
に
お
け
る
一
念
三
千
の
研
究
は
、
こ

れ
ま
で
部
分
的
な
考
察
が
あ
っ
て
も
、
全
体
的
な
研
究
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
小
論
は
『
開
目
抄
』
の
中
に
、
一
念
三
千
が
ど
こ

に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
大
系
的
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

①
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
。

但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
嘘
。

②
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。
法
相
と
三
論
と
は
八
界
を
立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
く
し
年

二
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
の
記
述
箇
所
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⑩ ⑨ ⑧⑦ ⑥⑤④

２

③
善
無
畏
三
蔵
・
金
剛
智
三
蔵
、
天
台
の
一
念
三
千
の
義
を
盗
と
て
自
宗
の
肝
心
と
し
、
其
上
に
印
と
真
言
と
を
加
て
超
過
の
心
を

其
の
子
細
を
し
ら
ぬ
学
者
等
は
、
天
竺
よ
り
大
日
経
に
一
念
三
千
の
法
門
あ
り
け
り
と
う
ち
を
も
苑
。

』
９
し

華
厳
宗
は
澄
観
が
時
、
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
に
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
倫
入
た
り
ｏ
人
こ
れ
を
し
ら
揃
。

ツ

ス
ル
ヲ
二
ホ
タ
セ
ヲ

フ
ヲ
ニ
テ

此
等
の
経
々
に
二
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
二
行
布
一
故
価
未
し
開
し
権
。
迩
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
に
は
言
二
始
成
一
故
曽

夕
セ
ヲ
ノ

ツ

未
し
発
し
通
。
本
門
久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二
の
大
法
は
一
代
の
綱
骨
・
一
切
経
の
心
髄
な
嘘
。

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
謡
臓
だ
宛
。

し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月

へ

を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た
宛
。

本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
述

、
し

門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
ず
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

そ
な
わ
り
ノ

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
唾
。

ヘ
フ

こ
え

法
華
経
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
時
、
仏
略
し
て
一
念
三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
給
。
始
の
事
な
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
の
音
を
ね
を
び

ひ
と
こ
え

れ
た
る
者
の
一
音
き
Ｌ
た
る
が
や
う
に
、
月
の
山
唖
輔
誉
此
だ
れ
ど
も
薄
雲
の
を
ほ
へ
る
が
ご
と
く
か
そ
か
な
り
し
を
、
舎
利
弗

シ
ノ
ム
ル
ワ
ノ

リ

ノ
ノ

等
驚
て
諸
天
龍
神
大
菩
薩
等
を
も
よ
を
し
て
、
諸
天
龍
神
等
其
数
如
二
恒
沙
一
・
求
レ
仏
諸
菩
薩
大
数
有
二
八
万
一
。
又
諸
万
億
国

ノ
レ
ル
シ
テ
テ
ヲ
ス
カ
ン
ト
ノ
ヲ

転
輪
聖
王
至
合
掌
以
一
敬
心
一
欲
し
聞
一
一
具
足
道
一
等
は
請
せ
し
な
り
。
文
の
心
は
四
味
三
教
四
十
余
年
の
間
い
ま
だ
き
か
ざ
る
法

門
う
け
給
は
ら
ん
と
請
せ
し
な
嘘
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

を
こ
だ
。

(麺）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

ノ

ノ

⑪
華
厳
・
方
等
・
般
若
・
深
密
・
大
日
等
の
恒
河
沙
の
諸
大
乗
経
は
、
い
ま
だ
一
代
肝
心
た
る
一
念
三
千
大
綱
骨
髄
た
る
二
乗
作
仏

久
遠
実
成
等
い
ま
だ
き
か
ず
と
領
解
せ
堀
。

ワ

ハ

⑫
法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
種
子
無
上
を
立
た
り
。
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
地
。

テ

⑬
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経
・
大
日
経
等
の
諸
尊
の
種
子
皆
一
念
三
千
な
り
。
天
台
智
者
大
師
一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
。
華
厳
宗
の

澄
観
、
此
義
を
盗
て
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
哩
榊
召
苑
。

ン

⑭
真
言
大
日
経
等
に
は
一
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
・
一
念
三
千
の
法
門
こ
れ
な
蝿
。

力

た
皮
し
い

⑮
善
無
畏
三
蔵
震
旦
に
来
て
後
、
天
台
の
止
観
を
見
て
智
発
し
、
大
日
経
の
心
実
相
我
一
切
本
初
の
文
の
神
に
天
台
の
一
念
三
千
を

ミ
レ

ー

ー

盗
入
て
真
言
宗
の
肝
心
と
し
て
、
其
上
印
と
真
言
と
を
か
ざ
り
、
法
華
経
と
大
日
経
と
の
勝
劣
を
判
ず
る
時
、
理
同
事
勝
の
釈
を

一
一

ク
ノ

つ
く
れ
り
。
両
界
の
曼
茶
羅
の
二
乗
作
仏
・
十
界
互
具
は
一
定
大
日
経
に
あ
り
や
。
第
一
の
証
惑
な
り
。
故
伝
教
大
師
云
新
来
真

八
シ

言
家
則
混
二
筆
受
之
相
承
一
旧
到
華
厳
家
則
隠
二
影
響
之
軌
模
一
等
云
云
竜

ヲ
ノ
ハ
ス

ヲ

レ

ノ

ノ

⑯
龍
女
が
成
仏
此
一
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
切
の
女
人
の
成
仏
を
あ
ら
わ
す
。
法
華
経
已
前
の
諸
小
乗
経
に
は
女
人
成
仏
を
ゆ
る
さ
ず
。

ノ

ニ
シ
テ

諸
大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
改
転
の
成
仏
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
有
名
無
実
の
成
仏

こ
い
ち
れ
い
し
よ
シ
カ

往
生
な
り
。
挙
一
例
諸
と
申
て
龍
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
く
し
鐙
）

ノ

ブ

⑰
又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
く
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台

の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
龍
）

⑱
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
茜
）

⑲
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
計
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
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『
開
目
抄
』
の
中
で
、
一
念
三
千
の
最
初
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
①
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
前
文
に

シ

ト

但
此
経
に
二
十
の
大
事
あ
り
。
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
律
宗
・
法
相
宗
・
一
云
塑
不
等
は
名
を
も
し
ら
ず
。
華
厳
宗
真
言
宗
と
の
二
宗
は

ひ
そ
か
倫
に
盗
で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り
粉
）

の
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
念
三
千
に
連
係
し
て
い
る
内
容
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
律
宗
・
法
相
宗
・
三

菫
塑
不
等
の
五
宗
は
一
念
三
千
の
法
門
ど
こ
ろ
か
、
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
の
名
前
さ
え
も
知
ら
な
い
宗
で
あ
る
と
指
摘
し
・
点
線
の
部
分

の
「
骨
目
」
と
は
、
一
念
三
千
を
形
容
し
て
い
る
の
で
、
華
厳
宗
と
真
言
宗
の
二
宗
は
、
天
台
宗
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
ん
で
自
宗
の

肝
心
と
し
て
い
る
宗
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
開
目
抄
』
で
は
、
は
じ
め
に
各
宗
の
一
念
三
千
観
を
端
的
に
捕
え

て
出
発
し
て
お
り
、
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
中
心
に
一
念
三
千
観
は
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
各
宗
の
一
念
三
千
観
の
具
体

的
な
る
内
容
は
後
述
さ
れ
て
く
る
が
、
と
り
わ
け
真
言
宗
・
華
厳
宗
の
場
合
は
、
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
③
④

⑤
⑪
⑬
⑭
⑮
⑰
等
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

①
の
文
は
、
本
門
の
一
念
三
千
の
義
と
、
そ
の
出
処
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
門
の
一
念
三
千
の
観
心
は
、
色
々
と
検
討
し
て

見
る
と
、
究
極
的
に
は
法
華
経
の
本
門
、
し
か
も
寿
量
品
の
文
の
底
に
沈
ん
で
あ
る
恥
睦
こ
な
い
と
本
当
の
一
念
三
千
に
な
ら
な
い
と
い

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

そ
う
ゆ

し
。
石
女
に
子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
仏
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
竺
静
云
琶

上

⑳
設
山
林
に
ま
じ
わ
っ
て
一
念
三
千
の
観
を
こ
ら
す
と
も
、
空
閑
に
し
て
三
密
の
油
を
こ
ぼ
さ
ず
と
も
、
時
機
を
し
ら
ず
、
摂
折
の

二
門
を
弁
へ
ず
ば
、
い
か
で
か
生
死
を
雛
べ
き
篭
）

三
『
開
目
抄
』
中
の
一
念
三
千
義
の
展
開

(錨）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

う
の
で
あ
る
。
元
来
、
一
念
三
千
の
で
ど
こ
ろ
は
（
天
台
大
師
『
摩
訶
止
観
』
第
五
の
「
終
窮
究
寛
の
極
説
」
の
一
念
三
千
の
法
門
は
）
、

迩
門
の
十
如
実
相
に
あ
る
訳
で
、
日
蓮
聖
人
も
、
そ
の
こ
と
を
正
嘉
二
年
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
一
’
三

頁
）
以
来
、
論
じ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
の
一
念
三
千
が
迩
門
の
方
便
品
で
な
く
、
本
門
に
根
拠
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
の
は
文
永
八
年

五
月
五
十
歳
作
の
『
十
章
妙
』
（
真
蹟
・
定
四
八
九
頁
）
の
次
の
文
と
、
二
度
目
で
あ
る
。

テ
ニ
テ

止
観
に
十
章
あ
り
…
…
大
意
よ
り
方
便
ま
で
の
六
重
は
先
四
巻
に
限
る
。
こ
れ
は
妙
解
迩
門
の
心
を
の
べ
た
り
。
今
依
二
妙
解
一
以

ツ
ヲ
ス

ス

立
二
正
行
一
と
申
は
第
七
の
正
観
十
境
十
乗
の
観
法
、
本
門
の
心
な
り
。
一
念
三
千
此
よ
り
は
じ
ま
る
。
一
念
三
千
と
申
事
は
迩
門

に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
。
…
…
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、
義
分
は
本
門
に
聴
爾
前
は
迩
門
の
依
義
判

ル

文
、
迩
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
く
し
。

で
は
、
な
ぜ
本
門
に
限
る
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
⑧
発
迩
顕
本
の
内
容
と
⑨
本
因
本
果
の
法
門
の
内
容

等
が
顕
わ
れ
な
い
限
り
は
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
天
台
大
師
だ
け
が
シ
ッ
ヵ
リ
と
胸
の
う
ち

に
体
得
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

①
の
文
は
、
『
開
目
抄
』
の
序
分
に
相
当
す
る
所
で
論
述
し
て
お
り
、
最
も
教
学
の
核
心
の
部
分
を
一
気
に
先
き
に
出
さ
れ
て
、
諸
宗

と
の
勝
劣
の
決
着
を
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
覚
え
る
。

②
の
文
は
、
十
界
互
具
が
一
念
三
千
の
法
門
の
基
礎
と
な
る
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
十
界
互
具
を
論
述
す
る
遺
文
は
、
二
十
一
歳
作

の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
定
一
○
頁
）
に
既
に
あ
り
、
三
十
七
歳
作
の
三
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
三
頁
等
）
、
三
十
八
歳

作
の
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
九
七
・
二
○
・
一
三
五
頁
）
等
と
常
に
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
凡
夫
（
人
間
）
の
身

に
も
仏
界
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
天
台
の
理
の
一
念
三
千
観
で
あ
る
。
『
開
目
抄
』
の
、
こ
の
所
で
十
界
互
具
を
出
さ
れ
た
訳
は
、
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天
台
大
師
が
法
華
経
の
極
理
た
る
一
念
三
千
を
以
て
南
三
北
七
の
十
師
の
邪
見
を
打
ち
破
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
世

に
法
華
経
が
広
ま
り
、
国
土
が
安
穏
と
な
り
、
人
類
が
釈
尊
に
つ
い
で
二
度
目
に
救
わ
れ
た
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
流
布
に

よ
り
、
国
士
が
安
穏
と
な
り
、
人
類
が
救
わ
れ
る
と
い
う
史
観
は
日
蓮
聖
人
の
立
教
開
宗
の
出
発
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
が
三
十
八
歳
作

の
『
守
護
国
家
論
』
、
三
十
九
歳
作
の
『
立
正
安
国
論
』
に
顕
著
で
あ
る
。

③
と
④
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
の
真
言
宗
の
一
念
三
千
観
で
あ
る
。
前
述
に
真
言
宗
が
天
台
の
一
念
三
千
を
盗
義
し
た
問
題
を
掲
げ
た
が
、

こ
こ
で
は
、
真
言
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
有
無
を
人
師
と
経
典
の
上
か
ら
観
ら
れ
て
批
判
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

③
の
文
は
、
人
師
批
判
の
問
題
で
あ
っ
て
、
真
言
宗
に
は
、
も
と
も
と
一
念
三
千
の
義
が
な
い
の
に
善
無
畏
・
金
剛
智
等
が
天
台
の
一

念
三
千
の
法
門
を
盗
ん
で
自
宗
の
肝
心
と
し
て
い
る
と
し
て
、
真
言
宗
は
元
祖
に
問
題
あ
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
人
師
批
判
は
『
開

目
抄
』
以
外
で
も
実
に
多
く
見
ら
れ
壷
臺
一
崇
の
一
念
三
千
盗
義
の
人
師
批
判
の
最
初
は
弘
長
二
年
四
十
一
歳
作
の
霞
誇
法
詮

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

法
相
と
三
論
と
は
八
界
を
立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
べ
し
や
。
倶
舎
・
成
実
・
律
宗
等
は
阿
含
経
に
よ
れ
り
。
六
界

あ
き
ら
め

を
明
て
四
界
を
し
ら
ず
。
（
定
五
三
九
頁
）

法
相
・
三
論
・
倶
舎
宗
等
の
各
宗
に
十
界
互
具
が
な
い
こ
と
を
言
っ
て
、
各
宗
に
一
念
三
千
が
有
る
か
無
い
か
の
判
断
の
基
準
に
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
仏
教
の
中
で
一
念
三
千
が
あ
る
の
は
法
華
経
に
限
る
と
い
う
論
証
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な

る
事
例
と
し
て
、
推
測
さ
れ
る
の
は
左
の
文
で
あ
る
。

内
典
に
南
三
北
七
の
異
執
を
こ
り
て
蘭
菊
な
り
し
か
ど
も
、
陳
階
の
智
者
大
師
に
う
ち
や
ぶ
ら
れ
て
、
仏
法
こ
び
群
類
を
す
く
う
。

次
の
文
に
掛
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
定
五
四
○
’
一
頁
）
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の
様
に
発
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ニ
マ
ル

真
言
宗
の
漢
土
弘
始
は
、
エ

シ

大
日
経
真
言
宗
は
未
開
会
、
記
小
久
成
な
く
ば
法
華
経
已
前
な
り
。
開
会
・
記
小
・
久
成
を
許
さ
ば
浬
藥
経
と
を
な
じ
。
但
善
無
畏

三
蔵
・
金
剛
智
・
不
空
・
一
行
等
の
性
悪
の
法
門
・
一
念
三
千
の
法
門
は
天
台
智
者
の
法
門
を
ぬ
す
め
る
か
。
（
定
二
七
一
’
二
頁
）

そ
し
て
、
自
宗
の
肝
心
と
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
文
永
三
年
四
十
五
歳
作
の
『
善
無
畏
妙
』
（
真
蹟
断
片
）
で
は
、
善
無
畏
説
・
一

行
執
筆
の
『
大
日
経
疏
』
「
入
漫
茶
羅
具
縁
真
言
品
第
二
疏
」
の
文
を
左
の
如
く
引
用
し
、
そ
の
解
説
す
る
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ル

「
大
日
経
乃
義
釈
於
見
仁
」
と
は
じ
ま
っ
て

ハ
レ
ノ

リ
ニ
サ

ニ
シ

ノ

ニ
テ

ノ
二
二
ニ
シ
テ
ク
カ

ノ
ヲ

此
経
是
法
王
秘
宝
不
三
妄
示
二
卑
賎
之
人
一
・
如
下
釈
迦
出
世
四
十
余
年
因
二
舎
利
弗
慰
勲
三
謂
一
方
為
略
説
中
妙
法
蓮
華
義
上
。
今
此

ナ
リ
二
二
ク
ニ
リ

ノ
ノ
ニ

ハ
ル
ニ
レ
カ
モ
ハ
ル
キ
ク
ト

本
地
之
身
又
是
妙
法
蓮
華
最
深
秘
処
。
故
寿
量
品
云
常
在
二
霊
鷲
山
及
余
諸
住
処
一
乃
至
我
浄
土
不
し
殿
而
衆
見
二
焼
尽
一
・
即
此
宗

ナ
ル

ナ
ノ
ノ
ノ
ー
二
二
ク
ワ

琉
伽
之
意
耳
。
又
因
二
補
処
菩
薩
悪
勲
三
請
一
方
為
説
し
之
等
云
云
。
（
定
四
○
九
頁
）

右
の
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
日
蓮
聖
人
は
次
の
様
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

ノ

シ

此
釈
心
は
大
日
経
に
本
迩
二
門
、
開
三
顕
一
・
開
近
顕
遠
乃
法
門
有
利
。
法
華
経
乃
本
迩
二
門
乃
如
之
・
此
法
門
は
法
華
経
に
同
け

か
け

れ
ど
も
、
此
大
日
経
に
印
と
真
言
と
相
加
和
却
〈
三
密
相
応
世
利
。
法
華
経
は
但
意
密
許
仁
天
身
口
乃
二
密
閾
た
れ
ば
、
法
華
経
を
ぱ
略

キ
ス

カ

あ
や
室
り

説
と
云
ひ
、
大
日
経
を
ぱ
広
説
と
可
レ
申
也
と
被
し
書
た
り
。
此
法
門
第
一
乃
娯
誇
法
の
根
本
也
。
（
定
四
○
九
’
一
○
頁
）

そ
し
て
文
永
六
年
四
十
八
歳
作
の
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（
真
蹟
・
定
四
四
九
頁
）
で
は
、
『
善
無
畏
妙
』
の
内
容
を
踏
え
て
、
次

ら
れ
る
翁
》

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

（
真
蹟
曽
存
・
定
二
七
○
頁
）
と
次
の
文
で
あ
る
が
、
一
念
三
千
の
盗
義
に
つ
い
て
は
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作
仏
事
』
が
一
番
早
く
見

ミ

天
台
の
一
念
三
千
を
盗
取
て
真
言
の
教
相
と
定
て
理
の
本
と
し
へ

枝
葉
た
る
印
真
言
を
割
と
垂
、
宗
と
し
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た
て
く
だ

て
天
台
宗
を
立
下
す
條
誇
法
の
根
源
た
る
か
。

等
と
諸
遺
文
で
、
そ
の
内
容
が
見
ら
れ
る
が
一
、
二
の
例
に
止
め
た
い
。

④
の
文
は
、
経
典
上
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
『
大
日
経
』
に
も
一
念
三
千
の
義
は
無
い
と
観
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
学
者
達

が
有
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
善
無
畏
等
の
盗
義
を
知
ら
な
く
て
、
迷
っ
て
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
大
日
経
』
に
一
念
三
千

の
義
が
な
い
こ
と
を
『
開
目
抄
』
以
外
に
て
も
、
繰
り
返
え
し
論
述
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
麺
。

な
お
、
真
言
宗
の
一
念
三
千
の
盗
義
問
題
に
つ
い
て
、
浅
井
円
道
先
生
は
、
日
蓮
聖
人
が
一
念
三
千
の
法
門
を
妙
楽
の
指
示
に
基
づ
き
、

天
台
大
師
の
終
窮
究
寛
の
極
説
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
彪
大
な
天
台
教
学
を
達
意
的
に
一
念
三
千
を
以
て
代
表
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
『
大
日
経
疏
』
、
金
剛
智
・
不
空
・
伝
教
大
師
・
円
仁
・
円
珍
の
著
作
中
に
一
念
三
千
の
名
目
が
な
く
、
一
念
三
千
を
念

頭
に
お
い
て
密
教
を
解
釈
し
た
例
も
な
い
と
し
て
も
、
『
大
日
経
疏
』
の
中
に
、
天
台
教
学
の
核
心
の
諸
義
を
殆
ん
ど
盗
用
し
て
い
る
か

ら
、
日
蓮
聖
人
は
真
言
宗
を
し
て
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
め
り
の
一
言
で
概
括
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
蕊
。

⑤
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
の
華
厳
宗
の
一
念
三
千
観
で
あ
り
⑪
⑬
⑰
も
関
連
内
容
で
あ
る
。
華
厳
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
は
、
華
厳

宗
第
四
祖
の
澄
観
が
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑪
⑬
⑰
の
文
も
、
そ
の
関
連
内
容
で
あ
る
。
華
厳
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
は
、
華
厳
宗

第
四
祖
の
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
の
義
を
盗
ん
で
、
『
華
厳
経
』
の
「
心
如
工
画
師
」
等
の
文
を
生
か
し
て
成
仏
等
を
立
て
た

と
こ
ろ
よ
り
出
発
す
る
と
い
う
具
体
的
な
批
判
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
人
々
は
こ
の
事
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
澄
観
や
華
厳
経
・

華
厳
宗
に
対
す
る
批
判
は
『
開
目
抄
』
以
前
に
も
随
分
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
澄
観
の
一
念
三
千
盗
義
問
題
を
考
え
る
場
合
、
多

く
は
佐
渡
後
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
で
『
開
目
抄
』
以
後
の
澄
観
批
判
を
一
瞥
し
た
方
が
こ
の
問
題
の
理
解
を
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
都
合
が
よ
い
。
今
こ
こ
に
煩
雑
さ
を
厭
は
ず
敢
え
て
、
『
開
目
抄
』
以
後
の
遺
文
を
検
策
し
て
、
そ
の
該
当
す
る
箇
所
を
挙
げ
る

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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４
、
『
聖
密
房
御
書
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
八
二
一
頁
）

レ

シ

華
厳
宗
は
天
台
已
前
に
は
南
北
の
諸
師
、
華
厳
経
は
法
華
経
に
勝
た
り
と
は
申
け
れ
ど
も
、
華
厳
宗
の
名
は
候
は
ず
。
唐
の
代
に

き
さ
き

ス

ス

テ

テ

吉
厘
示
の
后
則
天
皇
后
と
申
人
の
御
時
、
法
蔵
法
師
・
澄
観
な
ん
ど
申
人
、
華
厳
宗
の
名
を
立
た
り
。
此
宗
は
教
相
に
五
教
を
立
、

ス

観
門
に
は
十
玄
六
相
な
ん
ど
申
法
門
な
り
。
を
び
た
だ
し
き
や
う
に
み
へ
た
り
し
か
ど
も
、
澄
観
は
天
台
を
は
（
破
）
す
る
や
う

に
て
、
な
を
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
か
り
（
借
）
と
り
て
、
我
経
の
心
如
工
画
師
の
文
の
心
と
す
。
こ
れ
は
華
厳
宗
は
天
台

句
二
Ｊ
、

『
開
目
抄
」

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
４
、
『
萄
琴
一
言
去
恒
当
示
喪
學
．

『
真
言
諸
宗
違
目

○
色
、

』
（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）

ン
テ
ノ

ヲ
レ

ニ
テ
ヲ
ス

澄
観
等
盗
》
一
天
台
十
乗
観
法
一
入
一
華
厳
経
一
立
レ
之
号
一
華
厳
宗
一
・

『
小
乗
大
乗
分
別
妙
』
（
真
蹟
断
片
・
定
七
七
一
頁
）

力

華
厳
宗
の
澄
観
…
…
天
台
大
師
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
取
て
、
我
所
依
の
経
の
心
仏
及
衆
生
の
文
の
心
と
し
…
…
か
く
の
ご
と

く
盗
取
て
、
我
宗
の
規
模
と
な
せ
る

『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
七
九
三
頁
）

ナ
リ

華
厳
の
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
を
い
す
（
盗
ん
）
で
華
厳
に
さ
し
い
れ
、
法
華
華
厳
と
も
に
一
念
三
千
。
但
華
厳
は
頓
頓
さ
き

し

な
れ
ば
、
法
華
は
漸
頓
の
ち
な
れ
ば
、
華
厳
は
根
本
さ
き
（
魁
）
を
し
ぬ
れ
ば
、
法
華
は
枝
葉
等
と
い
ふ
て
、
我
理
を
え
た
り
と

シ
ノ
モ
ト

ル
ラ
ヲ

お
も
へ
る
意
如
レ
山
○
錐
し
然
一
念
三
千
の
肝
心
、
草
木
成
仏
を
不
し
知
事
妙
楽
の
わ
ら
ひ
給
へ
る
事
也
。
今
の
天
台
の
学
者
等
、

し

そ
、

我
一
念
三
千
を
得
た
り
と
思
ふ
。
雛
し
然
法
華
を
も
て
、
或
華
厳
に
同
じ
、
或
大
日
経
に
同
ず
。
其
義
を
論
ず
る
に
不
し
出
一
澄
観

ヲ

之
見
一
・

に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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以
上
の
五
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
遺
文
に
よ
り
て
⑤
の
文
の
内
容
は
よ
り
一
層
、
具
体
的
に
把
握
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
さ
て
『
開
目
抄
』
以
前
に
お
け
る
批
判
を
考
察
し
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
の
華
厳
経
・
華
厳
宗
に
対
す
る
批
判
的
態
度
は
早
く
か
ら

見
ら
れ
る
。
二
十
一
歳
作
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
定
五
’
十
一
頁
）
に
、
菩
薩
歴
劫
修
行
と
下
さ
れ
、
十
界
互
具
が
な
し
と
嫌
わ
れ

て
お
り
。
建
長
七
年
三
十
四
歳
作
の
『
諸
宗
問
答
紗
』
（
代
師
本
・
定
二
四
頁
）
で
は
、
華
厳
の
仏
慧
と
法
華
の
仏
慧
と
を
対
比
し
て
、

え
せ
し

華
厳
は
悪
物
に
連
た
る
仏
慧
と
下
さ
れ
て
い
る
。
又
、
仏
慧
の
こ
と
か
ら
開
会
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
開
会
は
唯
法
華
に
限
る
と
し
華
厳

を
下
し
て
い
る
の
は
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
三
’
四
頁
）
と
『
二
乗
作
仏
事
』
（
定
一
五
六
頁
）
等
の
過

文
で
あ
る
。
ま
た
『
一
代
聖
教
大
意
』
に
て
は
、
此
教
は
但
菩
薩
ば
か
り
に
て
、
声
聞
縁
覚
を
雑
え
ず
と
の
べ
（
定
六
二
頁
）
、
そ
し
て
、

そ
の
菩
薩
行
も

チ

に
落
た
り
と
い
う
べ
き
か
。
又
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
と
り
た
り
と
い
う
べ
き
か
。
澄
観
は
持
戒
の
人
、
大
小
の
戒
を
一
塵
を
も

や
ぶ
ら
ざ
れ
ど
も
、
一
念
三
千
の
法
門
を
ば
ぬ
す
み
と
れ
り
。
よ
く
よ
く
口
伝
あ
る
べ
し
。

５
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
七
’
八
頁
）

華
厳
・
真
言
の
元
祖
、
法
蔵
・
澄
観
・
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
が
、
釈
尊
一
代
聖
教
の
肝
心
な
る
寿
量
品
の
一
念
三
千
の
法

ミ
リ
リ

ル
カ

リ
ト

ツ
肋
〃

門
を
盗
取
て
、
自
レ
本
自
の
依
経
に
不
レ
説
華
厳
経
・
大
日
経
に
有
三
念
三
千
一
云
て
取
入
る
る
程
の
盗
人
に
ば
か
さ
れ
て
、
末

シ
シ

学
深
く
此
則
を
執
す
。
無
し
墓
無
し
墓
…
…
ｏ

ク

ノ
ク

キ
そ

華
厳
の
人
師
云
、
法
華
経
に
所
し
説
一
念
三
千
の
法
門
は
枝
葉
、
華
厳
経
の
法
門
は
根
本
の
一
念
三
千
也
一
芸
。
是
無
二
跡
形
一
僻

一
一

キ

フ

見
也
。
真
言
・
華
厳
経
一
念
三
千
を
説
た
ら
ば
こ
そ
、
一
念
三
千
と
云
名
目
を
ば
つ
か
は
め
。
お
か
し
お
か
し
、
亀
毛
兎
角
の
法

門見
也也
0 0

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
い
（
桑
名
）
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テ

、
ヲ
フ
ル
ニ
ヲ
レ
ト
モ

ヲ
ニ

ス
ル
コ
ト

ヲ

華
厳
等
速
疾
歴
劫
往
生
成
仏
以
一
無
量
義
経
実
義
一
捻
レ
之
過
二
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
僧
祗
劫
一
終
不
レ
得
し
成
二
無
上
菩
提
一
・
…

一

一

往
生
・
成
仏
倶
別
時
意
趣
也
。

さ
ら
に
、
十
界
互
具
を
説
か
な
い
欠
点
と
四
十
余
年
未
顕
真
実
の
立
場
か
ら
、
総
体
的
に
批
判
が
下
さ
れ
て
た
の
が
次
の
遺
文
で
あ
る
。

二
乗
作
仏
が
な
い
た
め
衆
生
無
辺
誓
願
度
の
願
い
が
満
足
し
な
い
指
摘
で
あ
る
。

リ

ノ

ノ
ニ
ハ
シ

レ
ハ
カ

ヲ
ラ
ノ
ヲ
レ
ハ
ラ
ノ
ヲ
ハ
レ

自
一
法
華
経
一
外
四
十
余
年
諸
経
無
一
一
十
界
互
具
一
。
不
レ
説
二
十
界
互
具
一
不
し
知
一
内
心
仏
界
も
不
し
知
｝
内
心
仏
界
》
不
し
顕
ニ

ノ
モ
ニ

ノ
ノ
ハ

ヲ
ヒ
モ
ル
ト
ヲ
ル
ヲ

ハ
ル
カ

ヲ
ニ
シ

ノ

外
諸
仏
一
。
故
四
十
余
年
権
行
者
不
し
見
レ
仏
。
設
錐
レ
見
レ
仏
見
二
他
仏
一
也
。
二
乗
不
し
見
自
仏
一
故
無
一
成
仏
一
。
爾
前
菩

そ
レ
ハ

ノ

ヲ

ノ
ヲ
ニ

ノ
モ

セ

モ

ワ
そ

薩
亦
不
し
見
自
身
十
界
互
具
一
不
し
見
一
｝
二
乗
界
成
仏
一
。
故
衆
生
無
辺
誓
願
度
願
不
一
満
足
一
。
故
菩
薩
不
し
見
レ
仏
凡
夫

ま
た
、
仏
性
即

そ
し
て
、
三
十
刻

い
る
の
で
あ
る
。

仏
性
問

と
い
い
、
歴
劫
成
仏
が
嫌
わ
れ
、
一
生
成
仏
は
一
人
も
な
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
華
厳
経
は
十
界
互
具
が
な
く
心
生
の
十
界
の

み
を
明
か
す
と
し
（
定
六
二
頁
）
、
そ
の
心
性
の
十
界
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ノ
ハ

ノ
ル
ノ
ヲ

ノ
ニ
シ
ト
シ
テ
ル
コ
ト

大
乗
心
心
よ
り
十
界
生
。
華
厳
経
云
低
弧
一
工
画
師
一
造
二
種
種
五
陰
一
。
一
切
世
間
中
無
二
法
而
不
ロ
造
文
。
造
種
種
五
陰
者
十
界

ヲ
ス

ヲ
モ
ヲ
モ
ル
ト
フ
ガ

ノ

ト
ル
ト
フ

ニ
ク
セ
ハ
セ
ン
ト

ノ
ヲ

二
ク

之
五
陰
也
。
仏
界
心
法
造
習
。
心
過
去
現
在
未
来
十
方
之
仏
顕
習
也
。
華
厳
経
云
若
人
欲
し
了
二
知
三
世
一
切
仏
一
応
二
当
如
レ

ヲ
テ

微
塵
積
須
弥

と
い
い
、
歴
劫
成

ノ
ス
ル
ト
ノ
ヲ
ェ
郷
）

是
観
一
心
造
二
諸
如
来
一

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

ヲ
ノ
《
一
た
く
て
い
ヲ
テ
ヲ
シ
テ
ニ
ル

此
教
意
五
十
二
位
一
々
位
多
倶
低
劫
経
衆
生
界
尽
仏
成
く
し
ｏ
一
人
一
生
仏
成
物
無
。
又
一
行
以
仏
成
事
無
。
一
切
侃
擬
勘
恥

ノ
ノ
ハ

ト
シ
ナ
二
二
ル
シ

ヲ
ナ
ニ
ル
シ

題
で
は
華
厳
が
二
乗
に
仏
性
を
論
じ
な
い
た
め
晶
法
と
嫌
わ
れ
て
い
る
（
定
七
○
頁
）
・

三
十
八
歳
作
の
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
一
○
一
頁
）
で
は
華
厳
の
歴
劫
成
仏
等
も
、
方
便
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て

小
山
評
恥
御
榊
班
嘩
型
）

(“）



定
二
七
○
’
一
頁
）
で
あ
る
。

ル
カ
ラ

ヲ
二

亦
不
レ
知
二
十
界
互
具
一
故
不
レ
醗
一
自
易
仏
晁
讓

こ
れ
ま
で
華
厳
経
・
華
厳
宗
の
批
判
を
論
じ
て
き
た
が
、
『
開
目
抄
』
及
び
１
～
５
遺
文
の
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
容
が
論
じ

ら
れ
て
く
る
の
は
、
澄
観
批
判
に
及
ぶ
時
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
澄
観
の
名
指
批
判
の
最
初
は
、
正
元
二
年
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作

仏
事
』
（
定
一
五
五
頁
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
文
を
挙
ぐ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

テ

ノ
ニ
ス
ス
ル
ノ
ミ
ニ

ノ
タ
シ
テ
ノ
ヲ
ク
ノ
ニ
ニ
ハ
ナ
ヲ
ス
ト
ノ

シ
ル
セ

澄
観
於
二
心
仏
及
衆
生
文
一
非
し
存
二
一
心
覚
不
覚
義
一
存
二
性
悪
義
一
云
澄
観
釈
彼
宗
謂
レ
此
為
し
実
此
宗
立
義
理
無
し
不
し
通

ノ
キ
ヤ

テ
ク
ノ
ニ
ク
ン
ハ
ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ー
シ
シ

ニ
ク
ン
ハ
セ
ヲ

等
云
云
。
此
等
法
門
可
し
許
不
哉
。
答
云
弘
一
云
若
無
二
今
家
諸
円
文
意
一
彼
経
偶
旨
理
実
難
し
消
。
同
五
云
不
レ
解
二
今
文
一

ン
ソ
セ
ン

ヲ

ノ
ニ
ク
チ
テ
タ
カ

ワ

ン
ハ
ノ
ノ

ン
ハ

ノ
ヲ

如
何
消
二
解
心
造
一
切
三
無
差
別
一
文
。
記
七
云
忽
都
未
レ
聞
二
性
悪
之
名
一
云
へ
り
。
如
二
此
等
文
一
者
不
し
得
二
天
台
意
一
者

ノ
ノ
キ
リ

ノ
ノ
ニ
ハ

ニ
ハ
ノ

ン
ハ

一
一

ノ
ル
ラ

彼
経
偶
意
難
し
知
歎
。
又
震
旦
人
師
中
天
台
之
外
性
悪
名
目
あ
ら
ざ
り
け
る
歎
。
又
非
二
法
華
経
一
者
一
念
三
千
法
門
不
し
可
レ

ス

ノ
ノ
ヒ
ニ
ノ
テ
ヲ
ス
ハ
ノ
ノ
ト
リ

、
叩
ソ

リ

ハ
ル

談
歎
。
天
台
已
後
華
厳
末
師
竝
真
言
宗
人
以
二
性
悪
一
為
二
自
宗
依
経
詮
一
者
従
二
天
竺
一
伝
た
り
け
る
歎
。
自
二
祖
師
一
伝
歎
。

ノ

ン
ス
ト
ノ
ト

シ
ス
ヲ

又
天
台
名
目
を
楡
で
為
二
自
宗
内
証
一
云
へ
る
歎
。
能
能
可
レ
験
し
之
。

澄
観
が
心
仏
及
衆
生
の
文
に
一
心
覚
不
覚
の
義
あ
り
と
し
、
さ
ら
に
性
悪
の
義
を
立
て
る
の
は
、
天
台
の
意
（
天
台
教
学
）
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
義
は
、
法
華
経
の
一
念
三
千
の
法
門
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
、
天
台
の
名
目
を
楡
ん
で
自
宗
の
内
証
と
し
た
も
の
で
あ

る
と
批
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
実
な
る
遺
文
で
の
澄
観
批
判
の
最
初
は
弘
長
二
年
四
十
一
歳
作
の
『
顕
誇
法
妙
』
（
真
蹟
曽
存
。

テ

レ

法
蔵
・
澄
観
等
が
五
教
に
一
代
を
を
さ
む
る
中
に
、
法
華
経
・
華
厳
経
を
円
教
と
立
、
又
華
厳
経
は
法
華
経
に
勝
た
り
と
を
も
え

る
は
、
所
依
の
華
厳
経
に
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
を
あ
か
さ
ぎ
る
に
記
小
・
久
成
あ
り
と
を
も
ひ
、
華
厳
超
過
の
法
華
経
を
我
経

ル
フ

○
つ
へ

く
ひ
か
ヘ
ス

に
劣
と
謂
は
僻
見
也
。
…
…
澄
観
等
が
誇
法
は
上
中
の
誇
法
か
。
其
上
自
身
も
誇
法
と
し
れ
る
か
の
間
、
悔
還
筆
こ
れ
あ
る
か
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）
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で
に
破
れ
な
ん
と
す
。

右
の
い
の
内
容
は
、
伝
教
一

恐
ら
く
伝
教
大
師
の
『
依
懸
竺

現
内
容
が
異
っ
て
き
て
い
麺
。

伝
教
大

こ
れ
ま
で
は
、
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
各
宗
に
お
け
る
一
念
三
千
が
、
ど
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

換
言
す
れ
ば
、
日
蓮
聖
人
は
一
念
三
千
を
通
じ
て
全
仏
教
を
見
て
お
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
⑥
の
文
に
行
く
前

に
、
一
念
三
千
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
文
（
定
五
四
一
’
二
頁
）
で
あ
る
。

ノ

づ
↑
〃
、

帥
伝
教
大
師
此
の
国
に
い
で
て
、
六
宗
の
邪
見
を
や
ぶ
る
の
み
な
ら
ず
、
真
言
宗
が
天
台
法
華
経
の
理
を
盗
取
て
自
宗
の
極
と
す
る

ラ
さ
８

ヒ
ニ

事
あ
ら
は
れ
を
は
ん
ぬ
。
伝
教
大
師
…
…
専
経
文
を
前
と
し
て
責
さ
せ
給
し
か
ば
、
六
宗
の
高
徳
…
…
竝
弘
法
大
師
等
せ
め
を
と

と
郡

さ
れ
て
、
日
本
国
一
人
も
な
く
天
台
宗
に
帰
伏
し
、
又
漢
土
の
》
塑
示
の
元
祖
の
天
台
に
帰
伏
し
て
誇
法
の
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
る
事

定
五
二
七
’
三
二
頁
）
（

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
『
開
口

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

こ
の
誇
法
批
難
は
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（
真
蹟
・
定
四
四
九
頁
）
で
も
論
述
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
遺
文
で
澄
観
の
一
念
三
千
義
の

盗
み
を
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
佐
渡
に
来
て
か
ら
の
著
作
で
文
永
九
年
二
月
十
八
日
五
十
一
歳
作
の
『
八
宗
違
目
妙
』
（
真
蹟
完
・

定
五
二
七
’
三
二
頁
）
の
内
容
が
遺
文
中
、
最
も
詳
細
で
あ
舜
毎
そ
の
結
論
に
よ
り
『
開
目
抄
』
及
び
以
後
の
遺
文
の
内
容
の
如
く
展
開

も
あ
ら
は
れ
ぬ
。

、
、
、
、
、
、
、
」
』
、
、
、
、
、

も
、
ウ
セ
、
、
、

㈲
又
其
後
や
う
や
く
世
を
と
ろ
へ
人
の
智
あ
さ
く
な
る
ほ
ど
に
、
天
台
の
深
義
は
習
う
し
な
い
ぬ
。
…
…
正
法
失
は
て
ぬ
。

ノ

ブ

た
よ
り

天
照
太
神
・
正
八
幡
・
山
王
等
諸
守
護
の
諸
大
善
神
も
法
味
を
な
め
ざ
る
か
、
国
中
を
去
り
給
か
の
故
に
、
悪
鬼
便
を
得
て
国
す

師
が
法
華
経
を
以
て
華
厳
宗
等
の
六
宗
の
邪
見
を
破
っ
た
評
価
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
言
と
の
勝
劣
は

ノ
ハ
チ
シ

ヲ

『
依
懸
集
』
の
「
新
来
真
言
家
則
混
二
筆
受
之
相
こ
等
の
文
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
三
年
後
の
著
述
で
は
表

』
い
麺
。
し
か
し
、
比
叡
山
に
大
乗
の
円
頓
の
戒
壇
を
建
立
し
た
功
績
は
大
き
く
、
日
本
一
州
の
山
寺
と
学
匠
達
が

(”）



大
乗
戒
壇
を
踏
む
た
め
に
比
叡
山
に
や
っ
て
来
た
か
ら
、
日
本
国
一
人
も
な
く
天
台
宗
に
帰
伏
し
た
こ
と
に
な
る
。
日
蓮
聖
人
は
非
常
に

高
く
評
価
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
何
の
文
を
見
る
時
、
日
蓮
聖
人
の
文
永
六
年
四
十
八
歳
作
で
あ
る
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
の
左
の

文
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
真
蹟
完
・
定
四
五
三
頁
）

仏
法
の
減
不
滅
は
叡
山
に
あ
る
べ
し
。
叡
山
の
仏
法
滅
せ
る
か
の
ゆ
え
に
異
国
我
朝
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
。
叡
山
の
正
法
舛
る
ゆ

え
に
、
大
天
魔
日
本
国
に
出
来
し
て
、
法
然
大
日
等
が
身
に
入
り
…
…
一
芸
」

と
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
前
述
の
「
天
台
の
深
義
」
を
習
い
う
し
な
う
と
、
正
法
を
失
な
う
と
い
う
史
観
で
あ
る
。

点
線
の
部
分
の
「
天
台
の
深
義
」
と
は
一
念
三
千
の
法
門
を
指
す
の
で
あ
る
。
天
台
の
深
義
が
衰
え
た
か
ら
、
仏
教
の
肝
心
た
る
一
念

三
千
が
習
い
失
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
華
経
以
外
の
教
え
が
世
に
蔓
延
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
諸
大
善
神
が
法
味
を
な
め
る
こ
と
出

来
ず
、
還
帰
本
土
（
神
天
上
）
さ
れ
る
の
で
、
悪
鬼
が
充
満
し
、
国
が
滅
び
る
の
で
あ
る
。
一
念
三
千
が
な
け
れ
ば
、
法
華
経
で
な
く
な

る
と
い
う
考
え
方
を
日
蓮
聖
人
は
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
天
台
の
深
義
」
と
は
『
立
正
安
国
論
』
の
正
法
を
い
う
の
で
あ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の
正
法
を
、
教
義
的
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
の
が
『
開
目
抄
』
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
が
『
開
目
抄
』
の
序
文
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
後
、
一
念
三
千
義
の
展
開
は
、
天
台
・
伝
教
の
迩
門
の
一

念
三
千
よ
り
、
日
蓮
聖
人
の
独
自
の
教
学
を
形
式
す
る
本
門
の
一
念
三
千
が
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
制
限
枚
数
の
都
合
上
、
次

回
へ
と
続
く
。
（
未
完
）

〔
註
〕（

１
）
茂
田
井
教
亨
①
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
、
②
「
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
『
摩
訶
止
観
』
ｌ
特
に
一
念
三
千
の
受
容
に
つ
い
て
ｌ
」

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

(“）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

（
関
口
真
大
編
『
止
観
の
研
究
』
所
収
）
・
浅
井
円
道
③
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
、
④
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
人
間
観
ｌ
末
法
思
想

と
一
念
三
千
ｌ
」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
三
十
三
号
所
収
）
、
⑤
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」
（
『
茂
田
井
先
生
古
稀
記

念
日
蓮
宗
教
学
の
諸
問
題
』
所
収
）
、
⑥
「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
（
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
５
号
所
収
）
、
⑦

「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
」
（
「
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
二
号
所
収
）
、
⑧
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
（
続
）
」
（
立
正
大
学

大
学
院
紀
要
第
三
号
所
収
）
、
⑨
「
日
蓮
の
遺
文
と
本
覚
思
想
」
（
『
浅
井
円
道
編
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
所
収
）
・
渡
辺
宝
陽
⑩

「
事
一
念
三
千
義
覚
え
書
き
」
（
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
）
・
玉
城
康
四
郎
⑪
「
日
蓮
の
め
ざ
す
究
極
者
」
（
「
研
究
年
報
１
日
蓮
と

そ
の
教
団
」
第
３
集
所
収
）
・
庵
谷
行
亨
⑫
『
日
蓮
聖
人
教
学
研
究
』
⑬
「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
ｌ
『
観
心
本
尊
抄
』
を
め
ぐ
っ

て
ｌ
」
（
「
大
崎
学
報
」
第
一
三
二
号
所
収
）
、
⑭
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
と
立
正
安
国
」
（
「
大
崎
学
報
」
第
一
四
二
号
所
収
）
、

⑮
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
名
目
出
処
に
つ
い
て
」
（
野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
仏
教
史
仏
教
学
論
集
』
所
収
）
の
十
五
本
の

論
文
等
に
て
、
一
念
三
千
を
論
じ
て
い
る
。

（
２
）
例
え
ば
、
文
永
十
一
年
五
十
三
歳
作
の
『
法
華
行
者
値
難
事
』
（
真
賦
完
・
定
七
九
八
頁
）
に
見
ら
れ
る
所
の
、
天
台
・
伝
教
は
法
華
経
の
心

ノ
ト

ト
ト

ノ
卜

を
知
り
、
そ
れ
を
口
に
述
べ
て
弘
通
し
た
け
れ
ど
も
「
本
門
本
尊
与
二
四
菩
薩
戒
檀
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
残
し
之
」
・
所
調
、
上
行
等
の
聖

プ
ノ

人
が
弘
め
る
「
本
門
の
三
法
門
」
で
あ
る
。
こ
の
他
、
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
（
定
六
三
五
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
七
一

三
・
七
一
九
’
二
○
頁
）
、
『
義
浄
房
御
書
』
（
定
七
三
○
頁
）
、
『
顕
仏
未
来
記
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
七
四
○
頁
）
、
『
富
木
殿
御
返
事
』

（
真
蹟
完
・
定
七
四
四
頁
）
、
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
（
興
師
本
・
定
七
四
八
頁
）
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
八
一
五
・
八
一
八

頁
）
、
『
報
恩
抄
』
（
真
蹟
・
定
一
二
四
八
頁
）
等
に
見
え
る
三
大
秘
法
の
法
門
等
を
指
す
。
本
文
中
及
び
註
に
（
定
一
二
四
八
頁
）
等
と
あ

る
の
は
、
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
の
頁
数
を
示
す
。

（
３
）
浅
井
円
道
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
人
間
観
」
（
前
掲
書
）
三
一
二
頁
。
但
し
、
そ
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
一
念
三
千
義
の
内
容
を
暗
示

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
か
ら
は
一
念
三
千
の
論
及
は
殆
ん
ど
の
過
文
中
に
あ
る
と
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
念
三
千
な
る
言
葉
が
見
ら
れ
る
の
は
遺
文
全
体
で
、
十
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

（
４
）
渡
辺
宝
賜
「
事
一
念
三
千
義
覚
え
密
き
」
（
前
掲
書
）
二
五
七
’
六
五
頁
。
真
偽
問
題
も
存
す
る
適
文
（
『
真
言
見
聞
』
『
立
正
観
抄
』
『
三

大
秘
法
票
承
事
』
）
も
見
ら
れ
る
が
、
一
念
三
千
の
論
述
に
つ
い
て
一
覧
表
を
作
成
し
て
、
三
十
雷
。
四
七
箇
所
挙
げ
て
い
る
。

（
５
）
庵
谷
行
亨
「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
」
前
掲
書
）
二
九
’
三
六
頁
。
十
九
遺
文
（
但
し
『
十
法
界
事
』
は
本
覚
法
門
を
述
べ
る
理
由

(“）
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定定定定定定定定定定定
五五五五五五五五五五五
七七六五五五五四四四三
九一九二二二二一一一九
頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁
◎ 。 ◎ 。 ◎ 。 。 0 ． 。 ◎

か
ら
疑
書
の
疑
い
鰻
い
）
を
挙
げ
て
三
十
箇
所
超
え
る
と
い
う
。
因
に
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
名
目
出
処
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
）

三
八
三
’
八
九
頁
で
は
、
遺
文
中
の
一
念
三
千
名
目
出
処
に
限
っ
て
主
な
例
を
挙
げ
る
に
ヨ
代
聖
教
大
意
』
か
ら
『
観
心
本
尊
抄
』
を
含
め

て
『
兄
弟
妙
』
ま
で
三
九
箇
所
、
一
念
三
千
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
名
目
出
処
に
限
っ
て
の
上
で
あ
る
。

『
注
法
華
経
』
の
一
箇
所
と
、
四
二
遺
文
の
一
五
五
箇
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
、
こ
こ
に
遺
文
名
と
そ
の
箇
所
を
一
々
掲
げ
る
こ
と

は
省
略
す
る
（
後
述
に
て
出
来
る
だ
け
引
用
を
試
み
た
い
）
が
、
『
観
心
本
尊
抄
』
以
前
ま
で
は
八
五
箇
所
に
お
い
て
一
念
三
千
の
名
前
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
訳
は
真
蹟
・
右
写
本
等
の
確
実
な
る
遺
文
は
佐
前
に
て
十
一
遺
文
・
二
○
箇
所
。
佐
渡
の
六
遺
文
（
。
勵
蝉
靱
型

三
四
七
・
文
永
年
間
を
含
む
。
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
下
巻
一
六
四
頁
は
文
永
六
年
に
系
年
す
る
が
、
こ
の
要
文
の

内
容
と
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
作
の
『
観
心
本
尊
抄
』
（
定
七
○
二
’
三
頁
）
の
内
容
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
『
観
心
本
尊
抄
』
述
作
の

為
の
要
文
か
と
も
思
う
。
今
は
、
系
年
が
問
題
で
は
な
く
、
記
述
箇
所
が
焦
点
な
の
で
佐
前
で
も
佐
渡
で
も
数
の
上
で
の
相
違
は
変
わ
ら
な

い
）
・
五
二
箇
所
。
佐
前
の
写
本
五
遺
文
・
十
一
箇
所
。
佐
渡
の
写
本
二
遺
文
・
二
箇
所
の
計
八
五
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
数
字
か
ら
考
え
て
も
、

従
来
の
説
よ
り
も
実
に
多
い
記
述
箇
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
開
目
抄
』
（
真
蹟
曽
存
）
定
五
三
九
頁
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）
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右
同
定
六
○
四
頁
。

右
同
定
六
○
七
頁
。

右
同
定
五
三
九
頁
。

シ
テ
テ
シ
テ
ワ
ム

寿
量
品
の
文
の
底
と
は
、
『
開
目
抄
』
で
い
え
ば
「
さ
れ
ば
弥
勒
菩
薩
涌
出
品
に
四
十
余
年
の
未
見
今
見
の
大
菩
薩
を
仏
爾
乃
教
二
化
之
一
令
三

テ
サ
ワ

チ
ク

汐
ク
ヒ
テ
ク

初
発
二
道
心
一
等
と
と
か
せ
給
し
を
疑
云
…
…
云
云
」
（
定
五
五
一
頁
）
に
対
し
て
、
次
の
如
く
答
え
た
内
容
の
文
を
い
う
。
「
正
此
疑
答
云

ル
ニ

ニ
シ
テ
■
リ

ナ
リ

然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
湿
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
等
云
云
」
（
定
五
五
二
頁
）
・
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
発
迩
顕
本
、
⑨

の
本
因
本
果
の
法
門
と
結
び
つ
け
て
考
究
す
べ
し
。

真
言
宗
の
人
師
が
天
台
の
一
念
三
千
を
盗
ん
だ
と
い
う
批
判
は
、
『
顕
誇
法
妙
』
以
外
で
は
『
善
無
畏
三
蔵
妙
』
（
定
四
七
二
’
三
頁
）
、

『
真
言
諸
宗
違
目
』
（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
七
○
三
頁
）
、
『
小
乗
大
乗
分
別
妙
』
（
真
蹟
断
片
・

定
七
七
一
頁
）
、
『
聖
密
房
御
書
』
（
真
蹟
完
・
定
八
二
二
頁
）
、
『
下
山
御
消
息
』
（
真
蹟
断
片
・
定
一
三
二
六
頁
）
、
『
教
行
証
御
替
』

（
定
一
四
八
二
頁
）
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
七
’
八
頁
）
等
の
九
回
を
今
は
数
え
ら
れ
る
。

ン
ハ

ニ

ノ
ル
ラ
ス

ノ
ノ

正
元
二
年
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作
仏
事
』
（
定
一
五
五
頁
）
に
い
う
「
非
二
法
華
経
一
者
一
念
三
千
法
門
不
し
可
レ
談
歎
。
天
台
已
後
華
厳
末

ヒ
ニ
ノ
テ
ワ
ス
ハ
ノ
ノ
ト
リ

ハ
リ

リ

ハ
ル

ノ

ン
ス
ト
ノ
ト

師
並
真
言
宗
人
以
二
性
悪
一
為
二
自
宗
依
経
詮
一
者
従
二
天
竺
一
伝
た
り
け
る
歎
。
自
二
祖
師
一
伝
歎
。
又
天
台
名
目
を
倫
で
為
二
自
宗
内
証
一
云

へ
る
歎
。
」
の
文
よ
り
推
測
で
き
る
。

『
大
日
経
』
自
身
に
一
念
三
千
が
無
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
『
顕
誇
法
妙
』
『
善
無
畏
妙
』
以
外
で
は
、
『
二
乗
作
仏
事
』

（
定
一
五
六
’
七
頁
類
推
）
、
『
善
無
畏
妙
』
（
真
韻
断
片
・
定
四
○
九
頁
）
、
『
善
無
畏
三
蔵
妙
」
（
定
四
七
二
頁
）
、
壽
塁
忌
浬
恋
菩
昌

（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
」
（
真
蹟
完
・
定
七
二
頁
）
、
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
（
真
畷
曽
存
・
定
七
九
三
頁
）
、

シ
テ
テ
シ
テ
ワ
ム

「
さ
れ
ば
弥
勒
菩
薩
涌
出
品
に
四
十
余
年
の
未
見
今
見
の
大
菩
薩
を
仏
爾
乃
教
二
化
之
一
令
三

汐
ク
ヒ
テ
ク

（
定
五
五
一
頁
）
に
対
し
て
、
次
の
如
く
答
え
た
内
容
の
文
を
い
う
。
「
正
此
疑
答
云

ナ
リ

鴎
那
由
佗
劫
等
云
云
」
（
定
五
五
二
頁
）
・
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
発
迩
顕
本
、
⑨

右右右右右
同同同同同

定定定定定
六六五五五
○○八七七
四四九九九
頁頁 ｜ ｜ 頁
。 。九八 ・

○○
頁頁
◎ 。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ

右
同
定
五
七
九
頁
。

（
桑
名
）
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『
撰
時
抄
』
（
真
蹟
・
定
一
○
四
二
’
三
頁
）
、
『
教
行
証
御
書
』
（
定
一
四
八
二
頁
）
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
八
’
九

頁
）
等
の
十
一
回
は
最
低
で
も
見
ら
れ
る
。

（
犯
）
浅
井
円
道
先
生
「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
（
前
掲
書
・
四
’
六
頁
）
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
」
（
前
掲
書
・
一
’

二
二
頁
）
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
（
続
）
」
（
前
掲
書
・
’
’
一
三
頁
）
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
歴
史
篇
（
六
九
四
’
六
頁
）

「
大
日
経
義
釈
」
「
大
日
経
疏
」
の
解
説
を
往
見
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
と
（
続
）
」
に
て
は
、
疏
の
中
に
法
華
・

天
台
教
学
が
、
九
十
五
箇
所
見
え
る
と
し
、
「
阿
字
観
を
円
融
三
諦
・
一
心
三
観
に
当
て
、
心
実
相
を
諸
法
実
相
と
一
と
見
、
大
日
如
来
を
久

遠
釈
迦
に
な
ぞ
ら
え
」
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
九
十
五
例
中
の
「
⑱
側
例
燭
四
個
倒
鋤
の
八
文
は
、
日
本
天
台
宗
に
お
い
て
円
融

一
致
の
教
判
を
論
じ
る
上
で
、
よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ
て
き
た
文
で
あ
り
、
善
無
畏
が
如
何
に
天
台
宗
に
依
愚
し
て
い
た
か
の
実
態
を
示
す
重

要
な
文
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

（
調
）
正
嘉
二
年
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
六
四
頁
）
・

（
弘
）
右
同
定
六
九
頁
。
又
、
六
二
頁
に
も
あ
り
。
心
生
の
十
界
に
つ
い
て
は
、
五
一
歳
作
の
『
八
宗
違
目
妙
』
（
真
蹟
完
・
定
五
三
○
頁
）
に
も

述
べ
ら
れ
、
華
厳
は
思
議
十
界
と
い
わ
れ
る
。

（
弱
）
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
一
二
四
頁
）
・
『
開
目
抄
』
以
前
に
は
、
こ
の
他
、
定
五
○
・
六
三
・
六
五
’
六
・
一
五
○
・
一
五
二
’

三
・
一
五
五
’
七
・
一
九
三
・
二
四
三
・
二
五
六
・
二
五
九
・
二
六
四
・
二
六
九
・
三
三
九
・
四
○
○
・
四
八
八
’
九
・
五
二
六
’
三
二
に
華

厳
批
判
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。

（
稲
）
『
八
宗
違
目
妙
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
日
蓮
聖
人
週
文
辞
典
』
歴
史
篇
の
解
説
が
簡
潔
な
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
と
、
華
厳
宗
に
一
念
三

千
が
見
ら
れ
る
の
は
「
澄
観
の
疏
二
九
・
三
三
の
文
と
『
華
厳
経
』
の
「
心
如
工
画
師
」
、
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
本
覚
讃
の
文
を
引
い
て
、
用

い
る
こ
と
を
明
か
」
す
。
「
ま
た
『
華
厳
経
』
に
一
念
三
千
の
依
文
あ
り
や
」
の
問
い
に
止
観
・
弘
決
の
諸
文
を
引
き
、
「
爾
前
華
厳
等
の
円

教
は
心
生
思
議
十
界
を
明
か
し
て
心
具
十
界
を
説
か
ず
、
法
華
経
の
み
不
思
議
十
界
互
具
を
明
か
す
と
決
す
。
最
後
に
止
観
は
『
法
華
』
に
よ

る
と
な
す
『
止
観
』
五
、
『
弘
決
』
五
の
文
を
引
い
て
終
る
」
（
九
一
九
頁
）
・

（
師
）
『
開
目
抄
』
に
お
け
る
華
厳
批
判
の
内
容
は
、
定
五
三
九
・
五
四
一
・
五
四
三
・
五
四
八
’
九
・
五
五
二
’
二
・
五
五
四
’
五
・
塁
ハ
セ
’
八
・

五
七
○
’
二
・
五
七
四
・
五
七
六
’
八
一
・
五
八
三
’
四
・
五
八
九
・
六
○
四
頁
に
見
ら
れ
る
。

（
犯
）
真
言
宗
が
天
台
の
法
華
経
の
理
を
盗
み
取
り
自
宗
の
極
と
し
た
と
い
う
伝
教
大
師
の
評
価
（
定
二
四
二
二
頁
）
を
『
開
目
抄
』
で
は
論
じ
て
い

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

る
が
、
文
永
十
二
年
三
月
十
四
日
五
十
四
歳
作
の
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
真
蹟
完
・
定
八
九
七
・
九
○
○
頁
）
で
は
、
伝
教
大
師
は

卜
ノ

テ
ハ
ニ
ト

テ
モ

ナ
ラ

リ
タ
マ
フ
二

「
但
天
台
与
二
真
言
一
於
二
勝
劣
一
与
二
証
惑
一
知
而
不
二
分
明
一
．
所
詮
贈
二
於
末
法
一
歎
。
」
と
の
見
解
内
容
に
変
っ
て
き
て
い
る
。

(“）



学
禅
院
日
逢
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
僧
侶
で
あ
る
が
、
身
延
山
三
十
世
日
通
上
人
の
門
人
に
し
て
山
本
坊
の
第
十

八
世
、
高
座
石
妙
石
坊
の
開
基
で
あ
る
。
身
延
山
坊
跡
録
中
、
鈴
木
日
寿
上
人
が
加
筆
し
た
名
僧
の
部
の
中
に
、
学
禅
院
日
逢
上
人
の
名

が
あ
り
、
「
山
本
房
十
八
世
、
當
山
に
お
い
て
勲
功
あ
り
、
通
師
門
人
、
備
後
実
相
寺
建
立
、
水
戸
妙
善
寺
中
興
」
と
あ
る
。
寺
院
大
鑑

に
は
実
相
寺
の
開
基
学
禅
院
日
円
、
又
日
園
と
あ
り
、
日
逢
と
日
円
、
日
園
と
で
は
名
が
異
な
る
が
、
遷
化
の
日
が
宝
永
元
年
九
月
十
五

日
と
あ
る
の
で
、
ま
ち
が
い
な
く
同
一
人
物
で
あ
る
。
又
、
水
戸
の
妙
雲
寺
歴
代
に
は
、
第
八
世
の
と
こ
ろ
が
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
前

後
住
職
の
遷
化
年
代
か
ら
推
し
て
そ
こ
に
学
禅
院
日
逢
が
は
い
る
と
思
わ
れ
る
。
毎
日
勤
行
時
に
回
向
を
し
て
い
る
高
座
石
妙
石
坊
の
開

基
学
禅
日
逢
な
る
者
は
い
か
な
る
僧
で
あ
っ
た
の
か
、
又
高
座
石
妙
石
坊
に
は
、
身
延
山
三
十
一
世
日
脱
の
唱
題
十
万
部
成
就
と
い
う
題

目
碑
、
こ
れ
は
唐
銅
の
祖
師
の
光
背
と
し
て
付
い
て
い
た
も
の
が
あ
り
、
三
十
二
世
智
寂
省
師
の
花
押
の
は
い
っ
た
唐
銅
灯
篭
が
現
存
し

て
い
る
。
又
身
延
山
山
内
最
古
の
祖
師
宮
殿
、
こ
れ
は
三
十
三
世
遠
沽
亨
師
時
代
に
本
山
よ
り
高
座
石
に
下
げ
ら
れ
た
も
の
が
現
存
し
て

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て

は
じ
め
に

ｌ
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て
Ｉ

奥
野
本
洋
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身
延
山
久
遠
寺
に
お
い
て
院
代
が
お
か
れ
た
の
は
、
「
身
延
山
史
」
に
よ
れ
ば
、
一
円
脱
師
の
時
代
、
上
人
の
弟
子
善
応
院
日
認
上
人

（
青
柳
善
応
院
開
基
、
一
円
庵
二
世
、
正
徳
五
年
七
月
五
日
遷
化
）
を
以
て
始
め
と
す
る
と
あ
る
。
学
禅
院
日
逢
は
院
代
で
は
な
い
が
、

山
の
役
僧
（
執
事
）
と
し
て
歴
代
法
主
を
た
す
け
、
諸
堂
建
立
等
に
尽
力
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
身
延
山
諸
堂
記
」
に
よ
れ
ば
、
三
十
世

日
通
代
に
時
の
執
事
と
し
て
学
禅
院
日
逢
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
七
面
山
参
道
に
影
向
坊
を
開
基
し
、
影
向
石
の
鶴
）
（
現
在
の
七
面

山
奥
之
院
）
を
建
立
、
八
月
八
日
に
は
七
面
山
敬
慎
院
明
神
本
宮
、
幣
殿
、
拝
殿
な
ど
一
式
を
建
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
資
金
の
調
達
に

甲
駿
両
国
を
巡
っ
て
道
俗
を
勧
化
し
て
い
る
の
で
あ
壷
さ
ら
に
七
面
山
登
山
口
の
神
力
房
四
代
法
源
日
流
の
代
に
、
学
禅
院
日
逢
は
七

面
社
の
古
材
を
以
っ
て
三
間
四
面
の
堂
を
造
立
し
て
い
篭

通
師
が
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
二
月
十
一
日
、
谷
中
瑞
輪
寺
に
お
い
て
遷
化
さ
れ
る
が
、
通
師
は
遺
状
を
残
し
て
遷
化
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
遺
状
を
披
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は
飯
高
学
室
の
先
聖
一
円
日
脱
上
人
を
後
住
に
請
待
致
す
可
き
旨
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
山

衆
徒
の
内
に
て
恵
性
院
等
は
宗
門
先
哲
古
老
数
多
き
に
も
係
ら
ず
、
末
学
の
日
脱
一
人
を
推
定
す
る
こ
と
は
不
可
な
り
と
す
る
考
え
を
示

昭
和
五
十
九
年
三
月
発
刊
の
「
棲
神
」
髄
号
に
、
北
沢
光
昭
氏
が
校
注
さ
れ
た
「
身
延
山
諸
堂
記
」
等
が
資
料
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
資
料
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
建
立
に
つ
い
て
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て
若
干
の
考
察
を
す
る
こ
と

と
し
た
。

い
る
こ
と
か
ら
、
脱
省
亨
三
師
の
唾

に
よ
っ
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
璽
野
）

ど
ら
、
脱
省
亨
三
師
の
時
代
を
中
心
に
身
延
山
諸
堂
の
建
立
、
再
建
等
の
様
子
を
、
遠
沽
亨
師
が
残
し
た
「
身
延
山
諸
堂
記
」

一
、
通
師
門
人

(”）



日
脱
上
人
の
治
績
の
中
で
目
立
っ
た
こ
と
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
八
幡
宮
の
古
跡
に
祈
祷
堂
、
番
寮
、
廊
下
を
建
立
し
、
天
下

安
全
妙
法
弘
布
の
為
め
、
三
十
六
人
の
僧
侶
を
置
き
、
昼
夜
不
断
に
も
妙
典
を
読
調
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
国
中
に
祈
祷
所
が
多
く
あ
る
と
い
え
ど
、
不
断
に
経
王
を
読
調
し
た
の
は
祖
山
だ
け
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
堂
宇
建
寸
芝
共
に
、

（
肌
）

山
内
各
所
に
三
十
六
ヶ
房
を
建
築
造
立
し
た
こ
と
は
空
前
の
壮
観
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

脱
師
は
池
上
日
玄
と
共
に
、
谷
中
感
応
寺
な
ど
の
非
田
不
受
不
施
派
を
上
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
身
延
配
下
を
増
や
し
て
い
く

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

そ
の
時
、
賛
成
派
の
筆
頭
に
立
ち
、
前
法
主
莚
師
を
相
手
と
し
て
一
歩
も
ひ
か
な
か
っ
た
の
が
通
師
門
人
の
学
禅
院
日
逢
で
あ
っ
た
。

身
延
衆
徒
と
し
て
賛
成
派
と
し
て
訴
訟
に
及
ん
だ
の
は
、
日
逢
の
他
に
顕
妙
毘
》
（
境
師
門
人
）
、
正
法
鴎
》
（
境
師
門
人
）
、
大
林
島
）
（
通

師
門
人
）
、
麓
蝿
）
（
通
師
門
人
）
を
始
め
外
五
十
八
名
、
並
び
に
通
師
弟
子
と
し
て
修
玄
院
、
良
叔
、
崩
海
（
遠
沽
亨
師
）
、
是
寛
を
始

め
外
五
十
三
人
、
総
員
百
二
十
名
で
あ
っ
た
。

た
。
そ
の
畔

と
な
っ
た
。

し
、
後
董
問
題
に
紛
糾
を
み
る
こ
と
と
な
る
。

一
山
は
脱
師
を
後
住
と
認
め
る
遺
状
陥
岑
、
之
に
反
対
す
る
鬮
取
派
即
ち
先
規
の
法
式
に
依
り
宝
前
に
て
可
否
を
決
す
べ
し
と
す
る
一

（
５
）

派
と
に
割
れ
る
の
で
あ
る
。
両
派
の
主
張
は
全
く
相
反
し
、
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
論
旨
を
以
て
糾
紛
騒
然
、
容
易
に
決
し
な
か
っ
た
が
、
九

月
十
二
日
龍
口
法
難
会
の
当
日
、
評
定
所
へ
二
十
九
世
日
莚
上
人
己
下
両
派
の
代
表
者
召
さ
れ
て
寺
社
奉
行
の
評
定
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
日
莚
上
人
を
は
じ
め
と
す
る
反
対
派
は
配
流
追
放
の
胤
婆
な
り
、
遺
言
状
の
如
く
日
脱
上
人
が
祖
山
へ
瑞
世
す
る
こ
と

三
、
脱
省
亨
三
師
の
諸
堂
建
立

(〃）



江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

が
、
配
下
が
増
え
る
と
同
時
に
そ
れ
ら
の
寺
々
に
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
山
の
伽
藍
を
一
新
し
て
い
っ
た
。
そ
の
大
功
に

（
唯
）

依
り
元
禄
六
年
五
月
六
日
東
山
帝
よ
り
紫
衣
を
下
賜
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

脱
師
が
延
山
の
睨
座
に
あ
る
十
九
年
間
に
、
数
多
く
の
堂
宇
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
後
董
問
題
に
功
績
の
あ
っ
た
日
逢
の

名
を
み
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
通
師
時
代
の
諸
堂
建
立
に
関
し
、
何
ヶ
所
に
も
名
を
列
ね
て
い
た
日
逢
で
あ
る
か
ら
、
脱
師
の
代
に

は
さ
ら
に
そ
の
力
を
発
揮
し
た
の
で
は
と
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
「
諸
堂
建
立
記
」
等
の
記
録
に
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

身
延
山
高
座
石
の
祖
師
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
祖
師
像
は
、
唐
銅
金
像
に
て
等
身
大
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
像
で
あ
る
が
、
そ
の
台
座
に
元

禄
十
年
（
一
六
九
七
）
七
月
廿
八
日
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
脱
師
開
眼
の
こ
の
祖
師
像
は
、
も
と
奥
之
院
に
祀
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
後
約

十
年
後
の
宝
永
五
年
に
古
宮
殿
が
久
遠
寺
大
堂
よ
り
下
が
っ
て
き
た
折
に
、
妙
石
坊
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

古
宮
殿
に
は
い
る
前
は
高
座
石
の
石
の
上
に
座
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
台
座
は
石
の
上
に
ま
つ
ら
れ
る
べ
く
造
ら
れ
た
か
の
よ
う

に
切
り
込
み
が
あ
る
事
か
ら
、
最
初
か
ら
高
座
石
の
石
の
上
に
座
す
よ
う
に
江
戸
に
て
造
ら
れ
た
も
畦
鍔
、
一
時
何
ら
か
の
形
で
奥
之
院

に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

脱
師
が
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
九
月
二
十
二
日
に
谷
中
瑞
輪
寺
に
遷
化
し
た
後
、
延
山
三
十
二
世
に
晋
山
し
た
の
は
、
水
戸
檀
林

よ
り
入
山
し
た
智
寂
省
師
で
あ
っ
た
。
今
回
こ
の
考
察
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
妙
石
坊
境
内
地
を
再
調
査
し
た
結
果
、
新
た
に
次
の
事
蹟

を
発
見
し
た
。
妙
石
坊
に
は
六
老
僧
の
墓
が
建
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事
は
「
諸
堂
建
立
記
」
中
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
建
立
さ
れ
た

年
月
日
に
つ
い
て
は
詳
か
に
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
六
老
僧
の
墓
の
脇
に
立
て
ら
れ
て
い
る
石
塔
三
基
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
一
本
に
は
元
禄
十
二
年
五
月
十
三
日
書
写
・
石
経
・
列
衆
と
あ
り
、
そ
の
下
に
は
列
衆
と
み
ら
れ
る
数
多
く
の
僧
侶

の
舞
騨
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
覚
林
坊
日
俊
と
は
覚
林
坊
十
六
世
一
行
院
日
俊
で
あ
り
、
一
行
坊
の
開
基
で
も
あ
る
ｏ

（”）



元
禄
十
四
年
（
一
七
○
一
）
九
月
十
二
日
に
建
立
さ
れ
た
唐
銅
燈
寵
が
高
座
石
の
前
に
現
存
す
る
姥
そ
こ
に
は
三
十
二
世
日
省
の
判

形
は
あ
る
も
の
の
、
同
坊
開
基
の
学
禅
院
日
逢
の
名
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
僧
俗
を
勧
化
し
建
立
費
用
を
勧
募
せ
し
め
た
の

は
役
僧
で
あ
る
学
禅
院
日
逢
ら
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
代
表
は
時
の
法
主
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
が
残
っ
て
い
な
い
も
の
と

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

又
、
も
う
一
基
の
石
蝋
催
は
、
や
は
り
元
禄
十
二
年
五
月
十
一
百
、
命
日
満
首
題
千
五
百
万
遍
と
あ
り
、
石
経
供
養
を
し
た
と
あ
る
の

だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
開
眼
供
養
施
主
の
名
は
欠
け
て
い
る
為
に
判
明
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
老
僧
の
墓
と
高
座
石
祖
師

堂
の
間
に
、
自
然
石
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
に
は
石
経
墳
、
元
禄
十
二
年
と
ま
で
は
読
み
取
れ
た
が
、
そ
の
下
の
数
多
く

書
か
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
は
三
百
年
の
歳
月
の
為
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
判
読
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
書
か
れ
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
石
経
墳
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
窮
年
に
学
禅
院
日
逢
道
俗
を
勧
め
銭
を
窮
民
に
与
え
石
を
捨
は
し
め
て
妙
経
を

書
写
し
此
処
に
石
塔
を
起
っ
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
時
の
法
主
日
省
上
人
は
高
座
石
を
発
顕
し
、
諸
人
を
し
て
帰
敬
せ

し
め
る
こ
と
と
な
る
捲
高
座
石
の
開
基
は
山
本
坊
十
八
世
学
禅
院
日
逢
妙
石
庵
造
立
主
法
蓮
世
財
を
捨
て
当
房
永
代
相
読
せ
し
め
ん
こ

と
を
求
む
願
主
詞
継
予
之
を
感
心
し
て
本
尊
を
授
る
者
也
と
あ
詮
が
だ
が
、
こ
の
省
師
の
本
尊
は
今
は
な
い
。

日
省
上
人
の
時
代
に
敬
神
坊
、
石
割
稲
荷
社
が
造
立
さ
れ
て
い
巻
こ
れ
ら
は
智
寂
省
師
が
学
禅
院
に
与
え
た
授
与
本
尊
か
ら
学
禅
院

日
逢
の
発
願
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
影
現
七
面
社
幣
殿
、
拝
殿
も
再
建
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
発
起
主
も
学
禅
院
日
逢
と
記
録
に

は
あ
壷

い
る
◎

又
、

だ
が
、

こ
の
僧
も
名
僧
伝
の
中
に
あ
げ
ら
れ
た
一
人
で
あ
る
。
一
行
院
日
俊
は
、
大
聖
人
廟
前
に
て
妙
経
五
千
部
を
読
調
し
た
る
信
心
強
情
な

僧
で
あ
り
、
脱
省
亨
三
師
の
時
代
に
山
内
に
て
活
濯
し
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
後
見
龍
日
裕
身
延
山
三
十
四
世
か
ら
本
蕊
琴
授
与
さ
れ
て

(”）



宝
永
三
年
（
二
七
○
六
）
十
月
十
三
日
、
身
延
山
高
座
石
の
祖
師
堂
が
新
建
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
遠
沽
亨
師
の
書
か
れ

た
棟
札
歩
現
存
し
て
い
る
。
本
願
主
学
禅
院
日
逢
上
人
、
存
生
発
起
宮
殿
者
往
古
大
堂
二
有
之
改
造
之
後
移
此
堂
と
あ
る
よ
う
に
、
学
禅

院
は
二
年
前
の
宝
永
元
年
に
遷
化
し
て
い
る
が
、
生
前
に
古
宮
殿
を
高
座
石
に
移
す
こ
と
を
発
願
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

亨
師
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
六
月
十
七
日
、
身
延
山
開
關
会
を
肇
め
る
が
、
さ
ら
に
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
は
宿
房
の
定
二

十
ヶ
房
他
四
ヶ
房
計
二
十
四
ヶ
房
を
各
門
流
の
登
山
参
詣
の
際
の
宿
院
と
制
遥
謬
る
に
至
り
、
祖
山
は
宗
門
の
中
に
お
い
て
総
本
山
た
る

位
置
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

遠
沽
亨
師
が
各
地
の
報
恩
講
中
に
授
与
し
た
曼
茶
羅
は
宗
宝
調
査
の
中
で
も
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
糸
久
先
生
は
そ

の
本
尊
を
仮
に
報
恩
講
曼
茶
羅
と
称
し
、
久
遠
寺
の
執
事
等
の
役
僧
が
甲
州
、
駿
河
、
又
江
戸
へ
と
出
て
い
き
、
祖
山
の
諸
堂
整
備
の

為
の
施
主
を
っ
の
り
、
勧
募
し
て
い
き
、
そ
の
御
礼
に
本
尊
を
授
与
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
と
の
個
人
的
見
解
を
示
し
て
い

ブ
《
》
◎

そ
の
学
禅
院
日
逢
も
宝
永
四
年
（
一
七
○
四
）
九
月
十
五
日
七
十
四
歳
を
以
て
遷
化
。
こ
の
年
に
遠
沽
院
日
亨
上
人
は
三
十
三
世
の
法

灯
を
継
承
し
、
京
都
岡
崎
満
願
寺
よ
り
晋
山
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
遠
沽
亨
師
は
脱
師
晋
山
の
折
、
そ
の
門
人
と
し
て
賛
成
派
に
い
た
一

人
で
あ
っ
た
。
一
円
脱
師
の
時
に
祖
山
賜
紫
の
事
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
省
師
代
に
も
紫
衣
の
勅
許
の
栄
に
浴
し
て
い
る
が
、
日
亨
上
人

の
時
に
至
り
て
永
紫
衣
着
用
の
勅
許
を
脇
が
り
、
祖
山
の
面
目
は
愈
々
盛
ん
に
な
る
と
同
時
に
伽
藍
の
再
興
新
建
立
も
進
め
ら
れ
て
い
つ

想
像
出
来
る
の
で
あ
る
。

た
。学

禅
院
日
逢
も
そ
の
役
僧
の
一
人
で
あ
り
、
執
事
と
し
て
勧
化
に
甲
駿
地
方
を
歩
い
た
僧
で
あ
る
。
法
主
の
よ
う
に
表
舞
台
に
出
る
わ

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

（”）



け
で
は
な
い
が
、
祖
山
脱
省
亨
三
師
の
時
代
に
陰
に
な
っ
て
活
躍
し
た
僧
が
い
た
事
を
報
告
し
今
回
の
一
考
察
と
し
た
い
。

(3) ②
七
面
山

(1)註

一
神
力
房
二

一
随
身
門
二
間
半
一
三

一
鐘
堂
九
尺
四
方
ご

キ
や
ク

ー
客
寮

コ
モ
リ

ー
寵
屋
二
字

客
寮

一
明
神
本
宮
三
閲
千
二
山
間
再
建
酩
柳

へ
コ
イ

一
幣
殿
二
即
干
ニ
ニ
間
同
幽
刎
一

一
拝
殿
六
間
二
四
間
同
珪
澗
畦

一
廊
下
二
間
一
堀
酬
リ
有
し
之
同
一

一
御
供
屋
三
間
四
方
回
嗣
］

一
庫
裏
六
剛
干
二
八
附
干
再
建
離
郷

一
池
太
神
宮
七
尺
二
一
間
旦
師
響

一
随
身
門
二
間
半
二
三
即
重

一
影
向
石
ノ
社
」

ツ
ワ

学
禅
院
日
逢
立
二
小
社
三

（
身
延
山
諸
堂
記
）

一
一

境
内
四
畝
廿
七
歩
除
地
正
徳
二
王
辰
年
迄
百
廿
七
年
型
開
基
法
意
十
二
三
年
在
住
一
間
二
間
ノ
小
屋
立
し
之
二
代
徳
咽
蕊
韓
鑪
乏
三
代

再建叶岬

一
そ
り寵

屋
二
字

同
に
間
畔
一

一
Ｉ

テ

ム

右
一
式
第
三
十
世
通
師
代
建
立
通
師
本
尊
宮
殿
一
之
内
張
有
し
之
七
面
社
造
営
遷
座
之
時
収
し
之
延
宝
三
二
乙
卯
年
八
月
上
旬
八
日
日
通
判
形

テ

ワ
ス
リ

此
時
執
事
脚
本
睡
二
学
禅
院
日
逢
巡
二
甲
駿
両
国
一
勧
二
化
道
俗
一
］
（
身
延
山
諸
堂
記
）

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(汚）



江
戸
中
期
に
お
け
る
講
堂
整
備
に
つ
い
て
（
塑
野
）

ん
ニ
ノ
ワ
ニ
ス
ト

テ

ノ
ワ
リ
ニ
ノ
ワ

法
栄
州
五
年
作
二
三
間
四
間
庵
｝
故
］
為
二
開
山
一
四
代
法
源
日
流
仙
七
年
代
学
禅
院
日
逢
以
二
七
］
面
社
古
材
木
一
造
二
三
間
四
間
堂
一
奉
レ
安
二
澄
三
宝

ヲ明
神
二
（
身
延
山
諸
堂
記
）

側
過
状
派
の
主
張
を
見
る
に
㈲
既
に
適
状
確
定
す
る
に
も
係
ら
ず
、
漫
り
に
私
情
を
以
て
之
に
反
対
し
圏
取
の
異
議
を
主
張
す
る
は
、
日
脱
身
延
住

持
に
不
適
当
な
る
か
、
又
日
通
の
行
為
卒
勿
な
る
か
。
脱
上
は
京
関
東
能
化
職
殊
に
本
山
立
本
寺
住
職
た
る
を
以
て
見
る
に
相
応
の
仁
な
る
こ
と
明

ら
か
な
り
。
通
師
が
脱
師
を
選
定
せ
る
こ
と
決
し
て
卒
勿
に
非
ず
。
然
る
に
鬮
取
に
す
る
は
不
可
な
り
。
ロ
身
延
の
寺
は
寺
中
坊
頭
諸
末
寺
の
住
持

等
時
の
上
人
支
配
は
古
法
則
な
り
。
殊
に
後
住
の
儀
は
当
住
の
選
定
に
依
り
来
り
し
事
、
日
通
師
の
遮
状
遺
言
に
候
補
二
三
人
認
め
有
ら
ば
鬮
取
も

可
な
り
。
然
る
に
脱
上
一
人
を
定
め
ら
る
る
を
鬮
取
に
せ
し
は
遺
状
の
破
穀
と
な
り
、
一
面
に
は
一
宗
諸
山
に
於
け
る
適
状
無
効
の
濫
を
来
す
も
の

な
り
。
故
に
古
規
先
例
並
び
に
其
影
響
す
る
所
大
な
る
を
以
て
通
上
遺
状
の
如
く
仰
付
ら
る
べ
き
こ
と
。
（
身
延
山
史
一
四
九
頁
）

⑤
反
対
派
の
主
張
は
Ｈ
先
規
の
法
式
に
依
り
宝
前
に
て
可
否
を
決
す
べ
し
。
殊
に
境
上
遺
言
に
翼
莚
二
師
を
認
め
あ
り
し
時
圃
取
に
依
り
日
興
上
人

を
請
じ
た
り
し
先
格
あ
り
。
我
等
は
仏
祖
の
内
証
に
叶
ひ
当
れ
る
場
合
は
先
後
輩
を
簡
ば
ず
承
引
す
。
。
如
何
に
名
匠
た
り
と
も
仏
祖
の
内
証
に
叶

は
ず
闇
に
当
ら
ざ
る
時
は
貫
首
と
し
て
仰
ぎ
難
し
。
伺
通
上
は
日
莚
上
人
の
補
弟
と
し
て
祖
山
に
晋
み
し
に
も
拘
ら
ず
、
先
々
住
莚
上
在
世
な
る
に

一
往
上
人
に
相
謀
ら
ず
し
て
後
輩
を
決
せ
る
は
不
審
な
る
事
、
四
通
上
通
言
状
文
言
日
境
通
状
に
相
似
た
る
こ
と
不
審
な
る
事
、
田
身
延
寺
法
に
対

し
異
議
を
主
張
す
る
は
不
可
な
る
も
既
に
闇
取
の
先
例
あ
る
に
似
っ
て
不
儀
な
ら
ざ
る
事
、
崗
後
住
撰
定
を
当
住
の
計
と
な
す
の
御
朱
印
並
び
に
寺

法
な
し
。
故
に
当
住
の
自
由
に
任
ず
可
か
ら
ざ
る
事
、
㈹
一
人
鬮
取
の
先
例
は
日
莚
上
人
莫
上
の
遺
言
な
り
し
も
之
を
鬮
に
て
請
待
せ
し
事
例
あ

り
、
伽
遺
状
破
格
の
悪
例
を
醸
す
と
い
ふ
も
、
人
情
と
仏
祖
の
照
鑑
と
同
様
に
致
し
難
き
事
、
並
び
に
一
宗
諸
山
の
鬮
取
の
先
規
弦
に
相
破
る
る

事
、
伽
学
禅
院
・
大
林
房
・
麓
房
・
山
本
房
の
四
人
は
通
師
の
門
人
に
て
近
年
「
衆
徒
」
と
な
れ
る
も
の
、
顕
妙
院
・
正
法
院
の
二
人
は
境
上
の
弟

子
と
し
て
、
境
上
過
言
先
代
鬮
取
の
儀
承
知
な
る
に
通
上
に
奉
公
し
て
先
例
を
破
る
は
師
敵
た
る
事
、
州
鬮
取
の
先
例
あ
る
を
以
て
我
等
の
邪
儀
に

非
ず
、
隠
居
日
莚
上
人
の
書
状
に
も
日
脱
仏
祖
の
内
証
に
叶
は
ざ
ば
鬮
に
当
る
べ
し
、
此
已
後
住
僧
は
末
代
迄
飯
高
・
中
村
・
小
西
の
三
談
所
の
能

化
よ
り
晋
山
す
る
に
際
し
碩
学
名
匠
五
十
三
人
撰
出
し
て
闇
に
て
相
定
め
ば
依
枯
品
負
の
沙
汰
相
絶
え
山
永
々
の
紛
糾
を
根
絶
す
る
に
可
な
り
と
あ

り
。
（
身
延
山
史
一
五
○
頁
）

ピ
ニ
テ

ワ
今
ス
ト

ー
ス
ワ

ノ

ル

⑥
一
、
久
遠
寺
住
持
日
通
及
二
死
期
一
以
二
飯
高
学
室
隠
居
日
脱
一
可
レ
為
二
後
住
一
之
旨
遺
状
戦
し
之
、
江
府
三
ヶ
寺
江
も
其
段
申
達
之
間
、
日
脱
入
院
奉
レ

上

今
し

願
之
由
学
禅
院
等
申
之
旨
証
文
無
し
紛
事

ク

ノ
テ
ニ
リ
ワ
キ
ム

ド
モ
ス
ト
ワ

シ
リ

ー
、
身
延
住
持
職
如
二
日
境
・
日
輿
・
日
莚
之
例
一
於
二
仏
前
一
取
レ
鬮
可
二
相
定
一
由
、
恵
性
院
・
慈
雲
院
等
錐
し
申
し
之
穿
鑿
之
上
今
度
証
拠
二
難
し
成
、

("）



ニ
ム
ル
ハ
ワ

リ

ル
ヒ

ス
Ｆ
そ
リ
ト
テ
ワ

ー
、
御
適
状
定
二
後
住
者
一
依
枯
晶
負
難
し
計
之
間
、
後
代
迄
為
法
為
山
之
条
、
向
後
仏
前
之
闇
奉
レ
願
之
由
、
身
延
隠
居
日
莚
申
し
之
、
錐
し
然
以
レ
圏

〃
ノ

ヤ

ダ

ネ

ス
ワ
ル

相
定
之
儀
諸
寺
諸
山
無
二
其
例
一
、
況
又
新
規
之
企
甚
曲
事
二
候
、
日
脱
事
、
今
度
日
莚
二
相
尋
候
処
、
久
遠
寺
住
持
相
応
之
由
申
し
之
、
然
上

チ
ル

シ
プ
ル
ハ
ズ

一
一

へ
ワ

今
フ

シ
ワ

ハ
日
通
遺
状
労
以
有
し
謂
之
処
、
圃
方
非
議
申
出
非
二
僧
徒
之
所
行
一
候
、
日
莚
儀
双
方
江
加
二
異
見
一
無
事
可
二
相
調
一
之
所
、
却
而
致
二
荷
措
一
鬮

シ
り

ん
ハ
ニ

テ
二

方
弥
申
募
候
儀
、
不
一
似
二
合
隠
居
一
仕
方
二
候
、
価
し
之
日
莚
儀
ハ
御
預
ヶ
、
恵
性
院
・
法
性
院
・
鏡
像
院
・
真
如
院
・
本
応
院
・
恵
林
房
右
六

ル

レ
七
ケ

人
ハ
御
追
放
、
慈
雲
院
・
覚
林
房
・
武
井
房
・
円
台
房
・
禅
定
房
右
五
人
此
度
之
為
二
張
本
一
之
間
、
遠
島
被
二
仰
付
｝
候
者
也
。

延
宝
七
年
己
未
十
月
四
日

（
身
延
山
史
一
五
二
頁
）

、
顕
妙
院
日
兼
上
人
の
事
。
境
師
門
人
で
亨
師
よ
り
贈
号
を
受
る
と
あ
る
。
覚
林
房
の
十
四
世
で
あ
る
が
、
反
対
派
に
覚
林
房
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

時
は
定
林
坊
の
十
二
世
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
十
三
世
学
澄
院
日
乗
大
徳
、
十
四
世
通
遠
院
日
融
大
徳
、
十
五
世
智
照
院
日
耀
大
徳
と
も

に
通
師
の
門
人
と
あ
る
。
（
房
跡
録
）

⑧
正
法
院
日
運
上
人
、
竹
之
坊
十
八
世
中
興
、
境
師
第
子
正
運
庵
開
基
と
あ
る
。
（
房
跡
録
）

⑨
大
林
房
十
五
世
、
大
林
院
日
誠
大
徳
か
？
通
師
弟
子
と
あ
る
。
（
房
跡
録
）

側
十
九
世
、
顕
了
院
日
盛
上
人
、
通
師
弟
子
一
老
職
、
志
摩
坊
十
一
世
高
雲
庵
江
閑
居
五
世
也
。
（
房
跡
録
）

⑪
（
房
名
）
（
場
所
）
（
施
主
）

瑞
光
房
上
ノ
山
松
平
下
総
守
消
長
母
、
瑞
光
院
菩
提
ノ
為
建
立
ス
。
始
メ
覚
王
房
、
後
改
ム

芳
心
房
同
松
平
相
模
守
光
仲
室
芳
心
院
日
春
夫
人

慶
雲
房
同
酒
井
遠
江
守
母
慶
雲
院
日
通
夫
人

長
安
房
同
幸
阿
弥
与
左
衛
門
覚
樹
院
日
良

妙
応
房
同
松
平
下
総
守
清
長
母
儀
妙
応
院
日
威
夫
人

法
薗
房
同
江
戸
浄
心
寺
日
念
上
人

情
玉
房
同
施
主
不
詳

忍
脱
房
同
施
主
不
足
二
付
、
脱
師
自
ラ
建
立

貞
俊
房
同
御
本
丸
梅
の
方
侍
女
妙
香
院
貞
俊
日
玄
夫
人

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

ノ
ス
ル
シ

所
し
欲
申
様
之
条
不
屈
事
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江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

春
光
房
上
ノ
山
御
本
丸
梅
の
方
妙
梅
院
春
光
日
恵
夫
人

円
光
房
同
永
見
新
左
衛
門

春
窓
房
東
谷
稲
葉
美
濃
守
息
春
窓
日
芳

消
閑
房
同
小
河
原
内
藤
与
兵
衛
（
滴
閑
・
妙
閑
）

顕
成
房
同
楮
根
正
行
寺
隠
居
顕
成
院
日
照
上
人

宗
幸
房
西
谷
江
戸
長
崎
屋
平
左
衛
門
（
宗
幸
・
妙
幸
）

中
山
房
同
加
賀
守
侍
女
中
山
女

宗
賢
房
同
野
沢
弥
右
衛
門
・
伝
五
右
衛
門

仙
台
房
中
谷
仙
台
陸
奥
守
室
萬
寿
夫
人

実
道
房
稲
荷
河
原
口
村
清
九
良
右
衛
門

見
塔
房
棚
沢
見
塔
院
妙
蓮
日
宝
夫
人

真
善
房
同
稲
葉
石
見
守
真
善
院
大
寿
日
賢

松
玄
房
同
吉
原
渡
辺
市
郎
右
衛
門
松
久
院
日
弦

仁
浄
房
同
紀
伊
大
納
言
室
天
真
院
妙
仁
日
雅
夫
人

芳
春
房
同
中
川
佐
渡
守
奥
局
芳
春
日
悟
夫
人

信
了
房
同
京
欲
賀
作
十
郎
信
了
院
日
源

本
学
房
同
落
居
本
照
寺
隠
居
本
学
院
日
栄
上
人

渋
谷
房
同
駿
河
大
宮
町
渋
谷
平
兵
衛
外
三
人

妙
善
房
同
江
戸
某
、
円
盛
院
日
修

常
栄
茶
南
谷
精
進
川
佐
野
五
兵
衛
常
栄
日
正

観
松
房
同
八
代
前
島
三
郎
右
衛
門

浄
蓮
房
同
富
士
郡
清
八
良
右
衛
門

高
雲
房
醍
醐
谷
今
村
伝
三
郎
室
高
雲
日
心
夫
人

(78）



00

元
禄
六
年
五
月
六
日
右
中
弁

妙
法
華
院
住
持
日
脱
上
人
御
房
（
身
延
山
史
一
六
○
頁
）

⑬
神
田
鍋
町
御
鋳
物
師
太
田
口
守
藤
原
正
儀
作
と
あ
る
。
又
、
台
座
に
は
、
江
戸
浅
草
東
中
町
講
中
五
拾
人
、
大
黒
屋
喜
兵
衛
、
紀
屋
国
星
空
恒
衛
門
、

若
松
屋
茂
兵
□
、
江
戸
富
澤
町
七
日
講
、
十
二
日
講
、
十
三
日
講
等
の
名
が
見
ら
れ
る
。
又
、
通
玄
院
殿
菩
提
、
本
空
院
殿
日
習
光
照
大
姉
等
回
向

さ
れ
る
霊
位
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
聴
聲
院
妙
寿
日
湿
の
脇
に
元
禄
十
一
年
四
月
十
五
日
と
あ
る
の
は
、
追
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

天
下
泰
平
国
口
安
全
、
参
詣
之
衆
中
硯
当
二
世
大
願
成
就
祈
者
也
の
文
字
が
読
み
取
れ
る
。

側
杉
之
坊
□
□
、
覚
林
坊
日
俊
、
消
水
坊
日
□
、
南
延
坊
日
蔵
、
本
善
坊
日
□
、
麓
坊
、
宗
賢
坊
、
仏
寿
坊
、
蓮
信
坊
、
観
松
坊
他
が
読
み
取
れ
る
。

覚
林
坊
日
俊
は
十
六
世
一
行
院
日
俊
。
滴
水
坊
は
通
師
の
弟
子
遠
光
院
日
説
か
、
麓
坊
は
本
寿
院
日
栄
大
徳
か
、
蓮
信
坊
は
日
定
院
日
具
か
、
い
づ

れ
も
房
跡
録
中
、
遷
化
年
月
日
等
か
ら
推
定
。

旧
右
側
に
は
奉
讃
調
妙
経
五
千
部
成
就
又
塔
頭
祖
廟
前
永
代
毎
日
不
退
讃
患
其
施
僧
料
甲
金
一
百
両
辮
辨
電
其
人
鵲
列
吾
山
評
定
座
已
至
嘉

役
勤
且
兼
帯
野
輔
懇
圓
明
寺
聖
跡

左
側
に
は
騨
撫
磁
感
其
此
等
功
及
有
志
誠
心
而
今
預
許
聖
饒
於
吾
山
以
勵
生
生
修
善
之
労
勲
焉
授
興
之
一
行
房
幽
行
院
日
俊
上
人
享
保
二
丁
西
年

マ
マ

十
一
月
二
十
八
日
と
あ
る
。
本
尊
の
裏
に
は
、
市
川
角
太
郎
ヨ
リ
本
尊
壱
福
魚
住
日
甲
求
之
と
あ
る
が
、
日
甲
と
は
清
水
房
三
十
二
世
、
松
井
坊

⑫

総長宗清長
寿林耀松

旨房房房房

歴
世
事
遠
院
日
甲
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
妙
石
坊
に
あ
る
の
か
は
疑
問
。

元
禄
十
二
年
五
月
十
三
日
、
當
山
発
心
者
石
経
供
養
、
命
日
満
首
題
千
五
百
万
遍
、
右
以
善
根
二
世
所
願
成
弁
之
処
開
眼
供
養
施
主
…
…
と
読

み
と
れ
る
。

隼
一

依
二
天
気
｝
執
達
如
レ
件

ル

シ
ワ
〆

身
延
山
久
遠
寺
者
為
二
日
蓮
法
華
一
宗
之
大
導
師
｝
故
、
著
二
紫
衣
一
令
二
参

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

同同同田
代

松
平
隠
岐
守
母
長
松
院
日
栄
夫
人

仙
石
越
前
守
政
明
室
滑
耀
院
日
浄
夫
人

江
戸
木
内
七
兵
衛

中
川
佐
渡
守
久
恒

シ
ク
シ

ヲ
ニ
リ
リ

ワ

内
一
宣
下
施
二
大
乗
経
王
之
法
威
一
特
奉
ｆ
祈
二
国
家
安
全
宝
詐
延
長
一
者
、

（
身
延
山
史
一
四
五
～
一
五
六
頁
）

（”）



㈹
六
老
僧
塔
在
二
此
所
望

▲
、
フ
二

Ｊ
ワ
ヘ
ワ
ニ
チ
ヒ
ロ
ハ
ワ
シ
ワ
〆
争
一
ツ
ワ

窮
年
学
禅
院
日
逢
勧
一
道
俗
一
与
二
銭
窮
民
二
令
レ
捨
レ
石
書
二
写
妙
経
一
収
二
此
処
一
起
二
石
塔
コ

シ
ル
ワ
レ
テ
セ

州
二
世
日
省
師
嘩
岬
恒
蛾
諦
獅
夫
高
座
石
発
顕
使
二
］
諸
人
帰
敬
一

（
身
延
山
諸
堂
記
）

セ

シ
チ
ワ

ワ

⑱
開
基
者
山
本
坊
十
八
枇
学
禅
院
日
逢
妙
石
庵
営
立
主
法
蓮
求
レ
念
潜
二
世
駄
当
房
永
代
相
続
廟
圭
蕊
予
感
二
心
之
一
授
二
与
本
尊
一
者
竺

ハ

（
身
延
山
諸
堂
記
）

鼻

側
一
稲
荷
大
明
神
煙
鋼
井
拝
殿
蝿
蝿
耐
迄

社
井
拝
殿
元
禄
十
三
座
唾
年
十
二
月
朔
日
日
省
轡

再
興
発
願
主
学
禅
院
日
逢
社
井
宮
殿
再
興
二
実
道
房
日
修
正
徳
元
辛
卯
年
五
月
成
就
其
ノ
年
二
八
月
廿
三
日
ノ
大
風
二
皆
破
損
ス
ヨ

神
像
ノ
座
井
宮
殿
正
徳
二
王
辰
年
再
建
］

別
当
ノ
房
皿
間
一
天
間
元
禄
十
四
辛
巳
年
成
就
日
省
師
ョ
上
学
禅
院
日
逢
江
授
与
之
本
尊
有
し
之
二
（
身
延
山
諸
堂
記
）

剛
一
影
現
七
面
大
明
神
三
間
騨
胤
緑
三
尺
五
寸
三

井
幣
羅
説
籠
間
拝
殿
繩
謹
製
］

ハ

シ
テ
ヲ

（
マ
マ
）

本
小
社
也
三
十
二
世
省
師
代
勧
二
化
諸
方
一
新
建
立
】
本
願
人
簡
板
掛
し
之
毎
月
有
二
祈
祷
。

棟
札
元
禄
十
四
年
辛
巳
十
一
月
廿
九
日
日
省
割
当
ゥ
ラ
密
二
大
工
棟
梁
嘩
酔
塾
澱
塞
篭
革
抑
院
日
逢
以
上
二
（
身
延
山
諸
堂
記
）

例
灯
寵
の
胴
部
分
が
六
面
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
面
に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
省
花
押

後
の
五
面
は
妙
法
蓮
華
経
に
な
っ
て
い
て
、
妙
に
は

檀
越
謹
建
唐
銅
灯
寵
一
基
以

祈
自
他
倶
安
同
飯
常
寂
者

奉
往
詣
月
参
舟
六
度

右
所
願
成
就
日
勧
世
財
於
十
方

奉
勧
読
妙
経
五
百
部

奉
勧
唱
首
題
十
万
部

元
禄
十
四
年

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

ノ
リ
ノ
ー
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鯛
祖
山
の
永
紫
衣
勅
許

一
円
脱
師
の
時
祖
山
賜
紫
の
事
あ
り
。
次
い
で
省
師
紫
衣
勅
許
の
栄
に
浴
せ
り
。
然
る
に
宝
永
三
年
日
亨
上
人
の
時
に
至
り
て
永
紫
衣
着
用
の
勅
許

を
賜
は
る
に
至
れ
り
。
祖
山
の
面
目
又
甚
愈
々
盛
ん
な
り
。

を
賜
は
る
に
至
れ
り
。
祖
山
の

と
あ
る
。

常
紫
衣
奏
請
奉
書

武
江
浅
草
玉
泉
寺
下
本
願
主
勤
修
院
自
覚
日
了

奉
納
唐
銅
灯
寵
一
議
粥
祖
師
大
菩
薩
御
宝
前

同
神
田
鍜
治
町
鋳
物
師
奥
田
出
羽
大
抵
長
廣
作

経
の
面
に
は
、

法
、
蓮
、
華
の
各
面
に
は
先
師
の
名
並
び
に
題
目
施
主
等
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
読
み
取
れ
た
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
延
山
廿
六

祖
智
見
院
日
遡
聖
人
、
同
廿
七
祖
通
心
院
日
境
聖
人
、
延
山
西
谷
檀
林
能
化
智
性
院
日
遼
聖
人
、
滝
谷
妙
境
院
日
義
、
最
教
寺
日
示
聖
人
四
谷
戒
行

寺
慧
淡
院
日
乗
、
牛
込
滴
隆
寺
日
遵
、
駒
込
法
輪
寺
秀
学
と
あ
る
。
又
、
傘
の
部
分
に
は
、
覚
林
坊
十
六
世
一
行
院
日
俊
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

山
内
か
ら
も
参
画
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

レ
セ
ケ

リ

甲
斐
国
身
延
山
久
遠
寺
常
紫
衣
被
二
仰
付
一
候
、
勅
許
有
し
之
候
様

夕
う
〃
シ
セ

伝
奏
衆
迄
可
レ
被
二
申
達
一
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
中
涜
二
日

宝
永
三
丙
戊
四
月
五
日
井
上
河
内
守
正
岑
判

大
久
保
加
賀
守
忠
増
判

稲
葉
丹
後
守
正
通
判

秋
元
但
馬
守
喬
朝
判

土
屋
相
模
守
政
直
判

松
平
紀
伊
守
殿
（
身
延
山
史
一
六
九
頁
）

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(鉦）



働
一
田
代
高
座
石
ノ
祖
師
堂
嘩
刈
謹
一
雨
庵
三
川
半
二
八
冊
号
二
妙
澗
庵
↓

瓦
ト

日
亨
代
朧
睡
罎
認
娠
江
戸
講
中
新
建
立
騨
札
術
当
奉
行
僧
観

静
房
日
諦
大
工
棟
梁
池
上
宮
内
宗
次
］

典
ユ
ュ
其
〃
公

金
像
ノ
祖
師
ハ
初
ハ
安
二
髄
奥
院
一
後
移
二
此
堂
こ

り
二

宮
殿
ハ
蕊
繍
騨
漣
瀧
蝿
雛
綴
唱
年
西
ノ
房
日
芽
日
亨
代

ノ

ヲ
ス
ノ
ニ
リ

シ
テ

ト

宝
永
五
戊
子
年
宮
殿
改
造
後
古
宮
殿
移
二
此
劃
堂
一
従
二
江
戸
講
中
一
出
一
金
子
十
両
一
成
二
古
宮
殿
施
主
当

《
マ
マ
》

亨
師
抑
札
身
延
山
高
座
石
祖
師
堂
新
姐
立
施
主
江
戸
一
統
構
巾
副
本
馳
主
学
抑
院
ｕ
逢
型
人
呼
生
発
起
圏
殿
者
碓
古
大
堂
二
有
之
剖
改
迭
之
後
移
此
宝
維
時
宝
永
三
丙
成
年
十
月
十
三
、
当
奉

行
佃
観
榊
坊
佃
諦
大
工
槻
梁
身
延
Ⅲ
前
池
上
禰
内
宗
次
］
（
身
延
山
諸
堂
記
）

０

宿
房
の
定
（
二
十
脚
）

也

林
蔵
房
立
本
寺
（
京
郁
）
、
大
石
寺
（
瓶
悲
経
王
寺
（
堺
）
海
浄
寺
倉
淵
）
本
妙
寺
命
山
）

山
本
房
弘
法
寺
葡
閲
）
妙
顕
寺
（
京
部
）
了
仙
寺
（
伊
豆
）
感
応
寺
（
戦
廻
海
源
寺
（
海
老
名
）
実
相
寺
（
卿
達

隅
之
房
七
ヶ
国
六
条
門
徒
、
妙
了
寺
（
甲
州
）

端
場
房
丹
後
但
馬
当
門
徒
、
本
隆
寺
（
京
都
）
妙
純
寺
門
中
（
柵
州
）
本
国
寺
（
下
山
）

窪
之
房
蓮
永
寺
、
本
覚
寺
、
海
長
寺
（
駿
州
）
妙
満
寺
（
京
祁
）
本
妙
寺
門
中
（
下
野
）
長
法
寺
（
堺
）

竹
之
房
本
門
寺
（
池
上
）
本
土
寺
、
妙
本
寺
（
比
企
）
正
法
寺
（
小
西
）
妙
興
寺
（
野
州
）

松
井
房
誕
生
寺
、
妙
覚
寺
門
徒
、
諸
門
徒
（
参
州
）
本
禅
寺
舎
葡
）
本
成
寺
（
内
腸
）

清
水
房
妙
顕
寺
門
徒
（
京
郁
）
妙
成
寺
命
附
）
雲
雷
寺
、
海
宝
寺
、
成
正
寺
（
大
阪
）
、
法
要
寺
（
問
防
）

南
之
房
玉
沢
門
徒
、
水
戸
諸
門
徒
、
孝
勝
寺
門
中
（
仙
回
）
感
応
寺
（
伯
州
）

下
之
房
妙
法
寺
（
騨
塵
養
珠
寺
、
法
音
寺
ａ
淵
）
遠
妙
寺
（
叩
州
）

北
之
房
本
成
寺
門
徒
（
繊
擾
）
岡
宮
門
徒
（
聴
四

樋
沢
房
妙
光
寺
門
徒
（
上
絶
）
感
応
寺
門
中
（
東
京
）
鷲
山
寺
門
徒
、
広
昌
寺
（
馴
岐
）

大
林
房
当
門
徒
古
末
寺
（
江
戸
）
法
輪
寺
（
箪
鋤
）
妙
蓮
寺
（
耐
悪
遠
照
寺
、
長
源
寺
（
偲
州
）
東
金
門
徒
（
上
野
）

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(82）



武
井
房
諸
国
京
妙

杉
之
房
立
正
寺
（
“

志
摩
房
諸
門
徒
（
や

岸
之
房
本
門
寺
（
一

定
林
房
本
能
寺
（
一
｝

覚
林
房
本
門
寺
門

法
雲
房
諸
門
流
灸

右
二
十
房
の
外

西
之
房
碑
文
谷
法

麓
房
信
立
寺
倫

円
台
房
実
相
寺
門

大
乗
房
浄
光
寺
灸

浄
光
寺
（
会

実
相
寺
門

諸
国
京
妙

信
立
寺
（
甲

碑
文
谷
法

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

抑）
中
（
駿
州
）
蓮
乗
寺
（
戦
州
）
本
立
寺
（
棚
州
）

覚
寺
門
徒
、
本
陽
寺
（
帖
州
）

立
正
寺
（
休
恩
）
国
前
寺
（
芸
州
）
妙
顕
寺
門
中
（
佐
野
）
本
立
寺
、
大
法
寺
（
八
王
子
）
、
宝
滴
寺
（
小
川
）

諸
門
徒
（
墳
塑
妙
法
寺
（
小
塞
）
要
法
寺
（
土
佐
）
妙
蓮
寺
門
徒
（
京
部
）
長
遠
寺
（
偏
州
）
常
諦
寺
（
鞠
四

本
門
寺
（
浦
上
）
法
華
寺
（
厳
き
要
法
寺
（
京
部
）
鏡
忍
寺
門
中
、
本
遠
寺
（
大
野
）

本
能
寺
（
京
都
）
長
遠
寺
（
叩
州
）
弘
妙
寺
倉
淵
）

本
門
寺
門
徒
（
戚
祁
）
妙
伝
寺
、
本
覚
寺
（
杣
、
豆
）
当
門
徒
Ｇ
雨
）
玉
伝
寺
、
浄
永
寺
、
（
柵
州
）
諸
門
徒
（
近
江
）

諸
門
流
（
江
州
）
諸
門
流
扉
渡
）
六
条
門
徒
、
根
本
寺
、
妙
宣
寺
、
実
相
寺
、
妙
照
寺
、
聴
法
寺
（
叩
州
）

州）
華
寺
門
中

（
身
延
山
史
一
七
六
～
七
頁
）

(銅）



江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(“）

一
六
七
七

一
六
七
六

一
六
七
五

一
六
七
四

一
六
七
三

一
六
七
二

一
六
七
一

一
六
七
○

一
六
六
九

一
六
六
八

一
六
六
七

一
一
ハ
｛
ハ
ー
ハ

一
六
六
五

一
六
六
四

一
一
ハ
ー
ハ
ー
ニ

〃

五

〃

四

〃

三

〃

二

延
宝
元

〃

十

〃

十
一

〃

十

〃

九 １

″
ｊ
ノ

〃

七

〃

一
ハ

〃

五

〃

四

寛
文
三

三
十
日
通

二
十
九
日
莚

日
輿

神
力
房
四
代
法
源
日
流
代
学
禅
院
日
逢
七
面
社
ノ
古
材
木
ヲ
以
テ
三
間
四
面
ノ
堂
ヲ
造
ル

此
時
執
事
山
本
坊
歴
代
学
禅
院
日
逢
甲
駿
両
国
ヲ
巡
テ
道
俗
ヲ
勧
化
ス

八
月
八
日
七
面
山
敬
慎
院
明
神
本
営
幣
殿
拝
殿
な
ど
一
式
建
立
日
通
判
形

学
禅
院
日
逢
七
面
山
参
道
に
影
向
坊
開
基
（
影
向
石
の
社
を
建
つ
）

寂
遠
日
通
、
池
上
本
門
寺
よ
り
三
十
世
に
晋
山
す
。

六
月
十
五
日
鷲
峰
日
詳
（
西
谷
植
林
六
祖
奥
之
院
祖
師
像
再
興
願
主
、
妙
顕
寺
池
上
代
々
）
化
す
。

十
月
二
十
三
日
廿
八
世
日
興
化
す
。
（
師
）
隆
源
日
莚
妙
顕
寺
よ
り
晋
山
。

七
月
二
日
法
春
日
陽
に
あ
て
本
尊
授
与
。
奉
唱
首
題
三
百
部
（
北
之
坊
に
現
存
）



江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(“）

一
六
九
三

一
六
九
二

一
六
九
一

一
六
九
○

一
六
八
九

一
六
八
八

一
六
八
七

一
六
八
六

一
六
八
五

一
六
八
四

一
六
八
三

一
六
八
二

一
六
八
一

一
六
八
○

一
六
七
九

’
六
七
八

〃

一
ハ

〃

五

〃

四

〃

三

〃

一

一

元
禄
元

〃

四

〃

三

〃

一

一

貞
享
元

〃

三

〃

二

天
和
元

″
・
Ｉ
、ノ

〃

七

延
宝
六

三
十
一
日
脱

五
月
六
日
東
山
帝
よ
り
紫
衣
参
内
勅
許
の
総
旨
を
賜
る
。

四
月
二
十
八
日
幕
府
非
田
新
義
の
禁
令
を
発
す
。

こ
の
年
、
日
脱
、
池
上
日
玄
、
谷
中
感
応
寺
な
ど
非
田
不
受
不
施
派
を
訴
う
。

こ
の
年
、
日
脱
発
願
祈
祷
堂
三
十
六
坊
成
り
不
断
に
妙
経
を
読
調
せ
し
む
。

「
貞
享
元
甲
子
歳
九
月
板
行
之
田
舎
遠
国
参
詣
発
心
勧
者
也
」
左
最
下
部
「
洛
陽
妙
信
院
法
悦
」
と
あ
る
。

こ
の
年
、
日
脱
、
三
十
六
祈
祷
堂
を
新
建
立
し
昼
夜
に
妙
経
を
読
調
せ
し
め
る
。

十
月
十
日
宗
祖
四
百
遠
忌

の
因
）
日
脱
晋
山
。

二
月
十
一
日
通
師
瑞
輪
寺
に
化
す
（
髄
）
二
月
二
六
日
日
通
の
遺
状
を
祖
山
で
披
見
（
後
董
紛
糾



江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(86）

一
七
○
四

一
七
○
三

一
七
○
二

一
七
○
一

一
七
○
○

一
六
九
九

一
六
九
八

一
六
九
七

一
六
九
六

一
六
九
五

一
六
九
四

一
六
九
三

宝
永
元

〃
十
六

″
十
五

″
十
四

〃

十
三

〃

十
二

〃

十
一

〃

十

〃

九 １

″
〃
〃

〃

七

元
禄
六

三
十
三
日
亨

三
十
二
日
省

松
樹
庵
祖
師
堂
。

九
月
十
五
日
山
本
坊
十
八
世
学
禅
院
日
逢
化
す
。
（
洞
）
遠
沽
日
亨
京
都
岡
崎
満
願
寺
よ
り
晋
山
。

九
月
十
二
日
高
座
石
前
唐
金
灯
寵
省
師
判
形
。

六
月
二
六
日
智
寂
省
師
紫
衣
勅
許
。
十
一
月
影
現
七
面
社
幣
殿
・
拝
殿
再
建
（
発
起
主
学
禅
院
日
逢
）

稲
荷
社
造
立
。

正
月
十
三
日
三
十
二
世
日
省
高
座
石
発
顕
、
学
禅
院
日
逢
経
石
墳
を
建
つ
。
十
二
月
敬
神
坊
、
石
割

在
り
。

書
写
・
石
経
・
列
衆
（
五
月
十
三
日
）
命
日
満
首
題
千
五
百
万
遍
（
五
月
十
三
日
）
六
老
僧
の
塔
此
所
に

三
十
二
世
に
晋
山
（
腿
）

九
月
二
十
二
日
日
脱
谷
中
瑞
輪
寺
に
化
（
ね
）
十
二
月
十
三
日
智
寂
日
省
、
水
戸
植
林
よ
り

正
月
丁
班
十
九
日
題
目
蕊
拙
施
主
妙
信
院
法
悦
七
月
廿
八
日
唐
銅
祖
師
台
座

十
一
月
七
日
七
面
山
参
道
に
感
井
坊
を
建
立
。

五
月
十
五
日
宗
恵
日
明
代
身
延
山
高
座
石
の
鰐
口
施
主
江
戸
伊
勢
屋
腐
田
八
郎
右
衛
門



江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
（
奥
野
）

(87）

一
七
一
七

一

七

エ
ノ､

一
七
一
五

一
七
一
四

七

三

七 七
一
七
一
○

一
七
○
九

一
七
○
八

一
七
○
七

一
七
○
六

一
七
○
五

〃

ー

一

享
保
一

〃

五

〃

四

〃

三

〃

一

一

正
徳
元

〃

七

〃

一
ハ

〃

五

〃

四

〃

三

宝
永
二

三
十
四
日
裕

見
龍
日
裕
、
一
行
坊
開
基
一
行
日
俊
に
本
尊
授
与
。
（
自
読
妙
経
五
千
部
八
角
堂
常
経
甲
金
百
両
納
主
）

一
月
二
十
八
日
芳
春
坊
三
世
観
静
坊
日
諦
化
す
。

六
月
五
日
見
龍
日
裕
小
湊
誕
生
寺
よ
り
三
十
四
世
に
晋
山
す
。

四
月
松
樹
庵
祖
師
堂
、
敬
神
坊
稲
荷
大
明
神
像
座
・
宮
殿
。

石
を
以
て
之
を
築
き
一
式
新
に
建
立
す
。

往
古
よ
り
之
有
と
雛
、
巧
壊
す
る
故
に
亨
師
自
分
の
志
を
以
宝
永
八
年
の
春
地
を
開
河
水
を
避
け
る
為
の

六
月
十
七
日
身
延
山
開
聞
会
を
肇
む
。
十
一
月
十
一
日
宗
祖
御
廟
守
の
寮
妙
福
庵
。

一
月
一
日
一
行
坊
開
基
一
行
日
俊
祖
廟
前
読
踊
妙
経
全
部
の
願
を
立
つ
。

五
月
一
日
妙
石
坊
二
世
宗
善
日
顕
（
祖
堂
建
立
願
主
）
化
す
。
五
月
九
日
祖
師
堂
宮
殿
等
新
造
営
。

十
月
十
三
日
身
延
山
高
座
石
祖
師
堂
新
建
立
施
主
江
戸
一
結
講
中
、
本
願
主
学
禅
院
日
逢
上
人
。

四
月
五
日
日
亨
、
身
延
常
紫
衣
の
繪
旨
を
江
戸
城
に
て
受
く
。



訳
者
ま
え
が
き

玄
葵
三
蔵
は
荒
漠
た
る
砂
漠
の
道
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
幾
多
の
危
難
と
鞭
苦
を
克
服
し
て
印
度
に
渡
り
、
六
百
余
部
の
梵
文
仏
典
を
中
国
に
将
来
し

た
求
法
僧
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
中
国
の
四
大
訳
経
者
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
訳
業
の
後
世
に
過
し
た
貢
細
は
多
大
で
あ
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ａ
の
昼
ｇ
‐
の
耳
、
牙
．
）
の
名
称
は
、
ド
イ
ツ
の
地
理
地
質
学
者
の
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
（
甸
の
ａ
旨
、
且
く
Ｏ
ご
囚
。
言
言
蒜
。
）

が
始
め
て
用
い
た
と
い
う
。
こ
の
荒
漠
た
る
砂
漠
の
道
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
名
称
が
何
故
に
日
本
人
の
ロ
マ
ン
を
限
り
な
く
掻
き
立
て
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
若
し
か
す
る
と
、
江
上
波
夫
教
授
が
云
う
騎
馬
民
族
の
末
商
だ
と
い
う
血
潮
が
騒
ぐ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

古
来
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
三
大
基
幹
道
を
活
動
の
舞
台
と
し
て
き
た
。
仙
天
山
北
路
（
ス
テ
ッ
プ
路
）
。
②
天
山
南
道
（
オ
ア
シ
ス
北
道
）
。
③
西

域
南
道
（
オ
ア
シ
ス
南
道
）
で
あ
る
。
こ
の
詰
漠
た
る
広
大
な
西
域
を
駆
け
巡
っ
た
英
雄
・
英
傑
は
数
知
れ
な
い
。
①
甸
奴
を
追
撃
し
て
大
月
氏
ま
で

駒
を
進
め
た
前
漢
武
将
の
張
燕
。
②
蒙
古
高
原
の
英
傑
・
蒼
き
狼
こ
と
成
吉
思
汗
。
③
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
華
を
咲
か
せ
た
帖
木
児
。

④
天
山
南
麓
の
亀
蓬
の
人
、
華
麓
な
訳
業
を
成
し
た
聰
摩
羅
什
。
⑤
律
を
求
め
釈
尊
の
故
地
へ
旅
立
っ
た
老
僧
の
法
顕
。
⑥
玄
葵
。
⑦
元
朝
に
仕
え

「
世
界
の
記
述
」
（
東
方
見
聞
録
）
を
書
き
大
航
海
時
代
の
幕
明
け
を
掻
き
立
て
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
。
⑧
中
央
ア
ジ
ア
の
探
険
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
横
断
・
楼
蘭
を
発
見
し
た
ス
ヘ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
（
聾
の
．
国
＆
旨
）
。
⑨
日
本
仏
教
の
源
流
を
求
め
て
中
央
ア
ジ
ア
の
聖
跡
を
歴
訪
し
て
汎
ア
ジ
ア

思
想
を
唱
え
た
大
谷
光
瑞
。
⑩
三
度
に
わ
た
り
敦
埋
・
ホ
ー
タ
ン
を
探
査
し
て
多
湿
の
敦
煙
文
書
を
発
見
し
た
ス
タ
イ
ン
（
言
、
異
要
員
巴
望
の
旨
）

等
々
…
…
。
仏
教
は
西
か
ら
東
方
へ
、
紙
と
絹
は
東
か
ら
西
方
へ
。
商
人
の
往
来
し
た
道
、
王
朝
や
民
族
の
興
亡
し
た
歴
史
の
道
、
そ
し
て
悩
報
の

道
、
そ
れ
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
訳
者
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
群
像
中
か
ら
玄
美
法
師
を
選
び
そ
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

本
訳
稿
の
原
本
は
、
李
光
壁
・
銭
君
曄
編
『
中
国
歴
史
人
物
論
集
』
（
北
京
新
知
三
聯
書
店
刊
。
一
九
五
七
年
）
所
収
の
燕
羽
著
「
玄
美
的
麹
苦
経

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）

訳
者
町
田
是
正

(”）



唐
の
息
菱
雫
藤
謹
樫
議
琴
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
．
当
時
、
唐
朝
は
密
出
国
を
厳
禁
し
て
い
た
が
、
そ
の
情
況
下
、

彼
は
道
中
の
幾
多
の
危
難
と
銀
苦
を
克
服
し
て
、
印
度
に
留
ま
る
こ
と
十
七
ヶ
年
、
百
十
ヶ
国
を
歴
遊
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
高
名
な

｜
、
一
別
一
百

三
、
玄
美
在
印
度
的
栄
誉
和
収
穫

五
、
結
語
（
省
略
）

③
人
名
・
地
名
・
事
項
に
は
訳
者
の
ル
ビ
を
付
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
訳
文
に
解
り
や
す
い
原
文
を
ル
ビ
と
し
て
付
し
学
生
の
参
考
に
資
し
た
。

翻
訳
に
当
り
次
の
点
に
留
意
し
た
。

伽
原
本
は
中
国
政
府
の
漢
字
簡
化
法
に
其
き
独
特
の
略
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
訳
出
に
当
り
簡
化
略
字
は
す
べ
て
我
国
の
当
用
漢
字
に
改
め
た
。
例

え
ば
、
仇
は
優
。
途
は
達
・
念
は
衆
。
菫
は
蘭
。
枳
は
積
。
朴
は
補
。
肌
は
従
の
よ
う
に
改
め
た
。

②
原
書
の
本
文
・
原
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
に
し
た
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
本
文
引
用
資
料
に
は
、
訳
注
ル
ビ
を
付
し

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

歴
及
其
貢
献
」
で
あ
る
。
本
書
は
訳
者
が
当
短
大
の
外
国
史
講
座
一
単
元
「
絹
の
道
」
の
講
義
に
用
い
た
参
考
資
料
中
の
一
冊
で
あ
る
。

て
学
生
の
便
に
供
し
た
。

◇
◇

一
、
ま
え
が
き

目

次

二
、
玄
奨
在
求
学
過
程
中
的
顛
苦
経
歴

四
、
玄
葵
在
歴
史
上
的
作
用
和
貢
献
（
省
略
）

(”）



大
徳
と
接
見
し
て
教
え
を
受
け
た
。
そ
し
て
求
法
研
鐡
・
仏
典
蒐
集
を
成
し
て
帰
朝
、
仏
典
論
書
の
訳
業
と
著
述
に
専
念
す
る
こ
と
十
九

ヶ
年
、
中
国
と
印
度
文
化
の
交
流
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
玄
葵
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
お
こ
う
。

玄
葵
是
中
国
第
一
流
学
者
、
決
不
居
第
二
流
以
疏
１
》

是
有
史
以
来
翻
訳
家
中
的
第
一
椹
２
）

他
有
溝
通
中
印
文
化
之
功
、
在
交
通
史
上
他
占
着
最
重
要
的
地
嘩
３
）

毎
厚
注
４
）

是
中
国
歴
史
上
最
偉
大
的
旅
行
家

こ
れ
ほ
ど
誉
れ
高
い
栄
光
の
評
価
は
、
彼
以
外
に
は
見
当
ら
な
い
。
彼
を
除
い
て
、
第
一
流
の
学
術
者
、
翻
訳
家
、
旅
行
家
は
他
に
は

居
な
い
。
ま
た
最
も
傑
出
し
た
探
検
家
の
典
型
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
最
高
の
栄
誉
を
得
、
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
た
の
で
あ
る

が
、
特
に
求
法
の
た
め
に
言
語
を
絶
す
る
銀
難
を
克
服
し
て
印
度
に
赴
い
た
こ
と
は
、
強
靱
な
探
検
精
神
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず

印
度
求
法
の
銀
難
な
旅
路
と
辛
苦
の
研
讃
の
情
況
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

⑪
梁
啓
超
語
・
見
中
国
歴
史
研
究
法
補
編
第
六
章
玄
葵
傳
的
倣
法
。
商
務
印
書
館
。
一
九
四
七
年
版
。

②
柏
楽
天
語
・
見
偉
大
的
翻
訳
家
玄
美
、
戦
翻
訳
通
報
二
巻
六
期
。

③
凋
家
昇
語
・
見
回
閥
文
写
本
菩
薩
大
唐
三
蔵
法
師
傳
研
究
報
告
、
中
国
科
学
院
一
九
五
三
年
六
月
出
版
。

側
向
達
玄
葵
法
師
、
戦
旅
行
家
一
九
五
五
年
第
四
期
。

原
注

二
、
玄
葵
の
勉
学
銀
苦
の
旅
路

玄
葵
（
六
○
二
’
六
六
四
）
は
俗
姓
を
陳
、
名
を
禅
、
暗
の
仁
寿
二
年
（
六
○
一
報
が
南
省
洛
州
維
氏
県
遊
仙
郷
（
堰
師
県
南
）
に
生

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

(虹）



（
糊
子
祇
が
四
川
竹
秤
節
か

と
評
せ
ら
れ
た
。
数
年
を
学
僧
が
雲
集
す
る
蜀
で
過
ご
し
、
学
業
大
い
に
進
ん
だ
。
各
地
に
高
僧
を
訊
ね
、
友
人
と
険
阻
で
名
高
い
三

ら
湖
北
行
江
川
に
至
る
間
の
翼
峡
谷
）

峡
を
舟
で
下
っ
て
い
る
。
荊
州
（
湖
北
江
陵
）
の
天
皇
寺
で
求
め
ら
れ
て
講
学
す
る
こ
と
半
歳
、
更
に
北
上
し
て
趙
州
（
河
北
趙
県
）
に

（
河
北
省
の
人
・
摂
強
研
究
の
椛
威
）

於
て
道
深
か
ら
成
実
論
（
小
乗
経
部
的
要
典
）
を
学
び
、
更
に
相
州
（
河
南
監
潭
）
に
往
き
、
慧
休
に
就
て
雑
心
摂
論
を
学
ん
だ
。

（
播
隅
の
人
・
大
覚
寺
住
持
・
飢
舎
強
研
究
の
橘
威
・
五
六
八
’
六
三
六
）

貞
観
元
年
（
六
二
七
）
唐
朝
の
都
・
長
安
に
帰
え
り
、
道
岳
か
ら
倶
舎
論
（
小
乗
一
切
有
部
的
要
典
）
を
学
ん
だ
。
斯
様
に
研
鐡
を
重

毎
照
正
８
）

以
美
少
罹
窮
酷
、
携
以
将
之
、
日
授
精
理
、
秀
兼
巧
論

（
大
業
十
年
（
六
一
四
）
説
が
有
力
）
（
庇
牒
）
（
慈
恩
側
に
「
使
人
大
理
卿
鄭
善
果
有
知
士
迄
懸
、
見
而
奇
之
…
：
・
間
出
家
意
何
所
為
。
答

大
業
八
年
（
六
一
二
）
東
都
洛
陽
に
於
て
度
僧
の
勅
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
玄
葵
は
時
に
十
三
歳
、
年
少
な
る
も
出
家
度
僧
の
選
に
特
別

噸
舗
棚
聯
鵬
織
潅
偲
輔
輔
畷
卵
蝿
峨
輔
峨
鵬
珊
釧
鮮
勵
硫
噂
坊
捧
協
姥
王
趣
廷
あ
っ
て
十
三
才
の
驚
十
が
特
選
さ
れ
た
理
由
が
分
か
る
）

玄
美
は
初
め
浄
土
寺
に
在
っ
て
、
浬
藥
経
（
仏
教
思
想
中
心
的
経
典
論
灘
刈
燕
瀧
製
総
合
大
乗
要
義
的
著
作
）
な
ど
仏
教
の
基
本

（
荊
州
の
景
徳
禅
師
の
講
義
を
聴
く
）

経
典
に
関
し
て
、
精
神
を
集
中
し
て
学
習
し
た
。
一
度
聴
い
て
理
解
、
二
度
聴
い
て
忘
れ
ず
、
驚
く
速
さ
で
精
通
し
て
い
っ
た
。

晴
朝
末
塞
剛
驫
謡
聴
塞
鍬
剛
溌
輔
蕊
剛
騨
繍
笠
副
葬
逃
避
し
た
。
玄
美
も
兄
の
長
捷
と
四
川
蜀
の
成
都
に
往
く
。

こ
の
逃
避
行
の
間
、
空
法
師
、
景
法
師
、
基
法
師
、
暹
法
師
に
就
て
修
学
を
怠
ら
ず
、
そ
の
精
進
ぶ
り
は

こ
の
逃
避
行
の
間
、
空
法
師
、
国

識
鐸
舞
蕊
競
藤
謬
種
て
い
た
・

画
界
推
９
）

敬
惜
寸
陰
励
精
無
怠

と
評
せ
ら
れ
た
。
数
年
を
学
“

れ
埼
唖
鍵
の
名
は
陳
恵
、

だ
。
彼
の
容
姿
に
つ
い
て

（
嘩
注
７
）

及
長
形
長
七
尺
余
、
身
赤
白
色
、
眉
目
疏
朗
、
端
厳
若
神
、
美
麗
如
画

（
皿
投
・
研
究
時
代
の
仏
教
と
特
徹
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
（
慈
恩
伝
に
「
魂
二
践
蝿
先
川
潔
、
住

と
見
え
る
。
南
北
朝
時
代
に
隆
盛
し
た
仏
教
は
、
晴
朝
の
統
一
後
に
成
熟
し
て
い
っ
た
。
玄
葵
の
第
二
の
兄
・
陳
素
（
法
名
長
捷
）
は

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

し
名
は
陳
恵
、
学
問
を
好
み
人
々
の
敬
慕
を
あ
つ
め
た
。
四
人
の
子
が
有
り
、
玄
藥
は
末
子
、
幼
少
よ
り
聡
明
で
学
問
を
好
ん

(”）



（
陳
注
胞
）

遊
摩
伽
陀
国
那
燗
陀
寺
、
値
戒
賢
論
師
盛
弘
十
七
地
論
、
因
復
聴
釆
、
及
到
長
安
、
釈
門
英
達
、
莫
不
修
造

と
見
え
る
。
玄
美
は
波
頗
か
ら
大
小
乗
の
総
べ
て
を
聴
講
し
て
、
西
域
行
の
思
い
を
強
め
た
。
す
で
に
玄
癸
は
中
国
々
内
の
有
名
な
仏

教
学
問
僧
の
門
を
隈
無
く
訊
ね
修
学
し
て
い
た
。
ま
す
ま
す
悩
み
を
深
め
て
い
っ
た
。
即
ち
唐
代
の
仏
教
は
、

（
夫
々
の
宗
派
が
説
を
立
て
、
塑
典
と
照
合
し
て
み
る
と
、
説
く
所
に
異
同
が
あ
り
、
満
足
の
解
答
を
与
え
て
く
れ
な
い
）
・

詳
考
其
義
、
各
檀
宗
途
、
験
之
聖
典
、
亦
隠
顕
有
異
、
莫
知
適
従
（
騨
蒲
）

（
三
三
九
’
四
二
○
）

と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
玄
美
は
波
頗
の
講
説
を
聴
い
て
、
法
顕
三
蔵
の
仏
跡
踏
破
の
足
跡
を
追
従
す
る
決
意
を
固
め
た
。

讓
票
蘇
蕊
篭
蕊
櫻
難
顔
蕊
難
蕊
皿
》

た
し
か
に
十
七
地
論
、
琉
伽
師
地
論
な
ど
大
乗
琉
伽
学
の
重
要
典
を
印
度
か
ら
將
来
し
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
意
義
が
深
い
か
測
り

（
明
代
典
承
恩
作
）

知
れ
な
い
。
然
し
玄
葵
の
仏
典
求
法
の
西
域
行
に
は
、
難
問
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
即
ち
、
小
説
の
西
遊
記
の
如
く
八
十
一
度
の
危
難
が

（
松
馴
と
共
に
繭
域
淵
遊
、
後
に
中
イ
ン
ド
に
赴
く
。
後
に
卿
び
海
蹄
イ
ン
ド
に
至
る
）

予
想
さ
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
然
し
す
で
に
、
法
顕
や
智
厳
の
ご
と
く
大
旅
行
を
企
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
偉
人
も
居
る
。
「
彼
も
人

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）

貞
観
元
年
十
二
月
、

於
け
る
波
頗
に
つ
い
て

を
称
讃
し
て
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

。
押
振
叩
）

汝
可
謂
釈
門
千
里
之
駒
、
再
明
慧
日
、
当
在
爾
躬
、
恨
吾
壷
老
朽
恐
不
見
也
。
自
是
学
徒
改
観
、
誉
満
京
邑

時
に
玄
葵
は
一
干
八
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
、
長
安
吟
刊
刈
雛
鵬
懲
施
物
漸
囎
蝿
鮒
鮒
湖
踊
疏
元
臘
丸
緋
蠣
誰
．
（
灘
鴎
蠅
靜
死
し

た
。
そ
こ
で
右
僕
射
宋
国
公
の
蒲
璃
は
奏
上
し
て
、
勅
命
を
拝
し
て
玄
葵
を
荘
厳
寺
に
住
持
せ
し
め
た
。

貞
観
一
牽
士
一
月
、
印
度
の
学
問
僧
波
頗
蜜
多
蕊
綴
購
繍
遮
臘
割
鋭
騨
瀧
卿
澤
職
趨
割
液
孵
溌
宅
蝿
雄
刺
晩
雍
舗
橇
が
度
に

（
普
光
寺
住
持
五
六
七
’
六
四
五
）
（
後
年
玄
葵
の
訳
業
に
従
う
五
六
六
’
六
四
二
）

ね
、
奥
義
を
深
め
、
衆
に
秀
で
て
い
っ
た
。
当
時
、
長
安
に
法
常
と
僧
弁
の
二
大
徳
が
居
て
、
仏
教
学
の
権
威
と
尊
敬
さ
れ
名
声
は
海
内

に
広
ま
り
、
特
に
摂
大
乗
論
に
造
詣
が
深
い
と
さ
れ
て
い
た
。
玄
癸
も
両
大
徳
の
講
莚
に
座
し
て
理
解
の
速
さ
を
示
し
た
。
両
大
徳
は
彼

(”）



貞
観
瀧
靴
櫓
蒜
萩
惑
乱
騨
蕪
鮒
此
獅
側
篭
唖
塞
趣
鳶
蟻
塔
繍
奪
識
叶
（
甘
爾
天
水
）
の
留
学
僧
で
あ
っ
た
孝
達
は
、
長
安
で
の

留
学
勉
強
が
成
り
帰
郷
す
る
所
で
あ
っ
た
。
彼
は
密
出
国
す
る
玄
美
に
随
行
し
て
、
危
険
を
顧
り
み
ず
出
立
し
た
。
秦
州
・
蘭
州
を
経
て
、

当
時
の
重
要
地
の
涼
州
（
武
威
）
に
到
達
し
た
。

（
主
に
瀧
桑
経
と
概
識
）

涼
州
は
唐
代
の
西
域
交
通
の
要
衝
で
商
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
玄
葵
は
大
歓
迎
さ
れ
、
人
々
の
懇
請
に
よ
っ
て
約
一
ヶ
月
余
り
仏
典
を

講
じ
た
。
西
域
諸
国
の
商
人
も
多
数
聴
聞
し
た
。
玄
婆
の
印
度
求
法
の
噂
が
忽
ち
各
処
に
傳
播
し
て
い
っ
た
。
涼
州
都
督
の
李
大
亮
の
耳

に
入
る
所
と
な
っ
た
。
李
大
亮
の
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
玄
美
は
国
禁
を
犯
し
た
密
出
国
者
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
速
か
に
長
安
に
還
る
よ

う
命
じ
た
．
蓋
に
も
壼
方
の
義
蕊
艤
蕊
溌
蕊
饒
蜂
憩
蕊
蕊
騨
諺
、
蕊
に
西
方
へ
脱
出
さ
せ
た
．

昼
は
潜
伏
し
、
夜
中
に
進
み
、
瓜
州
（
安
西
有
瓜
州
城
）
に
着
い
た
。

玄
奨
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綴
（
翻
訳
）
（
町
田
）

な
り
。
我
も
人
な
り
」
と
、
仏
典
に
直
接
に
当
る
決
意
を
愈
々
固
め
て
い
っ
た
。

（
国
法
に
依
れ
ば
、
西
方
は
玉
門
関
を
境
と
し
て
そ
れ
よ
り
以
西
へ
の
交
通
は
厳
禁
）

玄
葵
の
西
域
行
の
第
二
の
難
問
は
、
唐
朝
の
統
一
政
権
が
未
だ
強
固
な
ら
ず
、
た
め
に
人
民
の
出
国
が
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
玄
葵
は
同
志
の
僧
数
名
と
連
署
で
西
域
行
の
願
書
を
提
出
し
た
が
却
下
さ
れ
た
。
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
は
と
、
他
の
同
志
は
挫

け
て
断
念
し
た
が
、
玄
美
た
だ
一
人
、
初
志
を
翻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
西
域
行
の
準
備
を
着
々
と
進
め
た
。

飼
邸
注
鱒
》

廣
就
諸
蕃
、
遍
学
書
語
、
行
坐
尋
授
、
数
日
傳
通
、
側
席
面
西
、
機
候
思
聞

訳
者
注
…
我
々
が
海
外
旅
行
す
る
と
き
問
題
と
な
る
の
が
語
学
力
で
あ
る
。
訳
者
の
西
ド
イ
ツ
滞
留
、
米
国
旅
行
の
体
験
か
ら
し
て
も
、
当
該
国
の
コ

ト
バ
が
少
し
解
る
か
否
か
で
は
該
国
の
文
化
吸
収
に
雲
泥
の
違
い
が
生
れ
る
。
玄
美
も
西
域
・
印
度
求
法
を
志
し
て
、
西
域
語
と
印
度
の
言
語
に
つ
い

て
習
得
の
努
力
を
し
た
。
「
廣
就
諸
蕃
、
遍
学
書
語
、
数
日
傳
通
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
胡
語
と
書
語
（
プ
ラ
ー
フ
ミ
文
字
で
書
か
れ
た
梵
語
）
を

驚
異
の
速
さ
で
マ
ス
タ
ー
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
コ
ロ
河
・
今
の
ブ
ル
ン
ギ
ル
）

従
此
北
行
五
十
余
里
有
瓠
蘆
河
（
疏
勒
河
）
下
嶽
上
狭
、
泪
波
甚
急
深
不
可
渡
、
上
置
玉
門
関
、
是
必
経
之
路
、
即
西
境
嘉
襟
喉
也
。

（
玉
門
閥
を
出
る
と
砂
漠
中
に
五
カ
所
の
要
遜
を
百
里
毎
に
設
け
、
守
儲
兵
が
い
る
）

関
外
西
北
又
有
五
峰
、
住
有
守
望
官
兵
、
各
峰
相
去
百
里
、
当
中
没
有
水
草
、
五
峰
之
外
、
縄
是
莫
賀
延
蹟
、
伊
吾
国
境
。

玄
葵
は
こ
れ
を
聴
い
て
途
方
に
暮
れ
、
而
も
長
安
か
ら
苦
労
を
共
に
し
た
乗
馬
も
倒
れ
た
。
悩
み
つ
つ
一
ケ
月
途
り
過
ご
す
う
ち
、
涼

州
の
都
督
か
ら
命
令
書
が
届
い
た
。
州
吏
の
李
昌
は
直
に
玄
葵
の
こ
と
が
頭
に
浮
ん
だ
が
、
仏
教
を
崇
信
し
て
い
た
李
昌
は
、
秘
か
に
命

令
書
を
持
っ
て
玄
美
を
訪
ず
れ
る
と
、
玄
葵
は
印
度
求
法
の
真
意
を
語
っ
た
。
李
昌
は
深
く
感
動
し
て
面
前
で
命
令
通
牒
を
破
り
棄
て
、

速
か
に
西
行
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
玄
美
は
馬
一
頭
を
買
っ
た
が
、
案
内
役
の
馬
子
が
い
な
く
て
困
っ
た
。
翌
日
、
宿
泊
し
て
い
た
寺
の

弥
勒
像
の
前
で
調
経
し
て
い
る
と
、
石
藥
陀
と
い
う
胡
人
が
や
っ
て
来
て
、
礼
拝
し
て
「
戒
を
授
け
て
下
さ
い
」
と
請
う
た
。
玄
美
が
五

戒
を
授
け
る
と
大
満
悦
で
帰
っ
て
行
っ
た
。
玄
美
が
彼
の
胡
人
を
見
る
の
に
、
身
体
も
壮
健
で
態
度
も
善
く
尊
敬
心
も
あ
る
よ
う
に
思
え

た
。
間
も
な
く
胡
人
が
餅
や
果
物
を
持
っ
て
玄
美
に
贈
っ
た
。
そ
こ
で
西
域
行
の
決
意
を
話
し
案
内
役
を
頼
む
と
、
胡
人
は
「
五
峰
ま
で

送
り
ま
し
ょ
う
」
と
承
諾
し
て
、
明
日
の
日
没
後
に
落
ち
会
う
約
束
を
し
た
。
胡
人
石
梁
陀
は
痩
せ
た
赤
馬
に
乗
っ
た
老
人
と
一
緒
に
や
っ

て
来
た
。
胡
人
は
老
人
に
つ
い
て
「
伊
吾
国
ま
で
三
十
余
回
も
往
来
し
て
西
域
路
に
詳
し
い
の
で
連
れ
て
き
た
」
と
紹
介
し
た
。
老
人
は

（
同
伴
多
衆
、
通
常
迷
路
）
（
弥
現
在
皿
身
一
人
思
既
叫
行
）

「
西
域
路
は
遠
く
砂
漠
は
危
険
、
大
勢
で
隊
列
を
組
ん
で
も
迷
い
ま
す
。
一
人
の
旅
な
ど
不
可
能
で
す
。
射
鮴
鶴
職
的
扱
か
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
」
と
強
く
引
き
留
め
た
。
玄
葵
は
「
私
は
仏
典
を
求
め
て
印
度
に
赴
く
の
で
す
。
若
し
印
度
に
到
達
で
き
な
け
れ
ば
東
に
帰
り
ま

（
ｆ
一
＃
）

せ
ん
。
途
中
、
身
命
を
落
し
て
も
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
老
人
は
玄
美
の
決
意
が
強
固
な
る
を
み
て
、
「
ど
う
し
て
も
行
か

（
可
奨
我
迩
匹
老
臘
）

れ
る
な
ら
ば
、
私
の
こ
の
老
馬
に
乗
り
な
さ
い
。
こ
の
馬
は
伊
吾
ま
で
十
五
度
も
往
復
し
て
、
よ
く
道
を
知
っ
て
い
る
。
法
師
の
馬
は
稚

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綴
（
翻
訳
）
（
町
田
）

に
話
し
た
。

瓜
州
刺
吏
の
独
孤
達
は
玄
美
を
歓
迎
し
た
。
玄
美
は
刺
吏
に
西
域
路
の
情
況
を
尋
ね
た
。
刺
吏
は
人
々
の
云
う
所
で
は
と
、
次
の
よ
う

(”）



闇
夜
を
歩
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
鞍
を
解
き
体
息
す
る
こ
と
に
し
た
。
石
桑
陀
と
五
十
歩
余
り
離
れ
て
眠
に
つ
い
た
。
玄
美
が
ふ
と
目

（
胡
人
意
抜
刀
而
起
、
向
他
走
来
）
（
直
到
十
歩
左
近
）

が
覚
め
る
と
、
胡
人
が
剣
を
抜
い
て
彼
に
近
づ
き
、
あ
と
十
歩
の
所
で
引
き
返
し
た
。
玄
葵
は
身
を
起
し
観
音
菩
薩
の
名
号
を
念
じ
、
当

夜
再
び
眠
に
就
い
た
。
翌
朝
、
胡
人
を
起
し
て
出
発
の
準
備
を
は
じ
め
た
が
、
胡
人
は
「
我
々
の
前
途
は
遠
く
危
険
で
、
水
草
も
無
く
、

た
だ
有
る
の
は
五
峰
の
み
で
す
。
峰
の
下
に
水
は
あ
る
が
、
夜
中
に
盗
み
水
を
し
て
も
発
見
さ
れ
て
命
を
失
い
ま
す
。
引
き
返
す
の
が
妥

当
で
す
」
と
勧
め
た
。
玄
葵
は
応
じ
な
か
っ
た
。
気
味
の
悪
い
思
い
を
し
な
が
ら
、
再
び
数
里
進
ん
だ
所
で
、
胡
人
は
立
ち
止
ま
り
、

（
我
的
家
紫
根
多
）
（
王
拡
不
可
犯
）

「
私
に
は
家
族
も
多
い
、
国
法
は
犯
せ
な
い
」
と
云
っ
た
。
玄
美
は
彼
の
気
持
を
察
し
て
帰
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
玄
葵
は
「
此
の
身
が

切
り
裂
か
れ
微
塵
と
な
っ
て
も
、
量
方
と
一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
は
決
し
て
口
外
し
な
い
、
ど
う
か
安
心
し
て
下
さ
い
」
と
、
案
内
を
感
謝

し
て
別
れ
た
。
こ
れ
よ
り
玄
葵
は
一
人
で
砂
漠
を
進
ん
だ
。

（
）

玄
美
の
前
途
は
際
限
の
な
い
荘
莊
た
る
黄
色
の
砂
漠
で
あ
る
。
白
骨
や
獣
糞
を
道
印
と
し
て
進
む
ほ
ど
で
、
砂
漠
を
一
人
寂
し
く
、
恐

急
、
吋
郵
埠
唾
の
こ
と
）

怖
と
不
安
で
歩
い
て
行
く
と
、
気
象
が
急
変
し
て
、
光
の
異
常
現
象
に
よ
っ
て
不
思
議
な
幻
影
が
眼
前
に
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
砂
漠
の
中

（
徒
党
を
細
み
鵠
勤
殺
数
を
行
う
賊
）

を
数
百
の
騎
馬
隊
が
軍
旗
を
立
て
て
行
進
し
て
来
る
。
さ
て
は
匪
賊
か
と
疑
っ
て
い
る
と
、
忽
ち
幻
影
は
消
え
て
い
っ
た
。
玄
美
は
不
安

を
抱
き
な
が
ら
も
、
印
度
求
法
の
大
願
達
成
の
思
い
は
強
固
で
あ
っ
た
。

約
八
十
里
ほ
ど
進
む
と
第
一
の
峰
が
見
え
て
き
た
。
守
備
兵
に
見
つ
か
っ
て
は
大
変
と
、
砂
漠
の
凹
地
に
穏
れ
、
夜
に
な
っ
て
進
み
、

峰
の
西
側
に
泉
井
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
降
り
て
水
を
飲
み
、
皮
袋
に
水
を
汲
も
う
と
す
る
と
、
サ
ッ
ト
一
本
の
箭
が
膝
を
刺
す
と
こ

し
、
真
夜
中
に
瓠
蘆
言

馬
を
追
っ
て
渡
っ
た
。

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）

（
長
安
を
川
立
前
に
占
師
何
弘
連
に
よ
る
占
言
と
符
合
し
た
状
況
を
思
い
浮
べ
馬
を
交
換
し
た
）

な
す
ぎ
て
西
行
は
無
理
で
す
」
と
、
馬
の
交
換
を
勧
め
た
。
玄
美
は
老
人
の
言
に
随
っ
て
馬
を
交
換
し
た
。
玄
葵
は
石
桑
陀
と
共
に
出
発

し
、
真
夜
中
に
瓠
蘆
河
の
岸
辺
に
着
き
、
彼
方
に
玉
門
関
を
望
ん
だ
。
玉
門
関
の
上
流
、
十
里
程
の
所
で
胡
桃
の
樹
を
切
り
橋
を
つ
く
り
、

(”）



玄
美
は
王
祥
の
指
示
に
随
っ
て
進
み
、
日
暮
時
に
第
四
峰
に
着
い
た
。
急
い
で
馬
を
牽
い
て
峰
に
向
っ
た
。
看
守
に
向
い
王
祥
の
こ
と

を
説
明
し
た
。
玉
伯
隙
は
消
息
を
聞
き
大
い
に
喜
こ
び
歓
待
し
た
。
翌
日
、
大
き
な
皮
袋
に
水
を
入
れ
、
馬
料
の
麦
を
用
意
し
て
見
送
り
、

（
調
他
不
必
走
向
節
五
蜂
）
（
那
肌
人
路
籾
串
恐
有
窓
外
）

「
ど
う
か
第
五
峰
に
は
立
寄
ら
な
い
で
下
さ
い
。
そ
こ
の
人
は
軽
卒
で
思
慮
が
あ
り
ま
せ
ん
。
此
処
か
ら
百
里
ほ
ど
西
に
野
馬
泉
が
有
り
、

そ
こ
で
水
を
補
給
し
て
下
さ
い
と
注
意
し
た
。

訳
者
注
…
第
一
峰
か
ら
第
五
峰
ま
で
、
各
峰
の
間
隔
は
中
国
里
で
百
里
（
四
十
キ
ロ
）
毎
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
百
里
が
一
日
の
旅
程
で
あ
っ
た
か
ら
、

玄
葵
は
第
四
峰
ま
で
三
日
を
か
け
歩
い
た
と
思
わ
れ
る
。

王
祥
は
不
燗
に
思
い
、
ま
た
感
動
し
て
、
親
切
に
法
師
を
休
養
さ
せ
た
。
王
祥
は
部
下
に
命
じ
て
水
と
餅
を
用
意
さ
せ
、
自
ら
十
里
余

り
送
り
、
「
此
処
か
ら
真
直
に
第
四
峰
に
向
っ
て
下
さ
い
。
そ
こ
の
校
尉
は
心
の
善
い
人
物
で
、
王
伯
隙
と
云
い
私
の
一
族
で
す
」
と
云

い
、
涙
を
流
し
た
。

こ
と
。
国
禁
会

意
を
語
っ
た
。

（
我
是
京
城
的
和
尚
・

ろ
で
あ
っ
た
。
驚
い
て
い
る
と
第
二
の
箭
が
飛
ん
で
き
た
。
彼
は
大
声
で
「
私
は
都
か
ら
来
た
旅
僧
で
す
。
翻
黙
霜
職
吋
で
く
だ
さ
い
」

と
叫
び
、
馬
を
引
い
て
峰
に
向
っ
た
。
城
門
が
開
か
れ
兵
士
が
案
内
に
立
っ
た
。
指
揮
官
は
校
尉
の
王
祥
と
云
っ
た
。
玄
美
は
西
行
の
目

的
を
明
か
す
と
、
王
祥
は
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ
も
、
西
域
路
は
遠
く
銀
難
で
あ
る
こ
と
。
法
師
が
目
的
地
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

こ
と
。
国
禁
を
犯
し
て
い
る
の
で
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
し
て
敦
煙
ま
で
送
り
還
そ
う
と
し
た
。
然
し
玄
葵
は
印
度
求
法
の
固
い
決

然
恨
、
仏
化
経
有
不
固
、
垂

不
東
移
一
歩
、
以
負
先
噸
”
》 義

有

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

所
閾
、
故
無
賞
性
命
、
不
憧
銀
危
、
誓
往
西
方
、
遵
求
遺
法
…
…
…
心
欲
拘
留
、
任
即
刑
罪
、
葵
終

(97）



（
戈
壁
は
龍
古
語
の
淡
記
で
、
砂
漠
の
こ
と
）

第
四
峰
か
ら
先
は
莫
賀
延
磧
の
旅
で
あ
る
。
延
磧
の
延
長
は
八
百
余
里
、
古
く
か
ら
流
砂
河
と
呼
ば
れ
る
大
戈
壁
で
あ
る
。
空
に
飛
ぶ

烏
な
く
、
地
に
走
る
獣
な
く
、
水
草
も
無
し
。
往
く
人
は
怖
れ
銀
苦
の
旅
路
、
流
砂
河
は
悪
鬼
が
現
わ
れ
、
熱
風
が
吹
き
荒
び
、
夜
は
妖

火
が
群
生
の
よ
う
に
輝
い
た
。
玄
美
は
只
ひ
た
す
ら
求
法
を
胸
に
し
て
進
ん
だ
。
砂
漠
の
路
は
迷
い
易
い
。
百
里
余
り
進
ん
だ
が
野
馬
泉

が
見
当
ら
な
い
。
水
を
飲
も
う
と
し
て
重
い
皮
袋
を
落
し
、
飲
み
水
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
必
需
の
水
を
失
い
、
行
路
も
不
明
と
な
っ

た
の
で
、
第
四
峰
に
引
き
返
そ
う
と
思
っ
た
が
、
「
吾
れ
先
に
発
願
し
て
、
印
度
に
到
達
す
る
ま
で
は
一
歩
も
東
に
還
る
ま
じ
」
と
誓
っ

た
こ
と
確
し
か
め
、
観
音
菩
薩
を
念
じ
て
西
北
に
進
ん
だ
。

是
時
四
顧
荘
然
、
人
馬
倶
絶
、
夜
則
妖
魑
挙
火
、
燗
若
繁
星
、
昼
則
驚
風
擁
沙
、
散
如
時
雨
、
錐
遇
如
是
心
、
無
所
擢
但
苦
水
尽
渇

（
陳
注
岡
）

不
能
前
、
是
時
四
夜
五
日
、
無
一
滞
沽
喉
、
口
復
乾
樵
、
幾
将
碩
絶
、
不
復
能
進
、
遂
臥
沙
中
、
黙
念
観
音

然
し
玄
美
は
銀
難
を
の
り
越
え
た
。
彼
は
五
日
目
の
夜
半
ま
で
寝
て
動
か
な
か
っ
た
が
、
俄
か
に
涼
風
が
吹
き
身
体
が
快
方
に
向
い
、

視
力
も
ハ
ッ
キ
リ
と
な
り
、
馬
も
立
ち
上
っ
た
。
気
力
が
回
復
し
て
再
び
歩
き
出
し
た
。
実
睦
獅
摺
奉
ス
の
近
く
ま
で
来
て
い
た
が
、
発

見
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
砂
漠
に
慣
れ
て
い
た
赤
毛
の
老
馬
は
、
特
殊
な
嗅
覚
と
方
向
探
知
の
能
力
が
発
達
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

十
里
ほ
ど
進
む
と
、
赤
馬
は
方
向
を
変
え
て
横
道
に
そ
れ
た
。
玄
葵
は
驚
い
て
制
止
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
数
里
行
く
と
青
草
の
原
野
に
出

て
、
清
水
の
涌
く
池
を
発
見
し
た
。
玄
葵
は
歓
喜
し
、
一
日
休
養
を
と
り
、
水
を
吸
み
、
草
を
取
り
、
再
び
進
ん
だ
。
二
日
の
旅
程
で
流

〈
８
、

砂
河
を
抜
け
出
て
伊
吾
国
（
新
彊
自
治
区
的
吟
密
）
に
到
着
し
た
。

ト
ル
ハ
ン

当
時
、
伊
吾
国
は
西
域
の
大
国
・
高
昌
（
新
彊
自
治
区
的
吐
魯
蕃
）
の
臣
下
と
な
っ
て
い
た
。
高
昌
王
は
麹
文
泰
と
云
い
漢
族
の
人
で

あ
っ
た
。
文
泰
は
玄
美
が
伊
吾
に
滞
在
し
て
い
る
と
聞
き
、
直
に
使
者
を
伊
吾
に
派
遣
し
て
法
師
を
送
る
よ
う
に
命
じ
た
。
使
者
と
共
に

論
職
雌
削
雛
剛
到
嚇
噸
琴
砧
挫
聴
錨
懲
礫
は
燭
を
並
べ
、
国
王
自
ら
出
迎
え
、
玄
美
を
奥
殿
の
楼
閣
の
豪
華
な
張
幕
の
中
に
着
座
さ
せ
、

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

(”）



玄
美
は
翌
日
か
ら
王
宮
に
隣
接
す
る
寺
院
に
居
を
移
し
た
。
王
は
王
妃
や
侍
女
を
ひ
き
連
れ
礼
拝
し
、
王
が
崇
敬
し
て
い
た
長
安
の
留

タ
ン

学
僧
象
法
師
並
に
高
昌
の
高
僧
八
十
人
を
集
め
、
玄
美
に
対
し
て
永
く
高
昌
に
留
ま
る
よ
う
懇
願
し
た
。
玄
葵
は
印
度
求
法
を
理
由
に
固

辞
し
た
。
滞
在
十
日
余
り
、
玄
美
は
高
昌
王
に
向
い
、
出
立
し
た
い
旨
を
告
げ
た
。
国
王
は
強
く
引
き
留
め
て
「
法
師
よ
、
私
は
弟
子
と

な
り
生
涯
供
養
し
ま
す
。
高
昌
国
の
す
べ
て
の
僧
の
師
と
な
っ
て
欲
し
い
」
と
嘆
願
し
た
。
玄
美
は
答
え
て
「
国
王
の
厚
情
は
大
変
に
喜

し
く
思
い
ま
す
。
而
し
私
は
国
禁
を
犯
し
て
印
度
を
目
指
し
て
い
る
身
で
す
。
種
々
の
銀
苦
を
克
服
し
て
当
国
に
来
ま
し
た
。
い
ま
此
処

（
就
悩
雑
成
怒
地
大
御
威
脅
蒲
挽
）
（
一
定
剛
体
、
祢
安
能
走
脱
、

に
留
ま
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
」
と
明
言
し
た
。
高
昌
王
は
声
を
荒
げ
大
声
で
「
ど
の
よ
う
な
手
段
を
と
ろ
う
と
も
、
留
め
る
と
云
っ
た

或
者
就
送
祢
適
園
東
都
）

以
上
は
放
さ
ぬ
、
若
し
往
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
長
安
に
送
り
還
し
て
や
る
」
と
お
ど
し
た
。
然
し
、
威
し
て
も
暗
か
し
て
も
、
玄
癸
が
心

（
毎
天
吃
飯
、
曲
王
親
自
捧
盤
）

を
動
か
さ
ぬ
様
子
を
み
て
、
国
王
は
愈
々
心
を
ひ
か
れ
、
そ
れ
以
後
は
毎
日
食
膳
を
国
王
自
ら
が
捧
げ
、
情
を
以
っ
て
法
師
の
心
を
動
か

そ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
玄
葵
は
断
食
し
て
自
ら
の
決
意
の
強
固
を
示
し
た
。

毎
埠
注
咽
）

遂
誓
不
食
、
以
感
其
心
、
於
是
、
水
漿
不
渉
、
於
口
三
日
、
至
第
四
日
、
王
覚
法
師
気
息
漸
畷
、
深
生
槐
倶

国
王
は
法
師
の
体
力
の
衰
え
を
見
て
、
頭
を
地
に
つ
け
深
く
謝
罪
し
て
、
法
師
よ
自
由
に
西
行
し
て
下
さ
い
と
、
引
き
留
め
を
断
念
し

た
。
国
王
の
提
案
に
よ
り
、
二
人
は
寺
院
に
於
て
、
母
親
の
張
太
妃
を
証
人
に
立
て
仏
前
で
兄
弟
の
縁
を
結
び
、
印
度
の
帰
路
、
必
ず
立

ち
寄
り
三
ヶ
年
留
ま
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
ま
た
出
発
に
当
り
、
向
う
一
ヶ
月
間
「
仁
王
般
若
経
」
の
講
義
を
願
っ
た
。
玄
美
は
承
諾
し

て
出
発
の
準
備
に
入
っ
た
。

女
と
共
に
来
て
礼
拝
し
た
。

「
私
は
予
て
法
師
の
高
名
を
聞
い
て
お
り
、
今
は
寝
食
を
忘
れ
る
思
い
で
す
」
と
、
感
激
の
挨
拶
を
し
た
。
や
が
て
王
妃
も
数
十
人
の
侍

波
澗
曲
折
を
経
て
、
高
昌
王
は
玄
癸
に
対
し
て
益
々
敬
愛
の
念
を
深
め
、
毎
日
の
開
講
の
時
に
は
、
王
が
自
ら
香
燗
を
執
り
、
自
身

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綱
（
翻
訳
）
（
町
田
）

(”）



ア
グ
》
一
（
「
大
府
西
域
肥
」
の
玄
喋
の
記
述
は
此
の
脚
か
ら
始
ま
る
）

玄
美
は
高
昌
の
西
隣
、
阿
耆
尼
国
（
新
調
焉
耆
自
治
県
）
の
阿
父
師
泉
に
着
い
た
。
翌
日
、
銀
を
産
出
す
る
庫
莫
什
山
を
越
え
た
が
、

ク
チ
ケ

盗
賊
に
襲
わ
れ
路
銀
を
強
奪
さ
れ
た
。
往
く
こ
と
七
百
余
里
、
屈
支
国
（
亀
弦
）
に
入
っ
た
が
、
天
山
山
脈
の
凌
山
が
雪
に
覆
わ
れ
て
い

た
の
で
、
此
処
に
六
十
日
余
り
滞
在
、
そ
し
て
西
に
向
け
進
迩
廊
職
雍
訴
雌
聯
を
登
る
こ
と
九
百
里
、
峻
険
な
凌
山
に
到
着
し
た
。

（
パ
ミ
ー
ル
商
隙
）
（
ベ
ダ
ル
峠
で
四
二
八
四
米
）

凌
山
は
葱
嶺
の
北
端
、
天
山
山
脈
の
穆
素
爾
嶺
（
氷
達
山
）
で
、
空
に
至
る
程
に
高
く
て
険
阻
、
夏
で
も
氷
雪
は
溶
け
な
い
。
氷
河
が

（
刷
れ
落
ち
）

催
落
し
て
道
に
横
た
わ
り
高
さ
百
尺
余
り
、
幅
は
数
丈
も
あ
っ
た
。
山
道
は
凹
凸
が
甚
だ
し
く
、
峠
を
越
え
る
の
は
苦
労
、
加
え
て
風
雪

が
吹
き
荒
び
、
寒
さ
が
骨
身
に
こ
た
え
、
食
事
を
と
る
こ
と
も
、
眠
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。

釜
を
か
け
て
飯
を
炊
き
、
氷
を
寝
床
代
り
に
し
て
、
七
川
の
後
に
山
餅
に
出
た
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
う
ち
、
瀕
死
十
三
・
四
人
を
川
し
、
牛
賜
は
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。
勵
注
３

懸
釜
而
炊
、
席
氷
而
寝
、
及
至
七
天
後
出
山
、
徒
侶
之
中
、
巌
凍
死
者
十
有
三
四
、
牛
馬
迩
甚

と
い
う
最
悪
の
山
越
え
で
あ
っ
た
。

汗
の
妹
を
妻
に
迎
え
て
蘭
昌
の
保
全
に
努
め
た
）

こ
と
が
出
来
た
。

貞
観
三
年
（
六
二
九
）
八
月
、
玄
美
は
高
昌
を
出
発
し
た
。
高
昌
王
の
援
助
に
よ
っ
て
、
比
較
的
順
調
に
西
城
路
を
進
む
こ
と
が
で
き

ヤ
プ
ク
ー
・
カ
カ
ン
（
商
間
王
絢
支
泰
は
可

た
が
、
し
か
し
旅
路
に
は
困
難
と
銀
苦
が
重
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
西
突
騒
の
勢
力
が
強
か
っ
た
が
、
玄
癸
は
葉
護
可
汗
の
援
助
を
得
る

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

を
踏
み
台
と
し
て
高
座
に
登
ら
せ
た
。
一
ヶ
月
の
講
義
が
終
る
と
、
旅
路
の
準
備
を
用
意
周
倒
に
整
え
た
。
西
域
路
は
寒
い
の
で
、
特
製

（
鼎
）
（
藍
）
（
§
）

の
面
衣
・
手
衣
・
靴
・
機
な
ど
を
数
個
造
り
、
更
に
殿
中
侍
御
吏
の
歓
信
な
る
者
を
護
送
役
に
当
て
た
。
そ
し
て
西
域
二
十
四
ケ
国
の
国

主
宛
に
依
頼
状
を
つ
く
り
、
そ
の
一
通
毎
に
綾
絹
一
疋
を
添
え
た
。

訳
者
注
…
玄
奨
に
と
っ
て
高
昌
を
経
由
す
る
事
は
予
定
外
で
あ
っ
た
。
当
初
は
伊
吾
か
ら
西
北
し
て
天
山
山
脈
の
東
を
越
え
、
天
山
北
路
（
ス
テ
ッ
プ

路
）
を
往
き
、
可
汗
浮
図
城
（
ウ
ス
）
を
経
て
西
方
に
向
う
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
高
昌
に
留
ま
っ
た
こ
と
で
、
西
方
に
進
み
天
山
南
麓
（
天
山
南
道
）

の
オ
ア
シ
ス
国
家
を
経
由
す
る
事
に
変
っ
た
。
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（
キ
ル
ギ
ス
イ
シ
ッ
ク
ル
大
涜
池
）

凌
山
を
越
え
て
熱
海
（
蘇
聯
吉
爾
吉
斯
共
和
国
的
伊
斯
塞
克
庫
爾
湖
）
に
沿
っ
て
西
北
に
行
く
こ
と
五
百
余
里
、
当
時
の
西
突
厭
の

素
葉
城
（
蘇
聯
的
伏
龍
芝
射
栂
厩
郵
越
間
）
の
近
く
に
到
着
し
た
。
有
名
な
統
葉
謹
可
汗
と
面
会
し
て
、
高
昌
王
か
ら
の
綾
絹
五
百
疋
と

ス
イ
マ
プ

熟
棚
蓉
訓
郵
騨
贈
り
礼
を
つ
く
せ
ば
、
可
汗
は
大
い
に
喜
こ
ん
だ
。
数
日
後
、
玄
美
は
高
昌
国
の
使
節
達
を
還
し
て
別
れ
、
印
度
に
向
け

カ
ピ
シ
ャ
（
北
印
咋
儀
哩
魂
の
カ
ー
プ
ル
地
方
）

出
発
し
た
。
可
汗
は
軍
中
の
中
か
ら
、
中
国
語
と
西
域
諸
国
語
を
解
す
る
者
を
探
し
て
、
迦
畢
試
国
ま
で
送
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

玄
美
は
印
度
を
目
指
し
て
西
行
、
離
陸
露
鷆
誘
藍
藤
瞥
謹
態
恵
謬
馨
蕊
た
山
道
を
行
く
こ
と
二
皇
、

西
突
厭
の
要
塞
鉄
門
（
阿
富
汗
的
巴
達
克
山
）
に
到
着
し
た
。
そ
こ
は

遡
り
近
が
無
い
南
下
す
る
一
本
近
勵
注
弓

入
山
五
百
労
無
異
路
一
道
南
出
険
絶
人
物
左
右
石
壁
疎
立
千
側
色
相
如
鉄
故
因
号
焉

の
有
様
で
あ
っ
た
。
要
塞
の
絶
壁
の
鉄
門
を
過
ぎ
、
玄
美
は
通
訳
青
年
と
共
に
ひ
た
す
ら
印
度
を
目
指
し
た
。
往
く
こ
と
ち
郡
醗
琴

饒
唇
鎮
駐
感
蕊
鐵
籔
蕊
澱
溌
儲
調
蕊
雫
菱
ぱ
聖
の
層
雲
掲
羅
（
慧
性
）
に
就
て
一
ケ
月

プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ヤ
ー
カ
ラ

カ
ズ

余
り
毘
婆
沙
論
（
小
乗
一
切
有
部
的
一
部
大
論
書
）
を
学
ん
だ
。
玄
葵
は
慧
性
と
連
れ
だ
っ
て
南
に
進
み
、
掲
職
国
を
経
て
危
険
な
大
雪

ヒ
ン
ド
ウ
ク
シ
ュ
山
脈

山
を
登
っ
て
い
っ
た
。
大
雪
山
と
は
興
都
庫
仙
山
の
こ
と
で
あ
る
。

”
郡
注
詞
）

満
山
氷
雪
、
千
年
不
化
、
凝
雲
飛
雪
、
曽
不
暫
露

雪
が
積
も
り
、
深
く
な
る
こ
と
数
丈
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

倉
卵
汪
蜘
）

積
雪
満
谷
践
路
難
渉
而
且
群
盗
横
行
殺
害
為
務

（
剛
注
濁
）

所
以
在
雪
山
中
塗
路
銀
危
倍
於
凌
碩
之
地

力
ピ
シ
ャ

大
雪
山
中
で
雪
の
た
め
に
道
に
迷
い
、
小
さ
い
沙
領
を
経
て
黒
領
（
（
興
都
庫
什
山
南
面
的
大
嶺
）
を
越
え
て
、
迦
畢
試
国
の
国
境
に

到
着
し
た
。
ま
さ
に
北
印
度
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）
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玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

訳
者
注
…
原
著
者
燕
羽
は
、
大
雪
山
か
ら
迦
畢
試
国
に
至
っ
た
と
簡
単
に
記
し
て
い
る
が
、
大
唐
西
域
記
で
は
、
大
雪
山
に
入
り
、
大
変
な
危
険
を
克

服
し
て
六
百
余
里
進
み
、
梵
術
那
国
（
バ
ー
ミ
ャ
ン
）
に
到
り
、
此
処
で
半
月
余
り
滞
在
し
て
迦
畢
試
国
に
入
っ
た
と
し
て
い
る
。
尚
、
バ
ー
ミ
ャ
ン

に
は
五
十
米
と
三
十
七
米
の
二
体
の
巨
大
仏
が
岩
壁
に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
印
度
は
烏
菖
王
朝
の
時
代
で
、
有
名
睡
斑
彫
塞
一
所
職
溌
銭
蘓
喋
鵬
雛
瀧
下
で
国
勢
は
大
い
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今

ヴ
ア
ル
ダ
ナ

だ
小
国
が
林
立
す
る
情
況
で
も
あ
っ
た
。

ナ
ー
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
（
阿
育
王
委
曾
冨
）

玄
葵
は
北
印
度
に
入
り
、
那
掲
羅
喝
国
色
基
斯
坦
西
北
辺
省
北
碓
華
禮
於
て
、
無
憂
王
が
釈
迦
牟
尼
仏
を
記
念
し
て
建
塔
し
た
三
百

ガ
ン
ダ
ー
ラ
（
棚
は
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
・
今
の
べ
シ
ャ
ワ
Ｉ
ル
）
ウ
ッ
デ
ィ

余
尺
の
宝
塔
を
礼
拝
し
、
次
で
樋
陀
羅
国
（
巴
基
斯
坦
北
夏
華
城
）
に
在
っ
て
は
、
雄
大
荘
厳
、
華
麗
な
寺
院
を
参
観
し
た
。
次
で
烏
仗

洲
副
嶢
那
鴫
趾
羅
灘
嘘
側
罫
却
祁
詫
副
灘
離
尺
余
の
木
造
弥
勒
菩
薩
像
を
拝
し
た
。

イ
ン
ダ
ス

タ
キ
シ
ラ

カ

玄
美
は
烏
仗
那
地
方
を
巡
拝
し
て
、
信
度
河
を
渡
っ
て
咀
叉
始
羅
国
に
向
っ
た
。
東
方
の
危
険
な
道
を
登
り
、
往
く
こ
と
千
余
里
で
迦

シ
ュ
ミ
ー
ル

湿
弥
羅
国
（
克
什
米
爾
一
帯
）
に
入
り
、
此
処
で
仏
教
聖
跡
を
巡
拝
し
、
有
名
な
仏
教
建
築
と
芸
術
を
参
観
、
そ
し
て
国
家
的
大
徳
の
称

（
玄
葵
に
と
っ
て
語
学
の
習
側
と

法
師
に
就
て
、
倶
舎
論
と
順
正
理
論
（
小
乗
重
要
著
作
）
及
び
因
明
（
暹
輯
学
）
、
声
明
（
文
字
文
典
学
）
な
ど
、
二
ヶ
年
に
亘
っ
て
研

捌
野
剛
鑿
劉
窄
雌
篭
誠
で
あ
り
、
そ
の
為
の
二
ヶ
年
で
あ
っ
た
）

次
に
篭
国
（
印
度
襄
普
臺
籍
臨
錨
鮮
麗
鑿
謬
張
畿
蕊
蕊
篝
臺
議
襄
毒
鎧
蓋
篭

タ
ッ
カ

テ
イ
（
中
国
の
封
地
の
窓
）
ピ
イ
ニ
ー
タ
ブ
ラ
バ
マ
ヵ

底
国
で
は
毘
賦
多
鉢
臘
婆
に
就
て
、
対
法
論
、
顕
宗
論
、
理
門
論
（
均
系
因
明
論
著
）
を
十
四
ヶ
月
間
学
び
、
そ
の
後
、
中
印
度
の
摩
掲

ダ

ナ
ー
ラ
ン
ダ

陀
国
に
入
り
、
学
問
の
府
那
燭
陀
に
五
ケ
年
滞
在
、
そ
の
間
に
戒
賢
老
師
に
就
て
「
瑞
伽
師
地
論
」
を
中
心
に
学
ぶ
こ
と
十
五
ヶ
月
、
ま

ス
ル
グ
ナ

た
四
人
の
大
徳
に
就
て
学
び
、
そ
れ
以
後
、
南
印
度
・
東
印
度
の
巡
拝
の
旅
に
出
で
、
再
び
那
欄
陀
寺
に
も
ど
っ
た
。
そ
の
後
は
禄
勒
那

勵
剛
鐵
郡
電
熱
聯
談
勢
幟
謝
郡
賎
翼
淡
謝
銅
職
繩
肺
乗
部
義
的
論
琶
を
聴
講
し
、
次
に
熊
厩
櫛
繧
国
に
於
て
、
謹
銑
脈
鵬
獄
溌
淵
難

(102)



伽
）論

（
小
乗
論
書
）
等
々
を
学
ん
だ
。
北
印
度
を
巡
拝
す
る
こ
と
十
有
余
国
、
中
印
度
の
巡
遊
は
三
十
余
国
に
及
ん
だ
。

’
’
’
’
１
．
１
１
１
０
１
１
◎
ｌ

玄
美
は
印
度
滞
在
中
、
数
回
に
わ
た
り
強
盗
に
襲
わ
れ
、
生
命
の
危
機
に
も
直
面
し
た
。
ま
た
怪
奇
な
逸
話
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い

る
。
そ
の
二
、
三
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
（
ナ
ガ
ラ
）

⑪
玄
葵
が
那
掲
羅
喝
に
在
っ
た
と
き
、
燈
光
城
の
西
南
の
竜
王
洞
窟
内
の
釈
迦
如
来
像
の
事
を
聴
き
、
是
非
と
も
礼
拝
し
た
い
と
思
っ

た
。
然
し
道
が
険
阻
で
、
そ
の
う
え
盗
賊
も
多
い
と
云
う
の
で
、
護
衛
の
役
人
も
し
き
り
に
止
め
た
。
玄
美
は
一
人
で
行
く
決
心
を
し
て

一
行
と
別
れ
た
。
燈
光
城
に
至
り
案
内
を
探
し
た
が
、
誰
一
人
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
一
少
年
の
助
け
を
得
て
洞
窟
ま
で
進

む
と
、
果
し
て
五
人
の
山
賊
が
刀
を
抜
い
て
現
わ
れ
た
。
山
賊
が
「
何
処
へ
行
く
」
か
と
問
え
ば
、
玄
葵
は
「
仏
像
を
礼
拝
し
た
く
洞
窟

ま
で
」
と
云
え
ば
、
盗
賊
は
「
お
前
は
此
の
地
に
盗
賊
の
多
い
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
か
」
と
問
え
ば
、
玄
美
は
答
え
て
「
盗
賊
の
こ
と

（
難
猛
献
満
蹄
、
尚
肌
不
恨
）
（
何
況
休
偶
究
克
処
人
嘔
）

は
聞
い
た
が
、
私
は
仏
像
を
拝
す
る
た
め
に
は
、
猛
獣
の
群
と
て
恐
れ
な
い
。
ま
し
て
賊
と
て
同
じ
人
間
で
は
な
い
か
」
と
。
山
賊
は
こ

れ
を
聞
き
感
動
し
て
、
で
は
一
緒
に
参
観
し
よ
う
と
、
先
に
立
っ
て
案
内
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ラ
ー
ジ
ヤ
プ
ラ
（
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
冒
壁
因
）

②
逼
暹
閣
補
羅
国
（
印
度
秀
遮
普
省
契
邦
布
河
中
流
一
帯
）
に
到
着
し
て
、
波
羅
箸
の
大
森
林
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
五
十
余
人
の

盗
賊
団
に
襲
わ
れ
、
玄
美
と
同
行
者
は
衣
服
、
財
宝
の
す
べ
て
を
強
奪
さ
れ
、
そ
の
う
え
強
盗
は
あ
き
足
ら
ず
、
白
刃
を
か
ざ
し
て
追
い

（
他
佃
進
人
一
粘
池
内
、
企
図
来
飼
災
体
屠
殺
）

ま
わ
し
、
玄
美
一
行
は
水
の
掴
れ
た
池
の
淵
で
捕
え
ら
れ
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玄
美
は
酒
れ
た
池
の
中
に
跳
び
こ
み
、
鰊
薙
や
蔓

が
繁
茂
し
て
い
る
中
を
、
彼
と
も
う
一
人
の
僧
は
潜
っ
て
逃
げ
、
池
の
南
側
の
人
の
通
れ
る
位
の
水
穴
か
ら
外
に
出
て
、
二
、
一
重
志
走
っ

た
所
で
、
一
人
の
農
夫
が
田
を
耕
作
し
て
い
た
の
で
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
農
夫
は
突
然
に
角
笛
を
吹
い
て
八
十
人
余
り
の
村
民
を
集

め
、
手
に
武
器
を
持
っ
て
救
出
に
向
っ
た
。
幸
に
も
一
行
は
殺
さ
れ
ず
に
い
た
の
で
、
そ
の
夜
は
村
里
で
宿
を
借
り
た
。
一
行
の
人
々
は

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綱
（
翻
訳
）
（
町
田
）

(I")



③
玄
美
が
最
大
の
危
難
に
遭
遇
し
た
の
は
、
中
印
度
の
阿
踊
陀
国
の
仏
跡
を
巡
拝
し
た
後
、
八
十
余
人
の
一
行
と
同
船
し
て
嚇
伽
河

ア
ョ
ー
デ
ィ
ア

ガ
ン
ジ
ス

ァ
ヤ
ム
力

（
恒
河
）
を
下
り
、
阿
耶
穆
怯
国
に
行
こ
う
と
し
た
時
、
両
側
の
密
林
に
隠
れ
て
い
た
十
余
隻
の
賊
船
が
、
擢
を
あ
や
つ
り
漕
ぎ
寄
せ
て

き
た
。
同
行
者
ら
は
大
い
に
慌
て
、
中
に
は
河
の
中
に
身
を
投
ず
る
者
も
居
た
。
一
同
は
衣
服
を
脱
が
さ
れ
貴
重
品
を
剥
奪
さ
れ
た
。
こ

ド
ウ
ル
ガ
ー
・
カ
ー
リ
（
シ
ヴ
ァ
の
妻
で
残
忍
芯
女
神
）

の
強
盗
団
は
突
伽
天
神
を
信
じ
て
い
る
一
群
で
、
毎
年
の
秋
に
容
姿
端
麗
の
者
を
殺
し
て
、
肉
と
血
を
突
伽
天
神
へ
献
ず
る
悪
習
を
も
っ

て
い
た
。
彼
等
は
玄
美
の
容
貌
と
偉
丈
夫
ぶ
り
に
目
を
つ
け
、
「
こ
の
男
を
殺
し
て
突
伽
天
神
に
献
じ
た
な
ら
ば
、
さ
ぞ
歓
喜
さ
れ
る
に

違
い
な
い
」
と
云
い
だ
し
た
。
玄
葵
は
こ
れ
を
聞
く
と
「
私
は
経
典
を
集
め
、
仏
法
を
聴
く
た
め
に
印
度
に
来
た
者
で
、
志
し
有
る
者
を

殺
し
た
の
で
は
、
お
前
達
に
善
い
報
い
は
無
か
ろ
う
」
と
云
っ
た
。
同
行
者
の
中
に
は
「
そ
の
法
師
を
殺
す
よ
り
、
こ
の
俺
を
殺
せ
」
と

云
う
者
ま
で
い
た
。
然
し
強
盗
団
は
承
知
し
な
ふ
識
湘
醗
製
珊
蝿
壇
を
築
急
鍋
雌
澗
撚
砺
雌
闘
棚
脇
誉
壇
上
に
引
き
あ
げ
、
犠
牲
の

祭
り
を
始
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
玄
美
は
此
の
身
の
終
り
と
覚
悟
し
諦
ら
め
、
賊
に
向
っ
て

し
ば
ら
く
待
て
胸
に
迫
る
悩
み
を
安
心
に
代
え
て
歓
喜
し
て
彼
土
に
柱
か
ん

願
賜
小
時
莫
相
逼
悩
使
我
安
心
歓
喜
取
滅
（
騨
箭
）

と
制
し
、
弥
勒
菩
薩
を
念
じ
て
「
願
く
ぱ
来
世
は
浄
土
に
生
れ
菩
薩
に
仕
え
奉
ら
ん
。
琉
伽
師
地
論
を
学
び
、
妙
法
を
聴
聞
し
、
悟
り

を
開
い
て
、
此
の
世
に
来
っ
て
、
こ
の
悪
し
き
人
々
を
教
化
し
、
諸
悪
を
棄
て
さ
せ
、
勝
行
を
行
う
よ
う
導
か
ん
」
と
、
祈
願
を
こ
め
た
。

同
行
の
人
々
は
憐
燗
の
情
を
抑
え
難
く
一
斉
に
働
突
し
た
。
そ
の
時
、
俄
に
天
候
が
変
り
、
黒
雲
が
四
方
に
渦
巻
き
、
樹
木
は
折
れ
砂
が

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
細
（
翻
訳
）
（
町
田
）

泣
き
悲
し
ん
だ
が
、
玄
葵
は
一
人
、
何
の
悲
苦
も
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
人
々
は
「
衣
服
も
路
銀
も
剥
奪
さ
れ
た
の
に
、
法
師
は
ど
う
し

て
笑
顔
で
居
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と
訊
ね
た
。
玄
美
は
「
中
国
の
古
書
に
、
天
地
之
大
宝
日
生
と
あ
り
、
こ
の
世
で
貴
い
生
命
が
無
事
で

あ
っ
た
の
で
、
衣
類
や
路
銀
を
失
っ
て
も
歎
く
に
当
ら
な
い
の
で
す
」
と
云
え
ば
、
一
同
も
そ
の
理
を
覚
り
、
悲
嘆
を
喜
び
に
変
え
た
の

で
あ
っ
た
。

(I")



飛
び
、
恒
河
は
逆
浪
が
涌
き
立
ち
、
船
は
呑
ま
れ
転
覆
し
た
。
強
盗
は
大
い
に
驚
き
怖
れ
た
。
同
行
の
人
々
は
「
見
よ
天
神
の
怒
り
を
、

早
く
儀
悔
し
た
ら
ど
う
だ
」
と
口
々
に
云
っ
た
。
強
盗
は
縛
を
解
き
謝
罪
し
た
が
、
玄
藥
は
瞑
想
し
て
忘
我
の
境
に
居
た
の
で
気
づ
か
な

い
。
賊
の
一
人
が
身
体
に
触
れ
る
と
、
玄
美
は
目
を
開
き
「
い
よ
い
よ
最
後
の
時
が
来
た
の
か
」
と
訊
ね
る
と
、
賊
は
「
貴
方
に
は
危
害

を
加
え
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
許
し
て
下
さ
い
」
と
平
伏
し
た
。
玄
美
は
「
殺
人
や
強
盗
、
邪
神
に
仕
え
る
こ
と
の
不
善
を
な
す
は
、
未
来
無

限
の
苦
を
受
け
る
事
に
な
ろ
う
。
電
光
朝
露
の
如
き
懐
か
な
い
現
世
に
お
い
て
、
何
の
為
に
悪
を
働
く
の
か
」
と
強
く
諭
し
た
。
強
盗
は

奪
っ
た
品
物
を
元
の
持
主
に
返
し
て
喜
こ
ん
で
帰
っ
て
い
っ
た
。
玄
美
は
常
に
前
述
し
た
様
に

倉
呼
注
記
）

歴
天
険
而
志
愈
懐
慨
遭
兇
賊
而
神
弥
歴
勇

で
あ
っ
た
。
彼
は
志
操
堅
固
に
十
幾
年
の
研
讃
と
巡
拝
を
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

伽
道
宣
続
高
僧
傳
巻
三
波
頗
傳
称
其
於
武
徳
九
年
「
十
二
月
達
京
」
、
倶
波
頗
於
貞
観
三
年
組
織
訳
場
、
先
后
訳
成
三
書
、
均
戦
有
参
与
訳
事
童
雪
ロ
、

井
言
貞
観
元
年
到
京
。
法
琳
宝
星
陀
羅
尼
経
序
謂
「
以
貞
観
元
年
景
（
？
）
戌
泪
於
京
萱
」
・
慧
顛
般
若
燈
諭
序
謂
「
以
大
唐
貞
観
元
年
頂
戴
梵
文
、

至
止
京
箪
」
・
李
白
薬
荘
厳
経
論
序
謂
「
以
大
唐
貞
観
元
年
十
二
月
入
京
」
・
三
人
与
波
頗
共
訳
仏
経
、
序
文
作
於
当
時
、
自
較
道
宣
シ
誉
爲
可
信
。

⑩
同
上
。

⑨
慈
恩
傳
巻
一
・
訳
者
注
大
正
蔵
五
○
巻
Ｈ
二
二
三
頁
。

⑧
続
高
僧
傳
巻
四
。

⑤
玄
葵
享
年
、
説
法
不
一
、
道
宣
続
高
僧
傳
巻
四
記
他
於
麟
徳
元
年
説
「
行
年
六
十
五
美
、
必
卒
玉
華
」
「
又
顕
慶
四
年
表
啓
自
称
行
年
六
十
」
・
故

六
十
五
説
較
可
錐
、
上
推
生
年
晦
為
六
○
○
年
、
生
卒
年
慰
為
公
元
六
○
○
至
六
六
四
年
。

⑥
道
宣
続
高
僧
傳
巻
五
説
「
綴
氏
故
県
東
北
遊
仙
郷
控
観
里
鳳
凰
谷
、
即
葵
生
地
」
・
凡
文
中
引
続
高
僧
傳
巻
四
、
五
唐
京
師
大
慈
恩
寺
釈
玄
装
傳
文
、

系
据
光
緒
十
六
年
江
北
刻
経
処
刻
本
。

、
慧
立
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
巻
十
。
以
下
簡
称
慈
恩
傳
。
此
書
為
本
文
主
要
参
考
資
料
、
引
文
系
据
内
学
院
校
刻
本
。

原
注

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
細
（
翻
訳
）
（
町
田
）
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明
亦
定
在
貞

覚
訊
九
巻
六

慈
恩
傳
巻
一

同
上
。

同
上
。
訳
者

此
項
時
間
推

高
昌
発
靱
而

也
。
「
所
以

慈
恩
傳
巻
二

続
高
僧
傳
巻

慈
恩
傳
巻
二

大
唐
西
域
記

慈
恩
傳
巻
二

本
文
所
註
現

慈
恩
傳
巻
三

続
高
僧
傳
巻

玄
美
の
華

此
事
関
係
玄
葵

原
書
有
内
学
院

続
高
僧
傳
巻
三

慈
恩
傅
巻
一
・

呂
激
玄
葵
法
師

願
遥
往
梵
土
、

按
玄
美
西
行
、

別
）
后
、
学
者

明
亦
定
在
貞
観

覚
訊
九
巻
六
期

慈
恩
傳
巻
一
・

美
の
苦
難
の
旅
路

坏
玄
葵
西
行
時
間
甘

”
学
院
一
九
三
一
忘

符
巻
三
。

壱
一
Ｏ

天
法
師
之
生
平
及
廿

凡
土
、
尋
其
全
文
、

四
行
、
唐
代
与
其
冒

之
生
平
及
其

簡

甚

在
地
名
、
参
考
了
向
達
作
的
玄
葵
法
師
和
楊
非
作
的
玄
葵
、
后
書
上
海
学
習
生
活
出
版
社
一
九
五
五
年
十

。
訳
者
注
大
正
蔵
五
○
巻
㈹
二
三
四
頁
。

五
。

。巻。四 注
大
正
蔵
五
○
巻
㈹
二
二
五
頁
。

断
、
撞
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
内
学
院
校
刻
本
刊
誤
頁
一
説
「
大
唐
西
域
記
末
巻
記
賛
有
貞
観
三
年
仲
朔
旦
杖
錫
逼
征
之
説
、
乃
指
従

言
、
其
時
高
昌
已
隷
唐
土
、
西
域
之
行
、
当
日
彼
始
、
故
行
期
亦
従
彼
地
記
之
、
后
人
或
即
操
以
誤
改
薬
師
始
発
長
安
之
時
為
秋
八
月

慈
恩
傳
始
発
長
安
的
秋
八
月
」
「
腫
是
四
月
或
三
月
之
誤
」

。

訳
者
注
大
正
蔵
五
○
巻
Ｈ
二
二
四
頁
。

学
説
、
最
先
主
張
此
説
、
原
文
説
「
時
適
波
頗
蜜
多
羅
東
来
、
得
聞
那
燗
陀
寺
戒
賢
所
授
琉
伽
論
総
三
乗
之
説
、
乃
発

尋
其
全
文
、
以
究
寛
」
・
引
文
系
擦
抄
本
。

唐
代
与
其
同
時
人
的
有
関
記
戦
、
均
作
貞
観
三
年
、
自
梁
啓
超
考
証
為
貞
観
元
年
（
見
中
国
歴
史
研
究
法
第
五
章
史
料
之
蒐
集
与
鑑

多
改
従
之
、
惟
梁
主
要
擦
新
唐
書
資
料
、
殊
有
未
足
、
専
門
研
究
者
不
是
其
説
、
近
文
学
古
籍
刊
行
社
刊
本
大
唐
西
域
記
的
出
版
説

三
年
、
本
文
亦
用
旧
説
、
惟
「
秋
八
月
」
乃
指
従
高
昌
発
靱
言
、
詳
見
註
蜘
。
此
操
於
亜
在
談
表
揚
玄
美
法
師
一
文
中
的
主
張
。
戦

。。

一
・
以
下
簡
称
西
域
記
。
本
文
引
大
唐
西
域
記
文
、
系
撞
文
学
古
籍
刊
行
社
一
九
五
五
年
六
月
影
印
明
嘉
興
蔵
本
。

大
、
為
主
張
維
持
貞
観
三
年
始
西
行
的
主
要
論
拠
。
引
語
拠
出
三
蔵
記
集
経
序
続
編
、
前
一
見
巻
二
、
后
二
見
巻
四
。

一
二
年
刻
本
。

と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

一
月
出
版
。
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玄
美
の
印
度
留
学
期
間
は
十
七
ヶ
年
、
そ
の
う
ち
往
路
と
帰
路
に
費
し
た
両
三
年
を
除
け
ば
、
す
べ
て
仏
教
学
の
研
鑛
に
努
め
た
。
そ

ナ
ー
ラ
ー
ン
ダ

れ
ま
で
の
研
究
は
、
専
ら
小
乗
経
論
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
印
度
那
燭
陀
寺
に
滞
留
以
後
は
、
大
乗
仏
教
の
教
学
研
究
に
向
け
ら
れ
た
。

当
時
、
印
度
の
仏
教
界
に
於
て
、
中
国
僧
の
玄
美
の
名
前
は
、
優
秀
な
学
問
僧
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
随
っ
て
那
燗
陀
寺
に
到

着
す
る
と
、
特
別
優
待
の
栄
誉
の
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

批
慨
噸
舗
鮒
獣
噸
捌
刺
珊
剛
嘘
騨
梛
剛
剛
設
班
間
比
吟
爾
省
耶
城
東
北
）
に
在
っ
た
。
玄
葵
は
恒
河
に
於
け
る
強
盗
の
危
難
を
脱
し
た

（
玄
災
の
見
た
ピ
ヲ
パ
ラ

後
、
恒
河
の
両
岸
数
ヶ
国
を
歴
訪
し
、
南
に
渡
り
印
度
古
代
史
上
有
名
な
釈
迦
牟
尼
仏
が
成
道
し
た
摩
掲
陀
国
に
到
り
、
菩
提
樹
な
ど
の

樹
は
高
さ
五
丈
余
り
垣
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
一
八
斗
上
ハ
年
暴
風
で
倒
れ
た
。
そ
の
後
ひ
こ
ば
え
が
成
長
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
）

聖
蹟
を
巡
拝
し
た
後
、
研
鑛
の
主
要
目
的
地
の
那
燗
陀
寺
に
向
っ
て
出
発
し
た
。

当
時
の
那
燗
陀
寺
は
全
印
度
の
最
大
規
模
の
有
名
な
学
問
の
府
で
あ
っ
た
。
寺
院
に
は
学
問
に
精
通
し
た
学
問
僧
が
常
に
数
千
人
学
ん

シ
ー
ラ
パ
ド
う

（
続
高
佃
傅
は
百
六
蟻
と
僻
え
る
）

で
い
た
。
こ
の
寺
の
第
一
の
大
徳
は
戒
賢
法
師
と
云
い
、
齢
は
百
歳
を
越
え
て
い
た
。
人
々
は
尊
敬
し
て
そ
の
名
を
呼
ば
ず
、
正
法
蔵
の

尊
称
を
用
い
た
。
玄
葵
は
那
燭
陀
寺
に
入
る
と
き
、
寺
か
ら
差
し
向
け
ら
れ
た
四
人
の
大
徳
の
出
迎
え
を
受
け
、
寺
院
に
到
着
す
る
と
、

（
鼎
）
（
爵
）

二
百
余
人
の
僧
が
千
余
人
の
施
主
と
共
に
憧
蓋
を
立
て
、
香
華
を
捧
げ
て
出
迎
え
た
。
多
く
の
人
々
の
労
ら
い
を
受
け
つ
つ
寺
院
内
に
入
っ

た
。
そ
し
藤
蕊
騨
雪
馳
捌
罐
騨
醒
鰯
表
瑚
繩
翻
型
悔
人
選
び
、
戒
賢
老
師
の
許
へ
案
内
さ
せ
た
。

（
法
師
従
何
処
来
歴
）
（
従
中
国
来
欲

玄
葵
は
戒
賢
の
面
前
に
伺
候
し
た
。
戒
賢
は
坐
ら
せ
て
「
法
師
は
何
処
か
ら
来
ら
れ
た
か
」
と
訊
ね
た
。
玄
美
は
「
中
国
よ
り
師
の
許

で
琉
伽
師
地
論
を
学
び
た
い
芯
で
参
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
戒
賢
は
即
刻
、
弟
子
で
あ
り
甥
で
も
あ
っ
輝
蹴
野
趣
呼
臘
唾
幽
蒻
謡

依
師
学
埴
伽
鎗
）

閲
学
で
談
話
に
巧
み
で
名
商
あ
り
）

前
に
病
気
で
重
体
と
な
っ
た
時
、
夢
告
（
弥
勒
・
観
音
・
文
殊
の
三
菩
薩
）
に
よ
っ
て
、
近
々
中
国
の
旅
僧
が
や
っ
て
来
て
、
琉
伽
論
を

玄
癸
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

三
、
玄
葵
の
印
度
に
於
け
る
栄
誉
と
成
果

(〃7）



玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

学
び
、
正
法
を
弘
め
る
発
願
を
し
た
こ
と
」
を
玄
美
に
語
り
聞
か
せ
た
。
玄
美
は
感
激
し
て
悲
喜
交
々
胸
に
せ
ま
り
、
「
玄
美
は
あ
ら
ん

（
即
鋭
、
玄
柴
当
尽
力
聴
習
）

限
り
の
力
を
尽
し
て
聴
聞
い
た
し
ま
す
」
と
云
っ
た
。
玄
美
に
は
院
内
の
立
派
な
房
室
が
与
え
ら
れ
、
至
れ
り
尽
せ
り
の
待
遇
を
受
け

ジ
ャ
ン
ピ
ー
ラ
（
果
物
の
一
和
）
ピ
ン
ロ
ー
ジ
ズ
ク
（
樟
脳
）
マ
ヵ
ダ
国
特
産
で
、
恩
星
大
の
大
粒
の
風
味
あ
る
米
）

た
。
毎
日
、
撞
歩
羅
百
二
十
個
、
擴
椰
子
二
十
穎
、
苣
蒄
二
十
穎
、
龍
脳
香
一
両
、
大
人
米
一
升
、
月
に
油
が
三
斗
支
給
さ
れ
た
。
食
事

や
雑
事
は
二
人
の
供
が
つ
き
、
外
出
に
は
象
輿
に
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
那
燗
陀
寺
に
は
学
問
僧
が
何
千
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
最
上
の

待
遇
を
受
け
た
の
は
十
人
の
み
で
、
玄
葵
は
そ
の
一
人
と
し
て
厚
く
遇
せ
ら
れ
た
。

柵
縦
陣
都
鮒
鵬
瀧
謹
鱸
鰍
僻
認
塁
垂
雌
漉
離
侮
廓
靭
疏
懲
餓
漉
脈
濯
弛
聯
婦
ブ
凱
畷
Ⅷ
鋤
騨
蛎
鵬
測
蠅
琿
固
謝
蔀
璃
叫
職
蝋
撚
郁
ぴ

な
嘘
煙
り
認
喬
糊
脇
乱
仙
剛
繩
額
刷
轆
牌
擬
梯
輔
鑑
惑
龍
唾
舗
嚇
眺
か
学
問
僧
は
数
千
人
、
大
乗
仏
教
経
典
の
研
究
を
主
に
し
て
い
た
が
、

ヴ
ニ
０
ダ

他
に
吠
陀
（
印
度
古
典
経
書
）
、
因
明
、
声
明
、
医
学
、
数
学
も
研
究
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
世
帯
の
う
ち
、
経
論
二
十
部
に
通
暁
し
た

者
一
千
余
人
、
三
十
部
に
通
解
し
た
者
五
百
余
人
、
五
十
部
に
通
解
し
た
有
能
者
は
玄
癸
を
含
め
て
僅
か
十
人
で
あ
っ
た
。
戒
賢
老
師
は

人
格
に
於
て
、
学
解
に
於
て
、
年
齢
に
於
て
も
群
を
抜
い
た
正
法
蔵
で
あ
っ
た
。
寺
院
で
は
毎
日
、
百
余
ケ
所
で
講
座
が
開
か
れ
て
い
た

（
当
時
は
戒
日
王
）

か
ら
、
学
徒
は
憂
い
な
く
研
究
に
沈
頭
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
寺
院
の
経
営
費
は
す
べ
て
国
王
が
保
謹
供
養
し
て
い
た
。
学
徒
は
衣
食
住

を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
学
芸
に
専
心
で
き
た
の
で
あ
る
。

戒
賢
老
師
は
、
玄
美
の
た
め
に
特
別
に
開
講
し
た
の
で
、
聴
講
参
加
者
は
千
余
人
に
達
し
た
。
玄
美
は
戒
賢
の
講
義
ｌ
瀧
識
豊
野

醤
騨
舞
轟
シ
譲
謹
蘂
難
瀧
蕊
輩
零
騨
駕
蕊
瀧
箪
）
を
二
週
篭
建
奮
学
）
を
二
遍
集
篝
を
ニ

ブ
ラ
ム
ー
ナ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ

遍
這
鵬
蕊
蕊
蔀
囎
百
論
を
三
遍
、
聴
講
し
た
。
そ
の
他
の
経
典
に
つ
い
て
は
疑
問
点
を
諮
調
だ
け
に
し
た
。
彼
は
更
に
婆
羅
門
の
書
や

た
だ
す

梵
害
を
学
び
、
研
鑛
す
る
こ
と
五
ヶ
年
、
古
代
の
梵
語
仏
典
と
梵
語
に
精
通
し
、
知
識
は
精
妙
を
究
め
て
い
っ
た
。

那
郷
嚥
叫
砿
戦
鮒
撫
洞
鋤
蝋
照
珊
騨
嘩
郵
脈
雌
撒
唾
肺
鴎
脇
蠅
零
難
瀧
睡
迦
隣
櫛
卿
（
印
度
阿
薩
密
）
に
至
り
、
南
方
は
抵
達
羅
毘
茶

ア
ッ
サ
ム
侭
島
フ
ヴ
ィ
ー
ダ
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当
時
、
玄
美
は
学
問
府
那
煽
陀
寺
を
総
覧
す
る
所
長
の
役
に
推
挙
さ
れ
て
い
た
。
学
識
は
並
ぶ
者
な
く
無
双
で
あ
っ
た
。
戒
賢
老
師
は

玄
葵
に
対
し
て
、
「
摂
大
乗
論
と
唯
識
決
択
論
を
学
徒
の
た
め
に
講
義
す
る
よ
う
」
命
じ
た
。
両
種
の
経
論
の
う
ち
、
前
者
摂
大
乗
論
は

燃
灘
が
造
る
所
の
唯
識
説
に
立
脚
す
る
一
種
の
仏
教
統
一
論
で
あ
り
、
後
者
唯
識
決
択
論
は
勝
軍
師
に
よ
る
唯
識
に
関
す
る
体
系
で
あ

る
。
そ
の
頃
、
那
煽
陀
寺
で
は
、
此
の
寺
院
以
外
の
系
統
に
属
し
て
い
た
各
宗
各
派
の
学
説
も
尊
重
し
、
学
問
研
究
の
自
由
の
学
風
が
満

ち
て
い
た
。
玄
美
も
広
く
各
論
師
の
説
を
聴
講
し
、
疑
問
を
諮
す
学
究
態
度
を
持
し
、
多
く
の
論
師
の
思
想
を
摂
取
し
て
い
っ
た
。

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
紙
（
翻
訳
）
（
町
田
）

た
。

ジ
◆
ヤ
セ
０
ナ

と
称
せ
ら
れ
て
い
た
碩
学
の
勝
軍
論
師
に
就
て
、
唯
識
決
択
論
・
成
無
畏
論
・
大
乗
荘
厳
経
論
、
意
義
理
論
、
十
二
因
縁
蕊
守
を
学
び
、

琉
伽
論
、
因
明
等
は
疑
問
を
諮
し
、
二
ヶ
年
那
燭
陀
寺
に
還
ら
な
か
っ
た
。
学
業
が
成
り
、
諸
聖
跡
を
巡
拝
し
て
、
再
び
那
燭
陀
寺
に
還
っ

ラ
ン
カ
ー
ラ

（
麻
打
拉
薩
西
南
）
、
西
方
は
郎
掲
羅
（
巴
基
斯
担
的
偉
路
芝
東
南
）
に
及
ん
だ
。
東
公
俄
燃
劉
副
健
在
っ
て
、
慨
他
鰯
鍵
秘
多
“
勵
厩

ス
イ
ン
ハ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
シ
ヶ
。
シ
や
Ｉ
ス
ト
ラ
Ｉ

（
名
胴
は
不
詳
）

僧
訶
に
従
っ
て
、
説
一
切
有
部
の
毘
婆
沙
論
と
順
正
理
論
な
ど
を
一
ヶ
年
学
ん
だ
。
西
方
の
蹴
慨
劉
隠
国
に
於
て
は
、
當
国
の
大
徳
に
つ

い
て
正
量
部
の
根
本
阿
毘
達
磨
及
び
摂
正
法
論
・
成
実
論
な
ど
を
二
ヶ
年
学
ん
だ
。
こ
の
他
に
南
印
度
の
学
風
に
触
れ
な
が
ら
聖
地
の
巡

拝
を
し
た
。
そ
し
て
中
印
度
の
篝
陀
国
に
次
ぐ
強
国
と
称
せ
ら
れ
た
震
薑
を
経
可
一
詣
慧
篭
鍔
謹
驫
酷
隷
う

ア
ジ
ャ
ン
タ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ

学
僧
か
ら
、
大
衆
部
の
根
本
阿
毘
達
磨
等
を
学
び
、
そ
の
両
僧
と
意
気
投
合
し
て
、
有
名
な
阿
鮪
陀
と
石
窟
の
所
在
す
る
摩
訶
刺
佗
国
な

（
マ
ハ
６
０
－
フ
ツ
一
々
〃
）

ど
西
南
印
度
の
聖
地
を
巡
拝
し
た
。
こ
う
し
て
四
ヶ
年
の
旅
を
終
り
、
再
び
那
燗
陀
寺
に
錫
杖
を
置
い
た
。

テ
ィ
ラ
ダ
カ

プ
ラ
ジ
今
一
ヤ
ー
バ
ド
ラ

那
燭
陀
寺
（
施
無
厭
寺
）
の
西
方
に
低
羅
捧
迦
寺
が
在
り
、
般
若
賊
陀
羅
と
い
う
大
徳
に
就
て
二
ケ
月
声
明
と
因
明
を
学
び
疑
問
を
諮

ヤ
シ
ニ
テ
ィ
ヴ
ァ
ナ

し
た
。
そ
の
後
、
旧
王
舎
城
の
近
く
の
仗
林
山
に
往
き
、
そ
の
当
時
、

学
該
内
外

徳
為
時
麹
雪
）

(I")



玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
緬
（
翻
訳
）
（
町
田
）ス

イ
ン
ハ
ラ
シ
ュ
冬
ｚ
画
函
ロ
ユ
屋
毎
回

そ
の
頃
、
那
燗
陀
寺
で
講
座
を
開
い
て
い
た
大
徳
の
師
子
光
は
、
般
若
（
般
若
学
着
重
発
揮
「
空
」
義
）
を
根
本
に
し
て
、
竜
樹
の
中

論
と
聖
捲
蕊
蝿
百
論
を
重
ん
じ
、
無
着
の
琉
伽
学
（
琉
伽
学
着
重
発
揮
「
非
空
非
不
空
」
義
）
を
非
難
し
て
い
た
。
玄
美
は
両
方
の
学

説
に
通
暁
し
て
い
た
の
で
、
師
子
光
の
学
識
狭
量
を
偶
れ
み
、
数
回
に
わ
た
り
諮
し
て
い
た
。
学
徒
は
師
子
光
の
講
莚
を
離
れ
、
玄
美
の

講
座
に
集
ま
っ
て
き
た
。
師
子
光
は
玄
葵
を
嫉
視
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
玄
葵
は
「
会
宗
論
」
（
三
千
頌
の
著
述
）
を
完
成
し
て
、

「
諸
先
徳
（
聖
）
の
教
理
に
矛
盾
が
あ
る
と
思
う
の
は
、
そ
の
者
の
学
解
が
浅
い
か
ら
で
、
中
論
・
百
論
・
琉
伽
論
の
三
は
同
じ
真
理
を

説
い
た
も
の
、
一
を
善
と
す
る
余
り
、
他
を
責
め
る
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
戒
賢
老
師
並
び
に
寺
院
中
の
学
徒
か
ら
大
き
な
賞

チ
や
ン
ド
ラ

讃
を
受
け
た
。
師
子
光
は
恥
辱
と
憤
慨
が
交
々
し
て
残
念
で
な
ら
ず
、
恥
を
注
ご
う
と
し
て
、
自
分
と
同
じ
東
印
度
出
身
者
の
栴
陀
羅

ス
イ
ン
ハ

僧
訶
と
云
う
僧
を
連
れ
て
き
た
。
然
し
彼
も
玄
葵
の
前
に
出
る
と
、
そ
の
学
識
の
高
逼
と
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
何
も
云
え
な
か
っ
た
。
斯

し
て
玄
葵
の
名
声
と
名
誉
は
益
々
高
ま
っ
た
。

当
時
、
印
度
の
学
術
界
は
論
談
討
議
の
学
風
が
盛
ん
で
、
玄
美
も
仏
教
学
に
関
す
る
限
り
身
命
を
惜
し
ま
ぬ
所
で
あ
っ
た
。
或
る
一

日
、
順
世
外
道
の
婆
羅
門
教
徒
が
、
那
燗
陀
韓
厨
總
勲
峨
刊
郷
蝋
轆
毅
釧
翻
噸
錨
芋
門
に
掛
け
て
法
論
を
挑
ん
で
、

ロ
ー
カ
テ
ィ
ヤ

蕊
譲
蝿
蕊
蕊
れ
ば
、
溌
轆
蕊
攝
講
冨
鋤
）

…
）

彼
土
常
法
論
有
負
者
先
令
乗
聴
尿
瓶
澆
頂
公
於
衆
中
形
心
折
伏
然
后
依
投
永
為
宅
隷

と
も
云
っ
た
。
数
日
を
経
た
が
挑
戦
的
法
論
に
応
ず
る
者
が
な
か
っ
た
。
玄
葵
は
従
者
に
命
じ
て
、
寺
門
の
教
義
書
を
破
り
踏
み
に
じ

ら
せ
た
。
婆
羅
門
は
激
怒
し
て
、
玄
美
の
房
室
に
押
し
よ
せ
、
戒
賢
老
師
及
び
諸
大
徳
の
証
人
立
ち
合
の
席
で
法
論
に
入
っ
た
。
玄
美
は

鍵
蕊
誌
譲
蕊
議
懸
騨
鶏
驍
密
増
籠
麓
誇
醗
肖
二
圏
壷
頁

と
云
い
放
っ
た
。
或
は
ま
た

彼
土
常
法
論
有
負
者

("0)



的
な
最
後
通
牒
で
あ
っ
た
。

往
復
数
番
通
解
無
路
神
理
倶
喪
濫
然
潜
仇
僅
認
》

の
有
様
で
、
負
け
た
事
を
認
め
て
約
束
を
履
行
す
る
覚
悟
を
述
べ
る
と
、
玄
葵
は
寛
大
な
態
度
を
示
し
、
仏
教
徒
は
人
を
害
す
る
事
は

ウ
ラ
ダ

し
な
い
。
そ
の
代
り
暫
く
奴
隷
と
な
っ
て
命
に
随
い
な
さ
い
と
云
っ
た
。
玄
美
は
い
ず
れ
後
日
、
烏
茶
国
（
印
度
奥
里
薩
省
克
爾
一
帯
）

プ
ラ
ジ
昌
一
ヤ
グ
プ
タ

に
往
き
、
般
若
麹
多
が
造
る
所
の
七
百
頌
の
「
破
大
乗
論
」
を
め
ぐ
っ
て
法
論
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
。
そ
こ
で
奴
隷
と
な
っ
た
婆

羅
門
に
対
し
て
、
「
こ
の
書
の
講
義
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
曽
て
五
遍
聴
講
し
ま
し
た
」
・
「
で
は
そ
の
内
容
を

解
説
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
。
婆
羅
門
か
ら
説
明
を
受
け
「
破
大
乗
論
」
の
誤
り
と
論
点
に
つ
い
て
、
大
乗
教
理
の
立
場
か
ら
論
破
し
た

（
一
噸
（
シ
ュ
ロ
ー
カ
）
は
三
二
シ
ラ
ブ
ル
（
音
節
）
か
ら
成
る
）

も
の
を
、
「
破
悪
見
論
」
（
千
六
百
頌
）
を
著
し
て
戒
賢
老
師
に
呈
し
、
学
徒
に
も
示
す
と
、
一
同
は
「
ま
こ
と
に
卓
見
で
如
何
な
る
論

敵
も
か
な
う
ま
い
」
と
感
歎
し
た
。
玄
美
は
奴
隷
の
婆
羅
門
に
感
謝
し
「
貴
方
を
自
由
の
身
と
す
る
か
ら
、
何
処
へ
な
り
と
行
き
な
さ
い
」

カ
ー
マ
ル
ー
寺
ク
マ
ー
ラ

と
。
彼
の
婆
羅
門
は
喜
こ
び
、
東
印
度
の
迦
摩
總
波
国
の
鳩
摩
羅
王
（
一
作
童
王
）
に
会
い
、
玄
美
の
こ
と
を
誉
め
そ
や
し
た
。
王
は
直

に
使
者
を
出
し
て
迎
え
よ
う
と
し
た
。

そ
の
頃
、
玄
美
は
帰
国
す
る
気
持
を
固
め
、
戒
賢
老
師
の
許
し
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
鳩
摩
羅
王
の
迎
え
の
使
者
が
急
に

書
面
を
持
参
し
て
き
た
。
戒
賢
は
「
玄
美
法
師
は
帰
国
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
王
命
に
は
従
い
難
い
」
と
、
使
者
を
帰
し
た
。
鳩
摩
羅
王

は
第
二
回
目
の
使
者
を
派
遣
し
た
が
、
戒
賢
が
再
び
断
る
と
、
王
は
大
い
に
怒
り
第
三
回
の
使
者
に
書
面
を
届
け
さ
せ
た
。
そ
れ
は
武
力

逓
峨
嘉
瑳
議
蕊
蕊
隷
鯛
ぁ
雛
謬
嘉
紫
聴
力
蕊
篝
議
、
篝
率
鍾
て
講
艤
議
鑿
蕊
辮
管
々

と
、
戒
賢
は
仕
方
な
く
玄
美
に
向
っ
て
、
彼
地
に
行
く
よ
う
に
命
じ
た
。

此
の
事
件
が
起
る
少
し
前
、
獺
醜
悪
晩
刷
舞
嘩
痙
徹
幟
荊
剰
岻
撫
逵
儲
肌
暇
檸
吋
事
に
関
し
て
、
那
燗
陀
寺
に
書
を
送
り
、
「
寺
院
の

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

("I)



大
会
の
儀
式
が
開
始
さ
れ
る
と
、
戒
日
王
と
玄
葵
が
先
ず
宝
壇
に
登
り
、
そ
の
後
に
十
八
ヶ
国
の
国
王
、
諸
国
の
博
学
の
名
僧
、
更
に

婆
羅
門
及
び
外
道
の
名
声
の
あ
る
者
が
順
次
に
会
場
に
入
り
、
そ
れ
以
外
道
俗
は
門
外
に
整
列
し
た
。
そ
の
後
、
宝
座
を
設
け
て
、
戒
日

王
は
玄
葵
を
恭
し
く
招
き
論
主
と
し
て
坐
ら
せ
た
。
玄
美
は
当
日
の
講
義
の
主
要
論
題
を
称
揚
し
て

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

大
徳
中
、
諸
々
の
宗
派
教
義
に
精
通
し
て
い
る
者
四
人
を
選
び
派
遣
し
て
欲
し
い
」
と
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
戒
賢
老
師
は
寺
院
の
大
徳

ス
イ
ン
ハ
ラ
シ
ュ
ミ
サ
ー
ガ
ラ
マ
テ
ィ
プ
ラ
ジ
豊
一
ヤ
ー
ラ
シ
ュ
ミ

（
コ
ン
ゴ
ー
ダ
圃
画
鰯
慨
の
最
中
）

中
か
ら
玄
美
、
師
子
光
、
海
慧
、
智
光
の
四
人
を
選
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
選
出
直
後
、
戒
日
王
か
ら
軍
事
行
動
が
多
忙
で
あ
る
の
で
、

大
徳
四
人
の
派
遣
は
暫
く
見
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
伝
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
戒
日
王
が
討
伐
を
終
り
恒
河
ま
で
引
き
あ
げ
て
来
た
時
、
玄

葵
が
鳩
摩
羅
王
の
処
に
居
る
こ
と
を
知
り
、
直
に
使
者
を
鳩
摩
羅
王
の
許
に
派
遣
し
て
玄
美
に
会
い
た
い
旨
を
伝
え
た
。

（
大
店
（
大
宗
）
の
武
剪
を
称
識
し
た
歌
曲
）

戒
日
王
と
対
面
す
る
と
、
王
は
中
国
の
政
治
情
勢
を
尋
ね
た
り
、
当
時
、
印
度
で
流
行
し
て
い
た
秦
王
破
陣
楽
の
歌
舞
曲
に
も
話
題
が

及
ん
だ
。
翌
日
、
王
は
玄
葵
が
著
述
し
た
「
破
悪
見
論
」
を
一
読
す
る
と
、
大
満
悦
で
居
合
せ
た
大
乗
不
信
の
小
乗
外
道
の
僧
は
恐
縮
す

カ
ニ
ャ
ー
ク
プ
ジ
や
カ
ニ
ャ
ー
プ
ジ
ャ
と
は
腰
の
曲
っ
た
か
遠
の
町
の
意
）

る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
王
は
、
掲
若
鞠
闇
国
・
曲
女
城
（
印
度
聯
合
省
的
炊
諾
吉
城
）
の
都
で
仏
教
大
会
を
開
き
、
五
印
度
各
国
の

仏
教
僧
、
婆
羅
門
、
外
道
等
に
大
乗
の
教
理
を
教
示
し
て
戴
き
た
い
と
提
議
し
、
そ
し
て
諸
国
に
使
を
派
し
て
「
曲
女
城
に
集
ま
り
中
国

の
大
法
師
の
高
説
を
聴
け
」
と
命
じ
た
。

曲
女
城
学
術
大
会
は
空
前
の
盛
会
と
な
っ
た
。
大
会
当
日
に
は
、
十
八
ヶ
国
の
王
が
列
席
し
、
大
乗
と
小
乗
の
仏
僧
三
千
余
人
、
婆
羅

胱
脚
晩
暦
報
蛎
迩
桝
識
字
余
人
、
那
燗
陀
寺
か
ら
も
千
余
人
も
来
場
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
参
集
者
は
博
識
で
知
ら
れ
る
学
者
達
で
あ
つ

（
霊
輿
霧
涌
・
充
窪
数
十
里
間
、
真
是
盛
況
空
舸
）

た
。
象
に
乗
り
、
輿
に
乗
り
会
場
に
来
る
者
、
憧
を
立
て
、
旛
を
掲
げ
、
幾
重
に
も
連
な
り
、
数
十
里
の
間
は
参
列
の
群
衆
で
埋
ま
る
ほ

た
。
象
に
乗
り
、
輿
に
乗
脆

ど
空
前
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

曇
尭
“
》

(血2）



中
国
法
師
、
立
大
乗
義
、
破
諸
異
見
、
自
十
八
日
来
、
無
敢
論
者
、
普
宜
知
乙
麗
鎚
）

マ
ハ
ー
ヤ
ー

と
喧
伝
さ
せ
た
。
参
加
者
は
歓
呼
を
以
っ
て
応
じ
、
一
斉
に
玄
葵
の
名
を
呼
び
栄
誉
を
賞
讃
し
た
。
大
乗
派
の
人
々
は
、
彼
を
摩
訶
耶

ナ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
（
去
翁
奉
大
）

那
提
婆
と
呼
び
、
小
乗
派
の
人
々
は
、
そ
れ
甦
憾
瀦
婆
珊
澱
ｒ
て
た
。
最
後
に
大
衆
は
焼
香
散
華
を
し
て
散
じ
去
っ
た
。
此
の
大
会
を
機
に

玄
共
法
師
の
名
声
は
、
広
く
五
印
度
に
遍
く
伝
播
し
、
永
く
中
国
と
印
度
の
文
化
交
流
の
象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

玄
婆
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綱
（
翻
訳
）
（
町
田
）

の
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
大
会
は
十
八
日
間
続
い
た
が
、
誰
れ
一
人
と
し
て
玄
美
の
教
義
を
論
破
出
来
な
か
っ
た
。
最
終
日
に
大

（
皿
柳
錘
唖
、
晒
睾
垣
必
》
ロ
、
）

乗
の
徳
を
讃
え
て
結
び
閉
会
し
た
。
戒
日
王
と
十
八
ヶ
国
の
国
王
は
、
思
い
思
い
に
珍
品
を
贈
っ
た
が
、
玄
美
は
す
べ
て
辞
退
し
た
。
戒

日
王
は
古
来
の
慣
習
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、
家
臣
に
命
じ
て
一
巨
象
を
美
し
く
装
い
、
玄
美
を
請
じ
貴
臣
に
護
衛
さ
せ
、
玄
美
の
袈
裟
を

又襄
深が

謹譽
、な
彼く

と
誰
れ
一
人
と
し
て
法
論
を
挑
む
者
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
第
五
日
目
に
な
っ
た
。
徹
底
的
に
論
駁
さ
れ
た
小
乗
派
の
中
に
は
、
少
数

（
バ
ラ
モ
ン
の
噸
萸
の
四
聡
陀
・
六
趙
・
八
鐘
）

な
が
ら
玄
美
の
暗
殺
を
企
て
た
邪
悪
者
が
居
た
が
未
然
に
発
覚
し
た
。
小
乗
に
精
通
し
て
い
た
十
八
部
の
慧
天
と
法
論
が
あ
っ
た
が
、
全

の
せ
て
練
り
歩
か
せ
た
。

げ
た
。
そ
の
論
題
の
末
尾
に
、

と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
数
千
人

各
捜
雄
癖
威
称
克
恥
曝
弱
）

数
千
人

と
提
示
し
た
。
玄
美
が
書
き
終
る
と
、
那
煽
陀
寺
・
晩
聞
猟
師
叙
大
声
で
大
衆
に
向
っ
て
読
み
あ
げ
、
そ
の
写
し
を
会
場
の
門
外
に
掲

（
若
し
一
字
た
り
と
も
不
合
理
が
あ
り
、
強
破
す
る
者
あ
れ
ば
、
首
を
斬
っ
て
謝
罪
し
よ
う
）

若
其
問
有
一
字
無
理
能
難
破
者
、
請
斬
首
相
謝
（
騨
篭
）

（
原
注
訂
）

彼
亦
槐
服

の
出
席
者
が
居
た
が
、

(血3）



玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

寓
働
ミ
ロ
言
冥
Ｐ
（
戒
日
王
が
五
年
に
一
度
、
蓄
積
し
た
財
宝
を
、
仏
教
、
バ
ラ
モ
ン
教
、

曲
女
城
大
会
の
直
後
、
戒
日
王
は
玄
葵
に
対
し
て
、
も
う
暫
く
留
ま
り
五
年
に
一
度
の
「
七
十
五
日
間
の
無
遮
大
施
」
に
参
列
さ
れ
た

噸
封
蕊
謝
側
鶴
鍋
鱒
鰄
雌
姉
雌
蕊
鰯
阯
釧
迩
鮒
凱
垂
惟
瑞
片
の
大
群
衆
が
集
ま
り
、
そ
の
規
模
は
壮
大
で
盛
儀
で
あ
っ
た
。

大
会
後
、
玄
美
は
帰
国
の
意
を
告
げ
、
戒
日
王
に
対
し
厚
く
謝
辞
を
述
べ
た
。
戒
日
王
と
鳩
摩
羅
王
は
し
き
り
に
引
き
留
め
た
が
固
辞

し
た
。
王
は
帰
途
に
必
要
な
品
物
を
用
意
し
た
が
一
切
辞
退
し
た
。
そ
れ
で
も
王
は
、
巨
象
一
頭
、
金
銭
三
千
枚
、
銀
銭
一
万
枚
を
託
し

旅
費
に
当
て
た
。
霞
羅
王
か
ら
の
贈
与
品
の
中
か
ら
隷
警
い
・
瀧
讓
だ
け
を
受
け
、
道
中
の
雨
除
け
用
と
し
た
。
出
立
の
日
、

戒
日
王
と
鳩
摩
羅
王
は
態
勲
に
数
十
里
も
見
送
り
、
挟
を
分
つ
と
き
咽
び
泣
き
言
葉
も
な
か
っ
た
。
別
れ
て
三
日
目
、
後
方
よ
り
馬
を
駆

り
追
い
す
が
る
一
団
の
騎
士
い
た
。
他
な
ら
ぬ
戒
日
王
と
鳩
摩
羅
王
の
一
行
で
、
法
師
が
慕
し
く
別
れ
難
く
追
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

改
め
て
別
れ
の
言
葉
を
交
わ
し
、
特
使
四
人
に
書
面
を
持
た
せ
随
行
さ
せ
た
。
書
面
晦
澱
趨
瀧
醗
闘
耐
て
た
も
の
で
殆
域
雛
綴
篠
蝿
暇
審

中
国
々
境
ま
で
送
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

玄
美
の
帰
国
路
は
、
往
路
を
再
び
通
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
初
め
は
往
路
を
通
り
還
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
帰
国
す
る
四
年
前
、
貞
観

ト
ル
フ
ァ
ン

十
八
年
（
六
四
四
）
唐
の
太
宗
は
、
将
軍
侯
君
集
に
命
じ
大
軍
を
も
っ
て
高
昌
国
を
襲
い
滅
ぼ
し
て
い
た
。
国
王
の
麹
文
泰
は
陥
落
の
直

前
に
煩
悶
の
う
ち
に
病
残
し
て
い
た
。
玄
美
は
高
昌
王
と
の
十
余
年
前
の
約
束
を
果
し
た
く
と
相
手
が
居
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

玄
葵
は
葱
嶺
の
南
端
の
干
閥
（
干
閥
）
を
経
て
帰
勵
諏
建
尚
戯
離
纈
鯛
一
路
は
極
め
て
険
難
で
、
当
時
の
北
印
度
地
方
の
治
安
は
悪
く
、

パ
ミ
ー
ル
ウ
テ
ン
本
ｌ
タ
ン

山
や
谷
間
に
は
盗
賊
が
多
く
出
現
し
た
。
玄
美
は
一
計
を
案
じ
、
．
人
の
僧
を
先
に
行
か
せ
、
賊
に
遭
う
ご
と
に
、
求
法
者
の
一
行
で

諦
蝿
鶴
鑑
露
蝿
理
舎
利
ば
か
り
、
（
聴
到
蝿
蝿
ぎ
く
無
い
」
と
云
い
触
ら
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
か
盗
賊
に
度
々
遭
遇
し
た
が
、
何
の
危
害
も
受

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

イ
ン
ダ
ス

然
し
信
渡
河
を
渡
る
時
、
俄
か
に
風
が
起
り
波
が
立
ち
、
船
は
転
覆
す
る
所
で
あ
っ
た
。
経
蔵
の
看
守
者
は
水
中
に
落
ち
、
荷
物
も
流

(血4）



登
危
嶺
、
越
洞
谷
鶏
経
険
阻
、
風
雪
相
継
、
行
八
百
余
里
、
出
葱
鞠
卵
》

玄
美
一
行
が
越
え
た
の
は
、
雪
山
の
中
の
カ
ワ
ッ
ク
峠
の
険
阻
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
樹
木
無
く
、
雪
も
無
く
、
岩
石
の
峰
が
乱
立
し
、

寒
風
吹
き
す
さ
び
、
直
立
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
烏
も
飛
ぶ
こ
と
が
無
か
っ
た
。
西
北
へ
山
谷
を
進
む
こ
と
七
百
余
里
、
往
路
に
滞
在
し

ク
ン
ド
ウ
ズ

た
活
国
に
十
余
年
ぶ
り
に
着
い
た
。
此
処
か
ら
路
を
東
に
転
じ
て
葱
嶺
を
越
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
山
中
を
東
南
に
進
む
こ
と
二
百
余

ダ
マ
ス
テ
ィ
テ
ィ

里
で
イ
ン
ヴ
ァ
カ
ン
国
、
更
に
東
南
三
百
里
で
謹
密
に
着
い
た
。
世
界
の
屋
根
の
蓼
嶺
の
最
高
渓
谷
を
東
に
進
み
、
氷
雪
を
踏
み
行
く
こ

タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン

と
五
百
余
里
で
縁
撫
附
（
新
彊
塔
什
庫
爾
干
自
治
県
）
に
着
き
、
葱
嶺
の
東
斜
面
を
下
っ
た
。
吹
雪
は
荒
れ
道
は
険
阻
で
困
難
で
あ
っ
た

カ
ー
シ
毎
ガ
ル

が
、
八
百
里
の
道
程
を
踏
破
し
、
更
に
砂
丘
不
毛
地
帯
を
五
百
里
進
ん
で
怯
沙
国
（
新
翻
疏
勒
県
）
に
至
っ
た
。
東
に
道
を
転
じ
て
進
む

ウ
テ
ン
＊
Ｉ
タ
ン

こ
と
八
百
余
里
で
干
閲
（
和
閥
）
に
到
着
し
た
。

嶺
の
東
高
原
を
進
ん
だ
。

登
危
嶺
、
越
洞
谷
礎

さ
れ
、
貴
重
な
経
典
五
十
爽
と
印
度
の
珍
品
（
花
木
の
種
子
）
を
失
っ
た
。
幸
に
も
馬
と
象
は
河
を
渡
り
、
経
蔵
の
全
部
を
失
わ
な
か
っ

た
の
が
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
っ
た
。

往
路
で
訪
れ
た
数
ケ
国
を
経
て
、
酔
溺
珊
騨
国
の
都
城
に
着
い
た
。
偶
々
、
此
処
に
は
那
煽
陀
寺
で
同
学
だ
っ
迄
餓
彌
海
港
馳
靜
彫
燃

が
居
て
講
字
し
て
い
た
。
彼
等
と
は
曽
て
、
琉
伽
決
択
論
及
び
対
法
論
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
っ
た
論
敵
で
あ
っ
た
が
、
今
は
か
え
っ
て

察
し
く
二
ケ
月
滞
在
し
た
．
又
銅
鑑
蓬
騒
蕊
溌
影
慾
噛
捲
副
童
達
一
人
と
百
余
人
の
従
者
を
付
け
て
、

ヒ
ン
ド
ウ
。
ク
シ
ュ

雪
山
越
え
の
険
路
を
護
送
さ
せ
た
。
往
く
こ
と
二
十
余
日
、
深
い
谷
間
に
入
り
沿
道
は
す
べ
て
氷
河
に
覆
わ
れ
、
人
家
も
無
か
っ
た
。
葱

※
訳
者
注
…
玄
葵
は
干
閥
に
十
ケ
月
滞
在
し
た
。
そ
の
長
く
滞
在
し
た
理
由
は
、
側
イ
ン
ダ
ス
河
の
渡
し
で
突
風
の
た
め
流
失
し
た
経
典
を
補
充
す
る

た
め
、
人
を
亀
弦
と
怯
沙
に
遺
わ
し
て
探
さ
せ
る
こ
と
。
②
十
有
七
年
前
、
国
禁
を
犯
し
出
国
し
た
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
皇
帝
の
許
し
を
請
う
必
要

玄
鍵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
綴
（
翻
訳
）
（
町
田
）

(血5）



（
迎
河
）

貞
観
十
九
（
六
四
五
）
年
正
月
二
十
四
日
、
長
安
城
に
通
ず
る
遭
渠
三
十
里
を
経
て
、
玄
美
は
長
安
に
帰
還
し
た
。
前
後
十
八
ヶ
年
を

玄
葵
は
太
宗
の
詔
書
が
到
着
す
る
と
、
直
に
長
安
に
向
っ
て
出
立
し
た
。

※
訳
者
注
…
原
書
に
は
、
干
閥
（
和
闘
）
か
ら
長
安
に
至
る
帰
路
の
旅
程
は
全
く
記
述
が
無
い
。
そ
こ
で
訳
者
が
干
闘
か
ら
の
旅
程
に
つ
い
て
、
慈
恩

伝
と
大
唐
西
域
記
に
依
っ
て
略
記
し
て
お
く
。
子
闘
か
ら
東
（
三
百
余
里
で
ピ
マ
ー
城
（
ド
ウ
ル
ガ
ー
）
に
着
き
、
更
に
二
百
余
里
で
尼
擢
城
（
ニ

ジ
ャ
ン
・
現
ニ
ャ
）
に
着
き
、
そ
の
先
は
四
百
余
里
の
熱
風
吹
き
荒
ぶ
大
流
砂
、
大
流
砂
を
出
て
都
貨
羅
に
到
り
、
更
に
東
へ
六
百
余
里
で
折
摩
駄

那
国
（
チ
ャ
マ
ダ
ナ
・
沮
沫
チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
）
に
到
り
、
こ
れ
よ
り
東
北
千
余
里
で
納
縛
波
（
ナ
ヴ
ァ
パ
・
楼
蘭
・
動
く
湖
ロ
プ
ノ
ル
湖
）
に
着
い

た
。
此
処
で
干
閥
か
ら
の
人
夫
、
酪
駝
、
馬
を
帰
し
た
（
人
夫
は
玄
美
か
ら
の
報
酬
を
一
切
受
け
と
ら
な
か
っ
た
）
・
楼
蘭
か
ら
は
一
路
沙
州
（
玉

門
関
・
敦
埋
）
に
向
い
、
こ
れ
か
ら
先
は
往
路
の
河
西
回
廊
を
長
安
へ
と
急
い
だ
。

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
緬
（
翻
訳
）
（
町
田
）

が
あ
っ
た
こ
と
。
玄
葵
は
上
表
文
を
つ
く
り
高
昌
生
れ
の
馬
玄
智
と
い
う
若
者
を
隊
商
と
共
に
長
安
に
向
わ
せ
た
。
上
表
文
に
は
出
国
の
動
機
、
異

域
で
の
苦
心
を
述
べ
た
後
に
、
只
今
千
闇
ま
で
戻
り
ま
し
た
が
、
運
搬
用
の
巨
象
が
溺
死
し
、
経
蔵
を
運
ぶ
馬
も
入
手
が
困
難
で
、
早
々
に
帰
り
陛

下
に
拝
謁
が
叶
い
ま
せ
ん
。
帰
国
の
思
い
は
矢
の
よ
う
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
歴
覧
周
遊
一
十
七
戦
、
今
已
従
鉢
羅
耶
伽
国
経
迦
畢
試

境
、
越
葱
嶺
渡
波
謎
羅
川
帰
還
達
於
干
闘
、
為
所
将
大
衆
溺
死
経
本
衆
多
未
得
鞍
乗
以
是
少
停
不
獲
奔
馳
、
早
謁
軒
陛
、
無
任
延
仰
之
至
、
謹
通
高

昌
俗
人
馬
玄
智
、
随
商
侶
奉
表
…
」
（
慈
恩
伝
巻
六
・
大
正
蔵
五
○
Ｈ
二
五
一
’
二
五
二
頁
）
・

玄
美
は
馬
玄
智
を
送
っ
た
後
、
干
閥
の
僧
の
た
め
に
琉
伽
、
対
法
、
倶
舎
、
摂
大
乗
の
諸
論
を
講
じ
、
国
王
も
聴
聞
し
て
、
連
日
千
余
人
が
講
座
に

集
ま
っ
た
。
忽
ち
八
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
馬
玄
智
が
帰
っ
て
太
宗
の
勅
旨
を
伝
え
た
。
即
ち
「
日
、
聞
師
訪
道
殊
域
今
得
帰
還
、
歓
喜
無
通
、
可
即
速

来
、
與
朕
相
見
、
其
国
僧
解
梵
語
及
経
義
者
、
亦
任
将
来
、
朕
已
勅
干
闘
等
道
使
諸
国
送
師
、
人
力
鞍
乗
腫
不
少
乏
、
令
敏
煙
官
司
於
流
砂
迎
接
、

都
都
於
沮
沫
迎
接
、
法
師
奉
勅
已
即
進
発
．
．
」
（
慈
恩
伝
巻
六
・
大
正
蔵
五
○
Ｈ
二
五
二
頁
）
と
。
「
法
師
が
真
理
の
道
を
異
域
に
求
め
、
今
帰
国

す
る
を
聞
き
歓
喜
無
量
、
速
く
帰
国
し
て
朕
と
会
わ
れ
よ
。
梵
語
や
経
典
に
通
ず
る
者
が
居
れ
ば
任
意
に
同
行
さ
れ
た
い
。
す
で
に
干
闘
等
の
沿
道

に
は
勅
を
下
し
、
人
夫
や
乗
物
に
不
自
由
な
き
よ
う
命
じ
て
お
い
た
。
敦
煙
の
役
人
に
は
流
砂
ま
で
、
都
都
（
ロ
ー
ラ
ン
）
の
役
人
は
沮
沫
（
チ
ェ

ル
チ
ェ
ン
）
ま
で
出
迎
え
る
よ
う
命
じ
て
お
い
た
…
」
と
い
う
、
至
れ
り
尽
せ
り
の
温
憎
の
帰
国
許
可
の
詔
書
で
あ
っ
た
。

(皿6）



こ
れ
ら
の
仏
典
を
運
搬
す
る
の
に
は
二
十
二
頭
の
馬
を
必
要
と
し
た
。
当
時
、
唐
太
宗
は
遼
東
派
兵
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
玄
美
は
洛

陽
に
到
り
皇
帝
と
会
見
し
た
。
玄
美
は
「
御
許
し
を
得
ず
に
勝
手
に
出
国
し
た
振
舞
い
を
深
く
恋
じ
恐
れ
て
お
り
ま
す
」
と
云
え
ば
、
太

宗
は
「
法
師
は
出
家
の
身
で
俗
人
と
は
別
で
あ
る
。
命
を
か
け
て
法
を
求
め
、
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
し
た
御
志
に
は
心
か
ら
敬
服
し
て
い

る
。
決
し
て
葱
ず
る
に
は
及
ば
な
い
」
と
慰
め
、
玄
美
の
人
物
を
頼
も
し
く
思
い
蒄
剛
棚
蝦
電
政
務
を
輔
け
て
く
れ
と
勧
め
た
。
玄
美
は

固
辞
し
て
、
印
度
西
域
か
ら
持
ち
帰
っ
た
梵
本
六
百
余
部
、
そ
の
翻
訳
事
業
に
努
め
る
決
意
を
表
明
し
蟻
識
鮒
副
蕊
弧
繍
舗
戯
筆

た
。
三
ヶ
月
後
に
弘
福
寺
に
入
り
、
梵
文
経
典
の
翻
訳
の
準
備
を
す
す
め
た
。

四
月
下
旬
か
ら
翻
訳
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
玄
葵
は
勇
猛
心
を
も
っ
て
行
動
し
、
学
術
上
卓
越
し
た
業
績
を
残
し
、
後
世
に
多
大
の
貢
献

玄
美
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

要
し
て
い
た
。
彼
は
印
度
か
ら
も
た
ら
し
た
梵
語
経
典
や
仏
像
を
朱
雀
門
の
南
に
陳
列
し
て
大
衆
に
展
観
し
た
。

釈
迦
如
来
肉
舎
利
（
仏
骨
）
一
百
五
十
粒
。

金
仏
像
三
躯
…
三
尺
三
寸
。
三
尺
五
寸
、
一
尺
六
寸
・

栴
檀
仏
像
四
躯
…
二
尺
九
寸
、
三
尺
五
寸
、
一
尺
三
寸
。

※
訳
者
注
…
翻
訳
事
業
の
た
め
に
、
証
義
の
係
（
訳
経
が
適
切
か
否
か
を
検
討
す
る
）
・
綴
文
の
係
（
文
体
の
統
一
に
当
る
）
・
筆
受
の
係
（
口
授
・

訳
文
の
筆
記
に
当
る
）
・
替
手
の
係
（
訳
経
の
浄
書
に
当
る
）
等
の
多
数
の
協
力
を
必
要
と
し
た
。

※
訳
者
注
…
玄
美
が
将
来
し
た
梵
語
仏
典
の
詳
細
は
慈
恩
伝
巻
六
（
大
正
蔵
五
○
Ｈ
二
五
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

仏
教
経
典
…
計
五
百
二
十
爽
、
六
百
五
十
七
部
。

銀
仏
像
一
躯

(亙7）



玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
（
町
田
）

を
し
た
の
で
あ
る
。

原
注

倒
慈
恩
伝
巻
四

"""

鶴圃

帥続高

僧
伝
巻
四

鯛
西
域
記
巻
十
二

倒帥

慈慈
恩恩
伝伝
巻巻
五七

岡
続
高
僧
伝
巻
五

倒
慈
恩
伝
巻
五

倒
窺
基
因
明
入
正
理
論
疏
巻
四
謂
「
時
戒
日
王
王
五
印
度
、
為
設
十
八
日
無
遮
大
会
、
令
大
師
立
義
。
…
…
大
師
立
童
、
無
敢
対
揚
者
」
・
窺
基
為
玄

美
最
親
近
的
弟
子
、
所
言
自
較
可
信
。
宋
延
寿
禅
師
宗
鏡
録
載
其
内
容
、
明
僧
智
光
著
唐
美
師
真
唯
識
量
略
解
有
単
行
本
。

閏
慈
恩
伝
巻
五
。
訳
者
注
大
正
蔵
五
○
巻
Ｈ
二
四
七
頁
。

訳
者
の
お
詫
び

本
来
で
す
と
、
原
著
後
半
部
の
「
玄
笑
在
歴
史
的
作
用
和
買
献
」
「
結
語
」
も
翻
訳
す
べ
き
で
す
が
、
本
誌
の
紙
数
制
限
に
抵
触
す
る
こ
と
、
ま
た
玄
笑
の
択
桑
の
功
緬
は
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
車
か

ら
、
翻
訳
を
省
略
し
た
。
（
平
成
５
年
加
月
釦
日
）

(亙8）



は
廃
止
さ
れ
て
「
地
理
歴
史
科
」
と
「
公
民
科
」
の
二
教
科
に
再

Ｉ編成
さ
れ
、
平
成
六
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
・

中
学
校
の
社
会
科
は
終
戦
の
二
年
後
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
に
発

足
し
、
高
校
の
社
会
科
は
半
年
遅
れ
て
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に

始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
社
会
科
は
昭
和
二
十
六
年
に
第
一
回
の
改

訂
が
行
わ
れ
て
か
ら
今
回
（
平
成
元
年
）
ま
で
に
六
回
改
訂
さ
れ

た
。
当
身
延
山
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
今
後
「
教
育
課
程
」
を

編
成
す
る
場
合
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
高
等
学
校
社
会
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

㈲

I 平
成
元
年
三
月
、
高
等
学
校
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
と
学１

校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
高
校
の
五
段
蚕
世

〃
〃
グ
ー
’
○
ト
８
〃新

「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
③

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
（
渡
辺
）

ｌ
「
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
変
遷
に
つ
い
て
Ｉ

I
昭
和
二
十
六
年
改
訂
ま
で
の
社
会
科
を
初
期
社
会
科
と
呼
ん
で

い
る
。
今
回
の
改
訂
で
小
学
校
低
学
年
の
社
会
科
は
消
え
て
「
生

活
科
」
が
新
設
さ
れ
た
。
戦
後
の
教
育
改
革
で
六
・
三
・
三
制
の

教
育
制
度
が
発
足
し
た
が
、
社
会
科
の
昭
和
二
十
二
年
度
の
学
習

指
導
要
領
で
は
、
高
校
の
第
一
～
三
学
年
を
第
一
○
～
第
一
二
学

年
と
呼
ん
で
い
た
。
経
済
に
関
す
る
内
容
を
見
る
と
、
第
九
学
年

（
義
務
教
育
の
最
終
学
年
）
で
消
費
を
扱
い
、
第
一
○
学
年
で
生

産
と
流
通
を
扱
っ
て
、
と
も
か
く
、
第
一
学
年
（
小
学
校
）
か
ら

第
一
○
学
年
（
高
校
一
年
）
ま
で
「
一
般
社
会
科
」
が
一
貫
し
、

そ
こ
か
ら
「
科
目
別
社
会
科
」
に
分
化
し
た
。

科
目
別
社
会
科
は
「
東
洋
史
」
、
「
西
洋
史
」
、
了
令
〈
地
理
」

「
時
事
問
題
」
の
四
科
目
か
ら
な
り
、
「
日
本
史
」
は
な
か
っ
た
。

「
国
史
（
日
本
史
）
」
は
第
八
・
九
学
年
（
中
学
校
）
、
一
般
社

渡
辺
寛
勝

(血9）



新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
（
渡
辺
）

会
科
と
は
別
個
に
学
習
し
た
。
今
回
の
高
校
社
会
科
か
ら
の
歴
史

独
立
論
が
出
て
き
た
淵
源
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
十
六
年
度
の
改
訂
は
昭
和
二
十
二
年
度
の
も
の
を
整
理
し

た
も
の
で
、
中
学
校
の
日
本
史
を
一
般
社
会
科
の
中
に
入
れ
、
高

校
の
科
目
別
社
会
科
に
「
日
本
史
」
を
新
設
し
、
「
東
洋
史
」

「
西
洋
史
」
を
「
世
界
史
」
に
統
合
し
た
。

高
校
の
初
期
社
会
科
の
特
色
の
一
つ
は
、
大
単
位
制
に
あ
る
。

資
料
に
あ
る
よ
う
に
、
ど
の
科
目
も
五
単
位
で
、
．
般
社
会
を

含
め
て
二
科
目
以
上
」
を
履
習
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
換
言
す
れ

ば
、
科
目
別
社
会
科
の
中
か
ら
一
科
目
し
か
選
択
し
な
く
て
も
そ

の
他
の
三
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
知
識
が
履
修
で

き
る
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
人
文
地
理
」
に

つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
二
十
二
年
度
の
参
考
文
献
に
は
和
辻
哲
郎

『
風
土
』
が
あ
り
、
昭
和
二
十
六
年
の
学
習
活
動
の
例
に
は
、
例

え
ば
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
や
ス
タ
ン
レ
ー
の
ア
フ
リ
カ
探
検
、

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
、
蒙
古
人
の
活
躍
し
た
時
代
、
蒙
古
人

と
漢
民
族
と
の
接
触
の
歴
史
、
産
業
革
命
、
農
地
改
革
、
マ
ル
サ

ス
の
「
人
口
論
」
、
城
不
町
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
発
達
、

古
事
記
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
、
マ
ゼ
ラ
ン
、
魏
志
和
人
伝
、
ロ
ー
マ
道

路
、
絹
街
道
な
ど
他
の
科
目
と
関
係
の
深
い
用
語
が
目
に
つ
く
。

大
単
位
制
の
社
会
科
の
下
に
お
け
る
科
目
の
内
容
構
成
を
今
後
の

選
択
科
目
の
内
容
構
成
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
学
習
指
導
要
領
を
比
較
す
る
場
合
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
初
期
社
会
科
時
代
の
学
習
指
導
要
領
は

ペ
ー
ジ
数
が
多
く
、
現
在
の
も
の
で
言
え
ば
、
解
説
書
ま
で
含
む

内
容
の
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
単
純
に
は
比
較
出
来
な
い
。

◇

昭
和
三
十
年
度
に
小
・
中
学
校
の
、
翌
昭
和
三
十
一
年
に
高
校

の
社
会
科
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
改
訂
は
社

会
科
と
家
庭
科
だ
け
が
対
象
で
、
社
会
科
が
解
体
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
の
改
訂
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
七
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
平
和
条
約
が
発
効
し
日

本
は
独
立
を
回
復
し
た
。
当
時
の
朝
日
・
読
売
な
ど
の
新
聞
の
世

論
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
科
の
廃
止
、
修
身
・
歴
史
・
地
理
復
活

の
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
親
た
ち
は
経
験
主
義
の
社
会
科
に
馴
染

む
こ
と
が
で
き
ず
、
基
礎
学
力
の
低
下
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
昭
和
二
十
七
年
一
二
月
、
文
相
は
教
育

審
議
会
に
「
社
会
科
の
改
善
、
特
に
道
徳
教
育
、
地
理
・
歴
史
教

育
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
た
。
社
会
科
の
改
善
と
い
う
言
暴
零
使
っ

て
い
る
が
、
そ
の
解
体
を
も
含
ん
で
い
た
。
翌
二
十
八
年
教
育
課

程
審
議
会
は
答
申
を
行
い
、
社
会
科
は
日
本
の
民
主
主
義
の
育
成

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
ら
、
改
善
し
て
今
後
も
育
て
て

(Z20)



い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
、
根
本
的
に
社
会
科
の
立
場
を
支
持
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
で
は
．
般
社
会
」
と
「
時
事
問
題
」
を
統

合
し
て
新
科
目
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
新
科
目
の
名
称
を
ど
う
す

る
か
は
教
育
課
程
審
議
会
で
は
な
く
、
教
材
等
調
査
研
究
会
（
現

在
の
協
力
者
会
議
の
前
身
）
で
審
議
し
た
。
新
科
目
の
名
称
を

「
社
会
」
に
す
る
か
「
公
民
」
に
す
る
か
は
、
教
材
等
調
査
研
究

会
の
社
会
科
合
同
委
員
会
で
論
議
の
結
果
「
社
今
匿
に
決
ま
っ
た
。

こ
の
改
訂
で
は
第
一
学
年
の
「
一
般
社
会
」
が
な
く
な
っ
た
た
め

各
科
目
の
学
年
指
定
を
や
め
、
各
科
目
の
単
位
数
に
三
～
五
単
位

と
い
う
弾
力
性
を
も
た
せ
「
社
会
」
を
含
め
て
三
科
目
以
上
を
履

習
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
期
社
会
科
の
と
き
よ
り
も
最
低
必

修
単
位
数
は
一
単
位
減
っ
た
が
科
目
数
は
一
科
目
増
え
た
。

昭
和
三
十
五
年
度
の
改
訂
の
要
点
は
三
つ
あ
る
。
第
一
点
は

「
人
文
地
理
」
の
名
称
を
「
地
理
」
に
変
更
し
、
「
地
理
」
と

「
世
界
史
」
に
Ａ
・
Ｂ
の
二
科
目
を
置
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
差
別

で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
の
能
力
、
適
性
、
進
路
に

応
じ
て
教
育
を
行
う
た
め
Ａ
・
Ｂ
の
二
科
目
を
置
い
た
。

第
二
点
は
「
社
会
」
を
「
倫
理
・
社
会
」
と
「
政
治
・
経
済
」

の
二
科
目
に
分
け
た
こ
と
。
三
十
三
年
度
の
改
訂
で
小
・
中
学
校

に
「
道
徳
」
の
時
間
が
設
置
さ
れ
た
が
高
校
で
の
道
徳
教
育
を
強

化
す
る
た
め
に
「
倫
理
・
社
会
」
を
置
い
た
。
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第
三
点
は
教
養
の
偏
り
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
必
修
科
目
の

数
を
多
く
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
普
通
科
で
は
五
科
目
を
、
職

業
教
育
を
主
と
す
る
学
科
で
は
四
科
目
以
上
を
す
べ
て
の
生
徒
に

履
習
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
度
は
四
十
年
度
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で

踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
異
な
る
点
は
、
「
世
界
史
」
の
Ａ
・
Ｂ
を

や
め
、
「
地
理
」
の
Ａ
は
系
統
地
理
と
し
、
Ｂ
は
世
界
地
誌
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。

◇

昭
和
五
十
三
年
度
の
現
行
版
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
資
料
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
形
が
初
期
社
会
科
と
よ
く
似
て
い
る
。
第
一
学

年
に
必
修
科
目
と
し
て
「
現
代
社
会
」
が
置
い
て
あ
り
、
第
二
学

年
か
ら
五
科
目
に
分
化
し
て
い
る
。
「
政
治
・
経
済
」
「
倫
理
」

の
二
科
目
が
各
二
単
位
あ
る
の
を
除
け
ば
他
の
科
目
は
四
十
五
年

度
よ
り
一
単
位
増
え
て
各
四
単
位
に
な
っ
た
。
最
も
大
き
な
変
革

は
、
最
低
必
修
単
位
数
が
「
現
代
社
会
」
の
四
単
位
に
減
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
社
会
科
発
足
以
来
の
最
低
必
修
単
位
数
を
資
料
で
確

認
し
て
み
る
と
、
一
○
・
九
・
一
○
・
一
○
単
位
と
続
き
五
十
三

年
度
で
四
単
位
と
な
っ
た
。
必
修
単
位
数
の
減
少
は
社
会
科
だ
け

で
な
く
全
教
科
に
わ
た
る
高
校
教
育
課
程
改
定
の
基
本
方
針
だ
っ

た
。
そ
れ
は
生
徒
の
個
性
を
伸
長
す
る
も
の
だ
っ
た
。
四
単
位
の
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必
修
科
目
の
内
容
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
は
、
地
理
も
歴

史
（
日
本
史
・
世
界
史
）
も
公
民
（
政
治
・
経
済
・
倫
理
・
社
会
）

も
そ
れ
ぞ
れ
必
修
科
目
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
「
現
代
社
会
」
と
い
う
総
合
的
な
科
目
が
必
修
科
目
と
し
て

設
置
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
た
。
「
現

代
社
会
」
に
つ
い
て
、
現
場
で
は
、
一
方
に
は
そ
れ
を
教
え
難
い

と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
他
方
に
は
そ
の
指
導
に
熱
心
に
取
り

組
み
成
果
を
あ
げ
る
学
校
も
増
え
て
来
た
。

口

今
回
（
平
成
元
年
度
）
の
改
訂
に
よ
り
高
校
社
会
科
は
次
の
よ

う
に
な
っ
た
。

高
校
社
会
科
の
再
編
成

⑩
「
現
代
社
会
」
を
選
択
科
目
と
し
、
「
世
界
史
」
を
必
修

科
目
と
す
る
。

②
「
社
会
科
」
を
廃
止
し
て
、
「
地
理
歴
史
科
」
と
「
公
民

科
」
の
二
教
科
を
置
く
。

③
科
目
構
成
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
各
教
科
の
必
修
単
位
数

を
四
単
位
と
す
る
。

〈
地
理
歴
史
科
〉

世
界
史
Ａ
二
単
位
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世
界
史
Ｂ
四
単
位

並
び
に

日
本
史
Ａ
二
単
位

日
本
史
Ｂ
四
単
位

地
理
Ａ
二
単
位

地
理
Ｂ
四
単
位

〈
公
民
科
〉

現
代
社
会
四
単
位

又
は

倫
理
二
単
位

政
治
・
経
済
二
単
位

◇

社
会
科
を
廃
止
し
て
「
地
理
歴
史
科
」
と
「
公
民
科
」
と
を
設

置
す
る
な
ら
ば
、
各
教
科
に
独
自
の
目
標
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
社
会
科
、
地
理
歴
史
及
び
公
民
科
の
目
標
を
並

べ
て
み
る
と
、

教
科
目
標
に
つ
い
て

社
会

広
い
視
野
に
立
っ
て
、
社
会
と
人
間
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
民
主
的
、
平
和
的
な
国
家
・
社
会
の
有
為

な
形
成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
的
資
質
を
養
う
。
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地
理
歴
史

我
が
国
及
び
世
界
の
形
成
の
歴
史
的
過
程
と
生
活
・
文
化

の
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
国
際

社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
民
主
的
、
平
和
的
な
国
家
・
社

会
の
一
員
と
し
て
必
要
な
自
覚
と
資
質
を
養
う
。

公
民

広
い
視
野
に
立
っ
て
、
現
代
の
社
会
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に

つ
い
て
の
自
覚
を
育
て
、
民
主
的
、
平
和
的
な
国
家
・
社

会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
。

三
教
科
と
も
目
標
の
文
章
の
前
半
は
、
学
習
対
象
の
理
解
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
そ
の
よ
う
な
理
解
を
通
し
て
ど
ん

な
人
間
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
あ
る
。

三
教
科
の
目
標
の
後
段
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
地
理
歴
史
」

は
「
民
主
的
、
平
和
的
な
国
家
・
社
会
の
一
員
と
し
て
必
要
な
自

覚
と
資
質
を
養
う
」
と
あ
り
、
「
公
民
」
は
「
民
主
的
、
平
和
的

な
国
家
・
社
会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
」
と
あ

る
。
「
地
理
歴
史
」
も
「
公
民
」
も
単
に
「
資
質
」
と
言
い
、

「
公
民
的
資
質
と
い
う
言
葉
を
避
け
て
い
る
が
、
両
教
科
が
掲
げ

て
い
る
資
質
は
公
民
的
資
質
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
文
部
省
は

高
校
の
社
会
科
を
「
解
体
」
し
た
の
で
は
な
く
、
「
再
編
成
」
し

た
の
だ
と
説
明
す
る
の
も
、
社
会
科
が
過
去
四
○
余
年
に
わ
た
り

掲
げ
て
き
た
根
本
目
標
、
公
民
的
資
質
の
育
成
を
「
地
理
歴
史
」

も
「
公
民
」
も
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

教
育
過
程
審
議
会
社
会
科
部
会
で
も
論
争
の
種
に
な
っ
た
の
は

「
公
民
的
資
質
」
と
い
う
言
葉
で
あ
り
、
歴
史
独
立
世
界
史
必
修

論
者
は
、
公
民
的
資
質
は
法
制
・
経
済
の
学
習
に
よ
っ
て
養
な
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
必
要
な
国
際
的
資
質
は
世
界
史
を
学
習

し
な
け
れ
ば
養
成
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
又
、
社
会
科
が
こ
れ

ま
で
育
成
し
て
き
た
公
民
的
資
質
は
そ
の
よ
う
な
狭
義
の
も
の
で

は
な
く
、
国
際
的
資
質
を
も
包
括
し
た
概
念
で
あ
る
と
述
べ
、
現

行
の
「
世
界
史
」
の
科
目
目
標
、
教
科
目
標
に
あ
る
公
民
的
資
質

に
は
国
際
的
資
質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
た
。

文
部
省
『
小
学
校
社
会
科
学
習
指
導
要
領
補
説
』
（
昭
和
二
三
、

九
、
一
五
か
ら
）
に
よ
る
と
「
社
会
科
の
目
標
」
、
「
社
会
科
の

主
要
目
標
を
一
言
で
い
え
ば
、
で
き
る
だ
け
り
っ
ぱ
な
公
民
的
資

質
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
う
少
し
具
体
的

に
い
う
と
、
児
童
た
ち
が
、
Ｈ
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
世
界
に

正
し
く
適
応
で
き
る
よ
う
に
、
口
そ
の
世
界
の
中
で
望
ま
し
い
人

間
関
係
を
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
臼
自
分
た
ち
が
属
し
て
い

る
共
同
社
会
を
進
歩
向
上
さ
せ
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
た
ち
に
そ
の
住
ん
で
い
る
世
界
を
理
解
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さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
理
解
に
達
す
る

こ
と
は
、
結
局
社
会
的
に
目
が
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
（
中
略
）
し
か
し
、
り
っ
ぱ
な
公
民
的
資
質
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
目
が
社
会
的
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
上
の

も
の
を
含
ん
で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ
の
ほ
か
に
、
人
々
の
幸
福

に
対
し
て
積
極
的
な
熱
意
を
も
ち
、
本
質
的
な
関
心
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
れ
は
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
不
正
に
対
し
て
積
極
的
に
反
発
す
る
心
で
す
。
人
間

性
及
び
民
主
主
義
を
信
頼
す
る
心
で
す
。
人
類
に
は
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
賢
明
な
協
力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
能
力
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
確
信
す
る
心
で
す
。
こ
の
よ
う
な
信
念
の
み
が
、

公
民
的
資
質
に
推
進
力
を
与
え
る
も
の
で
す
。
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
小
・
中
・
高
校
を
通
じ
て
社
会
科
が
達
成
す
べ
き
目
標
、
と
い

う
よ
り
も
日
本
国
民
の
す
べ
て
の
生
活
目
標
で
あ
り
、
こ
れ
が
公

民
的
資
質
で
あ
り
、
社
会
科
の
精
神
を
未
来
に
つ
な
げ
る
道
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
文
章
の
中
に
は
「
そ
れ
は
政
治
的
・
社

会
的
・
経
済
的
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
不
正
に
対
し
て
積
極
的
に
反
発

す
る
心
で
す
。
」
と
あ
る
が
、
学
校
教
育
法
第
四
二
条
（
高
等
学

校
教
育
の
目
標
）
の
第
三
項
に
は
、
「
社
会
に
つ
い
て
、
広
く
深

い
理
解
と
健
全
な
批
判
力
を
養
い
、
個
性
の
確
立
に
務
め
る
こ

と
。
」
と
明
示
し
て
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
高
校
教
育
の
一
環
を

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
（
渡
辺
）

担
う
「
地
理
歴
史
科
」
「
公
民
科
」
も
又
将
来
健
全
な
批
判
力
を

養
う
こ
と
に
努
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

◇

今
回
の
高
校
社
会
科
再
編
成
の
中
で
議
論
に
な
っ
た
こ
と
の
一

つ
は
社
会
科
と
社
会
諸
科
学
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
文

部
省
の
考
え
は
、
文
部
省
『
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
社

会
科
編
Ｉ
』
（
昭
和
二
六
年
）
「
社
会
科
と
社
会
科
学
」
に
よ
る

と
、
「
社
会
科
の
性
格
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
社

会
科
と
社
会
科
学
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
最
も
近
道
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
い
う
社
会
科
学
と
は
、
歴
史
学
・
人
文
地
理
学
・
政

治
学
・
経
済
学
・
社
会
学
な
ど
の
よ
う
に
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
系
統
立
て
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
科
学

の
総
称
で
あ
る
。
（
中
略
）
社
会
科
も
ま
た
、
人
間
関
係
を
そ
の

お
も
な
学
習
内
容
と
す
る
教
科
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
科
と

社
会
科
学
と
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
社
会
科
学
の
発
達

を
そ
の
背
景
と
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
社
会
科
は
成
立
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
（
中
略
）
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
社
会

科
の
教
師
は
、
社
会
科
と
社
会
科
学
の
相
違
を
よ
く
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
社
会
科
学
と
社
会
科
と
の
最
も
大
き
な

違
い
は
、
一
方
は
純
然
た
る
科
学
で
あ
り
、
一
方
は
学
校
教
育
の

一
つ
の
教
科
で
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
科
は
お
も
に
社
会
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新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
（
渡
辺
）

科
学
の
取
り
扱
う
分
野
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
学
問
的
立
場
か
ら
で

は
な
く
、
現
代
の
学
校
教
育
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
つ
の
教
科
と

し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
又
、
文
部
省
『
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
社
会
科
編
昭
和
三
一
年
度
改
訂
版
』
（
昭
和
三
○
、

一
二
、
二
六
）
に
は
、
「
高
等
学
校
で
は
、
生
徒
は
理
論
的
に
考

え
て
い
く
段
階
に
達
す
る
の
で
、
社
会
諸
科
学
の
考
え
方
や
知
識

を
中
学
校
に
お
け
る
学
習
以
上
に
系
統
的
に
深
く
身
に
つ
け
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
（
中
略
）
社
会
諸
科
学
の
系
統
的
な
知
識
も
、

現
代
社
会
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
生
き
生
き
と
し
た
も
の
と
し

て
理
解
し
、
単
な
る
知
識
と
し
て
終
わ
る
の
で
な
く
、
深
く
生
徒

の
内
面
的
な
心
的
活
動
に
ま
で
結
び
付
け
ら
れ
て
、
実
際
の
生
活

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
文
部
省
は
地
理
学
や
歴

史
学
な
ど
を
含
め
て
社
会
科
学
ま
た
は
社
会
諸
科
学
と
呼
び
、
ま

た
、
教
科
と
科
学
と
の
相
違
を
明
確
に
し
て
き
た
。
更
に
、
社
会

科
で
は
目
標
・
内
容
と
と
も
に
方
法
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
今
回
の
高
校
社
会
科
の
改
訂
で
「
現
代
社
会
」
が
選
択
科
目

に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
中
学
校
社

会
科
の
公
民
的
分
野
と
重
複
し
て
い
る
部
分
が
多
い
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
現
代
社
会
」
の
目
標
の
一
つ
は
、
中
学
校

ま
で
の
社
会
科
が
身
に
つ
け
た
知
識
を
活
用
し
て
、
現
代
社
会
の

以
上
、
高
校
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
を
概
観
し
、
今
回

の
高
校
社
会
科
再
編
成
に
つ
い
て
の
一
端
に
ふ
れ
て
み
た
が
、
戦

後
の
教
育
改
革
の
中
で
誕
生
し
、
戦
後
の
民
主
教
育
の
中
心
的
位

置
を
占
め
て
い
た
社
会
科
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
日
本
の
教
育
に

と
っ
て
大
き
な
転
機
を
意
味
す
る
。
私
と
当
身
延
山
高
等
学
校
に

お
け
る
社
会
科
と
の
同
行
は
三
○
余
年
に
及
ぶ
。
今
年
度
（
平
成

五
年
度
）
で
消
滅
す
る
高
校
社
会
科
を
支
え
て
き
た
「
社
会
科
の

精
神
」
を
、
当
校
に
お
け
る
「
教
育
課
程
」
の
編
成
の
上
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

ブ
（
》
０

諸
問
題
を
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
調
べ
て
み
よ
う
、
考
え
て
み
よ

う
と
い
う
能
力
の
育
成
に
あ
っ
た
。

社
会
科
が
発
足
し
た
当
時
盛
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
グ
ル
ー

プ
学
習
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
討
議
学
習
）
で
あ
っ
た
。
大
学

受
験
の
た
め
か
、
特
に
高
校
で
は
そ
う
し
た
授
業
風
景
が
な
く
な
っ

た
。
国
際
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
意
見
を
理
解
し
、

自
分
の
意
見
を
相
手
に
正
し
く
伝
え
る
能
力
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
教
科
に
関
す
る
考
え
方
は
将
来
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。
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こ
の
二
書
は
江
戸
の
歳
時
を
知
る
も
の
と
し
て
史
料
的
価
値
は
高
く
、
先
学
に
よ
っ
て
紹
介
・
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
日

蓮
宗
と
い
う
教
団
の
中
で
年
中
行
事
を
捉
え
、
そ
の
宗
派
性
を
確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
『
東
都
歳
時
記
』
を
素
材
に
、
江
戸
後
期
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
史
料
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
し
て
、
次
回
で
江
戸
の
年
中
行
事
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
同
書
は
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
本
で
翻
刻
さ
れ
、
朝
倉
治
彦
氏
の
校
注
に
よ
っ
て
三
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
。
史
料
に
は
日
蓮
宗

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

↑
の
ヱ
》
。

近
世
の
江
戸
に
お
け
る
年
中
行
事
は
町
名
主
斉
藤
月
岑
が
記
し
た
『
東
都
歳
時
記
』
に
そ
の
実
態
が
詳
細
に
描
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

庶
民
は
寺
院
の
縁
日
に
参
詣
し
、
神
仏
の
ご
利
益
を
頂
戴
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
江
戸
町
人
の
信
仰
習
俗
が
記
さ
れ
、
殊
に
日
蓮
宗
の
年

中
行
事
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
同
書
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
五
冊
本
で
刊
行
さ
れ
、
挿
絵
・
詞
書
か
ら
な

り
、
江
戸
の
人
々
に
宣
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
著
に
よ
る
『
武
江
年
表
』
は
江
戸
時
代
の
諸
行
事
を
編
年
的
に
書
き
記
し
た
も
の
で

八
史
料
紹
介
Ｖ

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）

ｌ
『
東
都
歳
時
記
』
に
み
ら
れ
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に
Ｉ

望
月
真
澄
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

と
い
う
宗
派
名
の
記
載
は
な
い
が
、
多
く
は
、
法
華
宗
と
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
現
在
の
宗
教
法
人
日
蓮
宗
の
み
な
ら
ず
日
蓮
聖
人

門
下
連
合
を
含
む
広
義
の
法
華
宗
寺
院
の
行
事
と
各
宗
派
に
わ
た
る
行
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
史
料
に
出
て
く
る
所
在
地
か
ら
現
在
ま
で

の
間
に
何
度
か
移
転
し
て
い
る
寺
院
も
多
く
、
こ
こ
で
確
認
し
て
み
た
い
。

（
凡
例
並
覚
書
）

一
、
底
本
は
、
四
巻
五
冊
、
須
原
屋
茂
兵
衛
、
同
伊
八
刊
。
雪
旦
挿
絵
、
雪
堤
補
画
で
あ
る
が
、
校
合
本
に
は
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
東
都

歳
時
記
』
１
．
２
．
３
、
朝
倉
治
彦
校
注
か
ら
抽
出
し
た
。
よ
っ
て
、
凡
例
は
東
洋
文
庫
本
に
準
拠
し
て
い
る
。

一
、
項
目
の
抜
書
の
た
め
前
後
の
続
き
が
不
明
に
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
者
が
か
っ
こ
で
註
し
、
補
っ
た
。

一
、
原
文
の
ひ
ら
が
な
の
部
分
で
、
漢
字
に
直
せ
る
箇
所
は
本
文
右
に
か
っ
こ
内
で
示
し
た
。

一
、
脚
注
を
施
し
た
部
分
は
、
該
当
箇
所
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
箇
所
に
＊
を
付
し
た
。

一
、
脚
注
は
寺
院
の
現
在
の
住
居
表
示
を
示
し
、
史
料
に
登
場
し
て
く
る
地
名
と
現
在
地
が
異
な
る
場
合
は
、
当
時
の
所
在
地
↓
現
在
地

一
、
寺
院
名
や
記
載
が
省
略
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
脚
注
（
註
）
で
補
っ
た
。

と
い
う
形
で
示
し
た
。

史
料
紹
介
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年
間
仏
教
行
事
日
蓮
宗
関
係

月
日
内
容

正
月
一
日
・
本
所
押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳
千
巻
普
賢
品
執
行
櫛
中
祈
祷
あ
り
。

●

正
月
十
六
日
。
《
鴎
祷
恩
寺
中
大
教
院
閻
魔
参
。

・
雑
司
ケ
谷
玄
瀧
院
法
明
寺
中
閻
魔
参
。

卓

・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
祭
礼
中
古
ま
で
は
、
今
日
奉
射
祭
と
て
、
厳
重
の
式
あ

り
し
が
、
近
年
此
事
絶
て
な
し
。
今
は
法
華
経
を
読
調
す
る
ば
か
り
也
。
今
日

本
尊
更
衣
あ
り
。

＊

正
月
十
七
日
・
谷
中
妙
福
寺
日
親
像
開
帳
正
五
九
な
り
。

の

正
月
十
八
日
・
本
所
出
村
本
仏
寺
正
五
九
内
拝
あ
り
。

申

・
四
谷
南
寺
町
戒
行
寺
鬼
子
母
神
開
帳
正
五
九
の
十
八
・
二
十
八
日
な
り
。

正
月
十
九
日
・
浅
鳶
腫
崎
感
幸
龍
寺
鎮
守
柏
原
明
神
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
正
月
、
九
月
も
あ

ｈ
ソ
◎

・
橘
規
長
漉
寺
七
面
宮
祭
。

正
月
一
干
二
日
・
鴎
》
七
軒
寺
町
法
養
寺
熊
谷
稲
荷
開
帳
千
巻
棒
塊
苧

心

●

（
穏
荷
）

・
谷
中
大
円
寺
瘡
守
い
な
り
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
説
法
等
あ
り
。

ｃ

・
深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
台
東
区
今
戸

＊
浅
草
↓
大
田
区
池
上

＊
台
東
区
谷
中

＊
深
川
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
台
東
区
谷
中

＊
本
所
↓
世
田
谷
区
梅
里

＊
新
宿
区
須
賀
町

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
墨
田
区
業
平

＊
墨
田
区
太
平

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
豊
島
区
南
池
袋

註
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

申

正
月
二
十
四
日
・
雑
司
ヶ
谷
宝
城
寺
千
巻
陀
羅
尼
修
行
説
法
。

申

正
月
二
十
八
日
・
荻
新
田
砂
村
邊
上
妙
寺
鬼
子
母
神
祭
開
帳
。

牢

二
月
十
二
日
・
牛
込
幸
国
寺
千
部
二
十
一
日
迄
修
行
九
日
説
法
、
十
六
日
誕
生
会
、
こ
の
日

本
尊
祖
師
御
更
衣
、
放
生
会
、
音
楽
、
兒
供
養
そ
の
外
執
事
あ
り
。
二
十
二
日

に
は
施
餓
鬼
あ
り
。

ｃ

二
月
二
十
八
日
・
品
川
南
番
場
本
光
寺
開
山
日
什
上
人
の
忌
な
り
。

●

三
月
九
日
・
下
総
国
中
山
法
華
経
寺
千
部
十
八
日
迄
修
行
此
間
音
楽
等
あ
り
。

三
月
二
十
八
日
・
此
頃
よ
り
夏
に
至
て
諸
州
の
寺
院
、
霊
仏
霊
神
並
什
物
等
を
東
都
に
出
し
、
寺

院
の
境
内
に
於
て
開
帳
あ
り
日
数
は
六
十
日
を
限
と
す
。

．
法
蝉
薇
寺
院
多
く
は
、
浅
草
長
遠
寺
、
幸
龍
寺
、
深
川
浄
心
寺
、
本
所
法
恩

江
戸
よ
り
参
詣
多
し
行
程
日
本
橋
よ
り
四
里
余
あ
り
。

●

・
深
川
浄
心
寺
法
華
経
千
部
十
八
日
迄
修
行
。

＊

三
月
十
三
日
・
下
谷
宗
延
寺
法
華
経
千
部
二
十
二
日
迄
修
行
こ
の
間
開
帳
。
二
十
三
日
音

楽
兒
供
養
、
放
生
会
あ
り
。

●

（
島
）

・
品
川
南
番
場
海
徳
寺
淡
し
ま
祭
祭
礼
九
月
二
十
三
日
。

ｃ

三
月
十
九
日
・
池
上
本
門
寺
法
華
経
千
部
二
十
八
日
迄
修
行
、
こ
の
間
開
帳
音
楽
あ
り
。
遠

近
の
縄
素
群
集
す
。

＊
台
東
区
元
浅
草
、
浅
草
↓
世
田
谷
区

＊
大
田
区
池
上

＊
品
川
区
南
品
川

＊
下
谷
↓
杉
並
区
堀
ノ
内

＊
江
東
区
平
野

＊
千
葉
県
市
川
市
中
山

＊
品
川
区
南
品
川

＊
新
宿
区
原
町

＊
江
東
区
東
砂

＊
豊
島
区
南
池
袋

(I")



串

寺
等
に
て
開
帳
あ
り
。
其
余
同
宗
の
寺
院
な
ら
で
は
開
帳
な
し
。
同
宗
開
帳
の

、

場
所
は
何
国
に
限
ら
ず
、
芝
金
杉
正
伝
寺
へ
至
り
、
蓮
台
へ
移
し
て
、
夫
よ
り

通
り
町
を
経
て
、
開
帳
の
寺
院
へ
到
着
す
る
事
近
来
の
な
ら
は
し
な
り
。

心

四
月
六
日
・
東
葛
西
柴
又
村
帝
釈
天
祭
礼
別
当
題
経
寺
。
今
日
板
本
尊
開
帳
、
千
巻
陀
羅

尼
修
行
。
音
楽
兒
供
養
あ
り
。
江
戸
よ
り
参
詣
多
し
。

四
月
八
日
・
灌
物
会
諸
宗
寺
院
勤
行
あ
り
。
本
堂
又
は
境
内
に
花
の
堂
を
儲
け
、
銅
像
の

釈
迦
仏
を
安
じ
、
参
詣
の
諸
人
に
柄
杓
を
以
て
香
水
を
仏
頂
に
澆
奉
る
。
在
家

に
も
新
茶
を
煮
て
仏
に
供
し
、
卯
の
花
を
さ
さ
げ
、
又
戸
外
に
卯
の
花
を
挿
な

り
。
今
日
仏
に
供
す
る
所
の
餅
を
号
し
て
、
い
た
だ
き
又
花
く
そ
と
い
ふ
。

『
年
中
行
事
大
成
』
に
、
花
供
御
の
誤
に
や
と
い
へ
り
。
但
し
、
京
師
に
は
、

浬
藥
会
の
団
子
を
さ
し
て
し
か
い
ふ
と
ぞ
。

●

・
浅
草
幸
龍
寺
法
華
経
千
部
十
七
日
ま
で
修
行
。

隼

・
大
塚
本
伝
寺
法
華
経
千
部
十
四
日
迄
修
行
。

。
高
田
本
松
寺
願
満
祖
師
百
部
経
十
七
日
迄
修
行
。

●

・
青
山
仙
寿
院
萬
巻
陀
羅
尼
十
八
日
迄
修
行
十
八
日
に
は
祖
師
開
帳
あ
り
。

車

・
本
所
本
仏
寺
鬼
子
母
神
八
日
よ
り
十
八
日
迄
萬
巻
陀
羅
尼
、
八
日
・
十
二
日
・

十
八
日
内
拝
あ
り
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
文
京
区
大
塚

＊
新
宿
区
喜
久
井
町

＊
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷

＊
本
所
↓
杉
並
区
梅
里

北
烏
山
、
江
東
区
平
野
、
墨
田
区
太

平
＊
港
区
芝

＊
葛
飾
区
柴
又
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

●

・
雑
司
ケ
谷
鬼
子
母
神
更
衣
。

車

（
陀
■
尼
）

四
月
九
日
・
日
暮
里
修
性
院
三
十
番
神
祭
千
巻
だ
ら
に
兒
供
養
あ
り
。

色

四
月
十
二
日
・
本
所
表
町
本
久
寺
祖
師
衣
替
。

Ｇ

四
月
二
十
七
日
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
常
経
講
中
の
為
に
一
年
一
度
の
内
拝
あ
り
。

●

五
月
一
日
・
押
上
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
開
帳
千
巻
普
賢
品
執
行
、
正
月
の
如
し
。

・
柳
島
卿
見
蔀
開
帳
。

●

・
浅
草
本
法
寺
萬
巻
陀
羅
尼
。
二
十
二
日
ま
で
修
行
。

●

五
月
五
日
・
池
上
本
門
寺
祖
師
更
衣
。

申

五
月
十
一
日
・
麻
布
桜
田
町
妙
善
寺
摩
利
支
天
祭
十
七
日
迄
。

●

五
月
十
三
日
・
堀
之
内
妙
法
寺
祖
師
開
帳
。

・
浅
草
鹸
蕊
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳
。

●

・
雑
司
ケ
谷
寶
城
寺
祖
師
内
拝
そ
の
外
法
華
寺
院
祖
師
開
帳
あ
り
。

●

・
蛍
沢
宗
林
寺
船
守
祖
師
会
式
修
行
。

。

（
樫
）

五
月
十
五
日
・
山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
ち
や
う
千
巻
陀
羅
尼
。

・
柳
島
妙
見
蔀
開
帳
。

●

・
新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
内
拝
千
巻
陀
羅
尼
。

●

・
白
金
妙
圓
寺
妙
見
宮
星
祭
。

＊
港
区
白
金
台

＊
台
東
区
吉
野
町

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
台
東
区
東
浅
草

＊
台
東
区
谷
中

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
杉
並
区
堀
ノ
内

＊
港
区
西
麻
布

＊
大
田
区
池
上

＊
台
東
区
寿

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
墨
田
区
業
平

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
墨
田
区
東
駒
形

＊
荒
川
区
西
日
暮
里

＊
豊
島
区
南
池
袋
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申

五
月
十
七
日
・
谷
中
妙
福
寺
日
親
上
人
像
開
帳
。

牢

五
月
十
八
日
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
千
部
二
十
八
日
ま
で
修
行
。
今
日
萬
巻
陀
羅
尼
修
行

あ
り
。

車

・
小
柄
原
日
慶
寺
鬼
子
母
神
祭
十
七
日
よ
り
十
九
日
ま
で
修
行
。
内
拝
あ
り
。

●

・
本
所
出
村
本
仏
寺
鬼
子
母
神
内
拝
。

●

・
本
所
荻
新
田
小
奈
木
川
通
上
妙
寺
鬼
子
母
神
開
帳
。

●

五
月
十
九
日
・
本
所
押
上
最
教
寺
七
面
祭
。

・
高
田
亮
朝
院
七
面
宮
開
帳
千
巻
娩
躯
苧

●

●

・
浅
草
幸
龍
寺
柏
原
明
神
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
。

●

五
月
二
十
二
日
・
谷
中
大
円
寺
瘡
守
稲
荷
社
千
巻
陀
羅
尼
な
ら
び
に
説
法
内
拝
あ
り
。

・
浅
草
七
軒
璋
朕
町
法
養
寺
熊
谷
稲
荷
祭
。

・
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
開
帳
千
巻
蝉
龍
棒
。

申

五
月
一
千
四
日
・
本
所
押
上
普
賢
菩
瀧
開
帳
十
部
経
修
行
祭
礼
。

●

・
雑
司
ヶ
谷
寶
城
寺
千
巻
陀
羅
尼
説
法
。

五
月
二
十
八
日
・
入
谷
喜
宝
朧
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼
。

六
月
一
日
・
本
所
柳
唾
諄
妙
見
甑
開
帳
。

●

六
月
三
日
・
本
所
法
恩
寺
法
華
経
千
部
十
二
日
迄
修
行
開
山
日
住
上
人
在
職
の
頃
よ
り

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
荒
川
区
南
千
住

＊
本
所
↓
世
田
谷
区
梅
里

＊
江
東
区
東
砂

＊
本
所
↓
八
王
子
市
宮
下
町

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
台
東
区
谷
中

＊
浅
草
↓
大
田
区
池
上

＊
深
川
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
春
慶
寺

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
下
谷
（
註
）
喜
宝
院
↓
真
源
寺

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
墨
田
区
太
平

＊
台
東
区
谷
中

＊
豊
島
区
南
池
袋
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

引
続
て
修
行
す
と
い
ふ
。
開
山
は
暦
応
中
の
人
な
り
。

六
月
六
日
・
浅
鳶
峰
蕊
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳
開
運
の
守
札
出
る
。

ｅ

六
月
十
五
日
・
柳
島
妙
見
宮
開
帳
別
当
法
性
寺
。

＊

・
雑
司
ケ
谷
鬼
子
母
神
草
薙
の
神
事
近
辺
の
農
夫
集
ま
り
て
、
社
辺
の
草
を
苅

り
払
ふ
の
行
事
な
り
。
近
年
此
事
な
し
。

＊

・
白
山
権
現
裏
門
通
り
妙
傳
寺
妙
見
宮
開
帳
。

ジ
ュ
モ
ク
ダ
ニ
申

六
月
二
十
四
日
・
白
金
樹
木
谷
覚
林
寺
清
正
公
社
祭
礼
開
帳
。

・
浅
草
幸
龍
寺
清
正
公
祭
り
開
帳
千
巻
職
躯
呼

●

ｃ

六
月
二
十
六
日
・
品
川
妙
国
寺
開
山
忌
天
目
上
人
の
忌
な
り
。

●

六
月
二
十
七
日
・
南
品
川
諏
訪
社
祭
礼
別
当
妙
国
寺
中
真
了
院
。

、

六
月
二
十
八
日
・
品
川
妙
国
寺
虫
払
古
文
書
其
外
諸
什
器
を
拝
せ
し
む
。

●

七
月
一
日
・
中
延
八
幡
宮
霊
寶
虫
払
並
説
法
別
当
法
蓮
寺
。

七
月
二
日
・
煤
払
・
虫
払
今
日
よ
り
十
三
日
ま
で
の
間
晴
天
を
撰
び
、
屋
中
の
煤
を
払
ひ
、

又
蔵
書
衣
類
器
物
等
の
虫
払
を
な
す
。
商
家
に
は
家
の
前
に
幕
を
張
り
て
商
ひ

も
の
を
さ
ら
す
。
寺
院
の
交
割
、
神
社
の
霊
寶
、
曝
涼
は
日
限
大
か
た
定
り
有

て
、
内
拝
を
ゆ
る
す
。

●

七
月
七
日
・
池
上
本
門
寺
什
寶
虫
払
日
蓮
聖
人
筆
注
法
華
経
、
同
筆
遺
物
目
録
、
同
真
筆

＊
大
田
区
池
上

＊
文
京
区
原
町

＊
港
区
白
金
台

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
品
川
区
南
品
川

＊
品
川
区
南
品
川

＊
品
川
区
南
品
川

＊
品
川
区
旗
の
台

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
墨
田
区
業
平

＊
豊
島
区
南
池
袋
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息
、
貞
宗
太
刀
其
余
種
々
の
霊
寶
あ
り
て
拝
を
ゆ
る
す
。

・
中
山
法
華
経
寺
什
寶
虫
払
宗
祖
箆
人
筆
曼
茶
羅
並
消
息
上
人
の
持
物
、
其
外

写

諸
什
器
を
拝
せ
し
む
。
江
戸
よ
り
詣
人
津
嘩
し
。

車

・
真
間
弘
法
寺
什
寶
（
虫
払
）
・

＊

・
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
什
寶
虫
払
。

中

七
月
十
五
日
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
更
衣
今
夜
よ
り
、
同
所
法
明
寺
、
相
撲
十
八
日
迄
堅
晒

七
月
十
六
日
・
閻
魔
参
閻
魔
の
斎
日
と
云
。
参
詣
の
場
所
、
正
月
十
六
日
の
く
だ
り
に
記
す

る
如
し
。

・
今
日
よ
り
一
干
二
日
迄
、
本
所
押
上
最
教
寺
、
虫
払
に
て
日
蓮
箆
人
筆
旗
曼
茶

本

羅
を
拝
せ
し
む
。
弘
安
四
年
辛
巳
五
月
、
鎌
倉
将
軍
惟
康
親
王
曼
茶
羅
の
威
徳

に
よ
り
て
、
蒙
古
の
夷
賊
退
治
あ
り
し
処
な
り
。
境
内
七
面
堂
に
て
掛
て
拝
せ

し
む
。申

・
小
梅
常
泉
寺
虫
払
祖
師
真
筆
の
題
目
等
を
拝
せ
し
む
。

Ｃ

七
月
十
八
日
・
堀
之
内
妙
法
寺
法
華
経
千
部
二
十
七
日
迄
修
行
こ
の
間
遠
近
の
老
少
日
毎
に

歩
を
運
ぶ
。

●

七
月
二
十
五
日
・
浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
祭
。

申

七
月
二
十
八
日
・
高
田
亮
朝
院
七
面
宮
施
餓
鬼
修
行
百
味
供
養
あ
り
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
台
東
区
寿

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
墨
田
区
向
島

＊
杉
並
区
堀
ノ
内

＊
押
上
↓
八
王
子
市
宮
下
町

＊
千
葉
県
市
川
市
真
間

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
千
葉
県
市
川
市
中
山
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

申

八
月
一
日
・
雑
司
ケ
谷
鬼
子
母
神
境
内
鷺
明
神
祭
礼
庖
瘡
の
守
護
神
な
り
。

●

八
月
四
日
・
今
日
大
川
中
州
の
辺
に
於
て
、
相
州
鎌
倉
松
葉
ヶ
谷
妙
法
寺
川
施
餓
鬼
を
修
行

す
。
一
宗
の
門
徒
船
に
て
多
く
出
る
。

八
月
六
日
・
中
延
（
幡
蔀
菖
巻
陀
羅
尼
並
説
法
十
五
日
迄
修
行
。

九
月
一
日
・
本
所
柳
島
妙
見
甑
開
帳
。

・
押
上
普
賢
菩
職
開
帳
千
巻
普
賢
品
修
行
。

九
月
九
日
・
真
間
下
総
弘
法
寺
法
植
経
千
部
十
八
日
ま
で
修
行
。

申

九
月
十
二
日
・
日
蓮
箆
人
御
難
の
餅
文
永
八
年
九
月
十
一
百
也
人
相
州
龍
の
口
に
し
て
難申

を
避
た
ま
ひ
し
日
な
り
。
宗
門
の
徒
胡
麻
の
餅
を
供
す
。
昨
日
今
日
相
州
片
瀬

龍
口
寺
へ
江
戸
並
近
在
よ
り
詣
す
る
者
多
し
。

の

・
牛
込
横
寺
町
圓
福
寺
御
難
会
夜
に
入
る
。
そ
の
外
諸
寺
院
行
ふ
。

申

九
月
十
三
日
・
堀
之
内
妙
法
寺
祖
師
開
帳
。

。
浅
草
塗
鐸
店
長
遠
寺
祖
師
開
帳
Ｃ

Ｄ

・
雑
司
ヶ
谷
寶
城
寺
祖
師
内
拝
。

＊

・
高
田
本
松
寺
願
満
祖
師
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

九
月
十
五
日
・
柳
島
妙
見
甑
開
帳
。

申

・
新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
内
拝
。

＊
新
宿
区
横
寺
町

＊
杉
並
区
堀
ノ
内

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
新
宿
区
喜
久
井
町

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
台
東
区
吉
野
町

＊
神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬

＊
品
川
区
荏
原
（
註
）
別
当
法
蓮
寺

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
春
慶
寺

＊
千
葉
県
市
川
市
真
間

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
神
奈
川
県
鎌
倉
市
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・
白
金
妙
見
醗
星
祭
。

●

・
山
谷
正
法
寺
毘
沙
門
祭
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

●

九
月
十
七
日
・
谷
中
妙
福
寺
日
親
上
人
像
開
帳
。

＊

九
月
十
八
日
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
萬
巻
陀
羅
尼
修
行
。

・
本
所
出
輯
暁
本
佛
寺
鬼
子
母
神
内
拝
昨
日
今
日
当
寺
日
蓮
蝿
人
会
式
修
行
。

申

・
荻
新
田
小
奈
木
川
上
妙
寺
鬼
子
母
神
祭
開
帳
。

九
月
十
九
日
・
浅
草
輔
繩
賎
幸
龍
寺
柏
原
明
神
祭
開
帳
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

・
七
面
宮
祭
礼
。

●

・
押
上
最
教
寺
（
開
帳
）
。

。

・
深
川
浄
心
寺
（
七
面
宮
）
開
帳
。

●

・
高
田
亮
朝
院
（
七
面
宮
）
千
巻
陀
羅
尼
、
開
帳
。

牢

・
日
暮
里
延
命
院
（
七
面
宮
）
十
八
日
の
夜
、
千
巻
陀
羅
尼
通
夜
説
法
あ
り
。

申

・
大
窪
法
善
寺
（
七
面
宮
）
本
尊
開
扉
、
十
三
日
よ
り
今
日
ま
で
調
経
説
法
等
あ

り
参
詣
多
し
。

・
芝
金
杉
圓
珠
寺
（
七
面
宮
）
千
巻
均
龍
睦
修
行
。

申

九
月
二
十
一
日
・
谷
中
三
崎
妙
圓
寺
会
式
千
巻
灌
塊
睦
。

ｃ

●

九
月
二
十
二
日
・
深
川
猿
江
妙
寿
寺
稲
荷
祭
礼
千
巻
陀
羅
尼
修
行
開
帳
あ
り
。
神
与
を
社
前

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
港
区
芝

＊
台
東
区
谷
中

＊
深
川
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
押
上
↓
八
王
子
市
宮
下
町

＊
江
東
区
平
野

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
荒
川
区
西
日
暮
里

＊
新
宿
区
新
宿

＊
港
区
白
金
台
（
註
）
妙
図
寺

＊
台
東
区
東
浅
草

＊
台
東
区
谷
中

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
本
所
↓
杉
並
区
梅
里

＊
江
東
区
東
砂

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
烏
山
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

に
出
す
。

●

・
谷
中
大
圓
寺
瘡
守
稲
荷
内
拝
千
巻
陀
羅
尼
修
行
並
説
法
あ
り
。

●

・
今
日
よ
り
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
浅
草
八
軒
寺
町
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
社
よ
り
切

手
を
出
し
、
十
二
月
一
日
よ
り
守
札
を
出
す
。
門
戸
柱
等
に
張
お
く
と
き
は
、

火
災
盗
難
を
昨
る
と
い
ふ
。
今
日
千
巻
陀
羅
尼
あ
り
。

串

・
浅
草
七
軒
寺
町
法
養
寺
熊
谷
稲
荷
祭
正
月
五
月
の
如
し
。

九
月
二
十
四
日
・
押
上
普
賢
菩
薩
開
帳
十
部
経
執
事
祭
礼
。

●

・
雑
司
ケ
谷
寶
城
寺
千
巻
陀
羅
尼
並
説
法
。

申

九
月
二
十
七
日
・
今
明
日
目
黒
正
覚
寺
鬼
子
母
神
祭
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

申

・
南
品
川
妙
国
寺
仁
王
尊
祭
礼
今
明
日
執
行
。
千
巻
陀
羅
尼
音
楽
兒
供
養

あ
り
。

九
月
二
十
八
日
・
入
往
喜
寶
朧
鬼
子
母
神
千
巻
陀
羅
尼
。

十
月
一
日
・
初
旬
よ
り
会
式
の
造
り
花
街
を
商
ふ
。

申

（
並
）

十
月
六
日
・
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
会
式
の
花
市
今
日
な
ら
ひ
に
七
日
八
日
に
市
立
つ
。

菊
鶏
頭
き
り
つ
く
し
け
り
御
命
講
は
せ
を

十
月
七
日
・
浅
草
些
蕊
店
長
遠
寺
会
式
六
日
よ
り
修
行
、
両
日
祖
師
開
帳
。

心

・
本
所
表
町
本
久
寺
会
式
今
明
日
。

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
墨
田
区
東
駒
形

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
下
谷
（
註
）
喜
宝
院
↓
真
源
寺

＊
浅
草
↓
大
田
区
池
上

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
春
慶
寺

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
目
黒
区
中
目
黒

＊
品
川
区
南
品
川

＊
台
東
区
谷
中

＊
台
東
区
寿
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卓

・
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
会
式
経
揃
。

十
月
八
日
・
法
華
宗
寺
院
御
影
供
法
錘
報
恩
会
又
会
式
と
い
ふ
、
当
月
十
三
日
は
宗
祖
日

蓮
埋
人
の
忌
日
な
る
に
よ
り
て
、
法
会
を
儲
る
所
な
り
。
今
日
よ
り
十
三
日
ま

で
修
行
あ
り
。
俗
に
御
命
講
と
い
ふ
は
、
御
影
供
の
転
誰
せ
る
な
り
。
白
梅
園

鷺
水
が
編
の
『
誹
譜
新
式
』
に
み
え
い
か
う
と
い
ふ
く
き
を
、
春
の
弘
法
大
師

の
忌
を
御
影
供
と
い
へ
ば
紛
る
畠
ゆ
え
、
ミ
エ
の
反
〆
な
れ
ば
め
い
か
う
と
い

ふ
な
る
べ
し
、
そ
れ
を
俗
に
あ
や
ま
り
御
の
字
を
さ
へ
そ
へ
て
、
お
め
い
か
う

と
い
ふ
。
お
め
は
重
言
な
り
。
み
あ
か
し
を
お
み
あ
か
し
と
い
ふ
た
ぐ
ひ
な
り

と
い
へ
り
。

・
法
会
の
間
一
宗
の
寺
院
仏
壇
を
か
が
や
か
し
、
造
花
を
挿
し
荘
厳
目
を
驚
か
し

む
。
参
詣
の
輩
は
月
末
迄
出
る
。
在
家
に
も
宗
門
の
徒
は
会
式
と
称
し
て
、
祖

師
に
供
養
し
、
客
を
迎
ふ
。
担
帥
に
供
す
る
所
の
五
彩
に
色
ど
り
た
る
を
餅
を

こ
ま
く
ら
餅
と
い
ふ
、
こ
ま
く
ら
餅
は
鎌
倉
餅
の
謬
誤
な
り
。
縁
起
あ
れ
ど
も

繁
け
れ
ば
略
す
。

餅
染
て
こ
れ
ぞ
信
あ
り
御
命
講
尚
白

血

・
雑
司
か
谷
法
明
寺
法
会
中
開
帳
あ
り
。
音
楽
透
供
養
等
法
会
厳
重
な
り
。
十

二
日
の
こ
ろ
よ
り
支
院
飾
り
物
あ
り
。
大
行
院
を
首
と
す
。
年
ご
と
に
種
々
の

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
豊
島
区
南
池
袋

（
註
）
堀
の
内
妙
法
寺
会
式

雑
司
谷
法
明
寺
会
式
詣

谷
中
嶺
玄
寺
会
式
桜
の
挿
絵
あ

り
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

機
巧
を
な
す
。
何
れ
も
宗
祖
御
一
代
の
記
に
よ
り
て
其
さ
ま
を
造
り
な
せ
り
。

境
内
見
世
も
の
か
る
わ
ざ
等
出
て
、
二
十
三
日
迄
諸
人
参
詣
群
衆
し
繁
昌
大
か

た
な
ら
ず
鬼
子
母
神
の
境
内
に
は
、
茶
店
柏
戸
櫓
を
つ
ら
ね
、
行
客
を
停
て
酔

を
す
す
む
。
川
口
屋
の
飴
蕎
麦
細
工
の
角
兵
衛
獅
子
風
車
等
を
土
産
と
す
。
寺

中
其
外
飾
り
物
を
な
す
寺
院
は
、
観
乗
院
玄
浄
院
蓮
光
院
真
浄
院
知

足
院
以
上
支
臓
也
清
立
院
宝
城
寺
十
八
日
会
式
に
も
、
会
式
修
行

御
物
あ
り
。

。
今
恥
剛
流
瀞
子
母
神
更
衣
あ
り
。

車

・
堀
の
内
妙
法
寺
当
月
中
参
詣
麻
の
如
く
、
宝
前
供
物
等
山
の
如
し
。
会
式
中

開
帳
あ
り
。
法
会
の
次
第
左
の
如
し
。

八
日
寿
量
品
若
干
九
日
妙
経
一
よ
り
四
迄
十
日
読
調
五
よ
り
八
迄

十
一
日
貝
葉
転
一
よ
り
四
迄
十
二
日
畢
金
典
五
よ
り
六
迄
日
中
三
礼

出
楽
五
常
楽
法
味
如
寿
量
呪
讃
双
鉢
伽
陀
惣
礼
音
楽
羅
陵

王
真
読
久
遠
偶
散
華
開
経
偶
法
華
八
講
論
儀
讃
歎
経
祈
祷

陀
羅
尼
品
玄
題
圓
頓
章
還
楽
酒
胡
子
十
三
日
妙
典
七
よ
り
八
迄

正
午
三
宝
礼
出
楽
武
徳
楽
読
経
本
迩
枢
要
梵
唄
銅
抜
訓
読

宝
塔
偶
対
揚
惣
拝
音
楽
賀
殿
献
香
花
兒
童
訓
読
神
力
品
祈

（
註
）
支
院
・
清
立
院
・
宝
城
寺
の
現

住
所
は
豊
島
区
南
池
袋

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
杉
並
区
堀
ノ
内
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祷
惣
持
口
聖
恒
干
普
賢
呪
玄
題
回
頓
章
還
楽
太
平
楽
以
上
。

＄

十
月
十
日
・
池
上
本
門
寺
会
式
今
日
よ
り
十
三
日
ま
で
修
行
。
十
二
日
、
十
三
日
開
扉
あ

り
。
十
二
日
の
夜
、
通
夜
の
人
多
し
。
夜
中
説
法
あ
り
。
十
三
日
・
十
四
日
に

は
、
門
前
策
寵
の
市
立
つ
。
当
寺
は
宗
祖
上
人
入
寂
あ
り
し
霊
蹟
に
し
て
、
大

伽
藍
な
り
。
今
日
祖
師
御
更
衣
あ
り
。

十
月
十
二
日
・
法
華
宗
御
影
供
今
明
日
修
行
の
寺
院
。

Ｄ

・
深
川
浄
心
寺
（
会
式
）
開
帳
。

・
谷
屯
瑠
林
議
註
一
会
式
）
寺
中
飾
物
あ
り
て
参
詣
多
し
。

牢

・
本
所
法
恩
寺
（
会
式
）
開
帳
。

Ｄ

・
青
山
仙
寿
院
（
会
式
）
§
開
帳
。

●

・
丸
山
本
妙
寺
（
会
式
）
・

●

・
下
総
真
間
弘
法
寺
（
会
式
）
江
戸
よ
り
参
詣
多
し
。

・
其
外
谷
中
牛
込
の
辺
は
、
わ
き
て
法
理
盃
寺
院
多
く
、
各
会
式
修
行
あ
り
。

・
谷
中
天
王
寺
感
応
認
た
り
し
時
、
中
古
迄
は
法
梱
宗
に
し
て
、
会
式
に
は
貴
賎

群
集
な
し
け
る
よ
し
、
寛
文
の
頃
の
記
に
い
へ
り
。

申

・
本
所
表
町
本
久
寺
祖
師
更
衣
。

●

（
多
）

・
十
五
日
迄
総
州
中
山
法
華
経
寺
会
式
執
行
江
府
並
に
近
鄙
よ
り
参
詣
お
ほ
し
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
墨
田
区
東
駒
形

＊
千
葉
県
市
川
市
中
山

＊
江
東
区
平
野

＊
台
東
区
谷
中
（
註
）
瑞
林
寺
↓
瑞
輪
寺

＊
墨
田
区
太
平

＊
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷

＊
本
郷
↓
豊
島
区
巣
鴨

＊
千
葉
県
市
川
市
真
間

＊
大
田
区
池
上

（
註
）
廃
寺
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江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

当
寺
は
、
宗
祖
上
人
最
初
転
法
輪
の
道
場
な
り
。

十
月
十
三
日
・
今
日
御
影
供
当
日
也
。

ｅ

・
品
川
妙
国
寺
（
会
式
）
祖
師
開
帳
。

ｃ

・
丸
山
浄
心
寺
（
会
式
）
祖
師
朝
の
内
開
帳
。

申

・
大
塚
本
伝
寺
会
式
十
五
日
ま
で
修
行
。

。
浅
草
塗
蕊
店
長
遠
寺
（
会
式
）
祖
師
開
帳
。

。
牛
込
原
町
願
澗
祖
蛎
会
式
。

Ｄ

・
高
田
亮
朝
院
（
会
式
）
飾
も
の
あ
り
。

・
赤
葵
弄
公
留
睡
莪
。

申

●
八
小
塁
輻
悔
碁
州
畢
富
澤
皐
傘
一
寸
麺
坦
鯆
叫
今
云
弐
八
。

。
日
蓮
宗
谷
中
領
玄
寺
に
桜
あ
り
て
十
月
に
花
咲
く
。
こ
の
故
に
会
式
鋲
律
彦
と

車

い
ふ
。
当
寺
は
甲
州
身
延
山
の
隠
居
寺
な
り
。
身
延
三
十
三
世
日
亨
上
人
自
植

る
所
に
し
て
、
宝
暦
五
癸
酉
年
十
一
月
二
十
二
日
上
人
三
十
三
回
忌
の
刻
、
始

て
花
咲
く
と
い
ふ
。
例
年
十
月
花
さ
き
春
に
至
り
て
花
さ
く
こ
と
又
余
木
に
同

（
桜
）

じ
。
亨
師
ざ
く
ら
と
も
い
へ
り
。
池
上
本
門
寺
に
も
是
に
等
し
き
桜
あ
り
て
、

此
頃
花
咲
こ
と
当
寺
に
か
は
ら
ず
。

十
月
十
六
日
・
今
明
日
雑
司
ケ
谷
感
応
舗
会
式
今
日
通
夜
、
十
七
日
音
楽
兒
供
養
説
法
あ
り
。

＊
品
川
区
南
品
川

＊
文
京
区
白
山

＊
文
京
区
大
塚

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
新
宿
区
喜
久
井
町
（
註
）
本
松
寺

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
港
区
赤
坂
（
註
）
園
通
寺

＊
墨
田
区
向
島

＊
台
東
区
谷
中

（
註
）
廃
寺

(142)



申

十
月
十
九
日
・
高
田
亮
朝
院
七
面
宮
題
目
講
開
帳
二
十
三
日
説
法
。

申

十
月
二
十
三
日
・
雑
司
力
谷
宝
城
寺
説
法
。

申

十
月
二
十
五
日
・
今
明
日
本
所
法
恩
寺
摩
利
支
天
祭
。

申

十
一
月
四
日
・
谷
中
安
立
寺
、
茶
人
川
上
不
白
の
忌
。

串

十
一
月
五
日
・
牛
込
三
十
人
町
常
泉
寺
題
目
講
。

十
一
月
八
日
・
輪
祭

稲
荷
を
祭
る
の
行
事
な
り
。
世
に
火
焼
と
い
ふ
。
鍛
冶
、
鋳
物
師
、
飾
師
、
白

銀
細
工
其
余
吹
革
を
遣
ふ
職
人
の
家
に
て
、
是
を
ま
つ
る
。
今
日
早
旦
に
二
階

の
窓
よ
り
往
還
へ
蜜
柑
を
投
る
。

●

十
一
月
晦
日
・
浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
春
族
祭
十
二
月
朔
日
よ
り
火
除
の
神
符
を
い
だ
す
。

申

十
二
月
一
日
・
今
日
よ
り
浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
社
よ
り
守
札
を
出
す
。
九
月
二
十
二
日
の
條

下
に
あ
り
。

十
二
月
十
三
日
・
煤
払
貴
賎
多
く
は
此
日
を
用
ゆ
。

十
二
月
晦
日
・
柳
島
妙
見
甑
星
祭
。

（
毎
月
決
ま
っ
て
い
る
行
事
）

一
日
・
妙
見
参
朔
日
。
十
五
日
縁
日
な
り
、
二
十
八
日
に
も
参
詣
あ
り
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
台
東
区
寿

＊
台
東
区
寿

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
墨
田
区
太
平

＊
台
東
区
谷
中

＊
新
宿
区
原
町

(1錨）



五
日
・
六
月
七
日
・
七
月
七
日
・
八
月
十
五
日
・
九
月
九
日
・
十
月
二
十
一
日
・

十
一
月
七
日
・
十
二
月
二
十
七
日
。

●

・
深
川
浄
心
寺
（
妙
見
参
）
開
帳
。

●

・
新
鳥
越
安
盛
寺
（
妙
見
参
）
。

・
其
余
法
華
宗
寺
院
妙
見
を
安
ず
る
事
移
し

車

・
牛
込
横
寺
町
回
福
寺
祖
師
開
帳
。

●

・
谷
中
本
光
寺
人
頭
明
神
縁
日
一
日
並
十
一
日
・
二
十
一
日
。

申

三
日
・
下
谷
茅
町
宗
賢
寺
毘
沙
門
開
帳
、
題
目
講
。

申

五
日
・
牛
込
常
泉
寺
祖
師
開
帳
。

八
日
・
鬼
子
母
神
参
。

卓

・
雑
司
ケ
谷
大
行
院
（
鬼
子
母
神
参
）
常
に
百
度
参
あ
り
。

・
入
往
喜
寶
朧
（
鬼
子
母
神
参
）
・

申

・
本
所
出
村
本
仏
寺
（
鬼
子
母
神
参
）
千
巻
陀
羅
尼
修
行
十
八
日
・
二
十
八

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事

●

・
本
所
柳
島
法
性
寺

●

り
月
毎
に
参
詣
群
集
す
。

醗
耐
降
臨
日
参
詣
、
正
月
七
日
・
二
月
八
日
・
三
月
三
日
・
四
月
四
日
・
五
月

日
も
あ
り
。

（
妙
見
参
）
毎
月
千
巻
陀
羅
尼
修
行
、
正
五
九
月
は
開
帳
あ

（
一
）
（
望
月
）

＊
本
所
↓
杉
並
区
梅
里

＊
台
東
区
入
谷
（
註
）
喜
宝
院
↓
真
源
寺

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
池
之
端

＊
新
宿
区
原
町

＊
台
東
区
谷
中

＊
新
宿
区
横
手
町

＊
台
東
区
吉
野
町

＊
江
東
区
平
野

＊
墨
田
区
業
平

(I")



申

・
目
黒
正
覚
寺
（
鬼
子
母
神
参
）
常
に
参
詣
あ
り
、
正
五
九
月
八
日
・
十
八
日
・

二
十
八
日
に
は
千
巻
陀
羅
尼
修
行
あ
り
。

●

・
三
田
三
丁
目
蓮
乗
寺
（
鬼
子
母
神
参
）
・

十
三
日
・
祖
師
参
法
華
宗
。

心

・
堀
の
内
妙
法
寺
（
祖
師
参
）
今
日
並
に
五
月
九
月
十
三
日
に
は
開
帳
あ
り
。

又
月
並
開
帳
の
構
中
あ
り
。
当
時
は
繁
昌
の
寺
院
に
し
て
、
遠
近
の
綱
素
晴
雨

を
厭
は
ず
、
日
毎
に
参
詣
群
集
し
て
、
常
に
法
筵
を
儲
る
が
ご
と
し
、
又
毎
日

百
度
参
り
輪
誇
ず
。
手
遊
び
の
風
車
を
当
所
の
土
産
と
す
。

ｎ

・
池
上
本
門
寺
（
祖
師
参
）
。

●

・
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
（
祖
師
参
）
。

・
下
谷
塗
蕊
店
長
遠
寺
（
祖
師
参
）
正
五
九
月
開
帳
。

●

・
深
川
寺
町
浄
心
寺
（
祖
師
参
）
開
帳
。

・
大
塚
本
伝
寺
（
祖
師
参
）
毎
月
朔
日
・
十
三
日
開
軽
秘
テ
。

●

屯

・
牛
込
横
寺
町
圓
福
寺
（
祖
師
参
）
十
二
日
・
十
三
日
開
帳
。

＊

・
高
田
本
松
寺
（
祖
師
参
）
願
満
祖
師
。

本

・
浅
草
矢
崎
本
覚
寺
（
祖
師
参
）
朔
日
・
六
日
・
十
三
日
・
十
六
日
・
二
十
一

日
・
二
十
六
日
開
帳
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
大
田
区
池
上

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
江
東
区
平
野

＊
文
京
区
大
塚

＊
新
宿
区
横
手
町

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
台
東
区
松
が
谷

＊
杉
並
区
堀
ノ
内

＊
港
区
三
田

＊
目
黒
区
中
目
黒

(I")



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

●

・
北
本
所
表
町
本
久
寺
（
祖
師
参
）
開
帳
。

●

・
谷
中
善
光
寺
坂
下
本
寿
寺
（
祖
師
参
）
開
帳
。

＊

・
赤
坂
今
井
谷
回
通
寺
（
祖
師
参
）
。

・
青
山
立
法
寺
（
祖
師
参
）
十
一
百
・
士
一
百
開
陸
純
テ
。

ｃ

・
其
余
数
る
に
あ
ら
ず
。
逼
に
百
か
一
を
翠
る
而
己
。

●

十
四
日
・
深
川
浄
心
寺
上
行
菩
薩
参
詣
今
日
並
十
五
日
。

十
五
日
・
妙
見
参
朔
日
に
同
じ
。

車

・
柳
島
法
性
寺
（
妙
見
参
）
毎
月
千
巻
陀
羅
尼
、
正
五
九
月
十
五
日
開
帳
あ
り
。

。
新
鳥
越
安
盛
寺
（
妙
見
参
）
千
巻
均
獺
睦
、
内
拝
。

、

●

・
深
川
浄
心
寺
（
妙
見
参
）
開
帳
。

■

・
本
所
表
町
本
久
寺
祖
師
開
帳
。

●
・

十
六
日
・
牛
込
原
町
幸
國
寺
布
引
祖
師
開
帳
。

十
七
日
・
牛
込
原
町
恵
光
蔀
妙
見
宮
開
帳
説
法
。

卓

・
谷
中
安
立
寺
日
親
像
開
帳
。

卓

・
芝
金
杉
正
傳
寺
題
目
講
説
法
。

十
八
日
・
鬼
子
母
神
参
八
日
に
同
じ
。

申

・
雑
司
ケ
谷
（
鬼
子
母
神
）
は
、
正
五
九
月
に
は
、
万
巻
陀
羅
尼
修
行
あ
り
。

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
墨
田
区
業
平

＊
台
東
区
吉
野
町

＊
江
東
区
平
野

＊
墨
田
区
東
駒
形

＊
新
宿
区
原
町

＊
新
宿
区
原
町
（
註
）
恵
光
寺
↓
瑞
光
寺

＊
台
東
区
谷
中

＊
港
区
芝

＊
江
東
区
平
野

＊
墨
田
区
東
駒
形

＊
台
東
区
谷
中

＊
港
区
赤
坂

＊
青
山
↓
世
田
谷
区
和
田

(I")



●

・
下
谷
善
立
寺
随
身
鬼
子
母
神
（
鬼
子
母
神
参
）
毎
月
内
拝
あ
り
。

十
九
日
・
七
面
参
。

ゆ

・
本
所
押
上
最
教
寺
（
七
面
参
）
正
五
九
月
は
祭
に
て
、
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

申

・
浅
草
新
寺
町
正
覚
寺
（
七
面
参
）
二
十
三
日
ま
で
説
法
、
正
五
九
月
十
九
日

に
は
、
千
巻
陀
羅
尼
修
行
。

●

・
高
田
亮
朝
院
（
七
面
参
）
毎
月
十
九
日
題
目
講
、
正
五
九
月
は
千
巻
腫
護
尼
、

開
帳
説
法
あ
り
。

・
駒
込
追
先
光
明
認
（
七
面
参
）
十
八
日
・
十
九
日
題
目
講
説
法
。

・
谷
巾
瑞
林
栽
（
七
面
参
）
・

●

・
市
ヶ
谷
ま
ん
ち
う
修
行
寺
（
七
面
参
）
開
帳
。

●

二
十
一
日
・
浅
草
山
谷
町
本
性
寺
、
秋
山
自
雲
霊
神
開
帳
痔
疾
を
憂
ふ
る
も
の
、
当
社
へ

祈
願
を
な
す
に
、
果
し
て
応
験
あ
り
と
云
。
正
五
九
月
の
二
十
・
二
十
一
日
に

は
千
巻
陀
羅
尼
修
行
あ
り
。

車

二
十
二
日
・
浅
草
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
社
千
巻
陀
羅
尼
。

車

二
十
四
日
・
本
所
春
慶
寺
普
賢
菩
薩
参
詣
正
五
九
月
二
十
四
日
は
、
十
部
経
執
事
祭
礼
に

て
開
陸
搾
テ
あ
り
。

●

・
白
金
樹
木
谷
覚
林
寺
清
正
公
参
詣
正
五
九
は
千
巻
陀
羅
尼
修
行
あ
り
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
港
区
白
金
台

＊
台
東
区
寿

＊
墨
田
区
業
平

＊ ＊ ＊ ＊

台市台文
東ケ東京
区谷区区
今 ↓ 谷向
戸杉中丘

普§§
堀瑞光
ノ 林明
内寺寺

↓ ↓
瑞浩
輪妙
寺寺

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

＊
押
上
↓
八
王
子
市
宮
下
町

＊
台
東
区
元
浅
草

＊
下
谷
↓
足
立
区
梅
田

(理7）



（
干
支
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
行
事
）

甲
子
日
・
毎
月
大
黒
神
参
・

・
麻
布
一
本
松
大
法
寺
（
大
黒
参
）
嗣
子

申

。
下
谷
歯
鐸
店
蓮
光
寺
（
大
黒
参
）
開
帳
。

＊

・
牛
込
原
町
経
王
寺
（
大
黒
参
）
開
帳
。

●

・
駒
込
追
分
東
横
町
大
恩
寺
（
大
黒
参
）
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

・
浅
草
勉
崎
感
幸
龍
寺
清
正
公
参
・

●

二
十
五
日
・
深
川
浄
心
寺
日
朝
上
人
参
詣
。

申

・
麻
布
長
坂
町
大
長
寺
日
朝
上
人
像
開
帳
。

二
十
八
日
・
妙
見
参
。

●

・
柳
島
法
性
寺
（
妙
見
参
）
・

●

・
深
川
浄
心
寺
（
妙
見
参
）
開
帳
。

・
谷
中
噺
林
輔
中
本
妙
院
妙
見
宮
（
妙
見
参
）
題
目
講
。

・
鬼
子
母
神
参
八
月
十
八
日
に
同
じ
。

・
入
往
鬼
子
母
獺
は
、
正
五
九
月
一
干
八
日
千
巻
陀
羅
尼
修
行
あ
り
。

●

・
南
品
川
海
雲
寺
千
体
荒
神
縁
日
。

＊
港
区
元
麻
布

＊
下
谷
↓
杉
並
区
和
田

＊
新
宿
区
原
町

＊
駒
込
↓
北
区
赤
羽
西

＊
台
東
区
下
谷
（
註
）
真
源
寺

＊
品
川
区
南
品
川

＊
墨
田
区
業
平

＊
江
東
区
平
野

＊
台
東
区
谷
中
（
註
）
瑞
林
寺
↓
瑞
輪
寺

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
江
東
区
平
野

＊
麻
布
↓
府
中
市
若
松

(I48)



寅
日
・
毎
月
毘
沙
門
参
別
し
て
正
月
初
寅
諸
人
群
集
す
。

●

・
芝
金
杉
一
丁
目
正
傳
寺
（
毘
沙
門
参
）
正
五
九
の
寅
日
開
帳
あ
り
。

・
参
詣
の
諸
人
、
初
寅
の
日
、
洛
の
鞍
馬
詣
に
比
し
て
、
帰
路
に
芝
神
明
宮
の
門

前
に
て
、
酷
粥
蓉
石
を
求
め
し
が
、
い
ま
は
此
事
少
し
ｏ
今
日
諸
人
へ
む
か
で

小
判
を
與
ふ
。申

・
牛
込
神
楽
坂
善
国
寺
（
毘
沙
門
参
）
。

・
右
の
二
所
、
分
て
詣
人
多
く
、
諸
商
人
出
る
。
正
五
九
の
初
寅
開
帳
あ
り
。
三

つ
あ
れ
ば
中
寅
に
あ
り
。

●

・
山
谷
正
法
寺
（
毘
沙
門
参
）
正
月
十
五
日
毘
沙
門
天
祭
千
巻
陀
羅
尼
開

帳
。

Ｄ

・
品
川
南
番
場
蓮
長
寺
（
毘
沙
門
参
）
開
帳
。

写

・
下
谷
盛
泰
寺
（
毘
沙
門
参
）
開
帳
。

・
励
派
新
寺
肛
玉
泉
寺
（
毘
沙
門
参
）
正
五
九
月
千
巻
陀
羅
尼
開
帳
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

●

・
日
暮
里
経
王
寺
（
大
黒
参
）
。

Ｄ

・
青
山
仙
寿
院
（
大
黒
参
）
・

・
曇
剛
蕗
法
寺
（
大
黒
参
）
。

＊
品
川
区
南
品
川

＊
下
谷
↓
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
北
松
山
町

＊
台
東
区
東
浅
草

＊
新
宿
区
神
楽
坂

＊
港
区
芝

＊
荒
川
区
西
日
暮
里

＊
渋
谷
区
仙
駄
ヶ
谷

＊
青
山
↓
杉
並
区
和
田

(149)



庚
申
日
。
年
中
庚
申
参
。

。
（
離
蔚
葛
西
柴
又
村
帝
釈
天
参
詣
題
経
寺
に
あ
り
。
今
日
千
巻
陀
羅
尼
修
行

の

板
本
尊
開
帳
あ
り
。
其
他
毎
月
初
申
の
日
、
百
巻
陀
羅
尼
修
行
開
扉
あ
り
。

庚
申
を
縁
日
と
す
る
事
、
本
尊
出
現
の
日
な
る
に
よ
れ
り
。

亥
日
・
毎
日
摩
利
支
天
参
。

●

・
上
野
徳
大
寺
（
摩
利
支
天
参
）
毎
月
開
帳
、
正
月
初
亥
に
千
巻
陀
羅
尼
修
行

己
巳
待
。
年
中
弁
天
参
。

心

・
浅
草
池
の
妙
音
寺
（
弁
天
参
）

午
日
・
毎
月
稲
荷
参
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

の

・
矢
崎
本
覚
寺
（
毘
沙
門
参
）
開
帳
。

●

・
三
田
龍
行
寺
（
毘
沙
門
参
）
開
帳
。

ｃ

・
四
谷
本
性
寺
（
毘
沙
門
参
）
正
五
九
月
初
寅
開
帳
。

あ
り
。
そ
の
他
開
帳
講
中
あ
り
。

●

・
雑
司
ケ
谷
玄
浄
院
摩
利
支
天
（
参
）

行
◎

開
帳
。

開
帳
、
正
五
九
月
に
は
千
巻
陀
羅
尼
修

＊
豊
島
区
南
池
袋

＊
台
東
区
上
野

＊
葛
飾
区
柴
又

＊
台
東
区
松
が
谷

＊
新
宿
区
須
賀
町

＊
矢
崎
↓
大
田
区
北
嶺
町

＊
不
明

(150)



・
其
外
江
戸
は
稲
荷
の
社
移
し
く
、
記
す
に
邉
あ
ら
す
。

初
午
日
・
江
戸
中
稲
荷
祭
、
前
日
よ
り
賑
へ
り
江
府
は
、
す
べ
て
稲
荷
勧
請
の
社
霧
し

く
武
家
は
屋
敷
毎
に
鎮
守
の
社
あ
り
。
市
中
に
は
一
町
に
三
五
社
勧
請
せ
ざ
る

事
な
し
。
寺
社
の
境
内
に
安
ず
る
所
は
、
神
楽
を
奏
し
幣
帛
を
さ
さ
げ
、
市
中

に
も
提
灯
行
灯
を
と
も
し
、
五
彩
の
幟
等
建
つ
ら
ね
、
神
前
に
は
供
物
灯
火
を

ク
ス
イ

さ
さ
げ
、
修
験
祢
宜
を
請
て
法
楽
す
。
又
、
男
兒
祠
前
に
集
り
て
、
終
夜
鼓
吹

す
。

・
初
午
の
以
前
絵
馬
太
鼓
商
人
街
に
多
し
。

・
熊
谷
稲
荷
（
参
）
畷
パ
軒
寺
町
本
法
寺
千
巻
陀
羅
尼
。

牢

＊

土
用
中
丑
日
・
高
田
本
松
寺
願
満
祖
師
ほ
う
ろ
く
加
持
。
逆
上
頭
痛
等
の
祈
祷
な
り
。
ほ
う

ろ
く
を
い
た
だ
か
し
め
て
点
灸
を
ほ
ど
こ
す
に
必
し
る
し
あ
り
と
い
へ
り
。

十
月
上
亥
日
・
摩
利
支
天
参
。

車

・
上
野
徳
大
寺
（
摩
利
支
天
参
）
上
中
下
の
亥
の
日
、
と
も
に
参
詣
多
し
。

十
一
月
初
子
日
・
子
祭

毎
月
と
い
へ
ど
も
、
当
月
は
子
の
月
な
る
を
以
て
初
子
の
日
子
の
刻
専
ら
大
国

神
を
ま
つ
る
。
こ
れ
を
子
ま
つ
り
と
い
ふ
。
赤
小
豆
飯
等
を
供
す
。

Ｃ

・
麻
布
一
本
松
大
法
寺
大
黒
参
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

＊
港
区
元
麻
布

＊
台
東
区
上
野

＊
台
東
区
寿

＊
新
宿
区
西
早
稲
田

(ISI)



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

申

・
青
山
立
法
寺
大
黒
参
説
法
あ
り
。

十
一
月
酉
の
日
・
酉
の
ま
ち
は
酉
の
ま
つ
り
の
縮
語
な
り
。
酉
の
町
と
害
る
は
撞
な
し
。
又
酉
の

市
と
も
い
ふ
。
二
の
酉
三
の
酉
と
も
に
参
詣
あ
り
。
両
所
と
も
開
運
の
守
護
神

な
り
と
い
ふ
。

Ｄ

・
下
谷
田
圃
鷲
大
明
神
社
別
当
長
國
寺
。
世
俗
し
ん
鳥
と
い
ふ
。
今
日
開
帳
あ
り
。

近
来
参
詣
群
集
す
る
者
移
し
。
当
社
の
賑
へ
る
事
は
、
今
天
保
壬
辰
よ
り
凡
五

十
餘
年
以
前
よ
り
の
事
と
ぞ
。
栗
餅
い
も
が
ら
を
商
ふ
事
葛
西
に
全
じ
。
熊
手

は
わ
き
て
大
な
る
を
商
ふ
。
中
古
は
青
竹
の
茶
筌
を
雷
し
と
い
ふ
。

春
を
ま
つ
こ
と
の
は
じ
め
や
酉
の
市
其
角

（
季
節
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
行
事
）

（
不
定
期
的
に
お
こ
な
う
行
事
）

・
七
福
神
参
。

・
布
袋
（
参
）
日
暮
雲
。

。
山
の
手
七
福
神
参
媚
。

・
福
禄
寿
（
参
華
）
白
金
沙
圓
寺
妙
見
堂
の
内
。

＊
港
区
白
金
台

＊
台
東
区
千
束

＊
青
山
↓
杉
並
区
和
田

（
註
）
修
性
院
（
荒
川
区
西
日
暮
里
）

（
註
）
大
黒
天
は
日
暮
里
経
王
寺
（
荒

川
区
西
日
暮
里
）

(152)



＊

節
分
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂
追
健
今
夜
院
主
衆
僧
内
陣
に
於
て
陀
羅
尼
を
調
す
。

十
三
巻
に
至
て
番
頭
尊
前
の
供
豆
を
拝
殿
の
さ
か
ひ
の
障
子
の
穴
よ
り
打
出
す
。

参
詣
の
男
女
こ
れ
を
拾
ひ
て
守
り
と
す
。
こ
の
豆
を
懐
中
な
す
時
は
、
不
時
の

怪
我
過
ち
を
除
き
、
又
は
疫
病
を
避
る
と
て
大
に
尊
信
せ
り
。

●
（
益
）

・
柳
島
妙
見
宮
星
祭
。

江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

冬
至
・
星
祭
。

・
柳
島
妙
見
甑
（
星
祭
）
音
楽
ｏ

卓

・
深
川
浄
心
寺
妙
見
宮
（
星
祭
）
開
帳
。

力

・
新
鳥
越
安
盛
寺
妙
見
宮
（
星
祭
）
内
拝
千
巻
陀
羅
尼
。

卓

・
山
崎
町
蓮
花
寺
妙
見
宮
（
星
祭
）
。

・
谷
中
瑞
林
篭
献
本
妙
院
妙
見
宮
（
星
祭
）
・

●

・
白
金
妙
圓
寺
妙
見
堂
（
星
祭
）
開
帳
。

ｎ

・
浅
草
八
軒
寺
町
本
法
寺
熊
谷
稲
荷
社
（
星
祭
）
。

心

・
橋
場
妙
高
寺
妙
見
宮
（
星
祭
）
。

・
其
外
諸
所
習
合
の
社
並
町
道
場
等
に
て
、
何
れ
も
修
せ
ざ
る
は
な
し
。
各
星
祭

の
札
を
出
す
。

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
江
東
区
平
野

＊
台
東
区
吉
野
町

＊
台
東
区
下
東
坂
町

＊
台
東
区
谷
中
（
註
）
瑞
林
寺
↓
瑞
輪
寺

＊
港
区
白
金
台

＊
台
東
区
寿

＊
橋
場
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

＊
墨
田
区
業
平
（
註
）
法
性
寺

＊
豊
島
区
南
池
袋

(I53)



江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
一
）
（
望
月
）

中

（
守
）

・
浅
草
幸
龍
寺
清
正
公
社
よ
り
開
運
の
ま
も
り
を
出
す
。

・
今
夜
厄
払
ひ
来
る
。
厄
は
ら
ひ
は
元
禄
開
板
の
『
人
倫
訓
蒙
圖
彙
』
に
、
同
じ

頃
は
節
分
の
夜
ば
か
り
に
し
て
、
世
上
の
豆
を
ま
く
間
、
只
二
時
の
程
に
あ
り

き
し
よ
し
な
り
。
文
化
よ
り
以
来
は
、
冬
至
除
夜
正
月
の
年
越
毎
に
来
る
。

＊
浅
草
↓
世
田
谷
区
北
烏
山

(154)



明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
十
二
月
、
明
治
政
府
が
全
国
に
施
行

す
べ
く
頒
布
し
た
新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
閏
刑
条
に
は
、

凡
士
族
。
罪
ヲ
犯
シ
。
本
罪
。
…
…
死
刑
二
該
ル
者
ハ
・
自

裁
二
処
ス
。
若
シ
賊
盗
。
及
上
賭
博
等
ノ
罪
ヲ
犯
シ
。
廉
恥

ヲ
破
ル
コ
ト
甚
シ
キ
者
。
…
…
徒
以
上
ハ
・
価
ホ
本
刑
ヲ
加

フ
。
罪
科
未
タ
定
ラ
サ
ル
者
ハ
・
監
槍
二
入
し
。
庶
人
ト
別

異
ス
。
卒
モ
亦
之
二
準
ス
。

（
中
略
）

自
裁

凡
自
裁
ハ
・
自
ラ
屠
腹
セ
シ
メ
。
世
襲
ノ
俸
禄
ハ
・
冊
ホ
其

子
孫
二
給
ス
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

資
料

解
題 明

治
初
年
の
「
自
裁
」
規

ｌ
明
治
法
制
史
料
断
片
（
一
）
Ｉ

則

（
１
）

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
条
の
趣
旨
は
、
士
族
（
卒
族
も
こ
れ
に
準
ず
る
）
が
、
死
刑

に
相
当
す
る
犯
罪
の
う
ち
、
「
賊
盗
。
及
上
賭
博
等
」
の
「
廉
恥

ヲ
破
ル
コ
ト
甚
シ
キ
者
」
以
外
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
正
刑

た
る
「
絞
」
、
「
斬
」
あ
る
い
は
「
果
示
」
を
科
す
る
こ
と
な
く
、

「
自
裁
」
に
処
し
、
「
自
ラ
屠
腹
セ
シ
メ
」
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
人
を
一
時
的
な
感
情
の
激
発
に
よ
る

の
で
は
な
く
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
て
殺
害
し
た
場
合
、
そ
の
主
体

が
平
民
で
あ
れ
ば
、
人
命
律
上
・
謀
殺
条
に
よ
り
「
造
意
者
」
で

あ
る
か
「
加
功
ス
ル
者
」
で
あ
る
か
に
よ
り
「
斬
」
又
は
「
絞
」

に
処
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
体
が
士
族
で
あ
れ
ば
、
本
条
に
よ
り

閏
刑
た
る
「
自
裁
」
が
科
せ
ら
れ
、
「
自
ラ
屠
腹
」
す
な
わ
ち

「
切
腹
」
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

中
山
光
勝

(I55)



明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

と
こ
ろ
で
、
本
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
自
裁
」
す
な
わ
ち

「
切
腹
」
に
つ
い
て
は
、
徳
川
幕
府
法
を
中
心
に
そ
の
執
行
方
法

（
２
）

な
ど
を
紹
介
し
た
文
献
が
若
干
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
。
け
れ
ど

も
明
治
初
年
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
手
塚
豊
博

（
３
）

士
に
よ
る
簡
単
な
解
説
以
外
に
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
数
年

前
私
は
、
こ
の
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
に
関
す
る
資
料
が
、
国
立

公
文
書
館
お
よ
び
法
務
省
法
務
図
書
館
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第

百
八
十
九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（
４
）

「
四
年
四
月
・
名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
規
則
」
お
よ
び
法
務
省
法

務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・
第
百
九
十
四
号
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
石
川
県
伺
士
族
罪
ヲ
犯
シ
自
裁
申
付
ラ
レ
タ
ル

（
５
）

時
取
扱
方
ノ
件
」
の
二
点
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
制
度

の
内
容
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

以
下
に
各
資
料
に
簡
単
な
解
題
を
附
し
て
全
文
を
翻
刻
、
紹
介
す

る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
資
料
は
、
「
自
裁
」
の
執
行
方
法
を
問
い
合
せ
た
明
治
四

Ｉ
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十

九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二

年
四
月
七
日
付
の
弁
官
宛
の
京
都
府
伺
と
こ
れ
に
対
す
る
指
令
お

よ
び
こ
れ
に
附
さ
れ
た
別
添
の
「
囚
獄
規
則
書
」
な
る
文
書
よ
り

な
る
。
前
述
の
ご
と
く
新
律
綱
領
は
、
「
閏
刑
」
の
一
種
と
し
て

「
自
裁
」
を
採
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
執
行
方
法
に
関
す
る
細
則

を
欠
い
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
伺
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
「
囚
獄
規
則
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
答
役
ノ
内
壱
人
短
刀

ヲ
乗
セ
候
三
宝
持
出
シ
本
人
ノ
前
へ
据
へ
其
機
会
ヲ
見
テ
本
介
錯

ノ
使
部
斬
首
致
シ
」
と
あ
る
の
で
、
「
切
腹
は
介
錯
人
に
よ
る
斬

首
で
あ
っ
て
、
三
方
に
…
…
木
刀
か
、
扇
を
載
せ
て
出
し
、
受
刑

（
６
）

者
が
こ
れ
を
戴
く
と
き
に
背
後
よ
り
首
を
刎
ね
る
」
と
い
う
徳
川

幕
府
法
の
「
切
腹
」
の
執
行
方
法
と
同
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
囚
獄
規
則
書
」
は
、
文
中
に
「
当
司
使
部
」
な
る
文
言
が

み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
二
年
十
二
月
二
日
、
墓
思
府
の
管
轄

し
て
い
た
獄
政
事
務
を
処
理
す
る
た
め
刑
部
省
内
に
設
置
さ
れ
た

（
７
）

囚
獄
司
の
部
内
取
扱
規
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・

第
百
九
十
四
号

（
一
）
明
治
五
年
五
月
二
十
日
付
・
司
法
省
指
令

(I56)



こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
文
書
の
冒
頭
に
「
壬

申
五
月
廿
七
日
付
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
が

指
令
の
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
指
令
に
は
、
「
現
今
東

京
府
管
轄
囚
獄
懸
リ
ノ
取
扱
二
候
条
」
な
る
「
士
族
自
尽
之
節
取

計
ノ
事
」
と
題
す
る
文
書
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述

の
囚
獄
司
が
、
明
治
四
年
八
月
十
八
日
に
廃
止
さ
純
、
そ
の
事
務

が
従
前
の
ご
と
く
東
京
府
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
前

述
の
「
囚
獄
規
則
書
」
を
も
と
に
東
京
府
に
お
い
て
新
た
に
作
成

さ
れ
た
部
内
取
扱
規
則
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
士
族
自
尽
之
節
取
計

ノ
事
」
の
最
大
の
特
色
は
、
「
小
介
錯
ノ
内
一
人
短
刀
ヲ
乗
セ
候

三
方
持
出
シ
本
人
ノ
前
二
据
本
人
三
方
ヲ
戴
キ
終
ツ
テ
肩
衣
ノ
前

へ
衣
領
ノ
左
右
ヲ
後
口
へ
脱
シ
着
衣
ヲ
押
シ
寛
ロ
ゲ
短
刀
ヲ
手
二

取
脇
肚
へ
突
立
ル
ヲ
見
テ
本
介
錯
斬
首
致
シ
」
と
み
え
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
前
に
お
い
て
は
、
短

刀
を
手
に
と
る
こ
と
す
ら
し
な
い
う
ち
に
斬
首
厄
て
い
た
も
の
を
、

短
刀
を
手
に
と
る
の
み
な
ら
ず
、
受
刑
者
み
ず
か
ら
「
脇
肚
」
に

「
突
立
ル
」
こ
と
を
見
届
け
て
か
ら
斬
首
す
る
よ
う
に
改
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
に
は
、
「
西
」
の
署
名
並

び
に
「
小
原
」
お
よ
び
判
読
不
明
の
数
個
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
西
は
、
少
判
事
西
成
度
、
小
原
は
、
少
判

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

明
治
二
年
八
月
七
日
、
金
沢
城
内
に
お
い
て
、
金
沢
藩
士
山
辺

沖
太
郎
お
よ
び
同
井
口
義
平
が
、
同
藩
執
政
本
多
政
均
を
政
治
的

立
場
の
相
違
か
ら
暗
殺
し
た
事
件
で
、
実
行
正
犯
で
あ
る
両
名
は
、

明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
共
犯
者

で
あ
る
岡
野
悌
五
郎
等
は
「
閉
門
」
等
に
処
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
ｊ

か
つ
た
。
こ
れ
に
不
服
で
あ
っ
た
本
多
弥
一
等
の
本
多
家
旧
臣
は
、
碑

明
治
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
同
二
十
四
日
の
両
日
、
旧
主
の
復
く

（
Ⅲ
）

響
の
た
め
、
岡
野
等
を
襲
撃
し
、
こ
れ
を
殺
傷
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
伺
は
、
本
多
弥
一
等
の
処
分
に
関
し
て
、
石
川
県
よ
り
司
法

省
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伺
中
、
「
辛
未
二
月
元
金

沢
藩
士
族
自
裁
之
剛
」
と
あ
る
は
、
前
述
の
本
多
政
均
暗
殺
の
実

行
正
犯
と
し
て
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ
た
、
山
辺
沖
太
郎
お
よ
び

井
口
義
平
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
、
「
福
岡
藩
之
比
例
」
と
は
、

『
仮
刑
律
的
例
』
中
の
「
明
治
二
年
已
二
月
十
五
日
黒
田
甲
斐
守

（
皿
）

ヨ
リ
伺
来
」
に
み
え
る
。

幣
藩
田
代
勝
兵
衛
ト
申
者
昨
夏
筑
後
国
堺
関
門
へ
在
勤
仕
候

（
９
）

事
小
原
重
哉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
・
石
川
県
自
裁
之
節
取

扱
伺



こ
れ
は
、
明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
金
沢
藩
士
山
辺
沖
太
郎
お

よ
び
井
口
義
平
の
両
名
が
、
明
治
二
年
八
月
七
日
に
同
藩
の
執
政

本
多
政
均
を
暗
殺
し
た
実
行
正
犯
と
し
て
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ

た
際
、
そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
「
自
裁
」
の
執
行
方
法
を
福
岡
藩
に

問
い
合
せ
た
と
き
、
同
藩
よ
り
得
た
資
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

の
福
岡
藩
に
お
け
る
「
自
裁
」
が
、
前
述
（
二
）
で
ふ
れ
た
事
件

を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ

の
資
料
に
お
い
て
も
受
刑
者
は
、
「
三
宝
二
載
セ
」
た
「
木
剣
ヲ

戴
キ
三
宝
ノ
上
ニ
ヲ
ク
」
だ
け
で
み
ず
か
ら
「
屠
腹
」
す
る
こ
と

な
く
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
は
、

「
鳥
居
刑
部
少
亟
」
等
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

内
及
大
酒
久
留
米
領
御
井
郡
下
川
村
先
庄
屋
宗
右
衛
門
ト
申

者
ヲ
殺
害
仕
候
…
…
勝
兵
衛
義
根
元
妄
二
其
職
守
ヲ
離
他
領

二
罷
越
右
之
不
所
行
就
テ
ハ
其
場
之
始
末
未
練
ニ
テ
帯
刀
者

之
所
行
二
無
之
且
兼
々
法
禁
ヲ
犯
候
義
此
度
及
露
顕
候
義
モ

有
之
重
々
不
埒
之
至
ニ
付
割
腹
申
付
候
処
二
評
決
仕
…
…
候

儀
二
御
座
候

な
る
事
件
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書

同
じ
く
末
尾
に
「
明
治
二
己
已
年
九
月
十
七
日
福
岡
藩
於
中
邸
八

人
ノ
者
致
割
腹
候
場
所
」
と
記
さ
れ
た
図
面
が
附
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
同
日
執
行
さ
れ
た
「
自
裁
」
に
立
会
っ
た
刑
部
省
等

の
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
刑
部
少
丞
は
鳥
居

（
マ
マ
）

重
雄
、
岡
内
小
判
事
は
岡
内
重
俊
、
河
邨
刑
部
大
録
は
河
画
庸
雄
、

香
川
刑
部
少
録
は
香
川
景
信
、
新
海
中
解
部
は
新
海
詐
胤
、
小
柴

少
解
部
は
小
柴
直
好
、
西
田
逮
部
長
は
西
田
忠
之
、
中
村
逮
部
助

長
は
中
村
正
郷
、
杉
村
逮
部
助
長
は
杉
村
景
之
、
吉
岡
大
巡
察
は

（
吃
）

吉
岡
弘
毅
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
（
二
）
に
添
附
さ
れ
た
も
の
で
、
前
述
の
明
治
四
年

二
月
十
四
日
の
山
辺
、
井
口
両
名
の
「
自
裁
」
の
折
、
受
刑
者
の

た
め
に
用
意
し
た
物
品
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
参
考
資
料
と
し

て
司
法
省
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
新
律
綱
嶺
の
条
文
の
引
用
は
、
官
版
に
よ
り
、
傍
註
す
な
わ

ち
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
ち
な
み
に
、
勺
口
巳
国
呂
叩
ｇ
ｇ

ｏ
露
呂
震
弓
四
国
甸
○
同
旨
少
自
Ｏ
ｚ
ｏ
旬
日
国
固
固
諺
両
巴
頃

（
四
）
明
治
五
年
四
月
二
十
四
日
・
石
川
県
自
裁
人
入
用

品
伺

(158)



言
自
白
５
国
○
戸
Ｆ
○
國
口
固
切
雪
忌
日
ゞ
ロ
圏
ｌ
ｐ
震

は
、
本
条
の
当
該
部
分
を
次
の
ご
と
く
訳
し
て
い
る
。

［
諺
寡
言
毎
騨
］
可
き
の
シ
匡
愚
』
旨
『
望
勺
匡
昌
、
言
ど
の
己
、

諺
ロ
］
ｇ
の
国
号
の
『
ｇ
芸
の
切
言
側
。
蚕
瞳
（
の
、
日
匡
吋
曾
‐
、
の
ｇ
‐

●

『
望
。
旨
の
巴
看
ず
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
ｇ
］
扇
、
。
◎
電
の
。
。
の
ぎ
『
急
言
。
彦

一
彦
の
で
『
一
コ
。
』
で
ｍ
』
ロ
ロ
。
』
ｍ
雪
冒
〕
の
ロ
ー
』
の
師
。
・
・
・
・
・
・
・
．
『
Ｏ
『
画
。

Ｏ
『
｛
の
。
○
の
二
『
ず
』
○
ゴ
ー
コ
ぐ
○
』
く
の
⑳
↑
ゴ
の
ユ
の
、
言
ゴ
ロ
の
口
勉
濤
］
つ
ぎ
の
の

ぎ
画
匡
一
コ
、
《
の
、
己
丘
の
○
『
堅
の
『
の
Ｑ
－
Ｏ
ｏ
ｏ
ご
曰
旨
】
鴬
の
匡
芦
○
一
回
の
。

冒
吾
の
ｏ
ｍ
ｍ
の
Ｏ
『
切
匡
。
彦
◎
電
①
。
。
の
の
、
い
言
の
察
『
ｏ
ケ
ケ
の
司
学

餌
画
Ｈ
ロ
ケ
匡
口
晒
争
、
。
ｑ
○
一
ゴ
の
『
巴
門
口
竺
画
『
。
『
貝
口
の
の
舅
「
ず
』
○
ず

く
目
０
－
ｍ
《
の
〕
。
一
面
の
①
〆
一
『
の
口
浄
の
○
口
の
、
、
の
。
ｍ
の
。
『
』
。
《
の
函
司
号
曽

垂

餌
．
。
、
ゴ
、
封
。
即
・
・
・
。
：
：
。
蔑
蒔
壷
の
ロ
匡
国
』
切
言
Ｈ
画
の
。
《
】
ロ
ぐ
。
置
く
の
、

ロ
の
。
ｍ
一
切
の
『
ぐ
罵
匡
Ｑ
の
○
『
、
毒
の
ゆ
く
』
の
門
口
己
の
、
助
匡
『
ゆ
壷
毒
の
Ｏ
電
Ｉ

●

の
．
Ｑ
の
『
の
壷
四
屋
切
匡
｛
『
の
『
旨
ゴ
ロ
Ｏ
の
】
ご
Ｏ
己
Ｏ
『
一
ヶ
の
で
『
一
コ
。
』
で
ｐ
一

壱
厘
コ
乱
ゆ
き
。
】
の
。
－
ｍ
の
ｍ
ｐ
ｏ
壷
．
ご
き
き
津
の
口
三
ご
伍
障
宮
口
、
露
口
、
一
一
‐

Ｈ
ゴ
ロ
』
の
『
己
の
。
一
画
豆
○
コ
○
『
ず
一
ｍ
で
匡
口
』
印
す
Ｈ
己
の
。
《
．
Ｏ
電
の
。
Ｑ
の
吋
の

Ｏ
『
一
ヶ
の
切
琴
畳
鼬
◎
討
厘
。
》
ｐ
ｍ
ｍ
ｍ
可
、
一
一
す
の
ロ
』
、
。
①
ｑ
』
．
一
○
一
琴
の

○
口
２
０
匹
電
○
『
一
彦
の
毒
０
厘
⑩
の
○
『
Ｑ
の
芯
。
津
Ｏ
Ｐ
号
写
こ
の
詩
の
①
画
悼
．
耐

壷
宜
の
国
〕
の
①
己
画
『
⑳
蔚
守
Ｏ
『
ご
号
の
ｏ
ｏ
Ｈ
ヨ
肖
己
０
コ
の
『
の
。
弓
三
助
○
匡
‐

の
《
Ｏ
堅
望
司
扇
、
切
匡
『
の
、
。
ｍ
］
』
、
厨
０
ケ
の
画
己
ロ
露
の
Ｑ
一
○
ｍ
Ｏ
｝
竺
宇

の
『
の
。
・
・
・
。
・
・
：
・

画
ざ
○
吋
ご
口
巨
］
の
Ｏ
『
望
⑩
匡
邑
○
目
旦
の
》
恥

シ
で
の
厨
○
．
馬
具
の
国
８
ｑ
３
ｇ
の
で
匡
冒
ぢ
ぎ
目
の
昌
具

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

・
８
目
冒
涜
ｏ
ｑ
２
目
号
ゞ
呂
巴
］
９
用
日
ｇ
這
堅
言
冒
？

の
惠
．
困
尉
Ｏ
電
、
胃
旨
四
冒
君
の
扇
亭
冬
筐
冒
冨
『
目
ご
ａ

計
○
一
ロ
ゴ
の
局
騨
ゴ
ー
の
Ｏ
『
津
○
一
ｍ
皇
．
ゴ
の
『
の
ｑ
碁
画
村
営
印
豆
で
の
。
《
。

（
２
）
例
え
ば
、
『
古
事
類
苑
』
法
律
部
二
（
明
治
三
十
五
年
）
一

六
七
’
一
九
○
頁
、
刑
務
協
会
編
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』

上
（
昭
和
十
八
年
）
七
四
九
’
七
六
二
頁
、
平
松
義
郎
『
近

世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
五
年
）
一
○
○
六
頁
、

石
井
良
助
『
江
戸
の
刑
嗣
』
中
公
新
書
瓢
（
昭
和
三
十
九
年
）

四
二
’
四
四
頁
、
佐
久
間
長
敬
『
江
戸
町
奉
行
事
蹟
問
答
』

（
昭
和
四
十
二
年
）
二
○
八
’
二
○
九
頁
、
石
井
良
助
編
『
江

戸
町
方
の
制
度
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
三
八
’
四
○
頁
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
、
中
井
勲
『
切
腹
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
二

七
六
’
二
九
七
頁
に
は
、
徳
川
時
代
の
「
切
腹
」
の
方
法
を

記
し
た
『
切
腹
介
錯
之
次
第
』
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
上
野
治
子
『
切
腹
』
（
昭
和
五
十
九
年
）
は
、
徳
川
時

代
の
「
切
腹
」
に
取
材
し
た
小
説
で
あ
る
。

（
３
）
手
塚
豊
「
自
裁
」
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
昭
和
六
十
年
）

七
三
七
頁
。

（
４
）
「
四
年
四
月
・
名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
現
則
」
国
立
公
文
書

館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十
九
巻
・
刑
律
・
刑

律
第
一
・
二
十
二
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
、
平
松
義
郎
博
士

が
、
「
切
腹
」
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
夙
に
そ
の
存
在
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
松
・
前
掲
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研

(159)



明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

究
』
一
○
○
七
頁
・
註
（
１
）
）
「
諸
府
伺
四
・
第
舟
号
京

都
府
伺
」
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
平
成
五
年

十
月
二
十
日
現
在
、
法
務
省
法
務
図
書
館
は
、
改
築
中
で
あ

り
、
当
該
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
確
認
は
後
日
の
調
査
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
ち
な

み
に
、
司
法
省
調
査
課
編
『
和
漢
図
書
目
録
』
昭
和
十
一
年

末
現
在
（
昭
和
十
二
年
）
二
一
七
九
’
二
一
八
三
頁
に
よ
れ

ば
、
『
諸
府
伺
』
四
・
自
明
治
四
年
至
同
五
年
は
、
第
一
五

七
号
乃
至
第
二
三
六
号
の
資
料
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
平
松
博
士
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
第
州
号
」
は
、

『
諸
府
伺
』
一
・
明
治
四
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
和

漢
図
書
目
録
』
二
一
七
○
頁
）
・
ま
た
、
そ
の
件
名
は
、

「
京
都
府
伺
謹
慎
禁
姻
中
死
去
ス
ル
時
其
罪
ヲ
免
シ
方
其
外
六

ヶ
条
伺
ノ
件
」
で
あ
る
。

（
５
）
「
石
川
県
伺
士
族
罪
ヲ
犯
シ
自
裁
申
付
ラ
レ
タ
ル
時
取
扱
方

ノ
件
」
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・

第
百
九
十
四
号
。
な
お
、
こ
の
資
料
も
、
平
松
博
士
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
松
・
前
掲
書
。
一
○

○
七
頁
・
註
（
１
）
）
が
、
前
述
の
『
太
政
類
典
』
収
録
の

資
料
と
同
じ
く
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
こ
こ
に
、
二
点
の
資
料
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。

（
６
）
平
松
・
前
掲
書
。
一
○
○
七
頁
。

（
７
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
現
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
刑
部

省
（
明
治
二
十
三
年
）
一
七
頁
。

（
８
）
前
掲
『
法
現
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
司
法
省
・
七
五

頁
。

（
９
）
『
明
治
五
年
二
月
・
袖
珍
官
員
録
』
一
二
八
葉
表
。

（
⑩
）
こ
の
事
件
、
と
く
に
後
者
は
、
「
明
治
の
忠
臣
蔵
」
と
し
て

著
名
で
あ
り
、
こ
れ
を
伝
え
る
文
献
も
多
い
。
例
え
ば
、
戸

水
信
義
談
「
本
多
政
均
暗
殺
顛
末
」
『
史
談
会
速
記
録
』
第

五
十
五
輯
（
明
治
三
十
年
）
五
三
’
五
七
頁
、
同
「
本
多
政

均
暗
殺
顛
末
」
『
史
談
会
速
記
録
」
第
五
十
六
輯
（
明
治
三

十
年
）
四
九
’
七
三
頁
、
同
「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
」

『
史
談
会
速
記
録
』
第
二
六
四
輯
（
大
正
四
年
）
三
七
’
四
六

頁
、
同
「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
（
続
キ
）
」
『
史
談
会

速
記
録
』
第
二
六
五
輯
（
大
正
四
年
）
一
’
一
二
頁
、
『
石

川
県
史
』
第
二
編
（
昭
和
三
年
）
一
三
三
八
’
一
三
七
○
頁
、

千
葉
亀
雄
『
新
版
日
本
仇
討
』
（
昭
和
六
年
）
一
六
四
’
一

七
三
頁
、
『
石
川
県
史
』
第
四
編
（
昭
和
六
年
）
一
○
六
六

’
一
○
九
七
頁
、
尾
佐
竹
猛
『
法
窓
秘
聞
』
（
昭
和
十
二
年
）

二
四
七
’
二
五
五
頁
、
前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
藩

末
篇
下
巻
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
○
九
二
’
一
三
三
○
頁
、

川
良
雄
編
著
『
石
川
県
警
察
史
』
上
巻
（
昭
和
四
十
九
年
）

五
○
九
’
五
一
二
頁
な
ど
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
先
業
の
う
ち
、
『
石
川
県
史
』
第
二
編
、
同
第
四
編
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前
註

（
１
）
漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て
現
代
一
般
に
使

が
引
用
資
料
も
豊
富
で
あ
り
、
も
っ
と
も
と
と
の
っ
た
研
究

で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
、
事
件
関
係
者
に
対
す
る

刑
事
処
分
を
最
終
的
に
決
定
し
た
司
法
省
の
資
料
が
全
く
利

用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
該
事
件
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に

つ
い
て
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
私
は
数
年
前
、
こ
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
資
料
に
接

す
る
機
会
を
え
た
。
そ
れ
は
、
該
事
件
の
関
係
者
に
対
す
る

処
分
を
め
ぐ
っ
て
石
川
県
と
司
法
省
と
の
間
に
取
り
交
わ
さ

れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
文
書
は
、
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵

『
諸
県
口
書
』
明
治
五
年
。
五
・
人
命
・
第
七
十
号
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
石
川
県
伺
同
県
士
族
本
多
弥
一
外
十
四
名
故
主

ノ
復
讐
ト
シ
同
岡
野
悌
五
郎
外
二
名
ヲ
殺
害
シ
石
黒
圭
三
郎

ヲ
可
討
果
手
配
ヲ
為
シ
タ
ル
件
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
の

内
容
は
、
明
治
五
年
四
月
（
日
欠
）
、
石
川
県
が
司
法
省
に

提
出
し
た
駝
川
邊
譲
認
諭
鮫
御
仕
湿
同
書
」

お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
同
年
八
月
十
五
日
付
の
司
法
省
指
令

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
文
書
に
は
、
被
疑
者
が
石
川
県
に

提
出
し
た
「
口
書
」
す
な
わ
ち
自
白
調
瞥
が
添
付
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て

も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

（
２
）
（
）
内
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

（
一
）
（
明
治
五
年
八
月
十
五
日
付
・
司
法
杢
星
猩
巴

人
命
律
謀
殺
条

故
主
ノ
讐
ヲ
復
ン
ト
欲
シ

人
ヲ
謀
殺
ス
ル
者伺

之
通
本
多
彌
一

自
裁

矢
野
策
平

者同
伺 従

自之 テ
通 加

裁 功
ス

ノレ

藤芝湯廣浅舟西吉鏑冨

江木口田井喜村見木田

松喜藤嘉弘鉄 亥勝
三 九三五 三喜
郎内郎郎郎外熊郎知総
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團
口
幽
岡
口
口
圀
圃
圖
同
国

（
○
Ａ
）

閏
閏
團
團

同
従
テ
行
ハ
サ
ル

者
伺
之
通

禁
鋼
三
年

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

同
従
テ
加
功
セ
サ

ル
者伺

之
通禁

鋼
十
年
清
水
金
三
郎

各
積
年
ノ
宿
意
ナ
レ
ハ
誰
レ
原
謀
タ
ル
ヲ
分
チ
難
キ
｜
一

似
タ
リ
ト
錐
モ
当
時
弥
一
策
平
首
立
云
々
ト
ァ
ル
ヲ
以

テ
首
ト
ナ
シ
テ
論
ス

（
二
）
（
明
治
五
年
四
月
日
欠
・
石
川
県
処
刑
伺
）

鳩上

田田

伴一
十二
郎三

石
川
県
士
族
本
多
彌
一
外
六
人
同
卒
吉
見
亥
三
郎
外
七
人
吟

味
仕
候
処
左
之
通

陥
川
県
禁
諺
誰
州
鮫
御
仕
置
同
書石

川
県

辛
未
十
一
月
廿
三
日
監
倉
入

同 同 辛
未
十
一
月
廿
三
日
監
倉
入

同
士
族

石
川
県
士
族

本
多
彌
一

申
二
十
七
歳

同

富
田
総

申
二
十
二
歳

同

鏑
木
勝
喜
知

申
三
十
二
歳

石
川
県
卒

吉
見
亥
三
郎

亥
三
郎

申
二
十
二
歳

(162)



同 同 同 同 同 同 同
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

同 同
同 同

卒
同同

清
水
金
三
郎

申
二
十
五
歳

廣
田
嘉
三
郎

申
二
十
四
歳

湯
口
藤
九
郎

申
三
十
一
歳

浅
井
弘
五
郎

申
二
十
五
歳

（
マ
マ
）

舟
木
鉄
外

申
三
十
二
歳

矢
野
策
平

申
四
十
六
歳

西
村
熊

申
二
十
四
歳

石
川
県
卒

辛
未
十
二
月
十
七
日
監
倉
入
芝
木
喜
内

申
三
十
歳

同

同
藤
江
松
三
郎

申
二
十
八
歳

１

壬
申
正
月
五
日
監
倉
入
上
田
一
二
三

申
四
十
歳

１

同
嶋
田
伴
十
郎

申
三
十
四
歳

右
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九

郎
喜
内
松
三
郎
儀
別
冊
口
書
之
通
不
屈
二
付
自
裁
可
申
付
哉

右
金
三
郎
儀
別
冊
口
書
之
通
不
服
二
付
禁
姻
十
年
可
申
付
哉

右
一
二
三
伴
十
郎
儀
別
冊
口
諜
之
旭
不
届
二
付
禁
鋼
三
年
可

申
付
哉

一
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿
三
日
金
沢
高

岡
町
於
途
中
元
金
沢
県
少
属
岡
野
悌
五
郎
ヲ
打
果
候

一
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿

三
日
元
金
沢
県
士
族
菅
野
輔
吉
も
抓
押
込
輔
吉
ヲ
及
刺
殺
候
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石
川
県
士
族
本
多
彌
一
外
三
人

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

一
金
三
郎
儀
前
条
策
平
等
二
従
上
同
行
候
得
共
輔
吉
方
門
内

二
罷
在
遂
二
加
功
不
致
候

一
喜
内
松
三
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿
四
日
江
州
長
浜
駅
二
於

テ
元
金
沢
県
少
属
多
賀
賢
三
郎
ヲ
及
刺
殺
候

二
二
三
伴
十
郎
儀
前
条
彌
一
策
平
等
二
致
同
意
当
県
士
族

石
黒
圭
三
郎
ヲ
可
討
果
心
組
ニ
テ
去
辛
未
十
一
月
十
八
日
発

足
東
京
江
罷
越
候
得
共
終
二
不
遂
志
願
同
十
二
月
十
六
日
捕

縛
二
就
候

右
之
通
御
座
候
御
仕
置
之
儀
別
帳
口
書
四
冊
井
相
届
候
趣
意

害
四
冊
相
添
此
段
奉
伺
候
以
上

明
治
五
年
壬
申
四
月

（
三
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
本
多
弥
一
外
三
人

口
供
書
）

石
川
県
士
族

本
多
彌
一

申
二
十
七
歳

石

川

口
書

県

同

富
田
総

申
二
十
二
歳

同

鏑
木
勝
喜
知

申
三
十
二
歳

同
卒

吉
見
亥
三
郎

申
二
十
二
歳

口
書

私
共
義
元
金
沢
県
少
属
士
族
岡
野
悌
五
郎
ヲ
及
殺
害
候
仕
抹

御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
井

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
岡
野
少
属
井
士
族

多
賀
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此

等
ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
戴
者
卜
一
途
二
存

込
岡
野
少
属
等
打
果
珊
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ

テ
士
族
矢
野
策
平
西
村
熊
舟
喜
鉄
外
浅
井
弘
五
郎
卒
清

水
金
三
郎
廣
田
喜
三
郎
湯
口
藤
九
郎
芝
木
喜
内
藤
江
松

三
郎
上
田
一
二
三
嶋
田
伴
十
郎
井
私
共
四
人
都
合
十
五

(I")



人
申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕
私
共
四
人
去
未
十

一
月
廿
三
日
夕
セ
ツ
時
頃
金
沢
高
岡
町
途
中
二
於
テ
岡

野
少
属
ヲ
待
受
ヶ
彌
一
ヨ
リ
名
乗
懸
ヶ
双
方
抜
合
候
処

（
マ
マ
）

総
勝
喜
知
亥
三
郎
抜
連
各
切
付
終
二
打
果
候
其
節
弥
一

義
右
腕
深
手
負
頭
上
井
左
腕
浅
手
負
候
勝
喜
知
義
右
足

浅
手
負
申
候
何
レ
モ
積
年
之
遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所

置
方
可
奉
願
心
得
二
付
復
響
之
趣
意
書
別
紙
持
参
出
庁

御
届
申
上
候
次
第
二
御
座
候
且
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
金

三
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
此
等
七
人
菅
野
輔
吉
方
へ
押
入
可

打
果
松
三
郎
喜
内
此
等
両
人
多
賀
少
属
京
都
筋
へ
罷
越

候
由
ニ
付
同
月
十
八
日
出
立
見
懸
次
第
可
打
果
一
二
三

伴
十
郎
此
等
両
人
石
黒
圭
三
郎
塞
思
二
罷
在
候
由
二
付

同
十
八
日
出
立
見
掛
次
第
可
打
果
手
配
二
御
座
侯
岡
山

茂
義
ハ
居
所
相
知
不
申
其
上
同
志
之
者
人
少
ニ
テ
不
行

届
二
付
乍
遺
憾
不
得
打
果
候
段
申
上
候
処

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
卜
重
々
御
糾
被
成
候

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
且
親
類
卜

錐
モ
相
洩
不
申
候
段
申
上
候
処

元
来
岡
野
少
属
多
賀
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
義
二
付
致
二
夫
々
軽
重
之
御
所
置
モ
有
之
殊
二
輔

吉
義
禁
鋼
御
答
中
之
義
承
知
乍
罷
在
笹
之
挙
動
先
以

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

石
川
県
士
族
矢
野
策
平
外
六
人

官
辺
ヲ
奉
軽
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
義
ハ
右
事
件
二
付
卿
関
係
之

次
第
無
之
甚
粗
暴
之
至
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
ク
粗
忽
之
及
所
業
候
義

ニ
テ
夫
々
御
察
当
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
倖
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
義
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
本
多
彌
一

富
田
総

鏑
木
勝
喜
知

吉
見
亥
三
郎

石
川
県
庁（

四
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
矢
野
策
平
外
六
人

口
供
書
）

口
書
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

石
川
県
士
族

矢
野
策
平

申
四
十
六
歳

同

西
村
熊

申
二
十
四
歳

同

舟
喜
鉄
外

申
三
十
二
歳

同

浅
井
弘
五
郎

申
二
十
五
歳

同
卒

清
水
金
三
郎

申
二
十
五
歳

同

廣
田
嘉
三
郎

申
二
十
四
歳

同

湯
口
藤
九
郎

申
三
十
一
歳

口
書

私
共
義
当
県
士
族
菅
野
輔
吉
方
へ
押
込
同
人
ヲ
及
殺
害
候
仕

抹
御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
井

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
輔
吉
井
士
族
多
賀

少
属
岡
野
少
属
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ

党
与
之
者
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
戴
者
ト
ー
途
二
存
込
輔
吉

等
打
果
珊
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ
テ
士
族
本
多

彌
一
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
卒
吉
見
亥
三
郎
藤
江
松
三
郎

芝
木
喜
内
上
田
一
二
三
鳩
田
伴
十
郎
井
私
共
七
人
都
合

十
五
人
申
談
策
平
彌
一
首
立
夫
々
手
配
仕
私
共
七
人
去

未
十
一
月
廿
三
日
タ
セ
ッ
時
頃
輔
吉
宅
へ
押
込
金
三
郎

之
外
六
人
共
抜
刀
ニ
テ
踏
込
故
従
五
位
復
讐
之
旨
申
入

候
虎
輔
吉
義
心
得
候
ト
相
答
速
二
熊
へ
組
附
熊
ヲ
押
倒

候
処
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
各
突
込
終
二

及
刺
殺
候
金
三
郎
義
ハ
門
内
二
扣
罷
在
若
輔
吉
逃
出
候

ハ
掻
仕
留
候
約
諾
二
付
手
懸
不
申
義
二
候
何
茂
積
年
之

遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所
置
方
可
奉
願
心
得
二
付
復
讐

之
趣
意
書
別
紙
持
参
出
應
御
届
申
上
候
次
第
二
御
座
候

且
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
此
等
四
人
岡
野
少
属
ヲ
可
打
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果
松
三
郎
喜
内
此
等
両
人
多
賀
少
属
京
都
筋
へ
罷
越
候

由
ニ
付
同
月
十
八
日
出
立
見
掛
次
弟
可
打
果
一
二
三
伴

十
郎
此
等
両
人
石
黒
圭
三
郎
東
京
二
罷
在
候
由
二
付
同

十
八
日
出
立
見
掛
次
弟
可
打
果
手
配
二
御
座
候
岡
山
茂

義
ハ
居
所
相
知
不
申
其
上
同
志
之
者
人
少
ニ
テ
不
行
届

二
付
乍
遺
憾
不
得
打
果
候
段
申
上
候
処

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
卜
重
々
御
糾
被
成
候

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
且
親
類
ト

雛
モ
少
モ
相
洩
不
申
候
段
申
上
候
処

元
來
菅
野
輔
吉
多
賀
少
属
岡
野
少
属
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
義
二
付
既
二
夫
々
輕
重
之
御
所
置
モ
有
之
殊
二
輔

吉
義
禁
鋼
御
呰
中
之
義
承
知
乍
罷
在
掴
之
挙
動
先
以

官
辺
ヲ
奉
輕
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
義
ハ
右
事
件
二
付
珈
関
係
之

次
弟
無
之
甚
粗
暴
之
至
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
粗
忽
之
及
所
業
候
義
ニ

テ
夫
々
御
察
當
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
惇
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
義
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

一

石
川
県
卒
芝
木
喜
内
藤
江
松
三
郎

石
川
県
庁

壬
申
三
月

（
五
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
芝
木
喜
内
藤
江
松

三
郎
口
供
書
）

石
川
県
卒

芝
木
喜
内

申
三
十
歳

同

藤
江
松
三
郎

申
二
十
八
歳

口
書

矢
野

西
村

舟
喜

浅
井

清
水

廣
田

湯
口

口
書

藤嘉金弘鉄 策
九三三五
郎郎郎郎外熊平
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

私
共
儀
元
金
沢
県
少
属
士
族
多
賀
賢
三
郎
ヲ
及
殺
害
候
仕
抹

御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
並

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
多
賀
少
属
岡
野
少

属
士
族
菅
野
輔
吉
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等

ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
載
者
ト
ー
途
二
存
込

多
賀
少
属
等
打
果
シ
馴
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
度
志
願
ニ
テ

士
族
本
多
彌
一
矢
野
策
平
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
西
村
熊

舟
喜
鉄
外
淺
井
弘
五
郎
卒
吉
見
亥
三
郎
清
水
金
三
郎
廣

田
嘉
三
郎
湯
口
藤
九
郎
上
田
一
二
三
嶋
田
伴
十
郎
井
私

共
両
人
都
合
十
五
人
申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕

多
賀
少
属
ハ
西
京
筋
へ
罷
越
候
由
二
付
私
共
両
人
同
人

之
跡
ヲ
慕
上
去
未
十
一
月
十
八
日
夕
此
表
発
足
同
廿
四

日
朝
江
州
早
見
駅
ニ
テ
追
付
候
二
付
間
道
ヨ
リ
先
キ
江

越
へ
於
長
浜
駅
相
待
居
候
処
多
賀
少
属
井
同
行
之
者
三

人
何
茂
駕
龍
二
乗
罷
越
候
二
付
私
共
多
賀
少
属
之
駕
龍

江
立
寄
旧
主
本
多
従
五
位
之
復
讐
被
心
得
ト
名
乗
懸
左

右
ヨ
リ
及
刺
殺
候
処
右
同
行
之
者
何
レ
モ
立
向
士
族
草

薙
艮
平
梅
原
可
也
沼
田
采
江
ト
名
乗
可
及
刃
傷
体
二
付

私
共
積
年
之
遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所
置
方
可
奉
願
心

得
ニ
テ
慰
勉
二
及
挨
拶
兼
テ
認
置
候
復
智
之
趣
意
書
指

出
候
処
右
仕
抹
艮
平
等
ヨ
リ
元
彦
根
県
庁
江
及
御
届
候

由
ニ
テ
同
廿
五
日
検
使
御
指
向
二
相
成
私
共
儀
ハ
於
同

騨
人
縮
被
申
付
相
慎
罷
在
候
処
当
県
御
役
人
御
指
向
同

（
マ
マ
〉

十
二
月
七
日
私
共
御
引
受
被
成
同
十
七
日
帰
県
仕
候
旦

岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ
彌
一
策
平
等

可
打
果
手
配
二
御
坐
候
段
申
上
候
処

前
段
之
通
多
賀
少
属
不
意
ヲ
窺
へ
及
刺
殺
候
体
ニ
テ
ハ
全
同

人
ヲ
及
暗
殺
可
逃
去
心
中
之
処
右
艮
平
等
二
被
遮
不
得
止
自

首
可
致
心
得
之
旨
二
申
成
候
義
ニ
テ
可
有
之
卜
御
糾
被
成
候

右
打
果
候
仕
抹
ハ
甚
拙
キ
致
方
ニ
モ
相
当
り
何
共
御
察

当
之
趣
ハ
奉
恐
縮
候
得
共
何
分
同
行
数
人
有
之
儀
二
付

如
何
ニ
モ
シ
テ
遂
宿
意
度
処
ヨ
リ
同
行
人
二
被
支
候
テ

難
成
加
之
不
図
意
趣
モ
無
之
人
々
江
対
シ
可
及
刃
傷
ヲ

厭
上
不
得
止
不
意
二
仕
懸
候
義
ニ
テ
可
逃
去
心
組
ハ
毛

頭
無
御
坐
候

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
ト
重
々
御
糾
被
成
候

（
マ
マ
）

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
旦
親
類
ト

錐
少
モ
相
洩
不
申
段
申
上
候
処

元
来
多
賀
少
属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
儀
二
付
已
二
夫
々
輕
重
之
御
所
置
有
之
殊
二
輔
吉
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石
川
県
卒
上
田
一
二
三
鴫
田
伴
十
郎

儀
ハ
禁
鋼
御
舎
中
之
儀
承
知
乍
罷
在
檀
之
挙
動
先
以

官
辺
ヲ
奉
軽
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
儀
ハ
右
事
件
二
付
馴
関
係
之

次
第
無
之
甚
粗
暴
之
至
り
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
ク
粗
忽
之
及
所
業
候
儀

一
一
テ
夫
々
御
察
当
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
倖
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
議
中
監
倉
江
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
芝
木
喜
内

藤
江
松
三
郎

石
川
県
庁

石
川
県
卒

上
田
一
二
三

申
四
十
歳

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
六
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
上
田
一
二
三
鳩
田

伴
十
郎
口
供
書
）

口
書

同

嶋
田
伴
十
郎

申
三
十
四
歳

口
書

私
共
儀
当
県
士
族
石
黒
圭
三
郎
ヲ
可
討
果
心
組
ニ
テ
東
京
江

罷
候
仕
抹
御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
並

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
元
金
沢
県
少
属
士

族
多
賀
賢
三
郎
同
少
属
岡
野
悌
五
郎
士
族
菅
野
輔
吉
岡

山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ

倶
二
天
ヲ
難
載
者
ト
ー
途
二
存
込
多
賀
少
属
等
討
果
シ

珈
旧
主
ノ
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ
テ
士
族
本
多
彌
一
矢

野
策
平
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
西
村
熊
舟
喜
鉄
外
淺
井
弘

五
郎
卒
吉
見
亥
三
郎
清
水
金
三
郎
廣
田
嘉
三
郎
湯
口
藤

九
郎
芝
木
喜
内
藤
江
松
三
郎
井
私
共
両
人
都
合
十
五
人

申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕
石
黒
圭
三
郎
東
京
二

罷
在
候
由
二
付
私
共
両
人
同
所
江
可
差
向
義
二
彌
一
策

平
及
指
図
其
節
改
テ
申
聞
候
ハ
此
元
ニ
テ
差
急
候
間
五

六
日
中
二
事
可
発
モ
難
計
左
候
得
ハ
必
定
追
手
可
掛
其

時
ハ
速
二
捕
縛
二
可
就
成
限
遂
探
索
討
果
可
申
候
何
分
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

天
二
任
候
心
得
ニ
テ
至
急
発
足
可
致
ト
ノ
指
図
二
付
去

未
十
一
月
十
八
日
金
沢
出
立
同
十
二
月
朔
日
東
古
笹
著

弁
慶
橋
田
所
町
木
屋
傳
四
郎
方
止
宿
奉
公
稼
二
罷
越
候

趣
二
申
成
翌
二
日
ヨ
リ
心
当
之
ヶ
所
探
索
仕
候
得
共
相

知
不
申
其
内
金
沢
出
生
加
賀
屋
勇
吉
ト
申
者
二
途
中
二

於
テ
出
逢
候
二
付
右
奉
公
稼
二
罷
越
候
趣
二
相
咄
シ
候

処
勇
吉
方
二
致
止
宿
聞
合
候
得
ハ
何
歎
都
合
モ
可
宣
旨

申
聞
候
二
付
則
同
六
日
頃
ヨ
リ
彼
方
へ
私
共
両
人
罷
越

日
々
探
索
罷
在
候
得
共
様
子
相
知
不
申
可
然
手
掛
無
之

然
内
於
金
沢
本
多
彌
一
等
之
挙
動
追
々
風
説
有
之
最
早

追
手
相
掛
可
申
ハ
必
定
二
付
最
初
出
立
之
血
聯
）
一
策
平

両
人
天
二
可
任
ト
ノ
一
言
モ
有
之
事
故
被
召
捕
候
ヨ
リ

ハ
致
自
首
御
国
典
二
従
上
候
方
可
然
卜
両
人
申
合
同
十

六
日
勇
吉
江
申
入
候
ハ
今
二
可
然
奉
公
ロ
モ
無
之
二
付

一
先
帰
国
可
致
就
テ
ハ
離
盃
相
催
度
候
間
同
道
可
致
旨

申
入
三
人
同
行
昌
平
橋
辺
料
理
店
二
於
テ
ー
盃
催
居
候

処
当
県
捕
吏
高
嶌
謙
次
郎
等
罷
越
私
共
両
人
御
不
審
之

趣
有
之
候
間
速
二
捕
縛
二
就
可
ク
旨
申
聞
候
二
付
兼
テ

覚
悟
之
義
申
分
二
従
上
捕
縛
二
就
申
候
処
其
後
所
持
罷

在
候
趣
意
書
御
取
揚
御
尋
二
付
右
ハ
若
打
死
致
候
節
趣

意
可
申
述
者
無
之
二
付
所
持
罷
在
候
段
申
上
候
処
不
日

金
沢
江
御
送
二
相
成
当
正
月
五
日
帰
県
仕
候
旦
多
賀
少

属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
此
等
ハ
彌
一
策
平
等
可
討
果
手

配
二
御
坐
候
段
申
上
候
処

右
様
申
上
候
得
共
最
早
召
捕
方
之
手
配
厳
重
相
成
可
逃
去
手

段
無
之
二
付
前
段
為
体
二
仕
成
今
更
取
繕
上
候
義
ニ
テ
可
有

（
マ
マ
）

之
旦
又
右
之
外
同
志
申
談
候
者
可
有
之
哉
ト
重
々
御
糾
被
成

候

前
条
申
上
候
通
圭
三
郎
在
ヶ
所
モ
不
相
知
其
上
旧
主
ヲ

及
殺
害
候
山
邊
沖
太
郎
等
関
係
之
義
二
承
り
候
得
共
委

細
之
情
実
碇
ト
承
知
モ
不
仕
故
今
度
東
京
へ
発
足
之
瑚

夫
等
之
辺
得
ト
彌
一
策
平
等
江
尋
問
致
度
実
ハ
心
中
二

候
得
共
初
発
心
底
打
明
シ
候
瑚
旧
主
之
為
二
候
得
ハ
何

時
ニ
テ
モ
拠
身
命
可
申
ト
申
述
候
一
言
モ
有
之
此
期
二

至
り
憶
心
ヲ
生
シ
彼
是
ト
申
立
候
体
ニ
モ
可
相
当
哉
左

候
テ
ハ
甚
口
惜
キ
次
弟
ト
存
付
心
底
二
不
染
義
ト
ハ
思

ヒ
ナ
カ
ラ
出
立
仕
候
義
二
御
坐
候
将
又
前
段
申
上
候
人

（
マ
マ
）

員
ノ
外
同
志
之
者
無
御
坐
候
旦
親
類
ト
錐
少
シ
モ
洩
シ

不
申
段
申
上
候
処
元
来
多
賀
少
属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉

岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎
等
夫
々
軽
重
之
御
所
置
モ
有
之

剰
石
黒
圭
三
郎
ハ
右
事
件
二
付
珈
関
係
之
次
弟
無
之
処

初
発
心
底
打
明
シ
候
義
二
拘
泥
条
理
之
穿
鑿
ニ
モ
不
及
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へ

1 後
営

一
旦
タ
リ
ト
モ
可
打
果
所
存
二
相
成
候
ハ
先
以

官
辺
奉
軽
蔑
粗
暴
之
至
リ
不
届
ト
御
察
当
被
成
候
私
共

実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
粗
忽
ノ
企
二
加
リ
候
処
夫
々

御
察
当
之
上
ハ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候

処
是
迄
之
通
御
詮
議
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉

得
其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
上
田
一
二
三

嶋
田
伴
十
郎

石
川
県
庁

註
こ
こ
に
み
え
る
捺
印
は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省

官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
縣
は
少
判
事
縣
信
輯
、

小
畑
は
少
判
事
小
畑
美
稲
、
橋
口
は
権
中
検
事
橋
口
兼
三
、

石
井
は
権
少
判
事
石
井
忠
恭
、
青
木
は
中
判
事
青
木
信
寅
、

公
張
は
権
大
検
事
滴
岡
公
張
、
北
畠
は
権
少
判
事
北
畠
治
房
、

松
本
は
権
大
判
事
松
本
暢
、
江
藤
は
卿
江
藤
新
平
、
渡
邊
は

権
大
検
事
渡
辺
顔
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
『
明
治
六
年
一
月
・

袖
珍
官
員
録
』
一
八
一
葉
・
表
、
一
八
五
葉
・
表
、
同
・
要
、

一
八
六
葉
・
表
、
一
九
六
葉
・
裏
、
一
九
七
葉
・
表
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
ｕ
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
現
分
類
大
全
』
刑
法
門
二
・
刑
律
一

（
明
治
二
十
三
年
）
一
○
六
頁
。
な
お
、
同
書
・
一
○
九
頁
に

も
同
一
の
記
事
が
み
え
る
。

（
翅
）
『
明
治
二
年
十
二
月
・
職
員
録
』
五
○
葉
・
衷
、
五
一
葉
・

表
、
五
三
葉
・
表
、
同
・
裏
、
五
四
葉
・
表
、
同
・
裏
、
七

九
葉
・
裏
。
な
お
、
新
海
に
つ
い
て
は
、
こ
の
職
員
録
で
は

「
大
解
部
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
昇
進
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
小
野
少
巡
察
に
つ
い
て
は
、
こ
の
職
員
録
に
該

当
者
は
い
な
い
が
、
『
明
治
三
年
六
月
・
職
員
録
』
九
六
葉
・

輿
に
み
え
る
小
野
実
正
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

(IFI)



四
年
四
月

名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
規
則

京
都
府
伺
弁
禰
宛

（
中
略
）

一
自
裁
ノ
取
扱
方
旧
来
其
法
種
々
有
之
候
由
府
藩
県
区
々
相

成
候
テ
ハ
不
可
然
ト
奉
存
候
間
一
般
ノ
御
規
則
相
心
得
置
度

候
事

別
紙
ノ
通

（
中
略
）

囚
獄
規
則
書

前
註

（
１
）

（
２
）

へ

3
ー

（
１
）
（
国
立
公
文
書
館
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十

九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二
）

ゴ
ヂ
の
部
分
は
、
朱
字
を
示
す
。

漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て
現
代
一
般
に
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
等
に
つ
い

て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

（
）
の
中
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

自
尽
ノ
者
取
計
ノ
事

右
何
レ
ノ
掛
ニ
テ
モ
自
尽
ノ
者
有
之
節
ハ
其
以
前
掛
り
井
月
日

刻
限
人
数
等
本
省
ヨ
リ
御
達
有
之
候
得
共
其
御
達
二
基
キ
本
人

衣
服
其
外
入
用
ノ
品
々
左
之
通
手
当
井
夫
々
手
筈
等
申
付
置
在

獄
ノ
者
ハ
当
日
其
掛
へ
呼
上
出
ノ
上
於
役
所
申
渡
済
其
掛
官
員

ニ
テ
途
中
謹
衛
イ
タ
シ
当
司
使
部
壱
人
人
足
差
配
ト
シ
テ
附
添

司
へ
連
戻
り
候
ヘ
ハ
表
門
内
ニ
テ
受
取
直
二
刑
場
脇
へ
相
廻
シ

縛
縄
ヲ
解
キ
兼
テ
設
ノ
礼
服
二
為
着
替
小
介
錯
ノ
使
部
弐
人
附

添
其
場
所
へ
引
連
尤
場
所
ハ
凡
九
尺
四
方
程
二
砂
敷
平
均
へ
琉

球
無
縁
畳
弐
畳
敷
中
央
二
本
人
著
坐
為
致
答
役
ノ
内
壱
人
短
刀

ヲ
乗
セ
候
三
宝
持
出
シ
本
人
ノ
前
へ
据
へ
其
機
会
ヲ
見
テ
本
介

錯
ノ
使
部
斬
首
致
シ
検
査
見
届
ヶ
畢
テ
右
屍
ノ
上
へ
青
縁
産
ヲ

懸
ヶ
取
片
付
置
其
掛
ヨ
リ
親
族
等
へ
引
渡
可
申
旨
達
シ
有
之
引

取
人
相
廻
り
次
第
受
書
取
之
引
渡
遣
シ
候
事

但
右
断
刑
之
節
場
所
ハ
勿
論
口
々
厳
重
相
固
候
事

入
用
ノ
品
壱
人
分

一
水
浅
黄
無
紋
麻
上
下
壱
具

一
同
断
時
服
壱
枚

一
木
綿
白
糯
伴
同

一
短
刀
壱
振
緬
靴
畑
乖
唖
認
訓
準
極
一

一
白
木
三
宝
壱
ッ
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（
一
）
（
明
治
五
年
五
月
二
十
日
付
・
司
法
省
指
令
）

士
族
自
尽
之
節
取
計
ノ
事

右
自
尽
之
者
有
之
節
ハ
其
四
五
日
以
前
行
刑
日
限
人
数
挙
司
法
省

ヨ
リ
御
達
有
之
候
得
ハ
其
御
達
二
基
キ
本
人
衣
服
其
外
入
用
ノ
品
々

左
ノ
通
手
当
井
夫
々
手
筈
挙
申
付
置
在
獄
之
者
ハ
死
刑
囚
人
同
様

途
中
護
送
致
シ
刑
場
ノ
傍
へ
相
廻
シ
縛
縄
ヲ
解
キ
兼
テ
設
ノ
礼
服

二
為
着
替
小
介
錯
付
添
刑
場
へ
引
連
尤
場
所
ハ
凡
九
尺
四
方
程
二

砂
敷
平
シ
其
上
へ
琉
球
無
縁
畳
二
枚
ヲ
シ
ク
中
央
二
本
人
着
座
為

致
小
介
錯
ノ
内
一
人
短
刀
ヲ
乗
セ
候
三
方
持
出
シ
本
人
ノ
前
二
据

本
人
三
方
ヲ
戴
キ
終
ツ
テ
肩
衣
ノ
前
へ
衣
領
ノ
左
右
ヲ
後
口
へ
脱

シ
着
衣
ヲ
押
シ
寛
ロ
ゲ
短
刀
ヲ
手
二
取
脇
肚
へ
突
立
ル
ヲ
見
テ
本

一一一一

（
Ⅱ
）
（
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五

年
・
第
百
九
十
四
号
）

青
縁
蓮
壱
枚
腓
鮒
孵
綴
〃
蛙
蕊
帽

砂
五
荷
即
九
尺
四
方
程
二
敷
平
均

手
桶
壱
シ
但
柄
杓
共

琉
球
無
縁
畳
弐
畳
右
砂
ノ
中
央
二
敷

右
ハ
当
司
規
則
二
有
之
候
事
四
年
四
〃

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

右
ハ
現
今
東
京
府
管
轄
囚
獄
懸
リ
ノ
取
扱
二
候
条
先
シ
此
ノ
規
則

二
依
テ
処
置
可
致
事
口
凹
］
、
仙
旧
］

但
シ
入
費
ハ
官
費
ダ
ル
可
キ
事

介
錯
斬
首
致
シ
検
使
見
届
ヶ
畢
テ
右
屍
ノ
上
へ
青
緑
源
プ
覆
上
取

片
付
ヲ
キ
裁
判
掛
リ
ョ
リ
親
属
等
へ
引
渡
可
申
旨
達
有
之
引
取
人

相
廻
り
次
第
受
書
取
之
引
渡
遣
シ
候
事

但
場
所
ハ
囚
獄
内
行
刑
場
○
小
介
錯
ハ
ニ
人
本
介
錯
ハ
一
人

》
一
シ
テ
皆
囚
獄
懸
リ
等
外
吏
ニ
テ
為
取
扱
候
事

自
尽
ノ
節
入
用
品

一
水
浅
黄
無
紋
麻
上
下
一
具

一
同
色
木
綿
時
服
一
重

一
木
綿
白
鯉
伴
同

一
短
刀
一
振
螺
禦
難
銅
鶏
誠
観

一
白
木
三
方
一
ツ

ー
青
縁
席
一
枚
歎
菰
印
儲
騨
些
携
シ

一
砂
五
荷
凡
九
尺
卿
方
二
＄
》
ラ
ス

ー
手
桶
柄
杓
共
一
組

一
琉
球
無
縁
畳
二
枚
一
筋
糸
典
一
一
シ
ク

以
上
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士
族
罪
ヲ
犯
シ
自
裁
被

仰
付
候
節
取
扱
向
之
儀
既
二
辛
未
二
月
元
金
沢
藩
士
族
自
裁
之
翻

囚
獄
司
江
相
伺
候
処
未
御
規
則
無
之
福
岡
藩
之
比
例
承
合
候
様
御

達
ニ
付
同
藩
打
合
則
別
紙
之
振
合
二
基
キ
尚
金
沢
藩
仕
来
ヲ
参
酌

取
斗
候
由
二
御
座
候
然
処
百
事
追
々
御
規
則
モ
相
立
候
二
付
今
後

之
取
扱
方

一
刑
場
設
方
井
順
席
之
事

一
自
裁
人
入
用
品
之
事

仙
勿
鐘
消
閲
二
御
座
候
叔
辛
米
二
月
宮
劉
を
以
柵
弁
候
紬
訳
桝
別
級
韮
上
申
候

一
出
勤
役
々
之
事

右
之
廉
々
奉
伺
候
尤
此
頃
自
裁
伺
中
之
訳
モ
御
座
候
間
至
急
御
差

自
裁
之
節
取
扱
伺
件
々

圖
圖
圖
圖
圖

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
二
）
（
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
・
石
川
県
自
裁

之
節
取
扱
伺
）

石

川

県

割
腹
場
別
二
小
屋
ヲ
設
ヶ
屋
根
笹
板
ニ
テ
葺
キ
廻
リ
ハ
ニ
枚
合
ノ

葭
賛
ニ
テ
園
四
本
柱
二
間
四
方
畳
ヲ
敷
キ
其
上
へ
白
布
二
端
風
呂

敷
ノ
如
ク
縫
合
セ
テ
敷
キ
其
上
へ
割
腹
人
ヲ
着
座
サ
セ
後
ロ
ー
白

張
六
枚
哲
屏
風
ヲ
輻
萄
リ
綱
涛
諭
淵
鮨
蝿
諺
鋤
需
鶏
郷
錘

屏
風
白
布
等
一
人
毎
二
別
二
股
ク
ヘ
シ

木
剣
ヲ
紙
二
包
ミ
三
宝
二
載
セ
小
介
錯
ノ
者
持
チ
出
シ
割
腹
人
ノ

前
二
置
割
腹
人
右
木
剣
ヲ
戴
キ
三
宝
ノ
上
ニ
ヲ
ク
夫
ヨ
リ
肩
衣
ヲ

ハ
ッ
シ
カ
ケ
小
介
錯
ノ
者
三
宝
片
付
直
二
介
錯
ス
畢
ツ
テ
絹
ヲ
カ

ヶ
屏
風
引
廻
シ
逮
部
助
長
首
実
検
卜
声
カ
ヶ
ル
其
時
小
介
錯
ノ
者

図
可
被
下
候
以
上

壬
申四

月
廿
五
日

司
法
省御

中

元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書

（
三
）
（
元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書
）

石
石
川
県

川

県

(I7w)



口
Ｙ敏年ｷ･いや

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

圧、瓢k

此
場
所
高
サ
三
尺
程
人
土

ヨ
シ
ズ

ハ
ズ
〃

莚
カ
コ
イ

ロ
内
ヨ
シ
ズ

折
廻
シ
三
方
後
ハ
メ

外
竹
ヤ
ラ
イ

口
昌
４

口
碆
阜

一

埜
蝿
・
・
餅
観
罵

外
竹
ヤ
ラ
イ

回 回
内
ヨ
シ
ズ硝

自
］
マ
ク

｛
ロ
マ
ク

此
間
七
間
程
表

シロ

胆
留
到
副
峰
漉
杲
ｒ
Ｙ
Ｖ

瓶
中
郷
挫
囲
豊
日
斗
十
目
呼
右
日
且
一
望
鮒

奉凰八111供電蕊迄鱒

圧、為汰

薫年ｷｰ'いや
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吉
岡
大
巡
察
小
野
少
巡
察
巡
察
属
両
人

（
四
）
（
明
治
五
年
四
月
二
十
四
日
・
石
川
県
自
裁

人
入
用
品
伺
）

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

右
之
首
三
宝
ニ
ノ
セ
右
ノ
方
ヨ
リ
持
出
実
検
相
済
左
ノ
方
ヨ
リ
右

白
張
ノ
内
へ
納
ム
介
錯
小
介
錯
ト
モ
屏
風
ノ
外
へ
出
テ
正
西
向
へ

首
尾
ノ
礼
ヲ
ノ
ヘ
ル

但
シ
時
刻
ハ
日
ノ
未
ノ
後

（
マ
マ
）

鳥
居
刑
部
少
丞
岡
内
小
判
事
河
邨
刑
部
大
録

香
川
刑
部
少
録
新
海
中
解
部
小
柴
少
解
部

爽
検
西
田
逮
部
長
介
錨
嶋
心
添
井
災
検
霊
図
餓
畷
臘

介
鮒
八
人
代
鮒
八
人
抽
手
逮
部
三
人

自
裁
壱
人
二
付
入
用
之
品

一
壱
双
六
枚
折
白
張
屏
風

一
弐
ッ
白
木
四
方

自
裁
壱
人
二
付
入
用
之
品

石

川

県

一
一
宮
ツ

ー
圭
琶
ツ

ー
一
宮
ツ

一
壱
本

一
六
枚

一
拾
枚

一
壱
筋

一
壱
本

一
拾
荷

一
壱
丈
四
尺

一
壱
張

一
三
畳

一
壱
枚

一
壱
枚

一
壱
枚

一
壱
具

一
幸
宮
ツ

一
壱
枚

棺手
桶

た
ら
以

杓縁
取
呉
座

薄
賛

白
給
揮

短
刀

真
砂但

脚
裁
墹
下
夕
敷

白
木
綿

側
服
巻
手
掛
等

白
布
幕

白
縁
畳

白
無
垢
襟
ナ
シ

同
細
付
下
着

白
木
綿
半
肌
着

無
紋
麻
上
下

白
茶
碗

五
尺
四
方
之
白
布

仙
下
夕
敷
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右
辛
未
二
月
自
裁
之
節
入
用
品
々
二
御
座
候
以
上

一
弐
人
前

〆
弐
拾
壱
口

壬
申四

月
廿
四
日

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

介
錯
介
添
仕
着

石
川
県

(I77)



宗
祖
滅
後
の
日
蓮
宗
教
学
史
を
概
観
す
る
と
、
本
迩
の
致
劣
に

関
す
る
論
争
と
並
ん
で
、
本
因
妙
・
本
果
妙
下
種
の
異
論
が
日
蓮

各
派
の
分
派
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
本
因
妙

下
種
、
或
い
は
本
果
妙
下
種
を
明
確
に
強
調
す
る
真
跡
現
存
・
曽

存
・
断
簡
現
存
・
直
弟
写
本
現
存
の
聖
人
遺
文
は
無
い
。
聖
人
の

下
種
論
の
典
拠
は
法
華
経
と
天
台
三
大
部
で
あ
る
が
、
そ
の
両
者

に
も
本
因
・
本
果
の
片
方
を
主
張
し
た
下
種
論
を
見
な
い
。
而
し

て
妙
楽
の
『
法
華
文
句
記
』
に
至
っ
て
下
種
の
時
を
本
因
時
と
本

果
時
に
渡
る
も
の
と
す
る
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

妙
楽
は
両
者
に
浅
深
・
勝
劣
を
立
て
ず
「
本
因
果
種
」
と
表
現
す

る
。
こ
の
「
本
因
果
種
」
と
は
、
『
法
華
文
句
』
巻
一
の
所
謂
四

下
種
論
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て

第
四
十
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

１
本
因
・
本
果
下
種
論
の
源
流
Ｉ

田
村
完
爾

節
の
三
益
の
内
、
第
一
節
の
衆
生
と
第
二
節
の
衆
生
（
地
涌
の
菩

薩
）
に
対
す
る
釈
尊
の
久
遠
本
時
下
種
の
時
を
輔
釈
し
た
言
葉
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
本
因
果
種
」
と
は
、
釈
尊
は
こ
の
二
種
の
衆

生
に
対
し
久
遠
本
時
の
本
因
時
と
本
果
時
に
渡
っ
て
下
種
を
し
た
、

と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
の
宝
地
房
証
真
（
’
一

一
八
九
’
一
二
四
○
ｌ
）
は
、
『
三
大
部
私
記
』
の
中
で
「
地
涌

卜
ニ
ー
テ
ニ
ス
ル
ハ
ス
テ
ニ
ス
ヘ
シ

本
因
果
種
者
。
既
在
二
本
果
一
発
心
。
必
在
二
因
時
一
下
種
。
」
と
言

う
。
即
ち
、
地
涌
の
菩
薩
に
対
す
る
下
種
の
時
は
本
因
時
に
限
る

と
し
て
妙
楽
の
釈
を
訂
正
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

（
経
文
で
は
）
地
涌
の
菩
薩
は
釈
尊
が
本
果
妙
位
に
在
る
時
既
に

発
心
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
釈
尊
は
必
ず
本
因
時
に
地
涌
に
下
種

し
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
、
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

テ
ノ

ー
ー

経
文
の
該
当
箇
所
を
見
る
と
、
「
我
於
二
是
娑
婆
世
界
一
。
得
二
阿

ヲ
テ

シ
ノ
ノ
ヲ

シ
テ

縛
多
羅
三
鏡
三
菩
提
一
已
・
教
二
化
示
三
導
。
是
諸
菩
薩
一
。
調
二
伏

ノ
ヲ
メ
タ
リ
サ
ノ
ワ

其
心
一
。
令
レ
発
二
道
意
一
。
」
と
あ
り
、
む
し
ろ
本
果
時
の
下
種
に

見
え
る
。
つ
ま
り
証
真
の
主
張
は
必
ず
し
も
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

と
も
あ
れ
、
証
真
が
本
因
時
に
拘
わ
る
下
種
論
を
唱
え
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
が
文
献
上
に
現
れ
た
、
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本
研
究
の
課
題
は
、
鎌
倉
時
代
を
生
き
、
法
華
経
を
信
仰
さ
れ

た
日
蓮
聖
人
と
道
元
禅
師
の
法
華
経
観
の
独
自
性
を
、
経
文
引
用

と
解
釈
と
い
う
共
通
項
目
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
知
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
法
華
経
観
を
窺
う
前
段
階
と
し
て

本
因
妙
を
強
調
す
る
下
種
論
の
初
め
で
あ
る
。
因
み
に
日
蓮
聖
人

は
証
真
の
『
私
記
』
を
閲
読
し
て
お
り
、
『
注
法
華
経
』
に
も
引

用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
引
用
は
無
い
。
つ
ま
り
、
本
因

妙
下
種
論
（
本
因
時
に
拘
わ
る
下
種
論
）
は
聖
人
以
前
に
既
に
日

本
天
台
内
に
存
在
し
て
お
り
、
聖
人
の
眼
に
も
触
れ
て
い
た
。
し

か
し
聖
人
は
所
謂
「
本
因
本
果
の
法
門
」
、
三
十
三
字
段
・
四
十

五
字
段
等
を
説
か
れ
る
際
、
こ
れ
を
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
日
蓮
教
団
が
拡
張
・
分
裂
し
て
い
く
過
程
の
中
で
様
々
な
展

開
を
見
る
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、
こ
の
問
題
は
更
な
る
検

討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
引
用
に
つ
い
て

三
輪
是
法

経
典
観
の
特
質
を
参
究
す
る
と
、
既
に
明
確
な
差
異
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
経
典
観
の
特
徴
は
、
釈

尊
の
教
え
を
文
字
と
し
て
表
記
し
た
絶
対
的
存
在
と
見
る
こ
と

で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
そ
れ
は
、
経
典
と
成
る
以
前
の
真
理
と

等
位
に
見
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
経
典

を
「
観
」
ず
る
「
眼
」
に
起
因
し
て
い
る
。

道
元
禅
師
の
眼
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
中
、
「
眼
晴
」
と
い
う
語

句
に
よ
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
眼
晴
と

は
、
仏
祖
、
経
典
、
日
常
の
修
行
に
従
っ
て
、
自
己
が
と
ら
わ
れ

る
常
識
的
認
識
を
脱
落
し
、
脱
落
し
た
そ
の
時
に
、
絶
対
化
す
る

眼
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
実
世
界
が
自
由
に
、
自
己
の
規
定
下
に

お
い
て
知
見
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
道
元
禅
師
が
説
く
無
分

別
に
認
識
さ
れ
た
「
経
巻
」
は
、
現
前
の
現
象
・
事
象
と
し
て
、

仏
祖
と
し
て
、
仏
祖
と
し
て
の
自
己
と
し
て
、
更
に
真
理
の
法
と

し
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
眼
は
、
観
普
賢
経
中
に
見
ら
れ
る
「
五
眼
」
に
依

拠
し
、
法
華
経
と
の
関
連
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

法
華
経
を
「
持
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
華
経
が
具
有
す
る
仏
種

を
備
え
た
時
に
「
仏
眼
」
と
な
る
五
眼
（
肉
眼
・
天
眼
・
慧
眼
・

法
眼
・
仏
眼
）
な
の
で
あ
る
。
法
華
経
を
「
持
つ
」
と
い
う
こ
と

は
、
色
読
と
い
う
信
仰
形
態
で
法
華
経
に
信
順
す
る
と
い
う
こ
と

(I80)



で
、
法
華
経
に
身
を
投
じ
、
法
華
経
の
世
界
に
生
き
る
と
い
う
絶

対
的
到
達
点
か
ら
生
じ
る
眼
な
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
眼
は
、
凡
夫

の
肉
眼
が
五
眼
の
力
用
を
備
え
た
眼
で
あ
り
、
肉
眼
即
仏
眼
と
な

る
眼
で
あ
る
。
更
に
、
明
鏡
で
あ
る
、
法
華
経
と
い
う
仏
の
未
来

記
に
写
映
し
て
現
実
世
界
を
見
る
、
自
己
を
内
省
的
に
否
定
す
る

眼
で
あ
り
、
常
に
現
実
へ
と
還
帰
し
、
一
切
衆
生
の
救
済
を
実
現

す
る
眼
な
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
の
「
眼
晴
」
と
日
蓮
聖
人
の
「
仏
眼
」
は
、
共
に
自

己
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
開
眼
す
る
眼
で
あ
る
。
違
い
と
し
て
は
、

前
者
が
自
己
の
常
識
的
認
識
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
自
己
の
主
体
的
認
識
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
開

く
と
い
っ
た
、
対
照
的
な
力
用
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
道
元

禅
師
は
常
識
を
脱
落
し
た
「
眼
晴
」
に
よ
っ
て
、
現
実
を
無
秩
序

化
し
、
そ
の
現
実
の
中
に
秩
序
化
以
前
の
真
理
を
覚
知
す
る
の
に

対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
、
現
実
を
法
華
経
に
映
し
出
さ
れ
た
未
来

記
と
し
て
受
け
止
め
る
「
仏
眼
」
に
よ
っ
て
、
現
実
を
現
実
の
ま

ま
、
仏
の
本
意
で
あ
る
法
華
経
が
開
顕
す
る
世
界
、
仏
界
で
あ
る

と
覚
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
檀
越
の
病
や
疫
病
と
い
う
実
際
の
病
を
き
っ
か

け
に
、
時
に
は
医
療
に
よ
る
治
病
を
す
す
め
、
あ
る
い
は
仏
天
に

加
謹
を
祈
っ
て
い
る
が
、
一
貫
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
法
華
経

に
よ
る
治
病
で
あ
る
。
そ
の
教
導
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
（
渡
邊
宝
陽
稿
「
日
蓮
の
教
説
に
お
け
る
個
の
病
と
時
代
の

病
」
宗
教
研
究
四
九
巻
三
輯
所
収
）
、
「
誇
法
の
病
」
を
治
す
る

と
い
う
目
的
が
根
底
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
う

し
た
教
導
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
一
端
を
探
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

疫
病
流
行
の
報
を
受
け
て
富
木
・
四
条
両
氏
に
送
ら
れ
た
弘

安
元
年
六
月
二
十
六
日
付
の
二
通
の
消
息
（
異
称
『
治
病
紗
』
、

し

『
二
病
紗
』
）
で
は
、
と
も
に
「
夫
人
に
二
病
あ
り
」
と
の
冒
頭

に
つ
づ
き
、
人
に
は
「
身
の
病
」
（
四
百
四
病
）
と
「
心
の
病
」

（
三
毒
八
万
四
千
の
病
）
が
あ
る
と
、
病
を
総
括
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
身
の
病
」
に
つ
い
て
は
「
治
水
、
流
水
」

日
蓮
聖
人
に
み
る

病
相
の
提
示
と
治
病

野
口
真
澄

(18Z)



等
の
名
医
に
よ
っ
て
治
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
詳
論
さ

れ
な
い
が
、
「
心
の
病
」
に
つ
い
て
は
「
難
治
」
と
い
う
規
準
に

立
っ
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
心
の
病
」
は
、
正

像
末
の
三
時
に
お
け
る
仏
法
の
乱
れ
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
、

特
に
今
、
末
法
に
お
け
る
仏
法
の
乱
れ
か
ら
、
こ
の
度
の
疫
病
流

行
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
華
経
に
依
る
以
外
に
は
治
し

難
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
通
の
消
息
で
は
、
病
の
諸
相
が
総
括
的
に
提
示
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
「
難
治
」
と
い
う
規
準
に
も
と
づ
い
て
「
心
の
病
」

の
問
題
に
集
約
さ
れ
、
末
法
に
お
い
て
は
特
に
仏
法
の
乱
れ
に
そ

の
問
題
点
が
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
難
治
」
と

い
う
視
点
か
ら
改
め
て
聖
人
遺
文
を
み
る
と
き
、
壼
理
坐
全
景
塵

等
の
い
く
つ
か
の
遺
文
に
お
い
て
「
末
法
為
正
」
の
文
拠
の
一
つ

と
さ
れ
る
浬
藥
経
梵
行
品
の
説
示
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
一
二

巻
四
八
一
頁
）
が
注
目
さ
れ
る
。
「
七
子
の
醤
」
と
も
称
さ
れ
る

こ
の
説
示
は
、
ま
さ
に
浬
桑
に
臨
ん
だ
釈
尊
が
阿
闇
世
王
を
罪
か

ら
救
っ
た
理
由
を
善
え
た
も
の
で
、
父
母
は
不
平
等
で
は
な
い
が

七
人
の
子
ど
も
の
う
ち
特
に
病
子
に
心
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
「
難
治
」
こ
そ
問
題
と
さ
れ
る
、
ま
た
「
病
子
」
に
こ
そ

心
が
お
か
れ
る
と
い
う
論
理
に
、
共
通
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

玉
澤
妙
法
華
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
日
蓮
聖
人
の
霊
注
塞
褒
建

の
筆
跡
は
、
最
も
早
い
も
の
で
も
文
永
九
年
以
前
に
は
遡
り
が
た

く
、
最
も
遅
い
も
の
は
弘
安
初
年
に
属
し
、
大
半
は
文
永
十
一

年
か
ら
建
治
三
年
に
わ
た
っ
て
注
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
（
山
中
喜
八
編
著
『
定
本
注
法
華
経
』
解
説
を
参
照
）
そ
の

一
方
で
、
文
永
九
年
に
佐
渡
塚
原
で
執
筆
さ
れ
た
『
開
目
抄
』
に

は
『
注
法
華
経
』
と
共
通
す
る
引
用
文
が
数
多
く
見
い
だ
せ
る
の

以
上
の
よ
う
に
二
通
の
消
息
に
お
い
て
は
、
病
全
体
を
提
示
し

な
が
ら
も
「
難
治
」
と
い
う
規
準
の
も
と
に
末
法
に
お
け
る
仏

法
の
乱
れ
に
問
題
が
集
約
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
日
蓮
聖

人
は
「
末
法
為
正
」
と
い
う
釈
尊
の
御
意
を
継
承
す
る
法
華
経
の

弘
通
者
と
し
て
の
立
場
に
立
ち
、
仏
法
の
乱
れ
を
た
だ
す
、
す
な

わ
ち
「
誇
法
の
病
」
を
治
す
と
い
う
意
味
で
の
法
華
経
に
よ
る
治

病
を
明
示
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
と

『
注
法
華
経
』
の
関
連

関
戸
堯
海
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で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
『
開
目
抄
』
執
筆
の
時
点
に
現
存
の
『
注

法
華
経
』
の
異
本
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
存
在
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
（
執
行

海
秀
「
日
蓮
聖
人
の
『
注
法
華
経
』
に
つ
い
て
」
『
日
本
仏
教
』

二
号
所
収
を
参
照
）

こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
に
は

「
要
文
」
と
称
さ
れ
る
執
筆
の
た
め
の
準
備
作
業
と
も
い
う
べ
き

諸
経
論
疏
か
ら
の
抜
き
書
き
が
あ
り
、
は
じ
め
「
要
文
」
を
基
礎

と
し
て
著
作
が
執
筆
さ
れ
、
や
が
て
は
「
要
文
」
が
次
第
に
整
束

さ
れ
て
い
く
課
程
に
お
い
て
、
最
終
的
に
『
注
法
華
経
』
の
形
態

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
「
要
文
」
を
年
代
順
に
配
列
し
、
真
蹟
現
存
・
曽
存
な

ど
の
信
懇
性
の
高
い
遺
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
佐
前
期
の
遺
文

に
は
「
要
文
」
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る
も
の
が
多
く
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
無
量
義
経
の
「
四
十
余
年
未
顕
真

実
」
が
重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
星
熱
畜
畠
姦
塑
、

災
難
対
治
の
経
証
と
し
て
浬
桑
経
な
ど
の
引
用
に
重
点
を
置
く

『
災
難
興
起
由
来
』
『
災
難
対
治
妙
』
お
よ
び
『
立
正
安
国
論
』

は
「
要
文
」
が
反
映
し
て
い
る
遺
文
と
い
え
る
。
ま
た
『
爾
前
二

乗
菩
薩
不
作
仏
事
』
『
顕
誇
法
紗
』
『
恒
河
七
種
衆
生
事
』
は
正

嘉
か
ら
文
永
に
か
け
て
さ
か
ん
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
．
乗
要
決

要
文
」
と
直
接
か
か
わ
り
、
こ
の
ほ
か
『
一
代
聖
教
大
意
』
『
十

法
界
明
因
果
妙
』
『
薬
王
品
得
意
抄
』
『
法
華
題
目
紗
』
『
善
無

畏
抄
』
な
ど
も
「
要
文
」
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
で
き
る
。

次
に
佐
渡
流
罪
の
直
前
と
流
罪
中
の
遺
文
を
み
て
み
る
と
、

『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
『
開
目
抄
』
は
『
注
法
華
経
』
と
の
顕

著
な
共
通
項
が
み
と
め
ら
れ
、
『
寺
泊
御
書
』
『
観
心
本
尊
抄
』

『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
に
も
『
注
法
華
経
』
と
の
共
通
項
が

い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
こ
の
頃
の
遺
文
に
は
「
要
文
」
と
の

関
連
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
『
注
法
華
経
』
と
の
類
似
点
も

あ
り
、
「
要
文
」
か
ら
『
注
法
華
経
』
へ
の
過
渡
的
な
段
階
と
も

い
う
べ
き
印
象
を
う
け
る
。

最
後
に
身
延
期
の
遺
文
を
み
る
と
、
『
浄
蓮
房
御
書
』
『
断
簡

八
』
『
秀
句
十
勝
妙
』
な
ど
の
遺
文
に
顕
著
な
共
通
項
が
確
認
で

き
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。「

要
文
」
と
『
注
法
華
経
』
そ
し
て
『
立
正
安
国
論
』
『
開
目

抄
』
な
ど
の
著
作
と
の
諸
経
論
疏
の
引
用
と
そ
の
目
的
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
の
遺
文
執
筆
の
経
緯
の
一
端
が
明

ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
検
討
を
す
す
め
て
い
き
た

い
。
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日
蓮
聖
人
の
歴
史
観
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
承
久
の
乱
に
関

す
る
論
評
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
聖
人
は
乱
の
翌
年
の
出

生
で
、
『
神
国
王
御
書
』
に
こ
の
乱
の
結
末
に
対
す
る
疑
問
を
解

決
す
る
た
め
に
幼
少
の
頃
よ
り
一
切
経
を
研
鐡
し
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
聖
人
の
思
想
と
行
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

聖
人
の
乱
に
関
す
る
評
価
は
、
乱
の
客
観
的
な
史
実
を
認
識
し

た
う
え
で
、
法
華
経
の
信
不
信
、
誇
法
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら

主
に
公
家
政
権
の
敗
因
に
つ
い
て
糾
弾
さ
れ
て
い
る
。
『
立
正
安

国
論
』
に
は
後
鳥
羽
院
の
敗
因
を
法
然
浄
土
教
に
求
め
て
い
る
一

面
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
、
佐
渡
配
流
以
降
、
建
治
元
年
の
『
撰

時
抄
』
に
は
承
久
の
合
戦
で
後
鳥
羽
院
ら
が
配
流
さ
れ
た
原
因
は

真
言
師
の
調
伏
に
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
表
現
は
『
報

恩
抄
』
『
兵
衛
志
殿
御
書
』
『
三
沢
妙
』
『
諌
暁
八
幡
抄
』
等
に

も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
人
は
朝
廷
方
敗
北
の
原
因
を
、
真

言
密
教
に
よ
る
関
東
調
伏
に
あ
っ
た
と
し
、
真
言
亡
国
の
明
ら
か

『
日
蓮
聖
人
の
歴
史
観
の
一
考
察
』

鶴
岡
雅
代

な
現
証
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
一
方
、
乱
に
勝
利
し
た
幕
府
方
に
対
す
る
聖
人
の
評
価
は
、

一
往
は
王
臣
の
秩
序
を
意
識
し
て
下
剋
上
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
北

条
義
時
が
法
華
経
を
誹
誇
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
認
め
、
国
神

の
計
ら
い
と
し
て
義
時
以
下
の
武
家
政
権
の
国
主
継
承
を
肯
定
し

て
い
る
一
面
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
聖
人
は
、
そ
う
し
た
武
家
政
権

も
ま
た
否
定
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
乱
後
の
歴

史
の
展
開
を
み
た
と
き
、
真
言
密
教
の
関
東
へ
の
進
出
を
幕
府
が

容
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
誇
法
が
国
中
に
充
満
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
蒙
古
襲
来
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
聖
人
が
真
言
密
教
を
批
判
さ
れ
る
根
本
的
な
理
由
は
、

蒙
古
調
伏
の
祈
祷
が
真
言
師
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
り
、
承
久
の
乱
に
お
け
る
真
言
祈
祷
の
誤
ま
り
を
再
び
繰
り

返
す
こ
と
に
対
し
て
厳
し
く
警
鐘
を
打
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
聖
人
の
承
久
の
乱
に
関
す
る
論
評
を
み
る
と

き
、
真
言
の
悪
法
に
帰
依
し
て
い
た
朝
廷
方
を
対
治
し
て
国
主
を

継
承
し
た
と
い
う
点
で
武
家
方
の
立
場
を
一
往
は
肯
定
さ
れ
る
が
、

蒙
古
襲
来
に
よ
る
国
難
に
あ
た
っ
て
真
言
亡
国
は
必
至
で
あ
る
と

し
て
今
度
は
幕
府
を
諌
暁
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聖
人

が
承
久
の
乱
と
蒙
古
襲
来
を
め
ぐ
る
歴
史
の
動
向
を
観
察
さ
れ
る

視
点
に
お
い
て
、
真
言
祈
祷
の
問
題
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
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鎌
倉
期
、
時
代
背
景
の
中
で
聖
人
の
食
生
活
を
考
察
し
身
延
期

〃
け
か
ち
〃
の
食
事
情
の
関
連
を
拝
す
。

鎌
倉
期
は
大
き
く
三
期
に
分
け
、
第
一
期
は
嘉
禎
三
年
（
一
二

三
七
）
か
ら
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
の
約
四
年
の
勉
学
期
で
あ

る
。
期
間
中
暦
仁
、
延
應
、
仁
治
の
三
年
連
続
改
元
を
み
る
が
、

改
元
は
天
変
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

吾
妻
鏡
を
中
心
に
主
な
る
災
害
を
引
く
が
、
仁
治
元
年
（
一
二

四
○
）
三
月
の
大
地
震
は
Ｍ
・
“
、
鶴
岡
神
宮
寺
倒
る
と
も
あ
る

（
災
害
の
歴
史
）
・
翌
二
年
二
月
七
日
、
近
来
稀
な
る
大
動
。
四

月
三
日
、
南
風
を
伴
い
由
比
浦
大
鳥
居
囚
拝
殿
流
失
、
船
十
余
破

た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
永
の
役
後
に

「
承
久
の
乱
」
に
言
及
さ
れ
た
遺
文
の
ほ
と
ん
ど
が
真
言
批
判
の

問
題
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
食
生
活
と

社
会
事
情
の
一
考
察

目
黒
き
よ

損
を
み
、
前
書
に
は
Ｍ
・
加
、
津
波
、
由
比
浜
八
蟠
昌
葺
騨
流
失
、

と
五
月
に
示
す
。
こ
の
年
日
蓮
聖
人
は
月
日
不
明
の
記
に
「
八
幡

宮
に
て
大
蔵
閲
す
」
と
拝
す
。
六
月
一
二
日
炎
旱
祈
雨
も
効
無
六

月
一
二
日
に
続
く
。
翌
三
年
も
諸
国
旱
紘
を
み
る
が
、
各
書
に
飢

饅
の
記
は
な
い
。
こ
の
間
僧
侶
と
し
て
の
最
低
の
食
は
得
ら
れ
、

特
に
支
障
は
な
い
と
し
て
も
食
は
二
の
次
の
勧
筆
期
と
考
察
す
る
。

第
二
期
は
建
長
五
年
（
一
二
五
二
）
か
ら
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）

五
月
一
二
日
伊
豆
配
流
前
の
八
年
間
で
あ
る
。
こ
の
間
災
害
は
多

く
、
建
長
五
年
六
月
一
○
日
、
近
来
比
類
な
し
の
大
地
震
、
翌
六

年
七
月
一
日
二
十
年
来
の
暴
風
雨
に
稼
穀
損
亡
。
九
月
四
日
の
連

雨
に
国
土
損
亡
。
二
月
一
八
日
大
地
震
も
み
え
る
。
八
年
六
月

七
日
、
大
雨
洪
水
は
例
年
を
超
え
且
つ
冷
害
を
記
す
。
続
く
八
月

の
暴
風
雨
洪
水
は
山
崩
れ
死
人
多
出
、
田
園
作
毛
等
悉
く
損
亡
を

示
す
。
一
○
月
五
日
康
元
と
改
元
。
翌
二
年
三
月
一
四
日
正
嘉
と

改
元
は
続
く
が
、
こ
の
正
嘉
元
年
八
月
二
三
日
の
大
地
震
は
神
社

仏
閣
全
倒
、
山
岳
頽
崩
、
人
家
倒
潰
、
築
地
破
損
、
震
度
数
度
、

猶
九
月
迄
余
震
大
小
休
ま
ず
と
あ
り
、
前
書
に
は
震
度
Ｍ
・
加
、

津
波
発
生
と
示
す
大
災
害
で
あ
る
。
翌
二
年
も
六
月
冷
害
、
八
月

暴
風
雨
、
十
月
洪
水
等
連
続
。

翌
三
年
三
月
二
六
日
正
元
と
改
元
な
る
が
、
炎
旱
、
飢
饅
、
疫

病
流
行
死
者
を
報
じ
、
（
前
書
）
百
錬
妙
五
月
五
日
条
に
は
「
小
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尼
死
人
を
食
す
」
も
見
え
る
大
飢
饅
と
な
る
。
翌
二
年
四
月
一
三

日
更
に
文
應
と
改
元
。
し
か
し
五
月
一
六
日
よ
り
の
降
雨
に
六
月

五
日
止
雨
行
法
、
そ
の
間
に
人
屋
流
失
、
山
崩
れ
、
圧
死
者
等
が

み
え
る
。
こ
の
連
続
の
災
害
を
聖
人
は
後
に
星
肇
竪
覗
既
製
単
歪

に
示
さ
れ
る
（
定
四
二
一
）
、
ま
た
こ
の
災
害
を
為
政
者
の
誇
法

と
『
立
正
安
国
論
』
を
七
月
一
六
日
献
呈
、
諌
言
さ
れ
る
が
、
八

月
二
七
日
松
葉
谷
法
難
、
弘
長
元
年
伊
豆
配
流
に
続
く
。
以
上
背

景
の
中
、
聖
人
は
当
時
入
信
の
直
檀
か
ら
の
粟
、
焼
米
、
干
飯
、

海
草
等
の
当
座
の
救
荒
食
の
支
援
の
も
と
、
寝
食
を
忘
れ
て
の
正

法
弘
通
期
と
考
え
る
が
関
係
御
書
は
な
い
。

第
三
期
は
文
氷
五
年
（
一
二
五
八
）
か
ら
文
永
八
年
（
一
二
七

一
）
九
月
一
二
日
佐
渡
配
流
決
定
ま
で
の
足
掛
四
年
で
あ
り
、
こ

の
期
に
の
み
食
供
養
の
四
書
を
拝
す
。
即
ち
文
永
七
年
一
二
月
二

二
日
「
白
米
一
斗
ｌ
略
ｌ
鎌
倉
は
世
間
渇
し
て
候
」
（
定
四
五

九
）
・

同
年
「
白
米
一
ほ
か
ひ
本
斗
六
升
ｌ
略
ｌ
」
（
定
四
六
一
）
・

翌
八
年
五
月
「
殊
に
お
祝
と
し
て
餅
、
酒
ｌ
略
ｌ
」
（
定
四
八

六
）
・
同
七
月
一
二
日
「
雪
の
ご
と
く
白
く
候
日
米
一
斗
－
略
ｌ
」

（
定
四
九
二
）
・
の
如
く
佐
渡
配
流
前
、
時
に
白
米
も
食
さ
れ
た

聖
人
の
以
上
困
乱
の
鎌
倉
期
で
あ
っ
た
が
、
自
由
な
御
身
、
配
流

ス

期
の
如
き
、
ご
入
山
直
後
の
御
書
「
け
か
ち
申
ば
か
り
な
し
。
米

室
町
時
代
に
活
躍
し
た
勝
劣
派
の
学
匠
・
円
光
坊
日
陣
は
、
そ

の
著
作
（
門
弟
筆
記
の
講
義
録
を
含
む
）
中
『
開
目
抄
』
「
本
因

本
果
の
法
門
」
を
凡
そ
八
十
回
に
亘
っ
て
引
用
し
、
自
己
の
所
謂

約
教
本
迩
実
相
勝
劣
論
の
証
左
と
し
て
最
重
要
視
し
た
。

日
陣
に
依
れ
ば
、
そ
こ
で
の
聖
意
は
、
迩
門
実
相
体
を
破
斥
し

て
本
門
十
妙
就
中
本
因
本
果
二
妙
を
以
て
本
門
実
相
体
を
詮
顕
・

擁
立
す
る
処
に
主
眼
が
あ
り
、
「
本
因
本
果
」
の
具
体
的
概
念
を

無
始
九
界
Ⅱ
本
因
と
無
始
仏
界
Ⅱ
本
果
と
が
互
具
相
即
す
る
「
本

門
十
界
の
因
果
」
の
意
味
と
し
、
こ
れ
が
本
門
一
念
三
千
成
立
の

根
本
義
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
力
説
し
た
。
殊
に
、
日
陣
は
、
そ

一
合
も
う
ら
ず
、
が
し
し
ぬ
べ
し
Ｉ
略
ｌ
」
（
定
八
○
九
）
に
続

く
身
延
期
ほ
ど
の
逼
迫
し
た
食
生
活
で
は
な
か
っ
た
と
考
察
で
き

る
の
で
あ
る
。

円
光
日
陣
に
於
け
る
本
通
論
の
一
考
察

ｌ
『
開
目
抄
』
「
本
因
本
果
の
法
門
」
の

解
釈
を
巡
っ
て
Ｉ

光
林
義
高
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ノ

の
場
合
、
九
界
は
そ
こ
に
具
備
す
る
仏
界
が
本
仏
世
界
「
体
内
一
崖

と
絶
対
肯
定
さ
れ
る
処
に
「
本
因
」
と
定
義
さ
れ
る
所
以
が
あ
り
、

又
、
真
実
の
仏
界
た
る
本
仏
世
界
は
所
具
の
九
界
（
九
界
の
性
を

ノ

も
含
む
）
を
「
体
内
権
」
と
取
り
込
み
容
認
す
る
処
に
「
本
果
」

の
真
髄
が
存
す
る
、
と
説
明
し
、
か
か
る
法
界
観
を
、
本
果
開
顕

を
絶
対
的
機
軸
に
成
立
し
た
本
仏
果
上
の
事
理
不
二
の
世
界
と
規

定
し
、
加
之
、
文
中
に
「
と
き
あ
ら
わ
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
理
を
本
門
の
教
相
の
重
で
受
容
し
よ
う
と
し
た
。

即
ち
、
日
陣
は
、
『
開
目
抄
』
「
本
因
本
果
の
法
門
」
か
ら
、

九
界
と
仏
界
と
が
二
者
対
時
的
で
あ
り
な
が
ら
矛
盾
的
同
一
の
連

関
に
於
て
止
揚
さ
れ
相
即
す
る
と
い
う
円
教
の
教
理
的
特
徴
の
真

骨
頂
を
本
門
の
発
迩
顕
本
の
教
説
上
に
見
、
此
処
に
天
台
教
学
か

ら
蝉
脱
し
た
宗
祖
教
学
の
独
自
性
が
存
す
る
と
把
捉
し
て
い
た
と

言
え
る
。
惟
う
に
、
天
台
教
学
に
於
て
は
、
本
仏
の
本
時
に
於
け

る
過
去
因
位
修
行
（
本
因
）
と
か
か
る
円
因
を
究
寛
す
る
こ
と
に

因
っ
て
円
満
に
成
就
さ
れ
た
妙
果
（
本
果
）
、
及
び
本
果
を
猶
得

し
た
本
仏
が
こ
の
現
実
世
界
で
実
践
す
る
無
始
本
来
の
無
限
の
菩

ノ

薩
行
（
本
因
）
と
い
う
「
師
仏
実
因
実
果
」
、
並
び
に
『
法
華
文

句
』
巻
第
一
の
四
節
三
益
中
の
、
前
二
節
の
種
熟
脱
三
益
の
展
開

ノ

に
象
徴
さ
れ
る
「
弟
子
（
本
春
属
衆
生
）
実
因
実
果
」
と
が
「
本

因
本
果
」
の
意
味
す
る
処
で
あ
っ
た
と
思
料
で
き
る
こ
と
か
ら
、

日
陣
の
主
張
通
り
、
『
開
目
抄
』
「
本
因
本
果
の
法
門
」
は
宗
祖

独
自
の
法
門
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

又
、
日
陣
は
、
そ
の
場
合
の
九
界
を
、
本
仏
果
上
に
在
っ
て
、

そ
れ
と
倶
時
相
即
し
、
常
住
寿
命
を
具
有
す
る
本
仏
の
無
限
不
尽

の
因
位
（
本
因
）
に
配
釈
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
の
辺
に
、
日
陣
が
対
本
国
寺
日
伝
と
の
本
迩
論
争
（
陣
伝

論
争
）
で
強
調
し
た
本
門
宗
体
相
即
一
如
の
教
義
的
基
盤
の
一
面

を
見
出
せ
る
こ
と
に
気
付
く
。

と
こ
ろ
で
、
日
陣
と
本
迩
論
争
を
展
開
し
た
日
伝
は
、
『
五
十

五
箇
条
難
勢
』
（
大
智
院
日
聡
執
筆
）
で
こ
れ
を
『
法
華
玄
義
』

ノ

カ
ノ

巻
第
九
下
明
宗
章
の
「
師
弟
本
因
本
果
」
、
乃
至
「
宗
家
体
」
と

規
定
し
、
体
（
非
久
非
近
非
本
非
迩
の
実
相
理
）
か
ら
遊
離
し
た

宗
の
範
晴
に
位
置
付
け
た
。
そ
れ
故
に
、
実
相
の
致
劣
を
争
点
と

す
る
本
格
的
本
迩
論
争
の
噴
矢
に
位
置
す
る
陣
伝
論
争
に
於
て
、

既
に
、
今
日
の
教
学
で
も
宗
祖
の
本
門
法
華
の
意
味
を
明
瞭
に
説

明
し
た
象
徴
的
説
示
と
さ
れ
る
「
本
因
本
果
の
法
門
」
を
巡
っ
て

全
く
異
質
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
又
、

こ
の
点
は
、
現
在
の
我
々
が
、
宗
祖
教
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
奈
辺
に
見
出
し
て
い
く
か
と
い
う
面
に
直
結
し
た
重
要
な
教
理

的
研
究
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
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日
本
仏
教
史
上
に
お
い
て
本
尊
の
造
形
は
鋳
塑
彫
像
か
ら
画
像
、

そ
し
て
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
字
像
（
文
字
曼
茶
羅
）
へ
と
展
開
し

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
制
作
費
の
問
題
、
経
典
に
か
わ
る
役
割
、

師
檀
関
係
の
表
象
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
な
お
十
三
世
紀
初

め
頃
に
は
「
堂
を
造
り
塔
を
立
て
る
、
最
上
の
善
根
也
」
と
説
い

て
勧
進
し
た
僧
と
、
「
も
し
そ
れ
造
像
起
塔
を
も
っ
て
本
願
と
せ

ば
貧
窮
困
乏
の
類
は
定
ん
で
往
生
の
望
を
絶
た
む
。
し
か
も
富
貴

の
者
は
少
な
く
貧
賤
の
者
は
甚
だ
多
し
」
と
仏
説
へ
の
信
力
を
重

視
し
た
法
然
の
よ
う
な
僧
の
二
様
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
一
三
○

二
年
造
立
の
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
（
呼
迦
は
制
作
費
二
百
五
十
貫

文
で
あ
っ
た
（
菩
薩
と
獅
子
の
二
体
分
な
の
で
目
安
と
し
て
一
体

百
貫
文
余
の
費
用
を
要
し
た
）
。

そ
れ
で
は
文
献
か
ら
日
興
上
人
（
一
二
四
六
～
一
三
三
三
）
が

安
置
さ
れ
た
本
尊
を
確
か
め
よ
う
。
④
曼
茶
羅
、
法
華
経
⑧
御
影

（
上
人
に
は
仏
像
造
立
の
形
跡
が
な
い
の
で
消
息
の
「
仏
」
は
④

、
ｅ
の
全
体
か
い
ず
れ
か
を
指
し
た
語
で
あ
ろ
う
）
。
こ
の
三
種

「
日
興
上
人
の
本
尊
観
の
一
考
察
」

菅
原
関
道

類
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
④
曼
茶
羅
に
関
し
て
で
、
上
人
は
日

蓮
大
聖
人
の
曼
茶
羅
の
数
幅
に
「
懸
本
門
寺
可
為
末
代
重
寶
也
」

と
添
書
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
門
寺
建
立
の
際
に
は
大
聖

人
の
曼
茶
羅
を
本
尊
と
し
て
安
置
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と

推
察
で
き
る
。
ま
た
上
人
は
書
写
さ
れ
た
自
筆
曼
茶
羅
に
「
富
士

大
石
寺
持
佛
堂
安
置
本
尊
也
」
「
白
蓮
持
佛
堂
安
置
也
」
と
脇
害

し
て
お
り
、
上
人
に
と
っ
て
持
佛
堂
に
安
置
す
べ
き
は
鋳
塑
彫
像

や
画
像
で
は
な
く
曼
茶
羅
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
上
人
の
本
尊
観
を
知
る
手
懸
り
と
し
て
「
原
殿
御
返
事
」

「
日
興
上
人
御
遺
告
」
を
拝
見
し
よ
う
（
両
書
は
上
人
の
真
蹟
は

現
存
し
な
い
）
。
ま
ず
前
書
に
は
①
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
教
主

釈
尊
久
遠
実
成
の
如
来
」
「
上
行
等
の
脇
士
」
と
②
「
聖
人
の
文

字
に
あ
そ
ば
し
て
候
を
御
安
置
候
く
し
」
と
い
う
文
が
併
記
さ
れ
、

ノ
ヲ
ム
ハ
卜

後
書
に
も
①
「
無
二
脇
士
》
一
体
仏
崇
二
本
尊
一
誇
法
」
と
②
．
閻

浮
提
之
内
未
曽
有
之
大
曼
茶
羅
」
と
③
「
三
身
即
一
之
有
縁
之
釈

尊
」
の
文
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
人
は
①
久
成
の
一

尊
四
士
と
②
曼
茶
羅
と
③
久
成
仏
を
一
応
異
な
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
な
ぜ
上
人
は
不
造
像
・
曼
茶
羅
為
本
を
貫
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
主
な
理
由
を
四
つ
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
上
人
の
「
申
状
」

に
顕
著
で
あ
る
が
、
釈
尊
か
ら
付
属
さ
れ
た
妙
法
を
末
法
衆
生
へ
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下
種
す
る
上
行
菩
薩
こ
そ
が
大
聖
人
と
拝
し
た
上
人
は
、
仏
の
因

行
果
徳
の
妙
法
は
大
聖
人
の
信
行
に
よ
っ
て
図
顕
さ
れ
た
曼
茶
羅

を
通
し
て
こ
そ
名
字
即
成
仏
を
か
な
え
る
法
体
と
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
二
つ
め
に
熱
原
法
難
時
に
上
人
が

シ
モ
カ
ラ
ス

直
接
大
聖
人
か
ら
受
け
た
教
え
で
あ
る
「
未
下
必
須
杉
安
二
形
像
舎

二
ノ
ヲ
ク

ヲ

利
並
余
経
典
一
唯
置
二
法
華
経
一
部
一
」
（
昭
定
一
六
七
一
）
を
守

り
貫
い
た
こ
と
。
三
つ
め
に
上
人
は
『
弟
子
分
本
尊
目
録
』
や
徳

治
三
年
四
月
八
日
の
書
写
曼
茶
羅
脇
書
に
熱
原
法
難
の
顛
末
を
記

さ
れ
た
が
、
上
人
に
と
っ
て
曼
茶
羅
は
広
く
は
大
聖
人
と
全
門
弟

の
信
行
を
追
懐
さ
せ
、
別
し
て
は
熱
原
法
難
時
の
大
聖
人
と
門
弟

の
信
行
を
追
体
験
さ
せ
る
本
尊
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
四

つ
め
に
下
層
武
士
と
農
民
が
多
か
っ
た
上
人
の
檀
越
に
と
っ
て
仏

像
造
立
は
費
用
面
で
困
難
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
ち

な
み
に
上
人
の
消
息
に
表
わ
れ
る
銭
の
供
養
は
十
貫
文
ほ
ど
（
最

少
百
文
～
最
多
三
貫
文
）
、
米
の
供
養
は
一
石
ほ
ど
（
最
少
二
升

～
最
多
二
斗
・
一
駄
・
一
石
は
当
時
の
一
貫
文
）
・
し
か
し
上
人

と
門
弟
に
と
っ
て
曼
茶
羅
は
大
聖
人
と
門
弟
の
魂
で
あ
り
本
尊
と

し
て
な
に
も
不
備
不
足
は
な
か
っ
た
。
貧
窮
で
あ
っ
て
も
信
仰
心

厚
け
れ
ば
授
与
さ
れ
た
曼
茶
羅
を
本
尊
と
崇
め
る
こ
と
は
、
法
華

信
仰
が
底
層
の
民
衆
に
受
容
さ
れ
る
た
め
の
不
可
欠
要
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
宗
の
御
本
尊
を
め
ぐ
っ
て
は
、
①
本
尊
の
勧
請
様
式
の
現
状
、

②
本
尊
の
実
体
に
対
す
る
認
識
、
③
本
尊
の
授
与
に
関
し
て
問
題

が
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
探
る
と
、
優
陀
那
日
輝
師
の
本
書
は
、
大
曼
茶

羅
は
「
本
仏
ノ
形
像
」
・
を
表
現
し
た
仏
本
尊
で
あ
る
と
主
張
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
当
二
知
ル
ベ
シ
、
本
尊
ハ
釈
迦
仏
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」

（
三
二
八
頁
）
、
「
十
界
ノ
本
尊
（
大
曼
茶
羅
）
ハ
是
レ
所
顕
ノ

仏
体
ナ
リ
」
（
三
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
木
像
釈
迦

仏
と
大
曼
茶
羅
を
比
較
し
て
「
無
二
無
別
、
但
ダ
名
体
相
上
異
ナ

ル
耳
」
「
広
略
木
画
ノ
異
ナ
ル
耳
」
と
い
い
、
木
像
の
釈
迦
は

「
名
二
親
し
く
」
「
実
二
疎
ナ
リ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

し
か
し
本
尊
の
勧
請
様
式
に
関
し
て
は
「
真
宗
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」

宿
達
歯
回
接
に
高
木
豊
教
役
か
ら
教
え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

妙
宗
本
尊
辨
考
（
二
）

１
大
曼
茶
羅
御
本
尊
を
め
ぐ
る
諸
問
題
’

三
原
正
資
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運
動
を
提
唱
し
て
い
る
大
村
英
昭
氏
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
参
考
に
な

る
。
「
実
際
は
立
派
な
荘
厳
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
（
略
）

教
団
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
堂
々
と
持
っ
て
る
く
せ

に
、
教
学
に
な
る
と
、
聞
法
道
場
、
サ
ン
ガ
に
徹
し
ろ
、
ご
本
尊

は
た
だ
お
名
号
で
え
え
ん
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
」
と
語
っ
て
い

る
。
宗
教
の
現
実
を
考
慮
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

御
本
尊
の
実
体
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
多
く
の
人
は
大
曼
茶
羅
に

は
釈
迦
仏
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
（
実
在
・
現
実
・
真
実
）
を
感
じ
ら
れ

な
い
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
、
逆
説
的
に
、
実
は
お
マ
ン
ダ
ラ
こ

そ
が
「
実
二
親
シ
イ
」
（
三
四
六
頁
）
す
な
わ
ち
釈
迦
仏
の
真
の

リ
ア
リ
テ
ィ
を
示
し
た
も
Ｑ
と
和
上
は
考
え
た
。
「
当
今
ノ
機

縁
、
実
二
釈
迦
二
依
テ
得
道
ス
。
而
二
却
テ
釈
迦
ノ
実
身
ヲ
識
ズ
。

迩
二
迷
テ
本
ヲ
亡
ズ
」
（
三
四
○
頁
）
「
滅
後
ノ
有
縁
ハ
曼
茶
羅

ノ
図
像
二
依
テ
本
師
ノ
本
形
ヲ
拝
シ
己
心
ノ
妙
法
ヲ
知
ル
」
（
三

三
○
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
釈
迦
仏
と
は
い
か
な
る

も
の
か
。
「
本
有
常
住
ノ
浄
土
、
久
遠
無
始
ノ
実
報
国
界
ハ
其
形

ケ
ダ
シ
大
宝
蓮
華
広
大
妙
台
ノ
如
シ
。
其
中
央
二
無
始
無
終
常
住

不
滅
ノ
仏
有
テ
住
在
ス
。
是
ノ
仏
ノ
ー
身
一
念
能
ク
大
宝
蓮
華
広

大
法
界
ヲ
成
就
シ
、
一
身
一
念
円
二
散
テ
広
大
法
界
二
周
偏
シ
テ

無
量
ノ
国
界
ヲ
成
就
シ
荘
厳
セ
リ
。
即
チ
名
ケ
テ
実
報
無
磯
ノ
浄

土
ト
為
ス
」
（
三
三
○
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
宗
教
を
宗
祖
御
自
称
の
「
日
蓮
が
法
門
」
（
九
三

三
頁
、
一
五
九
○
頁
、
一
九
二
頁
昭
定
）
と
呼
び
、
宗
教
の
最

●
●
●

大
課
題
で
あ
る
生
と
死
の
問
い
と
答
え
を
「
守
謹
国
家
論
」
に
聞

か
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
、
「
守
護
国
家
論
」
は
五
大
部
と
共
に
極
め
て
重
要
な
る
遺
文

こ
の
よ
う
な
考
え
は
こ
れ
ま
で
原
始
的
な
宗
教
観
念
と
し
て
の

ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
見
ら
れ
た
。
し
か
し
「
科
学
が
神
秘
を
解
明
し
て

き
て
る
と
い
う
か
、
逆
に
保
証
し
て
き
て
い
る
」
（
大
村
氏
）
今
、

私
は
大
曼
茶
羅
を
①
世
界
は
一
つ
の
生
命
体
Ｉ
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
世

界
観
ｌ
、
②
「
宇
宙
の
大
い
な
る
実
体
」
ｌ
現
代
物
理
学
と
法
華

経
ｌ
、
③
臨
死
体
験
ｌ
死
後
の
霊
山
往
詣
は
本
当
に
あ
る
の
か
ｌ

等
の
視
点
か
ら
再
把
握
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

守
護
国
家
論
に
見
る
「
日
蓮
が
法
門
」
の

其
本
的
信
心
と
思
想
に
つ
い
て

ｌ
課
題
と
し
て
の
生
と
死
ｌ
そ
の
二
１

米
田
淳
雄
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と
し
て
位
置
づ
け
る
。
国
家
論
を
基
本
と
し
て
、
以
後
の
宗
祖
の

宗
教
の
弘
通
は
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
現
代
的
意
義

と
発
見
は
現
代
の
宗
学
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

２
、
国
家
論
を
「
序
」
・
「
本
論
」
・
「
結
」
の
三
段
に
分
け
、

そ
こ
に
宗
祖
の
宗
教
の
根
本
的
構
成
要
素
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
、
「
序
」
ｌ
こ
こ
に
宗
祖
の
宗
教
的
自
覚
者
と
し
て
の
初
意

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

識
「
夫
れ
以
わ
ば
…
希
に
閻
浮
日
本
爪
上
の
生
を
受
く
。
」
と
同

●
●

時
に
国
家
論
の
主
題
「
選
択
集
誇
法
の
縁
起
」
と
目
的
「
永
劫
の

●
●
●

善
苗
を
種
え
よ
。
」
（
九
○
頁
）
を
発
見
で
き
る
。

●
●

４
、
「
本
論
」
の
一
段
～
五
段
は
宗
祖
の
宗
教
の
理
論
（
義
）
と

誓
願
ｌ
祈
り
ｌ
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
宗
祖
の
願
い
と
す
る
も
の

●
●

は
「
此
の
生
を
空
し
く
す
る
こ
と
莫
れ
。
」
で
あ
り
、
此
の
人
生

を
生
き
抜
け
と
す
る
に
あ
る
と
把
握
で
き
、
こ
こ
に
日
蓮
の
法
門

の
主
義
主
張
を
見
る
。

●
●
●

５
、
「
本
論
」
の
六
段
は
、
実
践
論
で
あ
る
。
「
但
法
華
経
の
題

目
計
り
を
唱
え
て
三
悪
道
を
離
る
べ
き
」
こ
と
が
誇
法
救
済
の
唯

●
●

一
の
道
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
「
願
わ
く
は
日
本
国
の
今
世
の
道
俗
、

選
択
集
の
久
習
を
捨
て
、
法
華
・
浬
藥
の
現
文
に
依
り
て
肇
公
・

恵
心
の
現
文
（
「
成
仏
を
期
す
」
）
に
依
り
て
、
法
華
修
行
の
安

●
●
●

心
を
企
て
よ
。
」
（
一
二
九
頁
）
と
但
題
目
計
り
を
唱
え
る
人
と

な
り
（
行
者
）
、
生
死
を
離
れ
（
解
脱
）
成
仏
（
毎
自
作
是
念
…
…

速
成
就
仏
身
」
（
一
三
一
頁
）
す
る
安
心
を
得
よ
と
祈
ら
れ
て
い

ｚ
》
◎

６
、
「
結
」
に
於
て
は
、
宗
祖
は
「
若
し
末
代
の
愚
人
、
上
の
六

●
●
●

●
●

段
に
於
て
万
が
一
も
法
華
経
を
信
ぜ
ば
…
…
万
が
一
も
実
経
（
成

●
●
●
●
●

仏
）
を
信
ず
る
者
有
る
べ
か
ら
ず
」
と
「
絶
望
」
の
立
場
を
告
白

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
宗
祖
は
「
日
蓮
が
法
門
」
の
基
本
的
信
心

に
つ
い
て
は
「
亦
法
華
経
を
信
ぜ
ん
愚
者
の
為
に
二
種
の
信
心
を

立
つ
。
一
に
は
仏
に
就
き
て
信
を
立
て
、
二
に
は
経
に
就
き
て
信

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

を
立
つ
。
今
の
法
華
浬
梁
は
、
久
遠
実
成
の
円
仏
の
実
説
な
り
。

●
●
●
●
●
●
●

十
界
互
具
の
実
言
な
り
。
亦
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
来
り
て
之
を
証

●
●
●
●

明
し
た
ま
う
。
故
に
之
を
信
ず
べ
し
。
」
と
末
法
の
一
切
衆
生
に

●
●
●
●
●

門
戸
を
開
会
し
、
「
今
権
教
の
情
執
を
捨
て
偏
に
実
経
を
信
ず
。
」

と
釈
迦
仏
法
華
経
の
信
心
を
立
て
、
「
題
目
成
仏
（
住
生
）
」
の

法
門
を
開
顕
さ
れ
る
基
本
的
信
心
（
思
想
）
を
国
家
論
に
吐
露
さ

れ
て
い
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
（
以
上
）
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周
知
の
ご
と
く
、
法
華
経
の
薬
王
品
に
は
法
華
最
第
一
な
る
こ

と
を
善
え
た
歎
法
体
の
十
噸
と
、
法
華
経
の
抜
苦
与
楽
の
利
益
を

唱
え
た
歎
法
用
の
十
二
噸
と
が
あ
る
。
前
者
は
十
種
称
揚
と
も
言

わ
れ
、
法
師
品
の
已
今
当
三
説
超
過
が
縦
に
法
華
経
の
最
尊
な
る

を
示
す
の
に
対
し
、
横
に
法
華
経
の
最
上
な
る
を
説
示
す
る
も
の

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
薬
王
品
の
十
噸
に
つ
い
て
、
天
台
と

伝
教
の
解
釈
の
相
違
を
少
し
く
考
察
し
て
み
る
と
、
ま
ず
智
顔

は
『
文
句
』
十
下
と
『
玄
義
』
一
上
に
お
い
て
十
職
を
論
じ
る
中

で
、
五
時
八
教
判
に
よ
る
法
華
醍
醐
思
想
に
基
づ
き
、
諸
経
と
法

華
経
の
勝
劣
に
関
す
る
事
細
か
な
解
説
を
示
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
最
澄
は
『
秀
句
』
「
仏
説
十
嚥
校
量
勝
」
で
、
第
八
噛
中

の
経
文
「
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
、
於
一
切
衆
生
中
亦
為

第
一
・
」
の
文
に
着
目
し
、
法
華
宗
の
他
宗
に
対
す
る
優
位
性
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
台
は
所
依
の
「
経
」
の
勝
劣

判
に
、
伝
教
は
能
依
の
「
宗
」
の
勝
劣
判
に
立
脚
し
て
い
た
の
で

日
蓮
聖
人
に
お
け
る

薬
王
品
十
瞼
の
解
釈
に
つ
い
て

高
森
大
乗

あ
る
。
こ
れ
は
、
天
台
と
伝
教
で
は
破
折
の
対
象
と
目
的
が
異
な
っ

て
い
た
た
め
と
推
察
で
き
、
特
に
伝
教
の
立
場
は
後
世
の
日
蓮
聖

人
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

聖
人
は
佐
前
・
佐
後
を
通
じ
て
、
天
台
の
解
釈
と
同
様
、
薬
王

品
の
十
職
を
法
華
最
勝
の
証
文
と
さ
れ
て
お
り
、
時
に
は
末
法
為

正
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
嚥
に
基
づ

く
経
の
勝
劣
判
が
聖
人
の
生
涯
全
体
を
通
じ
て
一
貫
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
佐
後
に
な
る
と
、
こ
れ
が

行
者
の
勝
劣
判
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
殊
に
『
大
田
殿

許
御
書
』
（
八
五
四
頁
）
『
四
条
金
吾
殿
女
房
御
返
事
』
（
八
五

六
頁
）
『
撰
時
抄
』
（
一
○
五
八
頁
）
等
で
は
、
す
で
に
第
八
職

の
み
な
ら
ず
、
十
職
全
体
が
教
経
勝
劣
の
意
か
ら
行
者
勝
劣
の
意

へ
と
そ
の
意
義
を
転
換
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
薬
王
十
職
は
経

典
所
説
の
元
意
に
則
っ
て
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

聖
人
は
天
台
・
伝
教
ら
の
釈
義
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
末
法
の
今
と

い
う
時
代
に
立
っ
て
こ
れ
ら
を
再
び
咀
囎
し
な
お
し
、
自
ら
の
内

証
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
御
心
を
読

ま
れ
た
も
の
と
拝
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
佐
後
に
お
い
て

は
、
聖
人
の
行
者
意
識
の
高
揚
と
も
関
連
し
て
か
、
第
八
職
の
二

十
二
字
を
も
っ
て
行
者
最
勝
の
証
文
と
さ
れ
る
に
至
り
、
十
輸
を

経
の
浅
深
で
は
な
く
人
の
高
下
を
判
釈
す
る
物
差
し
と
し
て
捉
え
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『
法
華
秀
句
』
に
示
さ
れ
る
最
澄
の
即
身
成
仏
の
最
大
の
特
徴

は
、
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
の
記
述
を
展
開
し
て
、
上
品
利
根

は
一
生
、
中
品
利
根
は
二
生
、
下
品
利
根
は
三
生
迄
に
成
仏
す
る
、

と
規
定
し
、
隔
生
後
の
即
身
成
仏
を
も
認
め
る
点
で
あ
ろ
う
。
一

方
天
台
は
．
生
入
住
」
を
正
意
と
し
、
普
賢
観
経
の
三
生
に
就

い
て
の
解
説
は
見
ら
れ
な
い
。
更
に
、
最
澄
に
は
秀
句
以
外
に
も

三
生
成
仏
の
説
示
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
必
ず
し
も
普
賢
観
経
を

典
拠
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
即
ち
一
般
に
三
生
成
仏
と
言
っ
た

直
さ
れ
て
い
る
。
法
華
最
勝
な
る
が
故
に
末
法
名
字
即
凡
夫
の
行

者
が
最
勝
で
あ
り
、
そ
の
行
者
の
出
現
と
受
難
色
読
に
よ
っ
て
再

度
法
華
最
勝
が
立
証
さ
れ
る
と
い
う
構
図
の
な
か
で
薬
王
品
十
聡

が
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
聖
人
は
法
華
経

に
明
か
さ
れ
る
救
済
の
世
界
を
こ
の
末
法
に
具
現
す
る
導
師
が
誰

で
あ
る
か
を
披
瀝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
澄
の
即
身
成
仏
論
に
つ
い
て

大
乗
文
晴

場
合
に
は
華
厳
義
が
想
起
さ
れ
、
最
澄
の
教
学
的
素
養
か
ら
も
そ

の
影
響
が
強
調
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、

秀
句
で
は
必
ず
し
も
華
厳
義
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、
天
台
に
お
け
る
即
身
成
仏
は
、
『
法
華
文
句
』
『
法
華

文
句
記
』
の
提
婆
達
多
品
釈
に
お
け
る
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
よ
る

竜
女
成
仏
の
会
通
に
始
ま
る
。
種
々
の
異
同
が
あ
る
と
は
い
え
、

秀
句
の
「
即
身
成
仏
化
導
勝
八
」
も
文
句
・
文
句
記
を
敷
術
し
た

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
三
生
成
仏
に
関
し
て
も
、
文
句
・
文
句
記
に

お
い
て
は
即
身
成
仏
は
単
に
胎
経
に
よ
っ
て
「
不
捨
身
不
受
身
」

の
成
仏
と
規
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
時
間
的
に
現
世
（
一
生
・

現
生
）
成
仏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
三

生
に
亙
る
隔
生
成
仏
、
未
来
世
の
「
現
身
成
仏
」
を
即
身
成
仏
と

呼
ぶ
こ
と
は
不
当
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
こ
の
段
階
で
は

「
即
身
成
仏
」
即
「
一
生
成
仏
」
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
秀
句
の
記
述
で
は
、
「
普
賢
菩
薩
に
見
え
る
こ
と
」
等
を

《
成
仏
》
と
し
、
ま
た
即
身
成
仏
や
、
「
普
賢
菩
薩
勧
発
勝
十
」

に
お
け
る
速
疾
成
仏
の
会
通
は
総
て
普
賢
菩
薩
勧
発
品
と
普
賢
観

経
に
依
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
然
《
法
華
三
昧
》
と
の
関
わ
り

を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
智
顔
の
『
法
華
三
昧
憤
儀
』
、

慧
思
の
『
法
華
安
楽
行
儀
』
は
、
速
疾
成
仏
の
た
め
に
勧
発
品
。
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普
賢
観
経
に
立
脚
す
る
法
華
三
昧
を
勧
め
て
お
り
、
中
で
も
安
楽

行
儀
に
は
、
化
導
勝
と
同
様
に
普
賢
観
経
に
よ
る
三
生
成
仏
が
説

か
れ
、
ま
た
法
華
三
昧
俄
儀
に
は
「
現
身
入
菩
薩
正
位
」
と
の
記

述
が
あ
り
、
即
身
成
仏
の
時
間
的
な
概
念
と
肉
体
的
な
概
念
が
同

時
に
成
立
す
る
。
一
方
、
普
賢
観
経
の
三
生
成
仏
に
関
し
て
は
他

の
天
台
章
疏
中
に
は
詳
細
な
記
述
が
殆
ど
な
く
、
た
だ
文
句
記
に

慧
思
の
安
楽
行
儀
の
三
生
成
仏
が
速
疾
成
仏
の
一
例
と
し
て
触
れ

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
最
澄
も
単
に
速
疾
成
仏
の
一
例
と
し
て
こ

れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
は
先
学
に
既
に
あ
る
が
、

更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
慧
思
以
来
の
速
疾
成
仏
思
想
と
し
て
の
法

華
三
昧
と
の
関
わ
り
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

他
に
二
・
三
指
示
す
べ
き
問
題
も
あ
り
、
甚
だ
意
を
尽
く
さ
ぬ

が
、
以
上
の
点
か
ら
至
極
当
然
な
結
果
で
は
あ
る
が
、
最
澄
の
即

身
成
仏
は
必
ず
し
も
一
生
一
念
に
立
つ
華
厳
の
速
疾
成
仏
の
影
響

を
過
度
に
強
調
す
る
必
要
は
な
く
、
天
台
の
速
疾
成
仏
思
想
の
中

で
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

今
般
の
「
天
台
止
観
に
見
ら
れ
る
身
体
観
」
と
題
す
る
小
論

は
、
「
い
っ
た
い
修
行
と
は
何
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
実
証
的
な

意
味
で
理
解
す
る
た
め
に
、
修
行
考
察
の
新
視
点
を
踏
ま
え
て
考

察
し
た
も
の
で
す
。

何
故
な
ら
ば
、
現
在
、
修
行
と
い
う
も
の
を
実
証
的
に
理
解
し

よ
う
と
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
人
間
行
動
科
学
な
ど
の
諸
分

野
か
ら
の
研
究
方
法
、
つ
ま
り
、
生
理
心
理
学
な
ど
で
用
い
ら
れ

る
電
気
生
理
学
的
な
手
法
を
用
い
た
脳
波
や
脈
波
、
皮
膚
誘
発
電

位
な
ど
の
身
体
の
生
理
的
変
化
か
ら
評
価
す
る
方
法
か
ら
明
ら
か

に
な
る
こ
と
は
、
生
理
学
的
な
所
見
と
し
て
は
単
に
基
礎
代
謝
率

の
低
下
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
超
え
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
は
特
に
天
台
止
観
な
ど
漢
文
典
籍
に
見
ら

れ
る
修
行
指
南
の
実
際
を
評
価
す
る
に
は
、
修
行
本
来
の
意
味
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
い
、
不
向
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
。

「
天
台
止
観
に
見
ら
れ
る
身
体
観
」

ｌ
修
行
考
察
の
新
視
点
を
踏
ま
え
て
Ｉ

影
山
教
俊
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つ
ま
り
従
来
の
方
法
で
は
、
「
止
観
を
修
す
る
」
こ
と
の
本
来

的
な
意
義
も
見
い
だ
せ
な
い
ば
か
り
か
、
『
小
止
観
』
の
所
作
な

ど
で
い
う
「
自
按
摩
の
法
」
と
は
何
か
、
ま
た
関
口
真
大
博
士
も

指
摘
す
る
『
小
止
観
』
で
は
「
膳
下
一
寸
を
憂
陀
那
と
名
づ
く
」

と
い
い
、
『
摩
訶
止
観
』
で
は
「
丹
田
は
膳
の
下
を
去
る
こ
と
二

寸
半
」
と
い
い
、
こ
の
二
つ
の
丹
田
と
は
何
か
、
な
ど
修
行
所
作

に
対
す
る
多
く
の
疑
問
点
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
現
在
、
私
た
ち
が
常
識
と
し
て
理
解
し
て
い
る
西
洋
医

学
的
な
身
体
観
と
、
天
台
大
師
の
身
体
観
に
は
大
き
な
相
違
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
天
台
大
師
の
四
種
の
修
行
論
の
中
で
、
病
気
（
病
患
）

と
い
う
身
体
性
に
直
接
関
わ
る
部
分
、
『
摩
訶
止
観
』
第
七
章

第
三
節
「
観
病
患
境
」
、
『
天
台
小
止
観
』
第
九
章
「
治
病
」
、

『
六
妙
法
門
』
第
四
章
「
対
治
六
妙
門
」
、
『
禅
門
修
証
』
第
六

章
第
四
節
「
明
治
病
方
法
」
を
比
較
し
て
検
討
し
ま
す
と
、
秦

代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
集
大
成
さ
れ
た
医
学
書
『
皇
帝
内
経
』

（
『
素
問
』
『
霊
枢
』
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
陰
陽
五
行
論
」
に

支
え
ら
れ
た
「
気
の
医
学
」
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
「
気
の
生
理
学
」

に
支
え
ら
れ
た
身
体
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
身
体
観
を
前
提
と
す
る
と
、
ま
ず
「
自

按
摩
の
法
の
ご
と
く
に
し
て
、
手
足
を
差
異
せ
し
む
る
こ
と
な
か

れ
。
」
と
は
、
「
天
竺
按
摩
」
と
呼
ば
れ
て
婆
羅
門
の
法
、
今
日

で
い
う
「
ヨ
ー
ガ
の
ア
ー
サ
ナ
ー
」
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
起
源

は
漢
代
の
馬
王
堆
帛
書
「
導
引
図
」
に
見
ら
れ
、
か
な
り
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
二
つ
の
丹
田
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
丹
田
と
い
っ
て
も
厳

密
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
下
腹
の
中
心
部
全
体
を

下
丹
田
と
呼
ん
で
お
り
、
「
気
の
医
学
」
で
は
、
『
小
止
観
』

の
「
膳
下
一
寸
」
の
場
所
は
「
気
海
」
と
呼
ば
れ
、
「
胃
経
」

と
「
脾
経
」
な
ど
の
消
化
器
系
の
機
能
に
関
係
す
る
募
穴
で
、

『
摩
訶
止
観
』
の
「
膳
下
二
寸
半
」
の
場
所
は
「
関
元
」
と
呼
ば

れ
、
「
腎
経
」
と
「
膀
胱
経
」
な
ど
の
泌
尿
生
殖
器
系
の
機
能
に

関
係
す
る
募
穴
に
当
た
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
天
台
大
師
は
『
皇
帝
内
経
』
な
ど
の
「
気
」
の
医

学
的
知
識
と
、
ご
自
身
の
体
験
と
い
う
経
験
即
の
知
識
か
ら
、
こ

の
二
つ
の
丹
田
を
分
け
て
考
え
て
お
り
、
病
気
の
種
類
な
ど
に
よ
っ

て
使
い
分
け
て
い
た
と
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
天
台
大
師
に
見
ら
れ
た
「
気
の
生
理
学
」

に
支
え
ら
れ
た
身
体
観
を
前
提
と
す
る
と
、
今
ま
で
理
解
で
き
な

か
っ
た
修
行
所
作
の
一
つ
一
つ
に
対
す
る
理
解
が
可
能
に
な
る
と

同
時
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
思
想
性
の
背
理
に
は
そ
れ
を
支
え
る
身

体
性
の
存
在
を
無
視
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
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か
け
が
え
の
な
い
己
の
身
体
を
投
げ
出
す
と
い
う
捨
身
は
、
婆

羅
門
の
為
に
身
を
投
げ
出
す
兎
の
捨
身
説
話
等
、
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
以

来
、
多
く
の
経
典
中
に
取
り
込
ま
れ
、
特
に
菩
薩
行
の
利
他
を
強

調
す
る
大
乗
経
典
に
お
い
て
は
、
『
浬
藥
経
』
を
は
じ
め
と
し
て

捨
身
を
勧
奨
す
る
文
句
と
共
に
様
々
な
捨
身
誼
が
説
か
れ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
捨
身
諏
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
捨
身

し
た
と
い
う
事
実
よ
り
も
、
捨
身
に
よ
っ
て
仏
を
法
を
尊
重
し
た
、

或
は
衆
生
へ
の
慈
愛
を
全
う
し
た
と
い
う
遵
法
の
精
神
な
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
真
筆
な
る
己
の
気
持
ち
を
表
明
す
る
が
故
に
、
そ
の

信
仰
し
て
い
る
経
文
そ
の
ま
ま
に
捨
身
を
行
う
僧
が
、
五
Ｃ
半
ば

よ
り
諸
の
僧
伝
に
多
く
伝
え
ら
れ
、
中
で
も
薬
王
菩
薩
の
如
き
焼

身
・
焼
指
者
は
三
十
名
を
数
え
る
。
『
妙
法
華
』
や
『
梵
網
経
』

思
わ
れ
ま
す
。

薬
王
菩
薩
の
捨
身
に
つ
い
て

ｌ
捨
身
に
お
け
る
供
養
と
布
施
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

市

川

智
啓

の
流
布
と
呼
応
す
る
こ
の
捨
身
の
流
行
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
捨

身
自
体
を
苦
行
の
延
長
と
し
て
捉
え
、
大
衆
の
面
前
に
て
の
み
行

う
等
、
そ
の
目
的
と
な
る
供
養
や
布
施
よ
り
も
、
捨
身
と
い
う
行

為
そ
の
も
の
が
重
要
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
思
え
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
供
養
と
布
施
と
の
混
同
は
、
経
典
上
に
も
見

ら
れ
る
。

例
え
ば
『
妙
法
華
』
薬
王
品
に
お
い
て
、
日
月
浄
明
徳
仏
に
対

し
て
薬
王
菩
薩
の
前
身
で
あ
る
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
が
行
っ
た
焼

身
供
養
を
諸
仏
が
称
え
る
部
分
で
は
、
羅
什
は
昌
菌
を
「
供

養
」
に
、
合
目
を
「
布
施
」
或
は
「
施
」
と
梵
本
と
同
様
に
区

別
し
て
漢
訳
し
て
い
る
。
だ
が
、
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
が
焼
臂
供

養
を
終
っ
た
後
、
釈
尊
が
仏
塔
供
養
の
功
徳
を
述
べ
る
部
分
に
て

は
、
愚
息
に
比
さ
れ
る
べ
き
息
『
ご
爵
、
を
「
供
養
」
と
訳

出
し
て
い
る
。
で
は
、
ｇ
『
ご
爵
画
は
全
て
「
供
養
」
と
訳
出

し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
直
前
で
は
「
布
施
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
梵
本
に
て
は
呂
誌
と
合
口
画
を
別
の
行
為
と
し

て
区
別
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
訳
す
る
時
点
で
「
供
養
」

も
「
布
施
」
も
同
義
語
的
な
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
確
か
に
供
養
も
布
施
も
同
一
範
鴎
の
実
践
行
動
を
伴

う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
表
面
的
な
言
葉
の
差
異
と
し
て
、
異
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聖
人
が
描
く
救
済
の
世
界
を
垣
間
見
よ
う
と
す
る
時
、
矛
盾
す

る
か
に
見
え
る
二
つ
の
要
素
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
現
身
の
ま
ま
に
成
仏

を
果
た
そ
う
と
す
る
「
即
身
成
仏
」
の
思
想
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
他
界
表
象
的
な
「
霊
山
浄
土
」
へ
の
死
後
に
お
け
る
往
詣
を

説
く
、
所
謂
「
霊
山
往
詣
」
の
思
想
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
一

音
同
義
語
的
な
扱
い
を
受
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
乗
布
薩
の
行

儀
規
範
と
な
っ
た
『
梵
網
経
』
に
て
も
「
。
：
一
切
の
餓
鬼
に

ま
で
応
に
悉
く
身
・
肉
・
手
・
足
を
捨
て
而
も
之
を
供
養
す
べ
し
」

と
し
て
、
捨
身
布
施
が
捨
身
供
養
と
す
り
代
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
布
施
な
り
供
養
な
り
の
方
法
の
一
つ

で
し
か
な
か
っ
た
捨
身
が
、
そ
の
両
面
を
満
た
す
目
的
と
し
て
捨

身
者
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
し
ま
い
、
彼
ら
の
心
理
的
支
え
の
一
つ

に
な
っ
て
い
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

「
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
」

ｌ
即
身
成
仏
と
霊
山
浄
土
Ｉ

間
宮
啓
壬

見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
し
て
い
る
か
に
見
え
る
こ
う
し
た
二
つ
の
思

想
が
敢
え
て
提
示
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
そ
こ
に
却
っ
て
聖

人
に
お
け
る
統
一
的
な
救
済
の
構
造
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
の
下
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

聖
人
に
お
い
て
「
即
身
成
仏
」
思
想
と
「
霊
山
往
詣
」
思
想
と

が
併
存
す
る
に
至
る
の
は
、
文
献
学
的
に
確
か
な
遺
文
に
よ
る
と
、

佐
渡
流
罪
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
述
べ

る
な
ら
ば
、
両
者
は
い
ず
れ
も
一
念
三
千
を
軸
に
構
想
さ
れ
た
救

済
論
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
ｈ
漫
巌
い
。

前
者
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
し
た
、
久
遠
仏
の
功
徳
と
し
て

の
一
念
三
千
の
譲
与
を
、
後
者
は
、
一
念
三
千
世
界
へ
の
、
即
ち

久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
超
越
的
領
分
へ
の
直
接
的
参
入
を

説
く
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
「
一
念
三
千
の
成
仏
」
に

他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
す
る
な
ら
ば
、
聖
人
が

両
者
を
敢
え
て
併
存
せ
し
め
た
理
由
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

聖
人
は
即
身
成
仏
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
確
か
に
妙
法
五
字
の

受
持
を
実
践
す
る
当
所
に
お
け
る
成
仏
を
保
証
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
久
遠
仏
の
功
徳
を
譲
与
さ
れ
た
と
い
う
宗
教

的
自
覚
の
上
に
成
り
立
つ
成
仏
で
あ
っ
て
、
妙
法
五
字
の
受
持
を
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実
践
す
る
当
の
主
体
に
は
、
時
と
し
て
迫
害
を
蒙
り
、
愛
す
る
肉

親
の
死
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
ま
た
自
己
自
身
の
死
後
の
在
り
方

に
不
安
を
覚
え
る
と
い
う
生
身
の
人
間
と
し
て
の
現
実
は
、
依
然

と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
に
如
何
に
対
処
す

べ
き
な
の
か
、
ま
た
こ
う
し
た
現
実
に
対
し
て
は
如
何
な
る
救
済

が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
、
聖
人
は
霊
山

浄
土
へ
の
往
詣
と
い
う
解
答
を
与
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
聖
人
に
あ
っ
て
霊
山
浄
土
が
、
法
華
信
仰
を
守
り
、
妙
法
五

字
の
受
持
を
実
践
し
通
し
た
者
が
死
後
に
仏
と
し
て
安
ら
ぎ
を
得

る
場
、
或
い
は
死
後
に
再
会
を
果
た
し
得
る
場
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
所
以
で
あ
る
（
な
お
、
こ
う
し
た
位
置
付
け
の
背
後
に
は
、

佐
渡
流
罪
期
に
ま
さ
に
「
死
者
」
と
し
て
霊
山
浄
土
に
参
入
し
得

た
と
い
う
聖
人
自
身
の
体
験
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
い
か
。
ま
た
、

こ
う
し
た
体
験
が
、
一
方
で
は
「
大
曼
陀
羅
」
の
図
顕
と
い
う
形

で
表
出
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
）
。

こ
の
よ
う
に
聖
人
に
あ
っ
て
は
、
即
身
成
仏
で
は
カ
ヴ
ァ
ー
し

き
れ
な
い
救
済
の
問
題
が
、
霊
山
往
詣
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
い
る

と
い
う
構
造
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
こ
と
は
、
今
生
き
て
い
る
現
実
世
界
か
ら
の
逃
避
を
意
味
す

る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
聖
人
に
あ
っ
て
は
、
死
後
の
霊
山
浄

土
に
救
済
の
完
成
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
却
っ
て
今
こ
の
現
在

に
お
け
る
妙
法
五
字
の
受
持
を
徹
底
せ
し
め
る
と
い
う
役
割
を
も

果
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
聖
人
に
と
っ
て

霊
山
浄
土
と
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
実
践
を
貫
き
通
し
た

者
の
み
が
参
入
を
許
さ
れ
る
浄
土
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
が
「
誇
法
」
の
語
義
を
端
的
に
示
し
た
遺
文
と
し

て
『
顕
誇
法
妙
』
と
『
下
山
御
消
息
』
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

『
顕
誇
法
妙
』
で
は
「
誇
法
の
相
貌
如
何
。
答
テ
云
ク
、
天
台
智

①
Ｉ

者
大
師
の
梵
網
経
の
疏
二
云
ク
誇
ト
ハ
背
也
等
卜
一
芸
。
法
に

②
ｌ

背
ク
が
誇
法
に
て
は
あ
る
か
。
天
親
の
仏
性
論
二
云
ク
若
憎

背
ス
ル
ハ
等
卜
云
云
。
こ
の
文
の
心
は
正
法
を
人
に
捨
て
さ
す
る
が

誇
法
に
て
あ
る
な
り
。
」
と
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
『
下
山
御
消
息
』

に
は
、
法
華
経
方
便
品
の
「
正
直
捨
方
便
」
の
経
文
解
釈
の
中

①

あ
る
。
そ
こ
で
傍
線
部
分
の
引
用
文
の
典
拠
を
求
め
な
が
ら
、

で

日
蓮
聖
人
に
お
け
る

「
誇
法
」
の
語
義
に
つ
い
て

捨
ト
ハ
天
台
ノ
云
ク
廃
也
・
又
云
ク
誇
ト
ハ
背
也
。
」
と

閑
文
の
典
拠
を
求
め
な
が
ら
、
聖

原
愼
定
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人
に
お
け
る
「
誇
法
」
の
語
義
を
再
検
討
し
た
い
。

①
の
典
拠
は
、
天
台
『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
十
重
禁
戒
の
「
第
十

誇
三
宝
戒
」
の
解
釈
中
、
「
誇
是
乖
背
之
名
」
（
正
蔵
四
○
’
五

七
四
）
と
い
う
文
で
あ
る
。
「
背
」
と
い
う
漢
字
に
は
「
せ
な
か

を
向
け
て
離
れ
さ
る
」
「
見
捨
て
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、

対
義
語
と
し
て
「
向
」
「
従
」
が
あ
る
。
聖
人
遺
文
に
は
「
背
」

「
違
背
」
と
い
う
語
が
多
く
見
ら
れ
、
「
法
華
経
に
背
く
」
「
仏

意
に
背
く
」
と
い
う
意
味
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
聖

人
に
と
っ
て
「
誇
法
」
と
は
、
法
華
経
・
仏
意
に
背
を
む
け
る
と

い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

②
の
典
拠
は
、
天
親
の
『
仏
性
論
』
に
お
け
る
「
若
憎
背
大
乗

者
、
此
是
一
間
提
因
。
為
令
衆
生
捨
此
法
故
」
（
正
蔵
三
一
’
七

八
八
）
の
文
で
あ
る
。
聖
人
は
こ
れ
を
『
守
謹
国
家
塗
の
中
で
、

法
然
の
「
誇
法
」
の
証
文
と
し
て
引
用
し
、
『
選
択
集
』
が
法
華

経
を
「
閣
拠
」
し
て
い
る
事
態
は
『
仏
性
論
』
の
「
憎
背
」
の
二

字
に
符
合
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

③
の
典
拠
は
、
天
台
『
法
華
玄
義
』
序
王
の
蓮
華
の
三
警
中
、

「
華
落
蓮
成
」
を
「
廃
権
立
実
」
の
警
嚥
と
み
る
解
釈
で
、
方
便

品
の
「
正
直
捨
方
便
」
の
「
捨
」
を
、
天
台
は
「
廃
権
立
実
」
の

「
廃
」
と
同
義
に
捉
え
、
そ
れ
を
妙
楽
は
「
捨
ハ
是
レ
廃
之
別
名
」

（
天
全
一
’
四
二
）
と
扶
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
廃
」
と
は
、

法
華
経
の
開
顕
思
想
の
立
場
か
ら
方
便
権
教
を
「
廃
」
す
る
こ
と

で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
引
用
文
の
典
拠
を
確
認
し
て
く
る
と
き
、
聖
人

に
お
け
る
「
誇
法
」
と
は
一
般
論
と
し
て
法
を
誇
る
こ
と
で
は
な

く
、
法
華
経
Ⅱ
仏
意
に
背
を
向
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き

る
。
す
な
わ
ち
仏
法
を
誹
誇
す
る
行
為
が
な
く
て
も
、
教
主
釈
尊

の
御
意
に
随
順
す
る
姿
勢
を
示
さ
な
い
限
り
は
「
背
」
と
な
る
。

換
言
す
れ
ば
「
誇
法
」
と
は
「
随
う
か
背
く
か
」
と
い
う
相
対
す

る
二
者
択
一
の
問
題
で
あ
り
、
法
華
経
の
教
説
に
積
極
的
に
随
順

し
な
い
限
り
は
「
誇
法
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
仏
性
論
』

の
「
若
僧
背
」
の
文
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
誇
法
」
は
一
個

人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
え
ず
「
悪
知
識
」
の
存
在
と
関
わ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
『
下
山
御
消
息
』
で
は
「
捨
と
は
廃
な
り
」
と
「
誇
と
は

背
な
り
」
の
両
文
が
対
に
な
っ
て
お
り
、
前
者
の
「
捨
」
と
は
法

華
経
の
開
顕
思
想
の
立
場
か
ら
方
便
権
経
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
廃
権
の
「
廃
」
で
あ
り
、
後
者
の
「
誇
」
と
は
方
便
権
経
の

立
場
か
ら
法
華
経
を
誇
る
こ
と
で
仏
意
に
対
す
る
「
背
」
と
な
る
。

廃
権
の
「
廃
」
と
違
背
の
「
背
」
と
は
正
反
対
の
意
味
で
あ
る
が
、

音
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
列
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
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近
代
日
蓮
教
団
史
研
究
の
中
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
布

教
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
日
清
戦
争
直
後
の
佐
野
前
励

に
よ
る
、
京
城
へ
の
「
僧
侶
入
城
解
禁
運
動
」
を
中
心
に
行
わ
れ

た
活
動
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

当
時
の
極
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
は
、
朝
鮮
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
日

本
と
清
と
の
間
で
、
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
東
学

党
の
乱
」
を
き
っ
か
け
に
、
両
国
が
朝
鮮
へ
出
兵
し
日
清
戦
争
へ

と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
佐
野
は
朝
鮮
情
勢
が
不
安
定
な
の
は
、

国
民
の
心
の
統
一
が
欠
け
て
い
る
か
ら
と
し
て
、
そ
の
原
因
に
仏

教
排
斥
を
取
り
上
げ
た
。
当
時
の
朝
鮮
仏
教
は
、
極
端
に
卑
し
め

ら
れ
、
京
城
内
へ
僧
侶
の
入
城
を
禁
止
し
、
こ
れ
を
犯
す
と
極
刑

に
処
せ
ら
れ
た
。
ま
た
寺
院
を
山
間
部
に
お
き
、
辛
う
じ
て
保
た

れ
て
い
た
と
い
う
現
状
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
朝
鮮
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
布
教
は
、
在
留
す
る
日
本

人
を
対
象
と
す
る
も
の
が
主
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
十
四
年
か
ら

近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る

海
外
布
教
に
つ
い
て
の
一
考
察

安
中
尚
史

は
じ
ま
っ
た
朝
鮮
で
の
日
蓮
宗
僧
侶
の
活
動
は
、
一
時
衰
退
す
る

が
、
在
留
す
る
日
本
人
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
明
治
二
十
四
年
、

本
山
妙
覚
寺
は
別
院
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
全
国
各
地

に
寺
院
・
布
教
所
を
置
き
教
線
の
拡
大
を
は
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
佐
野
は
朝
鮮
仏
教
を
日
蓮
宗
に
よ
っ

て
統
一
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
教
線
の
拡
大
を
考
え
た
。

明
治
二
十
七
年
秋
、
ま
ず
佐
野
は
日
蓮
宗
の
管
長
代
理
と
い
う

立
場
で
渡
航
す
る
こ
と
を
考
え
、
各
本
山
か
ら
推
挙
を
う
け
る
た

め
に
身
延
や
京
都
を
巡
り
確
約
を
と
っ
た
。
そ
し
て
各
本
山
か
ら

既
に
推
挙
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
、
宗
務
院
を
説
得
し
て
許

可
を
得
た
。
ま
た
李
王
朝
へ
の
献
上
品
と
し
て
法
華
経
・
立
正
安

国
論
・
宗
祖
略
伝
・
香
炉
等
を
用
意
し
た
。

翌
年
三
月
初
旬
に
釜
山
を
へ
て
京
城
に
入
り
、
日
本
公
使
館
に

対
し
て
は
た
ら
き
か
け
、
朝
鮮
宮
内
府
へ
の
参
内
許
可
を
取
り
、

宮
内
大
臣
と
会
見
し
た
。
こ
の
あ
と
閣
僚
へ
の
周
到
な
根
回
し
を

す
す
め
、
同
年
四
月
二
十
二
日
、
佐
野
前
励
の
名
前
で
総
理
大
臣

宛
に
僧
侶
入
城
解
禁
の
建
白
書
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は

閣
議
で
取
り
上
げ
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
通
過
し
、
官
報
で
発
表

し
た
。
渡
航
か
ら
僅
か
二
カ
月
あ
ま
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
布
教
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
日
韓
学
校
創
設
の
た
め
に
土
地

を
購
入
し
、
ま
た
帰
国
の
際
に
は
留
学
生
を
同
行
し
た
。
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本
発
表
は
、
次
の
三
節
に
分
け
て
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
内

容
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

１
江
戸
の
日
蓮
宗
寺
院
と
「
御
祈
祷
所
」

し
か
し
、
佐
野
の
予
想
を
反
し
て
宗
門
内
の
対
応
は
冷
た
く
、

大
き
な
批
判
を
あ
び
、
そ
の
後
の
朝
鮮
で
の
活
動
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
先
に
記
し
た
、
管
長
代
理
の
許
可
取
得
を
は

じ
め
と
す
る
国
内
で
の
活
動
や
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
か
ら
の
活
動
が

原
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
強
引
と
も
い
え
る
、
彼
の
行
動
に

よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
佐
野
の
行
為
が
純
粋
に
、

布
教
を
意
味
し
て
い
た
か
は
疑
問
に
残
る
。
だ
が
、
京
城
へ
僧
侶

の
入
城
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
、
朝
鮮
仏
教
界
に
と
っ
て
意
義
が

あ
り
、
そ
の
功
績
は
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
城
大
奥
「
御
祈
祷
所
」
の

成
立
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て

ｌ
江
戸
法
養
寺
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ

望
月
真
澄

２
江
戸
城
大
奥
「
御
祈
祷
所
」
の
成
立

３
法
養
寺
の
「
御
祈
祷
所
」
と
し
て
の
役
割

天
正
年
間
に
池
上
本
門
寺
の
「
勧
弘
所
」
と
し
て
創
立
さ
れ
た

法
養
寺
は
、
寛
文
年
間
に
高
厳
院
・
浄
岸
院
と
い
っ
た
大
奥
女
性

の
帰
依
に
よ
り
結
び
つ
き
が
は
じ
ま
っ
た
。
以
降
江
戸
時
代
を
通

じ
て
、
将
軍
家
・
大
奥
の
祈
願
を
お
こ
な
っ
た
が
、
江
戸
城
大

奥
（
本
丸
・
西
ノ
丸
）
両
所
の
「
御
祈
祷
所
」
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
史
料
的
に
は
幕
末
期
で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
将
軍
ゅ
か
り
の
仏
像
や
霊
宝
が
勧
請
さ
れ
、
「
御
祈
祷

所
」
と
し
て
周
囲
に
は
ば
か
る
こ
と
な
く
参
詣
で
き
る
と
い
っ
た

こ
と
が
御
殿
女
中
の
祈
願
や
代
参
を
誘
う
要
因
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。こ

う
し
た
「
御
祈
祷
所
」
は
江
戸
幕
府
が
正
式
に
認
可
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
将
軍
家
と
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
っ
た

名
誉
か
ら
由
緒
書
や
届
書
と
い
っ
た
史
料
に
そ
の
名
称
が
登
場
し

て
く
る
。
さ
ら
に
は
将
軍
や
大
奥
の
御
祈
祷
を
お
こ
な
う
ゆ
か
り

の
あ
る
寺
院
と
し
て
一
般
の
寺
院
と
は
一
線
を
か
く
す
た
め
、
積

極
的
に
大
奥
と
の
結
び
つ
き
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
は
幕
末
に
至
っ

て
も
年
中
行
事
の
折
に
献
上
品
を
届
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
、

本
寺
格
の
扱
い
を
う
け
る
た
め
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
江
戸
城
大
奥
の
「
御
祈
祷
所
」
は
、
法
養
寺
の
他
に
も
現

(2〃）



付
記
本
発
表
作
成
に
あ
た
り
文
書
所
蔵
者
で
あ
る
池
上
法
養

寺
や
研
究
機
関
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
史
編
さ
ん
室
・
立

正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
に
は
史
料
閲
覧
に
際
し
、
多
大

な
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
す
る

在
判
明
す
る
だ
け
で
大
久
保
妙
典
寺
、
足
立
国
土
安
穏
寺
、
高
田

亮
朝
院
、
中
山
法
華
経
寺
、
智
泉
院
、
日
暮
里
延
命
院
、
千
駄
ヶ

谷
仙
寿
院
、
木
樽
妙
福
寺
、
牛
込
蓮
光
寺
等
が
存
在
す
る
が
、
今

後
は
個
別
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
寺
院
の
性

格
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
法
養
寺
に
は
大
奥
女
中
の

御
年
寄
や
御
使
番
の
書
状
が
格
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
大
奥
女
中
の
職
制
別
や
個
人
別
に
よ
る
信
仰
活

１

動
が
明
か
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
発
表
の
詳
細
は
立
正
大
学
北
原
進
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
に

「
江
戸
城
大
奥
「
御
祈
祷
所
」
の
成
立
と
御
殿
女
中
」
と
題
し
て
、

そ
し
て
法
養
寺
と
御
殿
女
中
の
信
仰
的
つ
な
が
り
に
関
し
て
は
、

『
大
崎
学
報
』
百
五
十
号
に
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
稲
荷
信
仰
～

江
戸
法
養
寺
の
熊
谷
稲
荷
を
中
心
に
～
」
と
題
し
て
掲
載
予
定
で

あ
り
参
照
さ
れ
た
い
。

次
第
で
す
。

(2”）



本
学
園
図
書
館
で
は
、
今
年
も
一
人
一
冊
献
本
運
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
お
蔭
様
に
て
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁
の
皆
様
方
の
献
本
運
動

の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
成
果
も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご

高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員
一
同
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
五
年
度
図
書
寄
贈
者
ご
芳
名

１
池
見
猛
殿
『
宮
澤
俊
義
氏
の
外
国
製
国
民
主
権
論
を
抹
殺
」

他
七
冊

２
伊
藤
淳
二
殿
『
理
想
』
一
冊

３
秋
山
智
孝
殿
『
山
梨
県
巨
木
誌
』
一
冊

４
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
殿
『
大
倉
邦
彦
旧
蔵
書
目
録
和
書
』

一
冊

５
池
原
錬
昌
殿
「
春
雷
」
十
一
冊

６
和
泉
定
広
殿
『
歴
史
と
自
然
甲
州
の
峠
』
一
冊

７
国
士
館
大
学
殿
『
法
と
政
治
』
一
冊

８
河
村
孝
照
殿
『
新
国
訳
大
蔵
経
文
殊
経
典
部
２
』
一
冊

９
国
際
仏
教
学
研
究
所
殿
『
函
シ
罰
田
困
鈩
弓
弓
諺
諺
ｚ
ｐ
ｏ
ｏ
で
シ

ロ
ン
弓
弓
諺
』
二
冊

◇
学
園
彙
報
（
平
成
六
年
度
）

◇
図
書
館
だ
よ
り

29282726 2524232221 2019 1817 161514 13 1211 10

㈱
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
殿
『
生
活
Ｕ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
冊

児
島
錬
戒
殿
『
数
学
辞
典
』
「
日
本
家
紋
総
鑑
」
他
九
冊

鬼
内
仙
次
殿
『
灯
寵
流
し
』
一
冊

尾
崎
文
英
殿
「
尾
崎
文
英
集
』
日
本
全
国
歌
人
叢
書
（
戒
壇
）

一
冊

光
寿
園
殿
『
聖
日
蓮
』
二
冊

講
談
社
殿
『
空
白
の
事
故
死
』

工
学
院
大
学
殿
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』

功
刀
貞
如
殿
『
日
蓮
聖
人
の
身
延
山
』
三
冊

熊
平
製
作
所
殿
「
抜
華
の
つ
づ
り
そ
の
五
十
三
」

藤
井
教
雄
殿
『
た
い
へ
ん
島
原
大
変
二
百
回
忌
記
念
誌
』

総
理
府
国
際
平
和
協
力
本
部
事
務
局
殿
「
国
連
平
和
維
持
活
動
ｌ
わ

た
し
た
ち
の
国
際
平
和
協
力
」
ビ
デ
オ
ー

浅
草
寺
殿
『
佛
教
文
化
講
座
訂
』

日
蓮
宗
宗
勢
調
査
会
殿
『
日
蓮
宗
全
国
宗
勢
調
査
統
計
表
』

双
思
書
房
殿
『
み
ん
な
で
教
育
を
考
え
た
』

清
文
社
殿
『
平
成
五
年
、
日
本
の
白
書
』

身
延
山
大
学
設
置
事
務
局
殿
『
読
売
年
鑑
・
分
野
別
人
名
録
』

他
六
冊

種
智
院
大
学
殿
『
佛
教
万
華
』

聖
徳
学
園
殿
『
聖
徳
学
園
六
十
年
の
歩
み
』

東
京
地
方
税
理
士
会
殿
『
東
京
地
方
税
理
士
会
五
十
年
史
』

電
気
事
業
連
合
会
殿
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
技
術
さ
ん
す
い
』
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46 454443 4241 403938 37 36353433 323130

二
冊

大
乗
淑
徳
学
園
殿
『
共
生
』

田
中
慈
妙
殿
『
草
山
要
路
』
他
七
十
二
冊

東
京
相
和
銀
行
殿
『
経
営
と
人
（
マ
ス
コ
ミ
に
見
る
東
京
相
和
銀

行
会
長
長
田
庄
一
の
歩
み
）
』

中
央
学
術
研
究
所
殿
『
真
理
と
創
造
』

戸
田
浩
暁
殿
『
続
天
地
哨
明
』

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
『
劇
画
日
持
上
人
』
他
二
冊

側
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
事
業
部
殿
『
ブ
ラ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
・

シ
テ
ィ
ー
大
停
電
』
マ
ン
ガ

日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
殿
『
ベ
ル
リ
ン
の
壁
天
使
た
ち

の
記
録
』
他
一
冊

日
登
寺
殿
『
明
治
八
年
屯
田
開
創
日
登
寺
百
年
史
』

日
蓮
宗
布
教
院
編
集
事
務
局
殿
『
布
教
院
々
報
』

日
蓮
宗
宗
務
院
殿
日
蓮
宗
宗
報
第
一
五
○
号

成
田
山
新
勝
寺
殿
『
モ
ノ
グ
ラ
フ
、
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
』
一
冊

日
蓮
宗
北
海
道
西
部
教
化
セ
ン
タ
ー
殿
『
日
訓
本
化
妙
典
』

上
五
冊
下
六
冊

日
蓮
宗
青
森
県
宗
務
所
殿
『
日
持
上
人
第
七
百
遠
忌
記
念
誌
』

納
税
協
会
連
合
会
殿
『
総
合
税
制
研
究
』

広
島
県
県
民
生
活
部
文
化
振
興
室
長
殿
『
広
島
県
名
誉
県
民
小
伝

集
』
六
冊
一
組
・
四
組

藤
田
猪
和
男
殿
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』

6362 6160595857 5655 54535251 50 49 4847

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
殿
『
臨
済
録
一
字
索
引
』

は
ま
な
し
文
化
の
会
山
下
総
業
株
式
会
社
殿
「
は
ま
な
し
」

第
三
号

世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
殿
『
仏
教
東
漸
百
年
記
念
先
覚
者

の
適
徳
を
偲
ぶ
』

法
華
仏
教
国
際
交
流
協
会
事
務
局
殿
『
絵
で
見
る
釈
尊
の
生
涯
』

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
殿
『
松
下
幸
之
助
発
言
集
妬
』

町
田
是
正
殿
『
日
蓮
聖
人
に
み
る
宗
教
思
想
』
二
冊

松
本
光
華
殿
『
み
ん
な
の
地
球
を
救
う
に
は
』
他
三
十
九
冊

モ
ー
ビ
ル
石
油
殿
『
ｏ
ｚ
Ｆ
国
〔
畠
温
ｌ
岳
温
〕
昌
固
の
弓
固
詞
口
罪

昌
』

身
延
山
久
遠
寺
殿
『
み
の
ぶ
合
本
第
開
巻
』

望
月
海
淑
殿
「
法
華
」
五
月
号
～
二
月
号
『
海
鳴
り
』
他
二
十

六
冊

望
月
理
殿
「
鳥
居
松
枝
能
者
養
成
所
と
思
い
出
』

明
徳
学
園
殿
『
明
徳
学
園
加
年
の
あ
ゆ
み
』

望
月
泰
幹
殿
『
新
国
訳
大
蔵
経
文
殊
経
典
部
２
』

村
英
男
殿
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
全
釦
巻
他
一
四
二
八
冊

宮
田
恵
美
殿
『
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
記
全
五
巻
第
２
回
チ
ベ
ッ
ト
旅
行

記
』
六
冊

山
梨
県
立
甲
府
西
高
等
学
校
殿
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』

山
梨
県
教
育
委
員
会
殿
『
南
ア
ル
プ
ス
カ
モ
シ
カ
保
護
地
域
特
別

調
査
報
告
書
』
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“
山
梨
県
み
ど
り
の
基
金
殿
『
や
ま
な
し
森
林
浴
』
二
冊

開
山
梨
県
県
立
美
術
館
殿
『
葡
萄
と
ワ
イ
ン
の
美
術
』
他
四
冊
・

髄
山
梨
大
学
殿
『
山
梨
大
学
は
、
い
ま
』

師
山
梨
県
農
務
部
農
村
整
備
課
殿
『
土
地
分
類
基
本
調
査
大
河
原

鰍
沢
』

鯛
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
図
書
館
殿
『
収
書
目
録
』

的
山
下
清
一
殿
「
日
蓮
聖
人
大
事
典
』
他
二
二
六
冊

、
山
梨
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
殿
「
県
民
文
芸
』

刊
山
梨
県
立
文
学
館
殿
『
図
版
解
説
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』

他
一
冊

泥
山
中
喜
八
殿
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
下
二
冊

（
自
平
成
五
年
四
月
一
日
～
至
平
成
六
年
二
月
二
十
八
日
掲
戦
順

不
同
）
以
上

本
学
園
図
書
館
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
、
四
年
制
大
学
開
校
予
定
に

向
っ
て
、
よ
り
一
層
図
書
の
充
実
を
計
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
広
く
皆
々
様
方
の
「
一
人
一
冊
献
本
運
動
」
の
御
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
・
有
縁
関
係
者
・
図
書
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
・
献
本
協
力
者
・
開
宗
七
五
○
年
報
恩
事
業
学
園
改
組
転
換
学
部
新

設
事
業
寄
付
者
・
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証
（
一
年

間
有
効
）
を
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
御
来
館

の
際
に
は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。
（
桑
名
貫
正
）

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
役
員
会
の
開
催

平
成
五
年
度
、
同
窓
会
役
員
会
が
平
成
五
年
十
月
二
十
六
日
（
火
）
、

身
延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
盛
会
裡
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
役
員
会
次
第
（
司
会
・
桑
名
貫
正
）

側
開
会
の
辞
（
谷
川
寛
徳
副
会
長
）

②
玄
題
三
唱
・
挨
拶
（
小
崎
龍
雄
会
長
）

③
理
事
長
挨
拶
（
学
園
担
当
理
事
・
功
刀
布
教
部
長
）

側
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）
ｊ

⑤
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

班

⑥
議
事
く

イ
、
議
長
選
出

ロ
、
身
延
山
短
期
大
学
改
組
転
換
経
過
報
告
（
学
園
担
当
理
事
）

ハ
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告

二
、
本
部
庶
務
・
会
計
報
告

ホ
、
各
支
部
の
現
況
報
告

へ
、
そ
の
他

、
玄
題
三
唱
（
小
崎
龍
雄
会
長
）

⑧
閉
会
の
辞

※
議
事
録

イ
、
議
長
選
出
平
原
要
俊
山
梨
県
副
支
部
長
が
選
出
さ
れ
る



ロ
、
身
延
山
短
期
大
学
改
組
転
換
経
過
報
告
（
学
園
担
当
理
事
）

河
村
孝
照
先
生
が
当
初
学
部
長
予
定
者
で
あ
っ
た
が
諸
般
の
事
情

に
よ
り
、
仲
澤
浩
祐
先
生
に
変
わ
り
ま
し
た
。
仲
澤
先
生
は
学
部

長
予
定
者
と
し
て
設
置
準
備
局
長
に
な
り
、
そ
の
仕
事
を
推
進
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
仲
澤
局
長
が
紹
介
さ
れ
、
仲
澤
局
長
の
挨
拶
。
又
、
『
学

園
当
局
か
ら
要
請
を
受
け
、
文
部
省
に
必
要
書
類
等
を
提
出
す
る

な
ど
、
諸
準
備
を
押
し
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
現
段
階
で
は
文
部

省
設
置
審
査
会
の
審
査
待
ち
の
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と
の
報
告
を

し
た
。

再
び
功
刀
学
園
担
当
理
事
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
が

な
さ
れ
た
。

＊
四
月
末
日
文
部
省
へ
第
一
次
申
請
書
類
が
受
理
さ
れ
る
。

＊
七
月
大
学
改
造
・
高
校
校
舎
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
入
札
、
一
括

し
て
竹
中
工
務
店
に
落
札
と
な
る
。
（
８
億
劃
万
円
）

＊
七
月
二
十
八
日
文
部
省
へ
書
類
申
請
受
理
さ
れ
る
。
八
月
末
日

迄
に
説
明
書
類
提
出
。

＊
九
月
私
学
行
政
課
・
企
画
課
の
ヒ
ャ
リ
ン
グ
（
事
業
説
明
）
追

加
書
類
等
の
提
出
。

＊
そ
の
中
で
特
に
身
延
山
久
遠
寺
か
ら
の
寄
付
金
が
多
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
将
来
は
学
園
独
自
の
経
営
を
考
え
る
方
向
へ
進
む

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

＊
十
月
二
十
五
日
文
部
省
企
画
課
の
指
導
を
受
け
る
。
教
員
組
織
．

教
員
の
研
究
費
等
に
つ
い
て
の
指
導
。

＊
来
年
秋
に
は
現
地
調
査
が
あ
る
の
で
、
な
に
よ
り
も
工
事
等
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

＊
高
校
校
舎
の
新
築
は
平
成
六
年
七
月
完
成
予
定

＊
グ
ラ
ン
ド
の
造
成
は
平
成
六
年
七
月
完
成
予
定

＊
大
学
校
舎
改
造
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
工
事
開
始
（
十
二
月

三
十
一
日
迄
）

＊
平
成
七
年
四
月
一
日
開
校
予
定

ハ
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

＊
平
成
五
年
十
月
現
在
の
「
開
宗
七
五
○
年
報
恩
事
業
改
組
転
換

学
部
新
設
事
業
寄
付
状
況
」
の
明
細
が
報
告
さ
れ
た
。

二
、
本
部
庶
務
（
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
）

①
昨
年
の
総
会
報
告
身
延
山
大
学
改
組
転
換
に
当
っ
て
、
実
現

の
為
の
物
心
両
面
の
協
力
金
二
億
円
以
上
の
勧
募
の
決
議
文
の

報
告
・
勧
募
の
お
願
い
文
と
同
窓
会
取
扱
と
し
て
の
、
振
込
用

紙
を
全
国
同
窓
生
一
八
○
○
余
人
に
郵
送
す
る
。
（
二
・
三
・

四
・
五
月
）
そ
の
内
、
転
居
先
不
明
等
で
一
割
近
く
戻
る
（
七

月
二
十
九
日
現
在
、
三
、
一
七
五
万
円
）

②
勧
募
金
額
が
思
う
よ
う
に
伸
び
な
い
の
で
再
度
（
八
月
）
役
員

宛
に
お
願
い
文
を
郵
送
し
た
結
果
十
月
二
十
二
日
現
在
で
、
学

園
関
係
者
か
ら
四
七
七
○
万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。
又
、
八

月
の
お
願
い
文
に
呼
応
し
て
、
大
阪
支
部
長
・
牛
居
一
教
師
は

関
係
者
か
ら
の
三
一
○
五
万
円
を
現
金
で
持
参
。
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③
各
支
部
の
総
会
へ
の
学
園
関
係
者
出
張

＊
平
成
四
年
九
月
三
日
九
州
地
区
・
延
山
会
よ
り
要
請
が
あ
り
秋

山
智
孝
校
長
出
張
。

＊
平
成
五
年
三
月
十
日
九
州
支
部
役
員
会
へ
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事

出
張
。

＊
平
成
五
年
三
月
十
二
日
北
陸
四
県
同
窓
会
役
員
会
へ
秋
山
智
孝

校
長
出
張
。

＊
平
成
五
年
六
月
山
梨
県
支
部
総
会
へ
学
園
担
当
理
事
功
刀
部
長
・

桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
出
張
。

④
慶
弔
規
定
に
基
づ
き
祝
電
６
本
、
弔
電
５
本
の
報
告
。
（
本
部

に
連
絡
有
り
し
分
）

会
計
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

＊
別
紙
の
通
り
平
成
四
年
度
の
会
計
報
告
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

ホ
、
各
支
部
の
現
況
報
告

＊
京
都
支
部
・
奥
田
恵
遠
師
寄
付
金
に
つ
い
て

支
部
で
ま
と
め
て
納
め
た
い
。
個
人
的
に
も
頑
張
り
た
い
。

＊
和
歌
山
支
部
長
・
薗
田
恵
岳
師
会
員
全
員
で
勧
募
の
件
を
話

し
合
っ
て
い
る
。

立
正
大
学
の
分
担
金
は
済
ん
だ
の
で
身
延
山
大
学
に
頑
張
り
た

い
。

＊
福
岡
支
部
・
渡
辺
霊
法
師
（
中
村
副
会
長
欠
席
）
福
岡
で
は
、

二
回
学
校
当
局
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

十
一
月
九
日
支
部
総
会
を
開
き
協
力
を
お
願
い
す
る
。

十
一
月
十
六
日
九
州
全
体
総
会
を
開
催
し
、
身
延
山
大
学
へ
の

寄
付
協
力
す
る
旨
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

＊
京
都
支
部
長
（
一
部
）
貫
名
英
俊
師
十
一
月
十
日
に
会
員
へ

勧
募
の
件
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

＊
兵
庫
県
支
部
長
・
谷
口
宗
敏
師
本
日
の
役
員
会
に
参
加
し
十

月
二
十
七
日
に
支
部
総
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
口

い
く
ら
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
て
出
し
た
い
と
思
う
。

＊
青
森
支
部
・
佐
藤
秀
旭
師
現
在
二
十
二
名
の
同
窓
生
が
い
る
。

祖
山
の
為
、
出
来
る
だ
け
協
力
し
て
勧
募
し
た
い
。
青
森
県
は

今
年
は
冷
夏
で
稲
作
が
良
く
な
い
の
で
平
成
七
年
の
開
校
の
年

に
は
集
め
た
い
。

＊
山
梨
県
副
支
部
長
・
平
原
要
俊
師
山
梨
県
は
前
の
図
書
館
の

時
は
一
○
○
○
万
円
寄
付
し
た
の
で
そ
の
倍
の
二
○
○
○
万
円

を
勧
募
し
た
い
と
思
う
。
会
員
の
三
回
分
納
も
結
構
。

（
住
職
は
十
五
万
円
以
上
、
非
住
職
は
五
万
円
以
上
）

＊
富
山
支
部
長
・
谷
川
寛
徳
師
同
窓
生
九
名
。
会
員
は
一
口
十

万
円
以
上
と
し
た
。

た
だ
し
、
個
人
で
出
す
力
の
な
い
人
は
、
百
萬
人
講
を
十
人
以

上
集
め
る
。

そ
の
場
合
、
学
校
指
定
と
す
る
こ
と
の
運
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

＊
大
阪
支
部
長
・
牛
居
一
教
師
寄
付
す
る
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。

大
阪
の
人
々
は
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
大
学
は
本
化
の
菩

薩
を
つ
く
る
場
所
で
あ
る
。
会
長
さ
ん
に
一
度
来
て
も
ら
い
説
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明
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
石
川
県
支
部
長
・
出
島
元
学
師
石
川
県
は
一
部
二
部
と
二
つ

に
別
れ
て
い
る
。

会
員
一
人
に
つ
き
十
万
円
と
決
め
て
会
員
は
承
知
し
て
い
る
。

責
任
を
持
っ
て
集
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
東
京
支
部
長
・
久
本
信
明
師
東
京
は
古
く
か
ら
支
部
が
あ
る

が
、
現
在
一
二
～
一
三
人
が
集
ま
る
現
状
で
あ
る
。

立
正
大
学
の
方
に
よ
う
や
く
多
額
の
寄
付
が
終
っ
た
所
で
あ
る

が
本
日
の
役
員
会
の
内
容
を
聞
い
て
来
年
勧
募
の
件
を
ま
と
め

た
い
と
思
う
。

＊
神
奈
川
県
支
部
支
部
長
・
荒
川
日
範
師
は
欠
席
の
た
め
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
小
林
海
優
師
、
五
月
例
年
会
を
妙
福

寺
に
て
開
催
し
勧
募
の
件
が
話
さ
れ
た
。
十
一
月
に
会
合
が
あ

り
勧
募
の
方
法
の
具
体
化
を
決
め
、
最
大
限
の
協
力
を
し
た
い
。

小
崎
会
長
自
ら
会
員
の
寺
を
回
っ
て
お
願
い
し
た
い
と
言
っ
て

い
る
。

へ
、
そ
の
他

＊
宮
田
如
龍
理
事
、
山
梨
県
支
部
の
役
員
会
で
勧
募
を
同
窓
生
以

外
の
寺
院
に
も
、
お
願
い
す
る
こ
と
を
決
め
実
際
に
歩
い
て
み

る
と
学
校
出
身
者
以
外
で
も
勧
募
が
あ
る
の
で
、
各
支
部
で
も

歩
い
て
み
て
は
ど
う
か
。

＊
庶
務
・
会
計
幹
事
の
手
当
て
を
五
万
円
か
ら
七
万
円
へ
の
提
案

が
な
さ
れ
出
席
役
員
一
同
賛
成
と
な
り
増
額
が
認
め
ら
れ
た
。

伽
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
四
回
学
術
大
会
は
、
五
月
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
高
野
山
大
学
（
和
歌
山
）
の
主
催
で
行
わ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
金
綱
集
の
研
究
中
條
暁
秀

◆
諸
律
に
記
さ
れ
た
「
二
仏
。

背
の
高
い
塔
・
博
泥
」
の
意
味
す
る
も
の
高
橋
尭
昭

研
究
活
動
報
告

＊
出
島
元
学
支
部
長
よ
り
全
国
の
宗
務
所
長
宛
に
、
勧
募
の
お
願

い
を
し
た
ら
ど
う
か
の
提
案
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
学
園
担
当

理
事
功
刀
部
長
は
、
全
国
寺
院
に
百
萬
人
講
の
推
進
委
員
の
依

頼
状
を
出
し
て
い
る
の
で
、
お
願
い
を
し
て
い
る
と
の
答
え
が

あ
っ
た
。

＊
出
島
支
部
長
よ
り
先
生
方
に
学
生
を
呼
ぶ
場
合
は
、
名
前
に
君

付
け
を
し
て
ほ
し
い
。
又
、
先
輩
・
後
箪
の
在
り
方
を
見
直
し
、

学
生
同
士
仲
良
く
し
て
ほ
し
い
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

＊
奥
田
恵
遠
師
よ
り
、
身
延
の
特
色
あ
る
人
材
を
教
育
し
て
ほ
し

い
。
身
延
に
来
た
学
生
は
、
さ
す
が
だ
と
身
延
の
精
神
に
学
ぶ

感
動
あ
る
教
育
を
し
て
ほ
し
い
。
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。
以
上

（
文
資
桑
名
貫
正
）
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②
日
本
仏
教
学
会

平
成
五
年
度
学
術
大
会
は
、
十
一
月
六
日
（
土
）
、
七
日
（
日
）
の
両

日
に
わ
た
り
、
当
番
校
東
京
大
学
（
東
京
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。
本
学

か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
原
始
仏
教
に
お
け
る
聖
と
俗
池
上
要
靖

③
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
六
回
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
九
日
（
金
）
、
二
十
日
（
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
身
延
山
短
期
大
学
（
山
梨
）
を
会
場
に
し
て
開
催
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
提
婆
品
と
竜
神
信
仰
と
の
関
連
高
橋
堯
昭

◆
開
目
抄
に
現
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
桑
名
貫
正

◆
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
望
月
真
澄

◆
江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て

Ｉ
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て
Ｉ
奥
野
本
洋

側
日
本
宗
教
学
会

第
五
十
二
回
学
術
大
会
は
、
九
月
八
日
（
金
）
、
九
日
（
土
）
、
十
日

（
日
）
に
わ
た
り
、
当
番
校
北
海
道
大
学
（
北
海
道
）
の
主
催
で
行
わ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
御
講
聞
書
の
位
澄
中
條
暁
秀

◆
宗
教
教
育
１
行
と
学
Ｉ
渡
辺
寛
勝

日
蓮
聖
人
の
出
自
に
つ
い
て
松
本

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
誇
法
観
白
川

法
華
経
に
お
け
る
菩
薩
行
猪
野

日
蓮
聖
人
の
法
華
色
読
の
一
考
察
今
泉

日
蓮
聖
人
の
末
法
観
井
前

身
延
在
山
中
の
諸
人
供
養
に
見
る
檀
越
の
役
割
宇
佐
美

日
蓮
大
聖
人
佐
渡
生
活
一
考
察
大
山

日
像
上
人
の
京
都
弘
通
金
岡

天
台
智
顎
に
お
け
る
行
法
観
’
四
種
三
昧
を
中
心
と
し
て
ｌ

近
正

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
で
の
生
活
志
村

身
池
対
論
に
つ
い
て
鈴
木

上
行
自
覚
に
つ
い
て
高
林

身
延
離
山
後
の
日
興
上
人
に
つ
い
て
田
辺

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
生
活
山
崎

日
蓮
聖
人
の
塁
茶
羅
勧
請
の
諸
尊
に
つ
い
て
豊
沢

日
蓮
宗
の
守
護
神
・
鬼
子
母
神
を
中
心
と
し
て
中
山

苦
に
つ
い
て
の
一
考
察
梨
羽

身
延
山
と
武
田
氏
、
穴
山
氏
と
の
関
係
沼
田

日
蓮
聖
人
と
法
華
経
ｌ
御
遺
文
を
通
し
て
Ｉ
野
中

日
蓮
聖
人
の
聖
徳
太
子
観
畠
山

平
成
五
年
度
卒
業
論
文
一
覧

貴美晃錬 養裕信弘本英文 信晃秀本導能充

利香佑瀬了周嗣行乗学徳修 行一貴隆明誉延祐
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日
蓮
聖
人
の
花
押
に
つ
い
て
平
岡
寿
美
乃

武
田
信
玄
の
身
延
山
政
策
松
尾
光
真

久
遠
成
院
日
親
上
人
に
つ
い
て
松
島
康
昌

五
綱
教
判
に
つ
い
て
Ｉ
序
と
師
に
つ
い
て
Ｉ
萬
田
力

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
行
」
の
研
究
Ｉ
不
軽
菩
薩
の
仏
性
礼
拝
を
も
と

に
１
水
戸
安
志

『
観
心
本
尊
抄
」
に
於
け
る
日
蓮
聖
人
の
「
本
尊
」
森
岡
孝
文

日
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Ratnakara6anti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

RatnakaraSanti's

SntrasamuccayabhaSyam
Ratnalokalamkara (Ⅱ）

KaieMochizuki

（1）

2Chapter2:TheUtmostRarenessofBeingBornaMan

2.0Introduction

gnyispamir 'gyurbarnyedpardka' babstanpani/mか郡I"・

6qmyedpaF･dﾙα'stezhesbyabagsungste/(P.262a)ranggi 'byor
（2）

balngamtshon'pa'idondumir 'gyurbasmrasso//

delarang2gi 'byorbalngagangzhena/mirgyur3padang/yul

dbussuskyespadang/dbangpomatshangbamedpadang/gnas

ladadpargyurpadang/laskyimtha'malogpagangyinpa'o"
●

delamirgyurpagangzhena/'di ltar'dinalalamirnamsdang

skal bamnyamparskyespa/3 skyes pa'i dbangpodang ldan

pa'am/budmeddu skyespayinte/denimirgyurpazhes
p

bya'｡")

yuldbussuskyespagangzhena/ 'di ltar 'dinalal:)gangdu/

'khorbzhipornamsdang/damparnamsdang/yangdagparsong

1)Pmtshan. 2)SBhbdag. 3)Pdang/, SBh(P)omitsskyespa/.

（1）
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ba(D､223a)rnamsdang/skyesbudamparnams 'groba'idbuskyi

rkunma!mayinparnamsdang/klaklomayinparnamssuskye

zhing2/rigsmthonpolongsspyodphunsumtshogspadagtuskyeba

yinte/deniyuldbussuskyespazhesbya'o/"'

dbangpomatshangbamedpa3gangzhena/'di ltar 'dinalala

glenpadang/digpadang/lkugspadanW｡ lagpasbrdabyed
pargyurcing/legspargsungspadang/nyesparbshadpa'i chos

8）

rnamskyidonkunshesparminuspamayinpadang/'yanlagdang

nyinglagmatshangbamedpargyurparnaba4matshangbamedpala

sogspayanlagdangnyinglagmatshangbamedpasganggisdge5

ba'iphyogsyangdagparbsgrubpa'iskalbayodpayinte/deni

dbangpomatshangba(C.226a)medpazhesbya'o/"'
d

gnasla dadpargyurpagangzhena/'diltar'dinalalasdebzhin

gshegspasgsungspa'ichos 'dulbaladadpadang/semsdangba

thobpargyurpayinte/denignasladadpargyurpazhesbya'o//

delagnaszhesbyabanidebzhingshegspasgsungspa'ichos 'dulba

labyaste/'jigrtendang'jigrtenlas 'daspa'ichosdkarpo'ichos

thamscadskyeba'ignassugyurpa(P.262b)yinno//dessngon

dudrangspa'idbanggisdeladadpagangyinpadenignas ladad

pargyurpayinte/nyonmongspa'i drimadangrnyogpathams
（10）

cadbsalbargyurpa'i6phyirro//

laskyimtha'malogpagangzhena/ganggi<s>tshe 'dinyidla

mtshamsmedpa'ilaslngapoda:''lasgangyang"ungbamabyas

1)Pmi,C,Domitsma, SBh(P)ma. 2)P, SBh(P)skyesshing.

3)Pla. 4)Dpa. 5)Pdgi. 6)SBhdangbralba'i.

（2）
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shingbyeddumabcugpayinte/denilaskyimtha'malogpazhes

bya'o//tshe 'dinyidlamtshamsmedpa'i laslngapodedagbyas

shingbsagslayongssumaspangsna'yongssumyanganlas 'dasshing2

'phags pa'i lambskyedpa'i skalbamedpasnade'i phyir laskyi

mtha' dedagni laskyimtha'malogpazhesbya'o/"2)
desbdagnyidkyi<s> lusdeyanlaglngapodedaggi'byorbarbyed

pasnade'iphyirbdaggi 'byorbazhesobya'o/"''
delarnyedpardka' ba'i 'ognasdpebstanpa'o// 'ona lung

las/

ngasnigangdagbstanpayi//

mikhombrgyadpodedagsp｡ng/"!)

zhesbyabala(D.223b)sogspagsungspasmetoggcigphulbatsam

yangthamamyanganlas 'daspa'i rgyurgsungsnanimi lusthob

pasmoskyangcidgos/denibdente/'dirnidenidud'gro'iskye

gnassuskyespanasmilusthobpalabyaste/deci'iphyirzhena/

shintugtimugpargyurpa'iphyir/dmyal balasogspadagni

rtogpashascheshingskyobbskyedcingtharbaryang 'gyurro//

decimngonzhena/ 'phagspanyi:$)kyizhalnas/

rgyamtshochegnasgnya' shingbugpadang//

russbalphradpalaskyangdud 'grolas//

minyidchesthobdka' basmidbanggis//
（16）

damchosspyadpasde4 'brassmchisparmdzod//

cesgsungso//rnam(C.226b)grangsgzhanyangdgebabcudang

1)Pomitsyongssumaspangsna. 2)SBh 'da' zhing.

3)Pomitszhes. 4)Pomitsde、 5)P'brasbu.

（3）
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ldanpalasmi lusthobpanidka'bamayinno//de ltabasna
（17）

lasrnampagsuIii~gyisnadpemangespamayinno//

2.1Samyuktagama('WP.173b6,D.149bl,T.50a25,BP.4.19)

delaphyogssngamanici〃αzhe〃αzhesbyaba'o//lanni fte

sIOFzgtkzgcesbyabala(P.263a)sogspaste/scche"ponidbuskyi

glingbzhirirabdangbcaspa'8')//"ernqzhesbyabalasogspa

nidpedgodpa'o//russbqJsmospanidede'ignasyinpa'iphyir

dang/hacangyangnyalba'iphyirro//thubpanitshe' itshad!

do// 'tsho6qnikhazaskyis2gnaspo'o// ngesparbzungba'i

phyirbzlastebrjodpani/bcomkゎ凡，血sstes3〃αW"I"･kzgsso//

6debargshegspastes"a酌I"･mgstezhesbya'o//delabdebar

gshegspazhesbyabaniranggidonphunsumtshogspadang/･gzhan

gyidonphunsumtshogspa'o//delaranggidonphunsumtshogs

panispangspadang/yeshesgnyisso//delaspangspaphunsum

tshogspanimi ldogpargshegspasterimsnadlegsparbyangbalta

bu'o//yeshesphunsumtshogspanimaluspargshegspastebum

palegspargangbaltabu'o//gzhangyidonphunsumtshogspa

nimdzespargshegspastegzugsbzangpoltabu'o//delad 'khor

balastharbanizhi6@'o//phungpolhagmadangbcaspadang

lhagmamedpaste/nyanthosdangrangrgyalba'ithegpanibstan

pa'ichosso//thegpachenponirab"bstα〃pa'o//stesJMz

zhesbyai:)nilasrnampa(D.224a)gsumcirigspasso// lasrnam

pagsurf｡hiskyesnasmyongbadang/langrangsgzhanlamyongba
dang/mangesparmyongba'o,')/dpedessmospanigongdo

1)Ctshod. 2)Pkyi. 3)Pdes. 4)Plta、 5)Pbarro.

（4）
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sbyarbadang/ 'ogtusbyarba'iphyirro//

2.2Colophon

mdosdekunlasbtuspa'ibshadpa/lunggi tshadmassbyarba

las/mi lusthobparnyedpardka' ba' igtambrjodpastegnyis

po'o//

Notes

(1)ThistitleofchaptersisbasedonPasadika(1978)and(1979).This

RarenessistoldalsointheJainaliteratures.SeeNakamura(1993),

pp.338.14-340.1.

(2)InaccordancewithSBhRatnakaraSantireferstofiveadvantage(rel-
atingto]others(parasampat)inthefirstchapterofRA[seeMochizuki

(1993),pp.11.2-13.2].Herefersheretofiveadvantage (relatihg to]

oneself(atmasampat)inaccordancewitnthesametext.Thefollowing

explanationiscompletelyidenticalwithSBh.

(3)Shukla(1973) ,p.5.3-4(Wayman (1961) ,p.60.28-34, ShOmonji

Kenkynkai(1981) ,p､16.9-10,Tib (P)4a2-3,Chin. (T)p､396bl5-17) :

[atma-sampatkatama/tad-yathamanu5yatvam,aryayantane

pratya-jatih, ] indriyair avaikalata ayatanagatah prasadah

aparivrtta-karmantata//

(4)Thefirstadvantage[relatingto]oneselfistobebornasahuman.

SeeShukla(1973),p.5.5-7(ShOmonjiKenkynkai(1981),p.16.12-14,Tib.,

(P)4a3-4,Chin.(T)p.396bl7-19):

tatramanuSyatvamkatamat/yathapIhaikatyomanuSyanam

sabhagatayampratyajatobhavati/puruSaScapuruSendriyena

samanvagatostrlrva/idamucyatemanuSyatvam//

(5)SinceSBhherehas,likeabovementioned(pUrvavad;sngondu)', the

followingexplanationhassuppliedfromtheexplanationof 4lackof

conscientiousness(pramada)'.ButunfortunatelyitsSanskritmanuscript

islacking.SeeShOmonjiKenkynkai (1981) ,p.12-13.

(6)Thesecondadvantage(relatingto]oneselfistobebornintheland

ofNobleones・ SeeShukla(1973), p.5.8-11 (ShOmonjiKenkyUkai

（5）
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(1981) ,p､16.16-18,Tib. (P)4a4-5,Chin. (T)p.396bl9-21) ;

aryayatanepratyajatihkatama/yathapihaikatyomadhyeSu

janapadeSu pratyajnto bhavati, pUrvavadyavadyatragatih

(adasyuSuamleccheSu, yatra-gatiS catasrnamsatamsamyag-

gatanam) sat-puruSan且m/ iyam ucyate aryayatane

pratyajatih//

(7)SBhhas"glengpamayinzhingdigpadanglkugspamayinpa"

withnegativeparticle・ Seenote9) .

(8)SBhomitspassage.

(9)The thirdadvantage (relatingto) oneself is not to lackany

sence-faculty.SeeShukla(1973) ,p.6.1-5(ShOmonjiKenkynkai(1981),

p.16.20-23,Tib. (P)4a5-6,Chin． (T)p､396b21-25) :

indriyairavaikalatakatama/yathapihaikatyahajadobhavaty

aneda<ma>kaitivistarah/ anga-pratyangavikalovayad-

rnpenahga-pratyangavaikalyenaSrotr且vaikalyadi-kenabhavyah

kuSala-pakSa-samudagamaya/idamucyateindriyavaiklyam//

(10)Thefouthadvantage[relatingto)oneselfistohavefathinaholy

dharma.Shukla(1973) ,p.6.6-12(ShOmonjiKenkynkai(1981) ,pp.16.

25-18.3,Tib. (P)4a7-4bl,Chin. (T)p､396b25-c2) :

ayatana-gatahprasadahkatamah/yathapihaikatyenatathagata-

praveditedharma-vinayeSraddhapratilabdhabhavati/cetasah

prasadah/ayamucyateayatana-gatahprasadas/ tatra-

yatanamtathagata-praveditodharma-vinayahsarveSamlaukika-

lokottaranamSukla-dharmanamutpattaye/ yapunaratra

6raddha tena pUrvangamenadhipatyena, sa ayatana-gatah

prasadah/sarva-kleSa-mala-kaluSyapanayanat//

(11)Thefiveevilactionsyieldingimmediateresults(pancanatarlyani)

arekillingone'sfather(pitrghata), killingone'smother(matrghata),

killinganArhat(arhadghata), drawingbloodfromthebodyofa

Buddha(tathagatasyantikeduSta-citta-rudhirotpadanam)andcausing

aschismwithinthesamgha(samghabheda) .SeeAKBhChapter4,

Pradhan(1967),p､259.8-9(Fr.: laValleePoussin(1971), t.3,p.201.8-

10,Eng.:Pruden(1988),p679.4-6,Jap.:Funahashi (1987),p.438.9-10) :

pancanantarthanikarmavaranam/tad-yathamatr-vadhahpitr-

vadho 'rhad-vadhahsamgha-bhedahtathagata-SarIreduSta.citta-

（6）
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rudhirotpadanam/

SeealsoMvy2023-2328andRigzin(1986),p､343.

(12)Thefifthadvantageisabstentionfromcommittinganyoftheabove-

namedevilactions.Shukla(1973),p.6.13-21 (ShOmonjiKenkynkai

(1981) ,p､18.5-12,Tib. (P)4bl-8,Chin, (T)p.396c2-8) :

aparivrtta-karmantata[katama]/yenapancanamanantaryanam

karmanam, tad-yathamatr-vadhadpitr-vadhadarthad-vadhat

samgha-bhedat tathagatasyantike duSta-citta-rudhirotpadad

anyatmanyatamadanantaryamkarmadrstaevadharmenakrtam

bhavati nadhyacaritam, iyamucyateaparivrtta-karmantata/

itlmanipancannantaryalikarmanikrtopacitanidrStaevadharme

parivartyabhavyobhavati parinirvapayarya-margasyotpattaye/

tasmadetaniparivrtta-karmantatetyucyate//

(13)Shukla(1973),p､6.21-23(Wayman(1961),p.60.35-40,ShOmonji

kenkynkai(1981) ,p.18.13-14,Tib. (P)4b4-5,Chin. (T)p.396c8-9) :

svayamevanena saatma-bhava ebhih pancabhir angaih

sampaditobhavati/tasmadatma-sampaditiucyate//

(14)Ihavenotbeenabletoidentifythispassage・ Theeightadverse

conditions(aS"vakSanah)are:tobereborninhell,asananimal, to

bereborninYama'srealm, amongthe longlivedgod, among

peopleofborder-countries,toberebornwithout complete sense

faculties,holdingfalseviews,and toberebornwhennoBuddha

appearsintheworldtoteachthedharma.Thesesubjectaremainly

dealtwithinthenextchapter.SeePasadika(1979),p.23.2-36and

Rigzin(1986) ,pp.312-313.

(15)BecausethefollowingverseiswrittenbyNagarjuna,thisacaryais

attributedtohim.

(16)SL59(Tib.(P),gi77b4-5,Chin.(T),No.1672, p.746cll-12,No.1673,

p.749cl-2, No.1674, p.752cl5-16, Eng． :Wenzel (1886) , p.18.9-19,

Kawamura(1975),p.54.7-11,Jamspal(1978),p.36.3-7,Tharchin(197

9),p.92.19-22,Jap. :Uryuzu(1974),p.332.1-3,Kitabatake(1985),p､216.

3-5).Cf.BCA4.20Bhattacharya(1960),p､44.7-12 (Sharma(1990), vol.

l,21,pp.95.12-96.2,Steinkellner(1989),p.44.18-21,laValleePoussin(19

07),p.44.18.-21,Driessens(1993),p.45.21-24,Lindtner(1981),p.57.5-8,

Kanakura(1965),p.39.4-5) :

(7）
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ataevahabhagavanmanuSyamati-durlabham/

maharnava-yugacchidra-kUrma-grlvarpaWopamam//

(17)Fromthecontextlcannotmakeoutwhatismeantbythesethree
kindsofkarma.Rigzin[Rigzin(1986),p.408409]mentionsfourtypes
oftheseitems.Thistopicsisagainbrieflyreferredtointhefollowing
sentence.Seenote(20)

(18)SeePasadika(1979),note(14) ; inhisrevisedtranslationhehas

considerablyexpandedhisannotation． HequotesSN5.456-457.Cf,
Norman(1990) ,pp.156-160

(19)ThefourcontinentsareJambudvlpa,PUrvavideha,Godamyaand
Uttarakuru,andMt.Smeruisinthecentreofthem.AKBhchapter3,

Pradhan(1967),p.161.9(Fr.:laValleePoussin(1971),p､145.10-11,
Jap. :Yamaguchi(1955) ,p､376.8) :

tatracitvarodvlpaS-catuSusumeru-parSveSu/

SeealsoChaudhuri(1976) ,pp.123.13-124.16.

(20)Cf． AK4．45andAKBh, Pradhan(1967) , p.227.4-6,10-12(Fr.: la

ValleePoussin(1971), tome3,p.105.16-18,Eng.:Pruden(1988),p.621.

1-12 Jap. :Funahashi(1987) ,pp､246.1-3, 247.2-6) :

trlnikarmani/kuSalamkarmakuSalamavyakrtamkarmeti/
tatra

kSemakSemetarat karmakuSalakuSal6tarat/

pupyapunyamanifijamcasukha-vedyadicatrayam//45//

trIni karmanipunyamapulyamanefijamca/punahtrmi/

sukha-vedanlyamkarma duhkha-vedanlyamaduhkhasukha-
vedanlyamca//

e

LaValleePoussinreferstoMV(p､263a6) .

(21)AKBhforAK4､50,Pradhan(1967),p.229.21-22(Fr.: laValleePoussin

(1971), t.3,p.115.7-12,Eng.:Pruden(1988),p.625.21-25,Jap.:Funahashi
(1987),p.262.2-3) :

drSta-dharma-vedaniyamupapadya-vedanIyamapara-paryaya-

vedanIyamcetyetat tJ･vidhamkarmaniyatamityetaccatur-

vidham karma bhavati cety etat trividham sahaniyata-
vedanlyena/

AlthoughVasubandhumentionsfourkindsofkarmain thiscontex

tofAKBh,RatnakaraSantimentionsonlythree.

(8）
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3Chaptar3 :TheRarenessofObtaininganAuspiciousRebirth

3.Olntroduction

danidalba 'byorparnyeddka' badebstanpa'iphyirdnJ6q'hyor

pcrmledpa7･d〃α'6qstezhesdambca'bamdzaddW/gongdubshad

pa'i lunglas 'byungbadedrangba'idonmayinnamzhena/gnyis

paningesdonsgrubpadangdalba'byorpa'imtshannyidrgyaspar

bshadpa'iphyir(P､263b)gsungspa/dalba'byorparnyed(C.227a)

dka' ste'zhesbstanpayinno//

de2nyidkyangmi lusthobpar3dka' babstanpa<s>ni/dalba'i

mtshannyidbstanla/dal 'byorrnyeddka' basna4 'byorpalng:)

bstantWngans｡nggsumlasl｡gpasnamirgyurpa'｡//mthq'

'ん加b〃as"ebsmyenmami 'ongbc'i rlα昭dumashyeSpq'ibargyis

niyuldbussuskyespa'o//glenpamayinpalasogspa｡nidbang

potshangbabstanto// logpar ltabamayinpasnignas la

dangba5danglaskyimtha'malogpa/6sangsrgyas 'jigrtendubyung

basnigzhangyi 'byorpalngabstanto//

gzhandag)nimikhompabrgyadlaslogpanidalbayinlMj/mi

khompagangzhena/semscandmyalbalasogspa'ozhesbstan

pa'i phyirde 'ognaskyanggα昭zqgtshcngsparmyodPa肱g7acs

pa'idCZ'6q'idusnigcgjste/zhes 'byungba'iphyirrozhes 'dod

do//delahyebmgmangpozhesbyabanithegpamtha'dagston

1)C,D//. 2)Dda. 3)Ppa、 4)Pni. 5)C,Ddadpa.

6)Comits. 7)Pdu1． 8)SSdangpo.

（9）
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palasso//

3.1Ekottarikagamg'(P､174a6,D.149b6,T.50b8,BP.6.3)

gciglasi)brospQzhesbyabanigongdu'dzegpalabya'o//chos

sgrubpa'ignasmayinpasmiMompq'o//gtsobobsduspani

brgyadcesbyaste/rnampa'irabtudbyebanimtha'yaspa'o//

“昭zqgcesbyabaniskyespadangbudmeddaggo//

deladmyqZbqzhesbyabanikhamsbcobrgyaddo//dud"o'j

shyeg7adsnirigsbyebaphragsumcu! rtsadruggo//2 gSh加旅'j

F･gsnisumcurtsadrugdaggo//3

delarangbzhindanglusdangdngospobstanpasni(D.224b)dmyal
G

ba'o//dudde 'groba'iphyirdang/blunpa'iphyirdud'gro'o//

gshj〃砿zhesbyabani 'groba'ibdagporgyurpaste/de'i rigs

niyidagskyi 'jigrtenno//

deladmyalba'ikhamsnibsdunarnampabrgyaddg)/yangsos

dang/thignagdang/bsdus 'jomsdang/ngu 'boddang/

ngu 'bodchenpodang/tshabadang/rabtutshabadang/

mnarmedpa(P.264a)stechuburjcanlasogspabrgya3)niyangs｡s
（9）

lasogsparbsdu'o//nyi tshebJ'dangnye5 'khorba6 'angtshaba

brgyadkyi 'khordubsdu'o//dUdgr･o'jshye'glzqsnirdzusteskye

badang/mngalnasskyebadang/sgonglasskyebadang/

drodgsherlasskyebasteskyegnas(C.227b)rnampabzhi'8."/kham

1)Ptsu. 2)C/. 3)C/. 4)Cpur. 5)Pnyi. 6)Cpa.

7)Dskya.

（10）
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gyizasdang/regpa'izasdang/yidlabyedpa'izasdang/rnam

parshespa'i zascant:') 'tshoba'iphyiryangrnampabzhi'o//

rkangpamedpadamg/rkang!gnyispadang/rkangbzhibadang/

rkangmangstegzugscangyi rnampabzhi'82)//yi dagsni phyi'i

sgribpacandang/nanggisgribcandang/zasdangskomlasgrib

pacantebsdunarnampagsummW)//
deladmyalbadagni rdzubapa'80)//yidgasnimngalnasskye

badang/rdzubapagnyisyodd:5)/mngalnasskyespacimngon
zhena/jiskaddu/

bdaggismtshanmobulngadang//

debzhinnyinmobulngadag/

bskyedcingbskyedcingzosgyurte2//

'onkyangbdagni 'grangsomagyur/>6'
zhesbyabaltabu'o//

《17〕ingpO.nigzugskyikhamskyignasrigsbzhipaste 'brasZhatshel．j"gpomgzugskyikhamskyignasrigsbzhipaste ，bras

buche'iphyogsgcig$nagnaspa'83>//deci'iphyirmi,khompayin

zhena/lusdezhibadang/tshezadpa'i tshe logparltaba'i

phyirro//
《19）

'khorrnampabzhimi 'ongbasnamthq' 'たんo6pa'o3//mtha'

'khobgnyis'gangzhen:@)/r加沈I･ogbyedpd8lasogspaste/hjq
⑫1）

"oniklaklonyidlabya'o//6mG6semsnichagssemscairteyid

kyisbdaggirbyedpa'iphyirro//gnodsemsni zhesdangbacan

nfﾝ/'khorrnampabzhinigtsobosm･spaste/dgetshul pha

1)Prkangba. 2)P'gyur. 3)P'drangs. 4)Pcig. 5)C,Dma.

6)Pbo、 7)Pgnyisgnyis. 8)Pomitsbyedpa.

（11）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

nidgesZo"ggi'khordubsdu'o//dgetshulmadangdgeslobma

ni"esJoFIgmq'i 'khordubsdu'o//bsnyengnasni"ebsmye"gyi
'khordubsdu'｡／′）

yidshaschungbasnagle"pq'o// (D.225a)denyidkyisnado"

goba'imthumedPq'o//sgolnga'i(P､264b)dbangposhaschung

basnal'g〃α『･ jhUgspq'o//denyidkyisnajqg6Fdtzhyedpa'o//

ganggidonzhena/Jegspm･smmspqzhesbyabalasogspaste/

phanpa'idonstonpasnalegsparsmraspa'o//phanpamayin

pa'idonstonpasnanyesparsmraspa'o//yangrnabar' snyan

pani21egsparsmraspa'o//delasbzlogsspaninyesparsmras

pa,｡/")

logparltab:4+nampagsumste/rgyulaskurbadang/'brasbu
laskurbadang/byedpalaskurba':s'// delargyulaSkurba
nis勿如payα"gmedcesbyabalasogspaste/machagspa'i dge

ba'irtsabanassbyinpaste/deniphyugspa'irgyuyinpa'i phyir

ro//denyidsnyomsparbyedpadang/dusbzangporsbyinpas

namchodshyi"tedenirtsa'dzing4dangskurbar'gyurba'i rgyu(C.

228a)yinpa'i phyirro//sbyinpadenyidkyikhyadparni s妙加

sI電cesbyaste/de 'byorpa'irgyuyinpa'iphyirro//desna/5

bzlaslabrtsonnadga' 'gyurzhing//

bsgomlabrtsonnagrolbar 'gyur//

mchodlabrtsonnamchod 'gyurzhing//
（藷）

melasbyinsregbyaspas 'byor//6

1)Prnar. 2)Ppa' i、 3)Pbzlog. 4)RA'jin9. 5)Pomits/.

6)Pomits//.

(12）
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zhe'o//byedpalaskurbani legsparbyaspqya"gmedcesbya

balasogspaste/delalegspQrbyaspanisroggcodpaspongba

lasogspaste/dedagni tsheringbalasogspa'i rgyuyinpa'i

phyirrWﾝ/myespqrbyaspanisroggcodpalasogspaste/dedag
nitshethungbalasogspa'irgyuyinpa'iphyirr:y// jiskaddu/

sroggcodpayistshethung'gyur/

mabyinlenpasdbulbanyid/

byibo!byaspasdgradangbcas//

brdzundusmraspasskurpaste/

phramayisnibshesdang'byed//

rtsubpo'i tshiggismisnyanthos//

ma'brelsmraba<s>tshigmibtsun//

brnabsemsyidlareba'joms/

gnodsems 'jigspasbyinparbshad//

logparltabasltangannyid/"'

cesbyabalasogspaltabu' o//dela '6msburnampa(P.265a)

bzhist:｡シ『namparsminpadang/,gyumthunpadang/dba"
dang/skyesbubyedpa':2)//'didaggi'bshadpani 'oggnaszhib
tu 'byungngo//delagtsobayinpa'iphyirmqmpar･smiJzpazhes

smraspaste/mi 'drabarsmin(D.225b)pasrnamparsminpa'o//

rismthunpa'isnangbani 'j増J･te"'di'o//rismthunpadorba'i

ma'ongspa'iskyebalaskyidbanggis'grubpani3p"r･ollo//yod

pa'idngospo'jigparbyedpanipbay@mgmedmay(mgmedcesbya

balasogspa4stes/deladgeshyongzhesbyabanichosrnampalnga

1)D'o. 2)C,Dgyis,Pomitsgi. 3)RApa'i. 4)Pomitspa. 5)Pte.
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dangldanpa' iphyirr:3)//brα"zze1nispyodpagtsangba'iphyir/

khanamathobaspangspa'o//yangnarabtubyungbasdelnga

ste/ dgeslongdang/2 dgeslongmadang/ dge tshul pha

dang/dgetshulma' isdompalabrtennasdonbyedpanidgesbyong

ngW)//khyimpa'irtagsskradangkhaspumabregsshinggosdkar

pogyonbzhindutshangsparspyodpalasogspa'i sgonasdonbyed

panibramze'o//yangnachos 'dipa'ichabyadcanni (C､228b)

dgesbyongngo//phyirolpa'ichabyadcanbramze'o//yang

nadgesbyongni rnampabzhiste/lamrgyalbadang/stonpa

dang/ 'tshobadang/sun'byinparbyedpa':@ﾝソdeledangpo'i

dbangdubyasnasdebzhingshegspani lamrgyal basteya昭改Zg

paFsoJzg6Q'o//chossmrabadanglegsparzhugspani stonpa

dang'tshobastezhugspa'o//bramzezhesbyabani rigsdang

mingdangsgrubpa' idbangdubyaspasrnampagsumst:.ンdongyi

skabs 'dirsgrubpabramzela 'doddebyababyasshingmi dgeba'i

chosthamscadbsalbasnaya昭血gp"soFIg6g'o//yangnaslob

padangmislobpadagnimthongbadangbsgom3passpangbarbya

ba'i4 nyonmongspadaglasrnamparrgyal basna lamrgyal ba'i

dgesbyongzhesbyast:'ンde'iphyirrgyunduzhugspa(P.265b)lasogs

pa5 lasbyarbarbya'o//delargyunduzhugspadang/ lancig
（露）

phyir'ongbadangphyirmi 'ongbadagniya昭血gpqr･song6q'o//

dedagnirgyulazhugspagsumdang/dgrabcompa'irgyulazhugs

paniyα昭dCgpqrz"ugspa'o//dgrabcompa'i 'brasbulagnas

pani"rabcompa'o//"rabcomPq'jyo"tα〃gα昭zhe"α／ｿ増

1)Pza. 2)Pomits/. 3)Pbsgoms. 4)Pba'i/、 5)Pomitspa

（14）
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rte"J･gpqzhesbyabalasogspaste/lha'imiggimngonparshes

padang/ 'chi! 'phobadangskyebashespa'imngonparshespa

dang/zagpazadpa'imngonparshespani7igrte"'rpo':''//

d6-las(D.226a)bzlogpanigα昭zagtshα"gsparspyodpaJQg7zQs

pa血lba'jdusFzigcigstezhesbyabalasogspayinno//debzhin

gshegspasbstanpa'ichosgangzhena</>thogmardgebazhesbya

balasogspagsungste/choskyiyontangyi rnamgrangsni 'di

ltaste/bshadparbyabadang/khongduchudparbyaba'o2//

deci'iphyirzhena/

stonpa'idamchosrnamgnyiste/

lungdangrtogspa'ibdagnyiddo//

de 'dzinbyeddangsmrabyeddang//

sgrub'parbyedpakhona'8')/

zhes 'byungba'iphyirro//deltabasnabshadparbyaba'i chos

bstanparbyabani t加gmar"eba/bQF･血叱eba/thcmqF･唯F

bqzhesbyaste/lhag4pa'i tshulkhrimskyibslabpastonpasthog

mardgebast：シtshulkhrimsdangldanpayinte/sosortharba'i

sdompasbsdamspadang/ chogadangspyodyulphun(C.229a)sum

tshogspadang/khanamathobaPhrarabdagla 'jigsspar lta

ba'o6//bardudgebani lhagpa'isemskyibslabpaste/ 'dod

pasdbenpalasogspa'ibsamgtanbzhi'o//thamardgebanilhag

pa'ishesrabkyi bslabpaste/ 'phagspa'ibdenpabzhi shespas7

'dodpa'izagpadang/sridpadang/marigpadang/ltaba'i

1)Pomits 'chi、 2)Pbya'o. 3)Pbsgrub. 4)Plhags. 5)P'ji9.

6)Plta'o. 7)RApar.
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zagpalassemsrnampargrolba'iyeshesmthongbar 'gyurba'o//

de ltabu'i dus gsumdu dge ba'i chosdeyangci 'drazhena/

(P.266a) brjodbya'idonmalogcingmchogtugyurpadonphunsum

tshogspasdO"6zα"gpo'o'//alasogspabrjodbyedkyitshiggsal

zhingdonmyurdu2gobarbyedpasts"'6F･ubzqngpo'o//delta

bu'i chosdescizhigsgrubcingstoncena/3 tshcmgspar･ Spyodpa

zhesbyabaste/phunpolhagmadangbcaspalasogspa'imyangan

las 'daspani tshangspa'o//delacimngonzhena/mdolas

zhibargyurpa4tshangspargyurpa/bsilbargyurpaszhesbya

banimyanganlas 'daspa'igrangss6

zhe'o//de'i rgyuyinpa'i phyir spyodpaste/ lamgyi 'dus

byaskyigtsoboyinpa'iphyirro//deyang/6

zagbcaszagpamedchosdang//

lammagtogs7pa'i 'dusbyasrnams//

zagbcasgangphyirdedagla/
（“）

zagrnamskunturgyaspar 'gyur/B

zhe'o// (D.226b)de'iphyirnatshα"gspaﾉ･Spyodpqzhesbyabas

ni'rtogsparbyabadondampa'i chosbstanto//dondampa'i

chosdeci 'draba!ozhena/mustegscandangma'dFでs'[ pq'o//

lamdeskhamsgsumgyi nyonmongspaspongbasyongssurdzOgs

pq'o//lamderangbzhingyisrnampargrolbasnayongssu"g

pc'o//lamdezagPazadparnamskyirgyudlaskyestergyud

kyisizdagpasdagpa'iphyiryongssuhya"g6q'o//

1)RAba,SSpo. 2)Ptu.

5)Pomitspa. 6)Pomits

9)Pmi. 10)Pomitsba.

3）

／、

11）

Pomits/. 4)Ppadang.

7)RArtogs. 8)Pomits/.

D'dras、 12)C,Dkyi.

（16）
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laladaW)nithospa'itshedadbskyedpas&ﾉiogmartebq'｡//!

semspa'itshedga' babskyedpasbar血晦eba'o//bsgom2Pa'i

tsheblorgyachenpobskyedpasthqmQJ･"ebq'o//mthorisdang

tharpa'irgyuyinpa'iphyirmthorisdangbyanggrolgyidon 'byung

basdb"62(mgpo'o//de 'chadpa'i tshiggsal zhingzurphyipas

tsh"'6rubzqngpo'ozheszerro//

khacignaremustegskyi choskyignyenpoyin(C.229b)pas/

thOgmclasogspar地曾ba'o//deci'iphyirzhena/dedagtshig

sngaphyi 'galba'byungste/mi 'tshebanichoskyimchogces 'byung

la/phyugsbsaddemchodsbyinbyasnamthorissu 'gr:.)zhesbya

badang/brdzungyis(P.266b)slu3basdigpa'imchog4 ces 'byung

la/rtsedmodang/mitshangsparspyodpadang/bagmalen

padang/nor 'phrogpadang/sroggiphyirnibrdzunsmrabar

byW)zhess 'byungngo//

yangbdagtusmrabasnado"bzqFIgpomayinno//ma'brelpa

dang/migsalbadang/calcoldusmrabasnatsん噌'brungan

pa'o//mithodcandan"gcerbupa'dang' 'dreopasmc 'dreo

pqyangmayinno//sa 'ogma'ignyenpotsamyinpasyoFIgssu

『己zogspqyangmayinno//ranggisapa'inyonmongspa'byungbas

yoFDgssu血gpqyangmayinno//sagzhangyinyonmongspa'iyid

dang'rjessu'brelpasiomcmparbyα昭bayangmayinno//myangan

las 'daspa'irgyumayinpastshangsparspyodpayangmayinno''

1)Pomits//、 2)Pbsgoms. 3)Pbslu. 4)C,D/. 5)P//.

6)Pomitsdang. 7)Dba、 8)P/. 9)P/.

10)DpasaandPpa、 11)P//.
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zheszerro//

gzhandagni thogmar"ebanido"6zangpo'jphyirro//@6α『

血(tebqnitsh"'6rubz(mgpo'jPhyirro//tbamt"･地芭6qnima

dresPalasogspatshiglngajinno] zheskyangzerro//

3.2Candragarbhaparivart;''I (p､175a8,D.150b6,T.50cl51BP.9.1)

onadalba'byorparnyedpardka' ba(D.227a)bstanpadrangba'i

donmayinnamzhena/nges dongyi lungbstanpanigrogspo

ddW'cesbyabalasogspayinno//

khacigni lunggzhanbstanpa'i sgonasdon'bsdubayinno2zheS

kyang'doddo//

laladag3nidalba 'byorbaji ltarrnyedpardka' zhena/gtan

tshigsgzhanbstante</>dperna4akarunagpo 'ga' zhigtudri

'byunggigtandumayinpaltardalba 'byorpayangtshulkhrims

dangldanzhingrgyuma, tshangbamedpar5 tshogspalasthob,kyi

gyinathobparmi 'gyurrozhesbstanPa'iphyirmdo'dismosso･zhes

zerro//

khacignimdzesparbyaba'iphyirdangngesdondubyabadang/

tshulbzhin7gyisbshadparabshadpadang/slobdponrangnyidkyis

gzigspabstanpa'iphyirbshadpadangmabshadpaPi lunggi don

mtha' dagbstanparrigparbya'o9zheszerro//

khacignimdzesparbyaba'iphyir/deltar(P､267a)namdosde

1)P//. 2)P/. 3)Pomitsdag. 4)C,D/; 5)Ppas

6)P/. 7)C,Dgzhan. 8)Pomitsbshadpar.9)P/.
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sangsrgyassnyingp:')las
凸

dgeslongdagdal 'byor(C､230a)nirnampabcuste/gzhangyi

'byorpalngadang/ranggilbyorpalnga' o!/

zhesbyabagsungspa' idonslobdpongyismdodumasbshadpayin

no//

3.3Candragerbhaparivartaf')(P.175a8,D.150b6,T.50cl5,BP.9.1)

d:)nizlaba'isnyingpo'i le'il las 'byUngba'idal 'byorgzhanbstan

pa'iphyir/yangdemyidkzs 'by叫昭6qzhessmrasso//r"mpar

"gp@zhesbyabaniyontanbcudangldanpa'o//mmyqmpanyid

cesbyabani2matshangbamedpa'o//denyidbstanpani/

J･gsdma'6qspuFIgspα此mgzhesbyabalasogspa'o//de larigs

mthobasnarigsdma' baspangspa'o//cimi shespas nagleFz

p@'o//byebragmiphyedpasnabli"zpa'o//zharbadangrlig

paphyungbalasogspanid6α"gPomy@msPa'o//pho'idbangpo

dangldanpadang/demanyamspasp加rshyespq'o//"ona

budmedkyangci'iphyirmasmosshena/rtendmanpa'iphyirma

smosso//gzugslegspasnagz"gSbzaFzgpo'o// 'byorbadang

ldanpasna3mid6IJJ6q'o//gzibrjidchebasnamibrmﾉαspq'o//

tshigbtsunpasnatshigmmyα凡Pa'o//mangposbkurbasnashye

6omaFIgpos〃αbq'o//delamnyampanyidbcuyongssurdzogs

pamayinpasgegssu'gyurnanihacangthalchespar'gyurla/ma

yinnadonmedpar(D､227b) 'gyurrozhena/mayinte'onkyangyon

tantshangbar4bstanpa'iphyir 'dismospas5nyespameddo//

1)P//、 2)P'dini. 3)C,Dni 4)C,Dtshadmar. 5)RApa.
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RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

3．3Colophon

mdokunlasbtuspa'ibshadpalunggi tshadmassbyarbalasdal

ba 'byorparnyedbardka' ba'igtambrjodpastegsumpa'o//

dal 'byorgyimtshannyidbshadzinto////

Notes

(1)RatnakaraSantitreatsthesamethemaintheabovetwochapters,

namelyparasampad inthe first chapterandatmasampadin the

secondchapter,andherehetreatsk9anasampad.AtISasubsumesthe

firstthreechaptersunderkSanasampad,andthenhedealswiththe

themainthreechaptersonatma-,paraanddaSasampadarespectively.

SeeMochizuki(1993) , pp､11.2-13.5andtheabovepartofthistext.For
p

AtlSa'scommentaryforSS,seeMochizuki(1991),p.349.14-15.

(2)BecausekSanasampadconsistsof twokindsof fiveadvantages

(atma-andpara),itispossibletoread"lngalnga'' for"lnga."

(3)Thefollowingfiveitemsofsampadarethesameasalreadytreated

inthefirstchapterunderatma-sampad,thereforehereRatnakaraSanti

doesnotgointodetail.

(4)Thethemaofthischapterarefavourableandadverseconditionsof

lite, correspondingwiththatofthefollowingsUtrasinSS.

(5)RatnakaraSantialreadymantionstheeightakSanasintheintroduction

tochapterl.SeeMochizuki(1993),note(29)andRigzin(1986),pp.312-
313．

(6)Cf.AN,R.Morris(1899) ,vol.4,pp.225.20-227.4.SeePasadika(1979) ,

note(17),butinhisrevisedtranslationhequotesPalitextatsame

length:

atthime,bhikkhave,akkhanaasamayabrahmacariyavasaya/

katameattha/idha,bhikkhave, tathagatocalokeuppannohoti

． ． 、 dhammocadesiyati . ． . ayamcapuggalo nirayam

upapannohoti/ayam, bhikkhave, pathamoakkhanoasamayo

brahmacariya-vasaya/， ． 、 puuacaparam. ． 、 ayamca

(20)
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puggalotiracchanayonimupapannohoti． ． ． pettivisayamupapanno

hoti...aiiiiataramdnghayukamdevanilayamupap5ndoioii...
paccantimesujanapadesupaccajatohotiavirinataresumilakkhesu,

yatthanatthi gati bhikkhnnambhikkhunInamupasakanam

upasikanam． ． 、 ayamca puggalomajjhimesu janapadesu

paccajatohoti, socahotimicchadit#hikoviparIta-dassano'natthi

dinnam,natthiyittham,natthihutam,natthisukatadukkatanam

kammanamphalamvipako,natthiayamloko,natthiparoloko,

natthimata, natthi pita, natthi sattaopapatika, natthiloke

samanabrahmana sammaggata sammapatipannayeidamca

lokamparamcalokamsayamabhifi耐asacchikatvapavedentI 'ti

...ayamcapuggalomajjhimesujanapadesupaccajatohoti,soca

hotiduppamojaloelamUgonapatibalosubhasitadubbhasitassaa

tthamafinatum/...tathagatocalokeanuppannohoti3. .

buddhobhagava,dhammocanadesiyati ． ． 、 ayamcapuggalo

majjhimesu janapadesupaccajatohoti, socahotipafifiavaajalo

. . .atthamaiimatum/ayam,bhikkhave, a#thamoakkhanoca

samayobrahmacariyavasaya/. ． ． ekovakho,bhikkhave,

khanocasamayocabrahmacariyavas且ya／katamoeko？ idha

． ． . tathagatoca lokeuppannohoti . ． 、 dhammocadesiyati

． ． .ayamcapuggalomajjhimesu. ． 、 socahotipamava． ． 、

atthama面面atum． ． ．

(7)SeeYCB,V.Bhattacharya(1957),p.74.14-16,Chin. (T)p.294clO-12:

aStaumahanaraka-sthanani/tad-yatha/safijlvamkalasUtram

samghatamrauravammaharauravamtapanammahatapanam
'vIciS-ca/

謂八大那落迦。何等為八・一等活。二黒縄。三衆合。四號叫。五大號叫。六

焼熱。七種燵熱。八無間。

AKBh,Pradhan(1967),p.111.10-11(Fr.: laValleePoussin(1971), t.2,

p､2.3-4,Eng.:Pruden(1988),p.365.19-20,Jap.:Yamaguchi(1955) ,

p､4.2-4） ：

aStaumahanarakah/samjlvahkalasUtrahsamghatorauravo

maharauravastapanahpratapano 'vIciSceta/

orAKBhchap.3,Pradhan(1967), p.163.8-9(Fr.: laValleePoussin

(1971), t.2,p.149.10-13,Eng.:Pruden(188),p.457.5-6,Jap.:Yamaguchi

（21）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

(1955) ,p､382.5-7) :

tasmadaWcerUrdhvamsaptanarakahuparyuparisamniviStah/

pratapanastapanomaharauravorauravahsamghatahkalasUtrah

samjivaSca/

TheclassificationofAKBhisexplainedinChaudhuri(1976),pp.124.

17-125.18.SeealsoMvy.4919-4927.

(8)SeeAKK3.59d,Pradhan(1967),p.164.23(Fr.: laValleePoussin

(1971) , t.2,p.154.3-5,Eng.:Pruden(1988) ,p.459.15-17andnote413,

Jap.:Yamaguchi(1955),pp.390.14-391.1) :

6Itaanye 'Stavarbudadayah//

anyeSIta-narakaaStau/tad-yathaarbudonir-arbudahatato

hahavahhuhuvahutpalahpadmomahapadmaSca/

SeealsoChaudhuri(1976) ,pp､125.22-126.2andMvy.4929-4936.

(9)Mvy.4944andHirakawa(1978),p.78a;pratyekamnarakah.

(10)AccordingtothefollowingpassageofYCBandAKBh 、、 womb

ofbeingbornfromeggg"arethosebeingswhoarisefromeggs,geese,ofbeingbornfromeggsarethosebeingswhoarisefromeggs，geese，

cranes,peacocks,parrots,thrushes(Cf.Norman(1990),p.69.25-28),

etc. ､､Wombofbeingsbornfromwombs"arethosebeingswhoarise

fromawomelephants,horses,cows,buffalos,asses,pigs,etc. ､Womb

ofbeingsbornfrommoisture" arethosebeingswhoarisefromthe

exudationof theelements,earth,etc.,worms,insects,butterflies,

mosquitos. 、NWombofapparitionalbeingg"arethosebeingswhoarise

allatonce,withtheirorgansneitherlackingnordeficient,withall

theirmajorandminorlimbs, suchasanimals(triyoc) [Pruden:

gods]beingsinhell,orbeingsinanintermediateexistence(Pruden's

translation). [YCB:V.Bhattacharya(1957),p､45.16-46.5,(Chin. (T)p.

288blO-19) ,AKBh:Pradhan(1967),pp.118.23-119, (Eng.:Pruden(1988),

pp.380.24-381.4,Jap.:Yamaguchi(1955),pp.64.7-65.1)] .

Cf.DNm33.1.11,RhysDavids(1911),p､230.23-24[Chin.(T),p.50c8];

catasso yoniyo. andaja-yoni, jalabuja-yoni, samsedaja-yoni,

opapatika-yoni.

anditsSanskritinSangItisUtralV.29,Stache-Rosen(1968),teill,p.

110.18-22;

catasroyonayah/katamaScatasrah/andajayonirjarayuja

yonihsamsvedajayoniraupapadukayonih/
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"'YCB,V.BhattaCharya(1957),Pp.44.17-45.1(Chin(T),p.288a26-27) :

catasroyonayo 'ndajajarayujahsamsvedajaaupapadUltaSca/

AKK3.8cd,Pradhan(1967),p6118.21-22(Fr.: laValleePoussin(1971),

t.2,p.26.18-21, Eng.: Pruden(1988), p.380.19-23, Jap.3Yamaguchi
K1955),p.64.3-6) :

catasrOyonayas-tatrasattVanamanjajadayah//

anjajayonirjarayujasamsvedajauPapadukayonih/

SeealsoChaudhuri(1976),p.130.1-7andMvy.2278-2281.

(11)Thesefourkindsoffoodaremorselfood,contactualfood,volitional

foodandperceptualfoodCf.Wayman(1961):,pp.135-162.

SeealsoDNm, 33.1.11,RhysDavids(1911),p.228.3-5(Chin, (T)p.50
cl-2):

cattaroahara.kabalihkaroaharoolarikovasukhumova,phasso

･ dutiyo,mano-saficetanatatiya, vi面面anamcatuuttham.

anditsSanskritinSangltisntraW.22,Stache-Rosen(1968),teill,p.
104.14-17：

catvaraaharah/ katame catvarah/ kabajimkara aharah

audarikahsUkSmaSca/ sparSodvitIyOmanahsaficetanatrtlya
vijiianamcaturtham/

YCB,V.Bhattacharya(1957) ,p.46.14-15(Chin. (T)p.288b28-29) :

tepunaScatvaraaharah/kavadamkaraaharahsparSOmanah-

samcetanavijnanamca/
夕

SBh,Sukhula(1973) , p.84.3-(Wayman(1961),p.144.28-29,ShOmonji

kenkyUkai3(1986) ,p.74.22-23) :

catvaraaharah/ kavadamkarah,,sparSo,manah-samcetana,
●●一一

vljnanamca-.

AKK3.39a,Pradhan(1967),p.152.9-14(Fr.: laValleePouSsin(1971),

t.2,p.119.8-9jEng.:Pruden(1988),pp;439.28-440.2,Jap.:Yamaguchi
(1955),pp.322,12-323.6) :

catvaraaharah/kavadIkaraharahprathamah/、 ． 、 sparSo

dvitlyah/manah-samcetana trtlyah/' vijfianam aharaS

caturthah/

SeealsoChaudhuri(1976) ,pp.139.1-140.2andMvy.2283-2287.

(12)ThesefOurkindsofbeingareno-footbeingslikesnakes,two-foot

beings, i.e. humans, fOur-footbeingsi.e.mammals, andmany-foot
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beingslikeacentipedes.SeeSamanthapasadika,Takakusu(1927),

pp.362-364.

(13)Thesethreetypesofpretasarepretaswithexternalobstructions

conceringthepartakingoffoodanddrink,withinternalobstractions

andobstructionsregardingtheavailabilityoffOodanddrink.SeeYCB,

V.Bhattacharya(1957) ,p.87.17-18,Chin． (T)297b5-6:

pretahpunasamasatas trividhabahir-bhojana-pana-kI･tavarana

adhyatmambhojana-pana-krt且varana bhojana-pana-krtavaranaS

ca/

又餓鬼趣略有三種。一者由外障礦飲食。二者由内陣礦飲食。三者飲食無有障

礦。

Rigzin(1986) ,p.380a.

(14)YCB,V.Bhattacharya(1957) ,p.46.3-5,Chin. (T) ,p.288bl7-19:

aupapadukayonihkatama/. ． ． tad-yathanarakadevaekatyaS

catiryakpreta-manuSyah/

云何化生。 ． ． 、如天那洛迦全。及人鬼傍生一分。

AKK3.9b,Pradhan(1967),p､119.10, (Fr.: laVall6ePoussin(1971) ,

t.2,p.29.3-4,Eng.:Pruden(1988),p.381.19-20,Jap.:Yamaguchi(1955),

p.65.10) :

narakaupapadukah/

(15)AKK3.9d,Pradhan(1967) ,p.119.13-14(Fr.: laValleepoussin(19

71), t.2,p.29.7,Eng.:Pruden(188),p.381.22,Jap.:Yamaguchi(1955),

p.65.12-13) :

pretaapi jarayujah//

api-Sabdadapyupapadukaiti/

(16)AvadanaSataka,49.1,Vaidya(1958),p､122.6-7:

pancaputranahamratraudivapancatathaparan/

bhakSayami janitvatannastitrptistathapime//

ThisverseisalsoquotedinthesecontextoftheAKBh,therforeit

mightbetakenfromhere.Pradhan(1967),p.119.15-16(Fr.: laVallee

Poussin(1971), t.2,p.29.10-11andnote3,Eng.:Pruden(1988) ,p.381.

25-26,Jap.:Yamaguchi(1955),pp.65.15-66.3andHonjO(1984),p.32-

33,Pasadika(1989) ,p.51.24-31.

AccordingtolaValleePoussinthisverseisalsoquotedinMV(T､p･

626cl7)andKarapaprajriapti[laValleePoussin(1913) , p.345.17-346.
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13］ ．

(17)Mvy2302;dIrgayuSodevah.Cf・ManorathapnranllV(H.Kopped.),

p.116.21-22:

dlgh且yukamdeva-nikayanti asmia-deva-nikayamsandhaya

vuttam.

(18)AccordingtoAKBhthissthanabelongstothebrhatphalas inthe

fourthdhyanaintherUpadhatu.SeeAKK3.2andAKBh,Pradhan

(1967) ,p.111.16-24(Fr. : laValleePoussin(1971) , t.2.,p､10-21,Eng.:

Pruden(1988),pp.365.26-366.14,Jap.:Yamaguchi(1955),pp.8.15-9.9) :

Urdhvamsapta-daSa-sthanorUpa-dhatuhprthakprthak//

dhyanamtri-bhUmikamtatracaturthamtvaSta-bhUmikam//

、 ． 、 caturthamanabhrakahpunya-prasavabrhat-phalahabrhah

atapah sudr"h sudarSanahakanir#hah ity etani sapta-daSa

sthananirUpadhatuh/

SeealsoUi(1938) ,p.1041b.

(19)MVy2303:pratyanta-janapadam.

(20)SBh,ShOmonjikenkyn-kai(1981),p.125-6:

mtha' 'khobkyimirkunmarnamsdang/klaklornamssu

skyespayinte/

(21)Cf.AKK4.70bcd,Pradhan(1967), 242.9-10(Fr.: laValleepoussin

(1971), t.3,p.150.12-14,Eng.:Pruden(19M),p.648.4,Jap.:Funahashi

(1987) ,p､329.9-11:

lobhatah//

para-strI-gamanabhidhy且dattadanasamapanam//

(22)Cf.AKK4.70ab,Pradhan(1967) , p.242.7(Fr.: laValleePoussin

(1971), t.3,p.150.6-7,Eng. :Pruden(1988),p.647.30-31,Jap.:Funahashi

(1987) ,p.329.5-6) :

vadha-vyapada-paruSya-niStadveSena.

AKK4.77cd,Pradhan(1967),p.247.10(Fr.:1aValleePoussin(1971),

t.3,p.166.11-12,Eng.:Pruden(1988),p.5-6,Jap. :Funahashi(1987),p.

361.5-6：

abhidhyatuparasva-viSama-sprha//

andAKK4.78aPradhan(1967),p.247.26(Jap. :Funahashi(1987),p.

361.15） ：

vyapadahsattva-vidveSah.
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(22a)Cf.AKK4.14aandAKBh,Pradhan(1967),p.205.18-20(Fr.: la

" ValleePoussin(1971),pp.43.22-44.4,Eng.:Pruden(1988),p.581.7-11,
Jap.:Funahashi(1987),p､121.3-6andChaudhury(1976),pp.152,4-153.":

aStdhapratimokSakhyah

bhikSu-samvarobhik"I-samvarahSikSamana-samvarah6ramanera-

samvarahSramaVerI-samvarahUp且sakassamvaraupasika-samvara

upavara-samvaraSca/

(23)Thesixthofeightadverseconditions(indriya-vaikalya)described

inSSissimilar:tothe:descriptioninthebeginningofSBh・ SBh,
ShOmonjiKenkyn-kai(1981),pp.12.27-14.4:

'diltardbuskyimirnamssuskyespa'ibar#durgyaspar． ． 、

deglenpadang/digpadang/lkugspadang/lagpasbrda

byedpargyurzhinglegspargsuugspadang/nyesparbshad

pa'ichosrnamskyidonkunshesparminuspadang． ． 、

AsRatnakaraSantisometimesrefers toSBh,SSmaybe､Closely
夕

connectedwithSBh・Therefore, thinkingabout theauthorOfSS,we
｡

musttakeitintoconsideration.

(24)MVy2305:mithya-darSana.

(25)Vasubandhualsoquotesthisadverseconditionof theEkottarika-

gama andclassifies falseviewsby intothree;-negating･ action,

itsresultandtheAryans; but these three @aredifferent fromthe

classificationofRA・YaSomitraexplainsthemindetail.SeeAKK4.

78bc,Pradhan(1967),p.247.28-32(Fr.:laValleePoussin(1971),t.3,

pp､167.13-168.5andnote4,Eng.: Pruden(1988),p.657.23-29,Jap.:

Funahashi(1987) ,p.362.2-5) :

nasti-drStihSubhaSubhe/

mithya-drstih

SubhecaSubhecakarmaniyan且stItidrStihsamithya-drStih/

tad-yatha"nastidattamnastiStamnasti hutamn且sti Sucaritam

nastiduScaritamityevam-adiyavannasantiloke'rhanta"iti/

saiSasakalyenakarma-phalary且pavadikamithya-drStirbhavati/

andABVy,Wogihara(1971b),p.409.19-24,Funahashi(1987),p.363.
5-14．

(26)Thisversehasnotyetbeenidentified.

(27)SeeAKBh,Pradhan(1967),p､254.20-22(Fr. :1aValleePoussin(19

(26）
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71) , t.3,p.188.18-22,Eng.:Pruden(1988), p.671.1-4,;Jap.:Funahashi

(1987) ,p.405.3-5) :

prapatipata-viratya･asevitayabhavitaya bahuli-krtaya deveSu-

upapadyate/ sa ced itthamtvamagacchati mapuSyanam

sabhagatamdlrghayurbhavati． ． 、

AccordingtolaValleePoussinthesamecontextappearsalsoinMV

(T.p.589.18-21) .

(28)SeeAKBh,Pradhan(1967),p､254.1(Fr.: laValleePoussin(1971),

t.3,p.186.3-4,Eng.:Pruden(1988) ,p.669.11-12,Jap.:Funahashi (198
7) ,p.402.13) :

pranatipatenalpayUrbhavati.

(29)RA14-16,Hahn(1982),pp66-9(Eng.:TucCi(1934),pp､311.4-312.3,

Dan.:Lindtner(1991),pp.20.29-21.8,Jap.:Kitabatake(1988), pp.9.18-

10.7,Uryuzu(1974),pp.235.10-236.1andMiyasaka(1983),pp.428.
13-429.15） ：

himsayajayate 'lpayurbahvabadhovihimsaya/

cauryenabhogavyasanISaSatruhparadarikah//

pratyakhyanammrSavadatpaiSunyanmitrabhedanam/

apriyaSravanamraukSyadabaddhaddurbhagamvacah//

manorathanhantyabhidhyavyapadobhayadahsmrtah/

mithyadrStitvammadhyapananmatibhramah//

(30)InchapterfourofAKKandAKBhVasubandhu,interalia,treats

therelationbetweenactionanditsresultandclassifiesfivekindsof

reSults,whichhavealreadybeentreatedinchaptertwo,bytwo,three

orfouraccordingtotheirconditions. Icannotsayinwhichconditions

､RatnakaraSantiassociateswiththeensuingfourresultsorwhether

heleavesouttheresultofdisconnection(visamyoga-phala) ;wecan

study,however, theassociationofcertainconditionswithensuingfour

resultsinAKBh:

1)goodandbadaction, not includedinthepathofabandoning,

[comprise] four [results] -with the exceptionof the result of

disconnection(yaccanyatprahana-margatsasravamkuSalamkarma

yaccakuSalamtadapicaturbhirVisamyoga-phalamhitva/)[Pra-

dhan(1967),p.256.1-2] ; fOurresultsfurtherPertainto:

2)neutraldharmaofbad'action( [aSubhasya]avyakrtaScatvari
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visamyoga-phalamhitva/) [opcit,p.256.10andAKK4.89ab] ,
3)alldharmasof thethreeperiodspertainingtothepastaction

(atltasyakarmanas traiyadhvikahdharmaS catvari phalani/
visamyoga-phalamhitva/)' [opcit,p.256.17-18] ,

4)futuredharmasofpreSentaction(pratyutpannasyapi karmano
'nagatadharmaScatvariphalanyetanyeva/) [opcit,p.256.20] ,

5)dharmasofthereownstagepertainingtoactionofacertainstage
(svabhUmikasyakarmanahsvabhnmikadharmaScatvariphalani
visamyoga-phalamhitva/) [opcit,p.257.3andAKK4.91a] ,

6)dharmas susceptibleof beingabandoned throughmeditation
([darSana-heyasyakarmano． ． ． ]bhavana-heyaScatvarivisam-
yogaphitva/) [op cit,p.257.18-19andAKK4.93a] ,

7)dharmas susceptibleofbeingabandoned throughmeditation

([bhavana-heyakarmano． ． ． ]bhavana-heyaScat"rivisamyoga-
phalammuktva/) [opcit,p.257.21-22andAKK4.93cd] .

(31)Thistermiscommonlytransrated intobdtUgpo' j 'bFasb"see
e.g.Mvy2273orAKBh[Hirakawa(1978) ,p.123b)] ． ′

(32)ThesefourresUltsareVipaka-,nigyanda-,adhipati-andpuruSa-
phalam・Therelationbetweencauses, conditionsandtheirresults

explainedinchapter2ofAKKandAKBh[SakUrabe(1969),pp.112-

116andpp.352-409],YCB(V.Bhattacharya (1957), p.106.15-107.4,
Chin.(T),p.301bl3-14)andsoforth.SeealsoMvy2272-2277,Pruden
(1988),p､359.13-15.

(33)Idonotknowwhatthesefivedharmasare.InMvy8708-8712there
arefourdharmasexpectedfromaSramana,namely,nottoretaliate

a)forbeingreviled(akruStenanapratyakroStavyam), b) forbeing
beenangered(roSitenanapratiroSitavyam),c) fOrbeingblamed

(bhanjitenanapratibha"itavyam)andd)forbeingbeated(taditena
napratitaditavyam) .

DNm, 33.2.1,RhysDavids(1911), p.23594-11(Chin. (T), vol、 1． p.51
bl4-19) :

paficaabhabba-tthanani・ abhabboavuso khmasavo bhikkhu

sanciccapanamjlvitavoropetum.abhabbokhlnasavo bhikkhu

adinnamtheyya-samkhatamadatum・ abhabbokhInasavobhikkhu

methunamdhammampa#isevitum. abhabbokhInasavobhikkhu
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gampajana-muabhasituqn.abhabbokhfnasavobhikkhusannidh』
karakamkameparibhufijitum, seyyathapipubbeagariya-bhnto.

anditsSanskritinSangXtisUtraV、 16,Stache-Rosen(1968),teill,p.

145.32-41 [seealsoSanskrit-W6terbuchderbuddhistischenTexteaus

denTurfan-Funden,vol.2,p.114a] :

paficabhavya-sthanani/abhavyo 'rhadbhikSuhkSInasravahsam-

cintyapralinamjivitadvyaparopitum/abhavyo'dattamsteya-

samkhyatamadatum/abhavyomaithunamdharmamprati-

sevitum/abhavyahsamprajananmrSavaditum/.. .

CfalsoSamantapasadikal,Takakusu(1924),vol.1,p.111.18(B.

Sharma(1964) , p.97.22) :

samitatta(samitapapattabySharma)samanotivuccati.

(34)Althoughfivekindsofasceticsarementioned,onlyfourareactually

enumerated; "dgeslobma(SikSamana)" seemstobemissinghere.
”

SeeSBh,Shukla(1973) ,p.342.3-5(Chin. (T) , p.447b4-5) :

tatrasvakhyata-dharma-vinayah/bhikSurbhikSunl,SikSamana,

6ramanerah. Sramanerl/

alsoRigzin(1986),p.393b-394a.

(35)ThesefourtypesofSaramanasare: theonewhoisvictorious [by
meansof]thepath,theteacherofthepath,who.livesuptothepath

andtheonewhodefilesthepath・SeethefollowingtextsandHartmann

(1993), p.258-9:

MPS26.19,Waldschmidt(1950-1) ,p.258-9;

margajmaScamarga-daiSiko

margejlvatiyaScamarga-dnSl//

長阿含経（二）遊行経,Chin"(T) , vol.1,p､18bl4:

如汝所問者沙門凡有四

志趣不同汝當識別之

一行道殊勝二善説道義

三依道生活四為道作穣

Sn84,D.Andersen(1948)(Eng.:Norman(1992),p.10.31-35,Jap.:

Nakamura(1984) ,p.27.6-8andpp､268.20-269.22,cf.Pjn, 1.5,Smith

(1966),pp､161.16-162.14) :

caturosamananapancamo 'tthi,
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teteavikaromisakkhiputtho

magga-jinomagga-desakoca

maggejnvati,yocamagga-dUsI//

MV,Chin.(T), p､341c23-24:

四沙門者。一勝道沙門。二示道沙門。三命道沙門。四汚道沙門。

SBh,Shukla(1973),p.338.11-12(Wayman(1961),p.103.8-19,Chin. (T),

p.446c8-12) :

､tatracatvarahSramapah/marga-jinah/marga-deSikah/

marga-jIvI/m且rga-dUSlca/ tatrayahsugatahsamarga-

jinah/ yo dharma-vadI samarga-deSakah/ tatra yah

pratipannah/ samarga-jIvI/ yomithya-pratipannah sa

marga-dusi/

(36)Therearethreetypesofbrahmanas: thebrahmanabybirth,by

nameandbyaccomplishment.See SBh,Shukla (1973),p.340.6-13

(Wayman(1961),pp.103.20-104.32,Chin. (T),p.447a 6-7） ：

tatratrayobrahma”h／ tad-yathajati-brahma1ah／samjm‐

brahmanah/pratipatti-brahmanaSca/tatrajati-brahmanah

yo 'yamjati-brahmana-kulejato,yonito,matr-sambhntah,utpnno

matrtah,pitrtah/tatrasamjria-brahmalaCadbrahmanayasy"

itilokenamabhavati,samjfia,samajm,prajfiaptirvyavaharah/

pratipatti-brahmanah/ yo 'tyantaniSthobhavatikrtarthah/

vahitabhavantyanenapapakaakuSaladharmah/

(37)Cf.SBh,Shukla(1973) ,p､339.3(Chin.<T),p､446cl6) :

gaikSaSaikSamarga-jinaity-ucyante/

(38)SeeDNm,33.1.11,RhysDavids(1911),p.227.24-25(Chin.(T),vol.

1,p.51al5-16) :

cattari samanna-phalani・ sotapatti-phalam, sakadagami-phalam,

anagami-phalam,arahatta-phalam.

anditsSanskritinSangItisntralV,10.a),Stache-Rosen(1968),t､1,p.

98.10-14：

catvariSramanya-phalani/katamanicatvari/srotapatti-phalam

sakrdagami-phalamanagami-phalamarhatvam/

MV,Chin. (T),p.336c23-24:

此中説有四沙門果。謂預流果一来果不還果阿羅漢果。

SBh,Shukla(1973),p･.331.1-3(Wayman(1961),p.102.4-9,Chin.(T),

(30)



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

p.445b29-cl) :

tatra'bhavana-phalamkatamat/.aha’catvari Sramanya-phala
ni/srota-apatti-phalam,sakrd-agami-phalam,anagami-phalam,

agra-phalamarhattvam/

(39)Hereonlythreehigherspiritualpowers(abhijiia) arereferredto,

buttheother threeabhijaasmayalsobequotedinthiscontext

[Sakurabe(1981) ,pp.240.12-243.17].SeealsoAKK7､42,Pradhan(19

67),p,421.6-7(Fr.: laValleePoussin(1971),t.5,pp.97.14-98.4,Eng.:

Pruden(19") ,pp.1157.13-1158.5) :

rddhi-Srotra-manah-pUrva-janma-cyuty-uPaPatkSaye/

jmana-sakSl-kriya'bhij同asajvigha

rddhi-vigaye jnana-sakSatkriya abhijn且/ divya-Srotra-cetah

paryaya-pUrva-nivasanusmrti-cyuty-upapadasrava-kSaya-jnana-

sakSatkriya abhijnah/ etah Sad-abhijaah/ asampanca

prthag-janaihsadharanah/ .

(40)RatnakaraSantidoesnotrefertotheeightadversecondition (the

non-arisingofaTathagatainthisworld)．HerehestartScommenting

: ontheoppOsite(bzlogpa=viparIta)oftheabove, i.e.-withouthaving

tofaceadverseconditions-onactuallypractisingthedharmabydint

of"SikSa".

(41)AKK8.39,Pradhan(1967),p.459.9-11(Fr.: laValleePoussin(1971).

t.5,pp.218.7.219-7,Eng.:Pruden(1988),p､1281.5-14,Sakurabe(1981),

p.381.25-28;

Sad-dharmodvi-vidhahSasturagamadhigamatmakah/

dhatarastasyavaktarahpratipattaraevaca//

(42)Inthefollowing, theexcellence(dgeba=kalyana)ofthedharmais

commenteduponbymeansofexpainingthethreekindsoftraining,

611a, dhyanaandjnana, orprajiia, andagainRatnakaraSantimay
” タ

havetakenSBhashisauthority.SeeSBh,Shukla(1973),pp.261.8-262.

13(Wayman(1961) , p.92.4-11,Chin． (T),pp.435c24-436a7) :

tatraSikSakatama/aha/tisrahSikSah/adhiSilamSikSa,

adhicittamadhiprajnamSikSa//tatradhiSIlamSikSakatama/

yathapi tac chllava<n> viharatIti vistarena pUrvavat//

tatradhicittamSikSaviviktamkamairviviktampapakairakuSalair-

dharmaih savitarkam, savicaram, vivekajamrprIti-sukham

（31）
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[cittaikagratan ca] prathamam dhyanam yavac caturtham

dhyanam-upasampadyaviharati/iyamadhicittamSikSa/api

khalu sarve arupyas tad-anyaSca samadhi-samapattayah

adhicittamSikSety-ucyate/ api tu dhyanani niSritya tat-

prathamatahsatyabhisamayasyonyamavakrantirbhavati/na

tusarvepasatvamvinadhyanaih</>tasmatpradhananidhyanani

krtvaadhicittamSikSetyuktani// tatr且dhiprajnamSikSaya

caturSvarya-satyeSuyathabhntamjfianam/

(43)Ihavenotbeenabletoidentifythisquotation.

(44)AKK1.4,Pradhan(1967),p､3.6-11(Ejima(1989), p.3.17-23,Fr.: la

VallCePoussin(1971),t､1,p.6.12-17,Eng.:Pruden(1988) , p.58.17-15,

Jap.:Sakurabe(1969),p､141.4-11) :

sasravanasravadharmahsamskrtamarga-varjitah/

sasravahasravasteSuyasmatsamanuSerate//

(45)Theexcellenceofthedharmaisfurthercommenteduponbyreffering

tothe threekindsofwisdom,namely,wisdomobtainedthrough

hearing,thinkingandmeditation・Cf.AKK6.5andAKBh,Pradhan

(1967),p､34.14-18(Fr.: laVallCePoussin(1971), t.4,pp､142.8-143.6) :

vrttasthahSruta-cintSvan-bhavanayamprayujyate/

satyanihidraStukamaaditaevaSIlampalayati/tatahsatya-

darSanasyanulomam Srutamudgrhnaty artham va Smoti/

Srutvacintayati/aviparrtamcintayitvabhavanayamprayujyate

samadhau/ tasyaSrutamayImprajnamniSritya cintamayl

jayate/cintamaymlniSrityabhavanamayIjayate/

(46)VasubandhuquotedfromSamyuktagama, accordingtowhichthere

arethreekindsofkilling, andkillingforritualpurposesisdeclared

tobeduetodelusion.SA1049,Pradhan(1967),p.240.15,Pasadika

(1989b),p.85.1-5,Honjo(1984) , chap.4.82,pp､68-69:

pranatipatobhikSavastrividholobhajodveSajo.

SeealsoAKBhchapter4,Pradhan(1967),p.240.21-22(Fr.: laVallee

Poussin(1971), p､145.1-3, Eng.: Pruden(1988), p.645.19-20, Jap.:

Funahashi(1987),p.322.8) :

mohajoyathayajiiikanamdharma-buddhyarajnamcadharma-

pathaka-pramanyaddhimsata/

(47)AccordingtoAKBhtheselyingisalsoduetodelusion, but five

（32）
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kindsoflyingarenotconsideredharmful. SeeAKBh,Pradhan(196

7),p.241.12-15(Fr.: laValleePoussin(1971),p､148.4-7,Eng.:Pruden

(1988) ,p､646.24-26,Jap・:Funahashi (1987) , p.324.4-9):

mohajom"vadoyatha

nanarma-yuktamanrtamhinasti

nastrlSurajannavivaha-kale/

pranatyayesarva-dhanapahare

paficanrtanyahurapatakanIti/

(48)Skt.:kapalin[LokeshChandra(1990),P.1798a],amanwhohasa

skull.MonierWilliams(p､250b)expllains itas "thefollowerofa

particularSaivasect(carryingskullsofmenasornamentandeating

anddrinkingfromthem)''．Thenextword, ''gcerbupa(nirgrantha,

nakedman) '' meansaJainaascetic.

(49)Thequotationfromthistext (CGP)isdevidedintotwoparts, fOr

thefirstpart, seeCGPp.325a28(=331cl5) :

離八難難如順時香樹。

InSS, thekeywordofthispassageis 'kSanasampad' (dalba 'byor

ba;時分和合), but intheChineseversionofCGPtheterm@a5takSana'

(mikhompabrgyad;八難)occurs・ SincethereisnoSanskritor

TibetanversionofCGP, it is impossibletosaywhichof the two

termswasactuallyemployedintheoriginal・ However, theauthor

andcompilerofSS,whilequotingfromCGP,mighthaveprefered

theformertothelatteroriginal term, because ,kSapasampad' isthe

keywordofthethirdthemeofSS.

(50)RatnakaragantievidentlyclassifiessutrasmentionedinSSaccording

tothoseneedingfurtherinterpretatation(neyartha)andthoseofcertain

anddefinitivemeaning(nItartha)． SeeMochizuki(1992),note(43)

and(47)andMochizuki(1993), pp、 22.8-9and24.2-4．

(51)Ihavenotbeenabletoidentify.thistext.

(52)Forthesecondpartofthequotation, seeCGPp.325cl-5(=332al6-

21） ：

於彼何者消浄平等。謂得人身具満十徳。何等為十・一者離下賊家。二者稻屯。

三者不唖。四者諸根不欠。五者得男子身。六者顔容端正。七者得好脊属。八

者不貧。九者不為他欺発言有中。十者多人鰭仰。

(33）
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AbbreviationsandOriginalSources(2)

AKVy AbhidharmakoSavyakhya.

Skt.:Wogihara(1971b) .

Tib.:D.4092,P､5593.

Bodhicaryavatara.

Skt.:Bhattacharya(1960) .

Tib.:Bhattacharya(1960) .

Chin.:T. 1662.

大方等大集経月蔵品Candragarbhaparivartao・

Chin.:T.397,46-56.

Mahaparinirvanasntra.

Skt.:Waldschmidt(1950-1).

阿毘達磨大毘婆沙論MahavibhaSaSastra.｡

Chin.:T.1545,1546.

Mahavyutpatti.

Ed.:Sakai (1981) .

RatnavalX.

Skt.:Hahn(1982) .

Tib.:Hahn(1982) .

Chin.:Hahn(1982) .

Suhrllekha.

Tib.:D.4182,4496,P,5409,5682.

Chin.:T.1672-1674.

Yogacarabhnmi, seealsoBBhandSBh.

Skt.:V・Bhattacharya(1957)

Chin.:T､1579.

BCA

CGP

MPS

MV

Mvy

一

RA

SL

YCB

TranslationsandSecondarySources(2)

Andersen,D.

1948 釦虻α凡jp醜α,withH.Smith,repr.,London.

Bhattacharya,K.

1960 Bodhicα〃αuα堀ra,Calcutta.

Bhattacharya,V.

(34）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaran(Mochizuki)

1957 TheyOgacarqbhZmiQ/AcaﾉﾂaAsa塘α,Calcutta.

Chaudhuri,S.

1976 A"alyticdlaum'Q/tbeAb"idharma虎Csα,Calcutta.

Ejima,Y.江島恵教．

1989 Abhid“『mα虎osabha5yaq/Vasuba凡dhu,Chapterl : dhatu-

nirdeSa,Tokyo.

Funahashi, I.舟橋一哉

1987 倶舎論の原典解明一業品-Kusharo凡凡oge"te凡虎aimei-GOhon,

Kyoto.

Driessens,G.

1993 VEUreerzher･ospol"･ I'6Ueil,、Paris.

Hartmann,J.U.

1993 DerBuddhaUberdie vierArtenvonAsketen,audie"z【"・

Iitdologiel"ldBuddhismusbI"zde,Bonn.

Hirakawa,A.平川彰．

1978 倶舎論索引Ⅲ肋dzto theAbﾉzidﾉlarmα"o§αbﾉlaSyQ(Peking

edition) , partthreeTibetan-Sanskrit,withS・ Hirai, N.

Hakamaya,G・YoshizuandS.Takahashi,Tokyo.

HonjO,Y.本庄良文．

1984 倶舎論所依阿含全表AT粒bleq/mgamQ-citα"orzsi陀娩eAb"-

dbaFmaたCsαα凡dtheAbhi"Qrma虎oSopay娩丘,Kyoto.

Jamspal,V.L.

1978 Ⅳ面9回がI"zq'sLetteF･ toKi"gGa皿amZp"ra,withV.N.Samten

chopelandP.D.Santina,Delhi.

Kanakura,E、金倉圓照．

1958 悟りへの道釦Zorie"oMichi,Kyoto.

Kawamura,L.

1975 Golde"Z"hyr,Emeryville.

Kitabatake,T.北畠利親．

1985 龍樹の書簡Ry可哩施osbo〃α",kyoto.

1988 龍樹の政治思想Ry可哩凡ose"i-sIDiso,kyoto.

laValleePoussin,L.

1907 1iztroductio凡alapr･qZiquedesんtursBouddhas,Paris.

1913 Vcsubα"d加鈍YQSomitrq, troisiCme chapitre de l'Abhi-

dharmakoSa,Paris.
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Lindtner,C.

1981 ToBuddﾉZis"s"eL=redigte,Copenhagen.
1991 Nqga加皿α: ‘池U2眺鐸derlog@"di･es"i/ter,K'benhavn.

LokeshChandra

1990 ZYbeta雁釦FzshritDictio"α、′,repr.,Kyoto,

Miyasaka,Y.

1983 梵蔵漢対照ラトナーヴアリ一Bon-zo-kantaishORatnavalI,飽樹

教学の研究Ry"u-byoga虎u"ohe"hy",Tokyo"
Mochizuki,K.望月海慧．

1992 RatnakaraSantiによる－乗思想の解釈RatnakaraSantiniyoru

IchijOnokaishaku,仏教学Buためogahu33.

1993 RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabhaSyamRatnalokalamkara

(I),棲神艶ishi"65.

Morris,R.

1885-1900Aig"taFa-M虎面ya, 5vols,London.

Nakamura,H..

1984 ブッダのことばBI4ddﾉzanohotoba,Tokyo.

1993 原始仏教の思想I Ge砥ﾉli-Buためonoshisol,Tokyo.

Norman,K.R.

1990 Co"ectedapers,vol.1,Oxford.

1992 ZyteGroupqjDiscourseS(Sutta-Nipata) ,vol.2,Oxford.

1993 の"ectedmpers,vol.4,Oxford.

Pruden,L.M.

1988 AbhidhQrmaたosabhagy@mbyLouisdelcVa"もePoussiFz, 4

vols,Berkley.

RhysDavis,T.W.

1890-1911Digharzihaya,withJ.E.Carpenter,3vols,London.

Sakaki,R、榊亮三郎．

1981 梵蔵漢和四訳対校翻訳名義大集Bo"-z5-虎αルuﾉa yo"yα俺叫 tα雄5

Hbnyαん哩-"Zmjﾉ5gj-mishE,r"r.,Tb妙o，

釦陀I"･qbe,H桜部建

1969 倶舎論の研究界・根品KIJsﾉiaro凡凡oKｾ凡hyZ,Kuj,Ko"po",
Kyoto

l981 倶舎論K江sharo",Tokyo.

Sharma,B.
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1964 Zｿie"ma"tapasadi"a,"ieCommentaryonVinaya, 4vols,
1

Patna.

Sharma,P.

1990 S面""deUq'sBod"cqryaUa堀rq, 2vols,NewDelhi.
Smith,H.

1966 aftta-MpazQCbmme"tarybei噌釦『αr7t"ZﾉXﾘo範脆Ⅱ, repr.,
London.

Stache-Rosen,V.

1968 DogmaZischeBegrWSF･eMelz imalternBIJddhismus,Berlin

Steinkellner,E.

1989 SaFztideUQ:Em〃j此加dasLebe"zI"･Er･Jeucﾉi""g,MUnchen.
Takakusu, J.

1924 "mα"tapasadi", Buddhaghosa'scommentaryontheVinaya

piiaka, 4vols,withM.Nagai, London.

Tharchin,G､L.

1979 Ⅳ面garyl"za'sLetter･,with･A.B・Engle,Dharamsala.

Tucci,G.

1934 TheRatnavaliofNagarjuna,JRAS

Ui,H・宇井伯寿．

1974 仏教辞典BuためoJZte", repr.,Tokyo.

Uryuzu,R・ 瓜生津隆真

1974 大乗仏典14龍樹論集Dα〃Ob"te"14Rymju,Ronshn,withY.

Kajiyama,Tokyo.

Vaidya,P.L.

1958 AUα顕"α-s“α虎α,BST19,Darbhanga.

Waldschmidt,E.

1950-1 DQsMah即armかu助as面〃α,Berlin.

Wayman,A.

1961 A"αJysisq′晩eSr･aUa虎αbbZmiMcFzIJscr･jpZ,Berkley.
Wenzel,H.

1886 Nagarjuna's"FriendlyEpistle'',JPTS23.
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1971b 釦加握rthaAbﾉzidhar･ma虎o"-Uya虎ﾉlya,repr.,Tokyo.
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Supplementarynote

Afterthepublicationofmyprecedingpaper, IshouldliketoProvidethe

followingcorrigendumandaddendumregardingnotesrespactively:

Mochizuki (1993):

(74)CGP,Chin.(T)p.325a27-28(=331cl4-15) :

佛出世難如優曇花。

(75)Soucesaboutudumbara, asimbolofrarityisrelatedinNorman's

"Asrareasfig-flowers'' [Norman(1993),pp、 245-250]・ According

tohispaper this example isalsousedbytheJainsand isnot

uncommoninlndianliterature.

Here l expressmygratitude toProf.Dr.L. Schmithausenwhomade

valuablesuggestionsuponmyfirstdraft, andDr. BhikkhuPasadikawho

gavemesomecriticalcommentsandpatientlycorrectedmyEnglish,

(38）
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